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大正 六 年 比 律賓に 於て 病 を 得 引續き 健康 勝れず 遂に 大正 十 年 七月 

十四日 鎌 倉に 於て 鼓せ る 亡妻 德子 及び 

大正 八. ^十二月 七日 比 律 蜜 ダバオに 旅行 中 同地に 客死し 遺言して 

遺骸 を ダバオ 灣 内に 投ぜ しめ 北緯 七 度 東徑百 二十 五 度 四十 分 三百 

尋の 海底に 眠れる 亡 弟 八 四 郞の靈 に槔ぐ 

著 者 



niZAI/S li AFiT 1 A E E W 1 Jfl/ 



，f 



ャぷ 



'お Ua^'K J-ゴ ムレ ff 二. 
':|tt/**%i^^tia/ A^tl Jam-^'^, し ff ん,' ザ 《ノ严 

C(U£AJi^' O OM^^--^ aA-ii^^^ C</r>t,i«'-fi* ぶ C*^iL*j^| , i/f%,i>^'t*.^-*\. 
, ム yvilsim^ e# お— ん 产ぶム 々*. H " h.<y^.m, * , . ,： 



r 



'ギ〜 i—m^ 



尸 



elt^Mta, き ぷな 'ず， 
' ^H^'i /rij-|^i き： い I. 

' あ \44A*<"Cxj Jji 'ゆ、 t y-'.'id.Aj y 



Ct» ィ リ • :::: 
' Q 仏 ノ，- irv'a, 

A, I 象. t' やん In— 诊 V— K-«f 化' 

I ん あ"' ザ 森 ズ 

- "'m 秋 (U む、 も 镇. ぽ， - 

，い.. 《ザ- 'や 丄'、 き d 



'"1 J 



vUU.vc4,^ ね ^n^- 翁; 
:' o れ *l"'，iye Ha ん 

': .:in4/ijt' "！チ .14ノ； 、―》 ' 

:「*|-ti々-i;" し' ぶ. 

' 仏 (l.y'VtxjiA- a-.' ！ 
' ,'、 お; li^'fcLl^lu 

, .nf^f.i'A. f|^ft »!— ！: ； c/t ス 
" I*^pm ，あ ノ c^k- 



■'《 It* ハ 



i (ヌひ a 



f 'Vl-y V V ザ C*'X S- -, Y}, '.. 



.At., t/滅 も . 
タ,！ ^/神 



,''"iY. /ズ <>v 

义 き， w つ 

； y "上, 

"ュな も, ノ' i4 *| <1炎4多ダ#^ ， 



c» ァ = 中 文 本ハ譯 n = -it n 英） 



一 J ui . ： ― rfcviy 、 ル ノ -し H'l'felH- 三 Z« 二十く i-: 六十 九 百/ \ 千 
ル ノ 存. お 二 節 輕 關 a 樣比テ シ = ノモ, V タ メ認 



リマ 7 閛 



置: ヽ , 
I ,« レ、. ひ: ノ ノーノ 

t: 乂 ず'"，'' '"^ 

i t^tif^^. ノ。〜 • 

《は；" 麟， 

f ik, め, 警』 ノ * 

' ねま' 



'^'-V 'ジ . '，■''', き,， 'パド 7V«_,«r «!• き . 

"お んぶゅ • S^mca.M,e " 3^ニ " 

ハウ ' .— > チ.〜 な" か身レ 4_ 一 •f.^^W*. 

. . . 4. • ； -1^ t;;、'.'v: へね J わ ^ ^ 'tf* ま ' ' 

か,, r- f-*^'^^ ^-; 

, „ . も 〈あや,/"" へ 化） 綠 T づ暴 1^ 

. 丄.' あや"""'.' 参 Y 



m ぼ 二 #ノ き 
?f-i 广" 



"め'' パ 

+ 1. ゆ:" 



き dti^MMMs^ 

リ, ば;:—:， IV ぜ:- 儿" ん' や *i A メ, 細 - . 

, 一 aJ, も' き， ― ― 、, ' 
, 《えき-しん メ H〜. ザ tt— き, 仁で' , . . 



17 へ 、んも-£ (ぜ1 ひ まき' 



'"ず'"" "ま り 



,J,f ザ,，., ノ: 'に— ，ノリ： しつ》 ん产仏 に:;，. 

い;;,".? ノ" 'れ わ"々 'れ〜 ,t f》. »^ す' M >^'： ' 
し …"ぶ Cm imiMi ム个' 'ジ （二 

fi^'^i/^ 'よ メ ず','' レ r*、 し '- ■ ,. 

壽， な", ドメ: 《： が 斧-に リ ルノ 
相:: C 够ぉ ん. お 《ル《 '"广 ； '(う 

J . 二 * ,f メん fli 1/' リメ 'レし V* ィ, 



し， 《V ち 喜》 メ /『巧 1AA 

ソヌ 二' 4. きお' ま/," か"， 鄭，》 'し 



,《き 



一 ， あ ぁ n^4^^. 

J'J L.*€^WlM "う— + , 

^ AAf バき, 



. rA f A J ?，r ，i 【 f 



日本人と 支那 人と は 外貌 善く 相似た ftv、 然れ ども 其氣 質の 相異る 事英佛 人の 間に 相違 あるが 如し 

比 律 賓人は 然らず 外貌 氣質兩 者ながら 全然 我と 同一 にして 唯 習慣に 異 有る のみ、 比 律賓人 日本の 

國 七に 置けば 數 世なら ずして 新たなる 日本人 を 生ず 可く、 亦 日本人 を 比 律賓譜 島に 置けば 矢 張數世 

ならず して 新なる 比 律 賓人を 生ず 可し 先年 佘マ 一一 ラに 行きし 時 或 公會の 席上に て 比律賓 人と は 諸 

君の 如く！ s 班 牙 語 を 能くす る 日 木 人 を 謂 ひ、 日本人と は 拙 筏の 如く 片言の 英語 を if ベ る 比 律賓人 を 

謂 ふと 定義せ しに、 列座の 比 律 賓人も 日本人 も皆拍 f して 妙と 稱し 善と 稱 せ.^ 

借此ぃ S 隣の 同胞 は 如何なる 地方より 出で 來. しゃ、 如何なる 風俗 習慣 歷史を 有し 今 如何なる 政體の 

下に 何を爲 して 生活し 何事 を考 へつ，^ あ 6 や、 其 統浩阈 たる 北米 合聚阈 及び 近隣なる 支那 日本 等の 

讅 國 との 關係は 如何、 凡そ 是 等の 事柄 は 日本 入の 須 らく 疾 くに 知る 可く して 未た 知らざる ものな， OV 

三 神 君の 本誊を 著せし は 即ち 此の 智識 上の 缺陷 .i,! 補 はんが 爲な 

余の 知る 限 6 に 於て は 現今 邦人 中 比 律 賓を知 6 比 律賓ぉ 愛し 日 比 親善の 爲 めに 龕 力す るると 三 神 君 



^右に 出 づる者 無し ノ三神 君の 比 雞餐を 談るは 餅屋の 餅 を 魏.^ 酒屋の. 酒 を談る 如く 其 正確 的 耍佘の 

稱纖. ^俟 たざる な- ^〇 余 は 念ず ァギ ナ , K を 知. て リサ， y 严を 知らず 呂宋を 知 .^^ て ミ ンダ ナオ を 知 

ちざる 邦人の 此 書に 依らて 大に 其數を 減ぜん とを而 して 余 も 亦此誊 によみ て 一 層 善く 比 律賓を 知 

t91 晋深ス 比 律賓を 愛し 一層 多く 日 比 親善の 爲 めに 盡 力す るに 至らん， M と を . 

大正 十一 年， 月 十九 H 



え 名 も 無き 著者が 渺 たる 1 小 W 乎 を 書いて、 それで 比 雞资の 事情 を 我國の 識者に 知らし めんと する 

は. 少しく 無理の 註文て ある 事 は、 著者 も 能く 承知して 居る 併な. がら 著者 は 大正 元年 三 井 物 逢會耻 

の 馬尼剌 支店 を 管理す る篇 めに 同地に 行き、 大正七年まで留..^、 其 後 二 年 許り 新 嘉坡に 行った が、 

大正 九 年 三 井を辭 し、 目下 は比雞 賓の碟 業と 我 財界の 一部 を聯 結す る パイプの 管现 者と して、 比 律 

賓と R 本との 間 を 往來 して 居る 關係 上、 比 #： 賓の • に は 深き インタレスト を 有って る爲 め、 少し 

にても 比 律賓の 事情 を 我國に 紹介 せんとして 此番を 列 行した のて ある 比 律 賓に關 する 邦字の 番物 

として は 曩に土 屋元作 氏が 「比樣 S 踉渉」 を 寄 かれた が、 觀察も 面白く、 斷案は 適切て、 殊に 常に 

文筆に 從事 せられて 居る 同氏の ると 故、 行文 流暢 思 はず 卷を 終る 中に 比 雜賓の 事情に 通ず るので あ 

るから、 此 以上 別に 新しく 本 を 齊 く 必要 はな いが、 唯 比 律賓の 如き 新進の 國ては 時々 刻々 色々 の變 

化が あるので、 本書 は 主として 同書 出版 以後に 起つ. K 事、 及 永年 著者の 從 事して 居つ ^經濟 方面の 

事 を 書いた ので あるから、 比 推 K の 事 に 通 ぜんと 欲する 人 は、 本書と 併せて 土屋 氏の 窨を讀 まれ 



んミと を 希望す る o 

ノジサ I, ル傳の 一 章 は 比 律齊大 學敎授 ォ.^ スチ ン肇ク レ f グ 氏の リサ f k 傳を土 屋元作 氏の 抄譯せ 

られ^^^もので、 氏の 好意に 依..^ 之 を 本書 中に 收 むる MA} を 得た の は 著者の 幸福であって、 鼓に 同氏 

の 好意 を 感謝す る 

本書 は 全部 口語 體に書 綴った が、 唯獨立 問題の 一章の み 論說體 にした の は、 此章は 元と 著者の 談 

話 を 目下 「爪哇 日報」 並に 「南洋 及 日本人」 を經營 して 居る 佃 的 外 氏が 文に 綴った ものである のて、 

同氏に 敬意 を 表し、 多少 後に 附加 へた 所 は あるが、 大體其 儘 を 本書に 载 する Ni とに した 爲め である 

. 本書に 添付した 比 律 賓經濟 地圜は 比律賓 政府 商工 局の 調製に 係る ものて、 特に 同局 長 レイス 氏の 

好意に依.=^飜刻添付したものでぁるo 此機會 化 於て 同氏の 好意に 對し 感謝の 意 を 表す。 

過去 十 年間に 於て 比 律 賓に關 する 英文の 著書 は 隨分澤 山讀ん だので、 本書 中には 種々 の 著者の 意 

見 又は 記述が 不知 不識の 間に 引用 せられて あるが、 特に 現 比律賓 大審院 1： 事 マル n ルム 博士 及 現 比 

律 賓大學 文科 大學長 カラク 氏の 著書な ど は 最も 多く 參考に 供した、 兹に 謝意 を 表する 次第で ある 

大正 十一 年 一月 ■ 著者 誌 
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ドク ト ル搴ォ ブ攀フ ィ S1 ソフィ ー 

、三 神 敬 長 著 

第 一 章 北律賓 事情 一 班 

比 律 賓は千 八 百 九十 八 年 米 西 戰爭の 結果 米國の 領土と なった ので あるが、 能く 調べて 見る と、 亞 

米 利 加が 比律賓 を 取った と 云 ふ と は 所謂 豫定の 行動と 云 ふ 乙と てな く、 寧^c豫期せざらし出來事 

であった と 言 ふ 方が 適當 であるかと 思 ふ 其 證據に は 馬 尼剌灣 頭に 西班牙の 艦隊 を 殲滅した デュ f 

ク ヰ.' 提督に 與 へられた る 命令書 を 見る と (其 當時亞 米 利 加の 海軍 次官 は 有名なる ル にズ ベ グトで 

あつ， pi) 西班牙の 艦隊 を 撃滅せ よと 云 ふ 趣意 は 何であった かと 云 ふと、 馬 尼剌を 占領す ると 云 ふ 事 

は 寧ろ 第二の 目的であって、 主なる 目的 は 西班牙の 軍艦が 太平洋な どに 飛 出して 亞米利 加の 通商 を 

妨害され て は 困る から 之 を 防ぐ のが 第 一 てあつた ので ある 隨ゥて 馬 尼剌灣 頭の 海 戰は千 八 百 九十 

第一章 比律賓 事情 一 班 一 



： 八 年 五月 一 日の 朝に 行 はれて、 晝 までに 片付いて、 西班牙の 軍艦 は 全部 擊 沈され 若く は 捕獲され た 

.0 て あるが、 fSi 米 利 加の 陸兵が 馬 尼 剌灣に 入って 來 たの は 八月であって、 其 間 三 箇月の 時間が あつ 

た ハ，. 是が 若し 豫定の 行動と したら さう 三月 も 放って置く 箬 はない。 さう して 米 利 加の 馬 尼 剌を占 

領 したの は 八月 十二 日で. * 比 律賓の 日で 言へば 八月 十三 日で あるが、 亞米利 加の 日で 言ふ此 八月 十 

二日 は 華 盛頓て 西班牙の 利益 を 代表して 居った 佛國 大使 ジ ュ. 'グ、 カンボン と 亞米利 加の 國務 卿と 

休 戰條約 を 結んだ 日であって、 其休戰條約の條項を調べて見ると斯ぅ云ふ^-とがぁるo 第. 一條に は 

西班牙が 欽 瑪に對 する 主：，、 を讓 ると 云 ふ 事、 第二 は。 ホ I ト、 リコ 及 其 他の 西 印度に 於け る 西班牙 頒 

は 八：： 聚國に 讓.^ 且ラド 5- ン 群島の 中の 一 を讓 ると 云 ふ ことがある (今日 米國 がグヮ ムを 領、； して S 

るの は此條 項の 結果て ある) 第三に は 此比律 賓に對 して は 割譲と 云 ふ M と は 書いて なく、 唯 亞米利 

加が 之 を 占領して 持って 居，^、 さう して 後日 平和 會議に 依って 是が蓮 命 を 決する と 云 ふこと を此休 

戰條 約に 書いて ある 所 を 見る も • 初より 米 國が之 を 取らん とする 考 はなかった 事が 分る 。それから 

其 後 引 續き巴 里に 於て 兩國の 委員の 間に 講和 談判 を やった 時に、 亞米利 加から 五 入の 委員が 行つ， 

が、 其 委員の 間に 比 律餐を 如何に 處 分し やうと 云 ふ 乙と に 就て 意見が 一致して 居らなかった つ 例へ 



ば 委員長の デ r は 比律賓 群島 中の 或 一 部 を 取らう と 云ふ說 であって、 又 委員の 一 人グ レ f と 云 ふ 人 

は 全部 取らない と 云ふ說 てあって、 殘 りの 三人 は 全部 取らう と 云ふ說 で、 即ち 亞米利 加 を 代表して 

平和 會議に 條約を 取 結びに 行った 委員の 中で も斯 くの 如く 議論が 一 致して 居なかった 位であって、 

隨て條 約 を 取 結んでも 亜 米 利 加で は 上院で 以て 之 を 批准す る 乙と が 憲法に 依って 定められて あるか 

^、 之 を 上院の 議に 付した 所が 僅に 一 票の 差で 通過した ので ある U 法定 數の 一 -m 多かった と 云 ふこ 

とだけ で、 是 だけで も國 民の 輿論が 一致して 居なかった と 云 ふ とが 分る もう 一 つ 實例を 擧げて 

見る と、 其 當時ミ ス シ ツビ 州から 出て 居った 上院議員の ゥヰ リア ム スと云 ふ 人が 上院の 委員 會で 

以て 比 律 蜜の 事 を 話す 時分に、 比 徐賓が 何處に 在る か を 知らざる 議員が 多かった ので、 一 々椅子 を 

持って行って 其 上に 昇って 地圆に 就て 比律賓 は此處 にある 是 であると 云 ふこと を 委員に 說 明す るの 

で 骨が折れ たと 云 ふて と を 話して 居る 尙比 律賓の 事に 就て はォ ソリテ I と稱 せられて 居る ゥ f 

. スタ， 》 と 云 ふ 博士が 居る が、 是は比 律賓に 永く 居った 人で、，， 十三 年間 彼の地に 內務長 して 居つ 

た 人で あるが、 甞て亞 米 利 加の ミ シ ガン 大學の 動物 學の 敎授 であって 動物 標本 を 荒め る爲 めに 千 八 

■ 百 九 ナ 年頃に S: 賓 に. 行 CVVMU 固 年 半 程 各地 を 歩いた 事が あるので 比 律賓の 事情に 通じて 居 ひた、 

第二 章 ， 比律賓 事情 一 班 三 



此 人が 千 八 百 九十 八年學 校から 二 年 許 6、 贩を 焚って 獨 逸て 動物 學の 研究 をし やうと して、 其 途次 華 

盛頓に 行って 大統領の マツ キン. レ I に 看 ひ 自分の 知って 居る 比 律 賓の話 をした 所が マツ キン レ.. - 

曰く、 i 前の やうに 能く 此雞賓 を 知って 居る 人 はない、 是 から 政府の 役人と して 比 律賓に 行って 吳 

れ k: と 云 ふ 事で、 其 場で 獨 逸行 を^め て 比律賓 調査 委員の 一 人と して 行った と 云 ふやうな 事 も あつ 

て、 何れの 方面から 考 へ て 見ても 亞米利 加 人が 比 雞賓を 占領し やうと 云 ふでと は 初から 考 へ て g ら 

なかった 許，^ でな く、 比 $H 资に對 する 知識な ど は 殆ど 全然なかった と 言って： _ せ 支ない 占領した 後 

て ft どうしゃ うと 云 ふ 乙と であった と 言って 宜 いのて ある 

斯う 云 ふやう に 米國の 比律賓 領有 は 塞 k: 偶然の 出来事て あって 豫 期せ ざ，^ し 事であった のて ある 

併しながら 之 を 領有す るに 決し. {^繩 由 は 外に ある れは第 一 に 多数の 懂牲と 多くの 資財 を拋 つて 

馬 尼 刺の 城 頭に 立てた 彼の 星 條旗を 故な く 撒す るると は 戰勝國 民の 心理 狀 態ではなかった らうと 思 

ふ C 即ち 一 種の 愛國的 心理 狀 態と 云 ふ ものが 確に あつ.？^ のて ある もラ 一 つ は 亜米利加 は 正義 人道 

の爲め 西班牙と 戰ゥ たのて ある。 西班牙 は^ 瑪に 於ても 比 律賓に 於ても 甚 しき！ i 政 を 行って 居って 

人 GJ^ は 苛政に 苦しんで 居つ 力 C それ を 救 はんが 爲 めに 亞米利 加が 戰爭 をした のて あるから、 今此比 



歡賓を 西班牙に 返す 乙と は、 狐へば 邪 樫 な繼 母の 手から 子供 を 救 ひて 置きなが^ 幾何 もな くして 

又 元の 繼 母に 還す やうな もので、 到底 忍ぶ 可らざる 事で ある。 され ぱと 云って 之 を獨立 させ. S ^らど 

ラ かと 云 ふに まだ 獨立獨 行 は出來 ないから、 合 衆國は 正義 人道の 上から 言っても 義務と して 之 を 助 

成しなければ ならぬ 公衆 國は比 雜 賓を喷 育して 行く 所の 義務が あると 云 ふ 正義 論。 それから^ 他 

の 理由 は、 亞米利 加 は國が 大きい 許.^ でな く 國內に 富 源が 多く 其 阈內の 商 賣と云 ふ もの は 却々 多額 

である、 外國貿 も 多 かっ^が 以前 は內國 商業の 方が 重要？ せられて 居った 位で ある。 然るに 十九 

世紀の 末に 於て 亞米利 加の 製造 工業が 非常なる 大 仕掛に なって、 所謂 トラ ストと 云 ふ 問題の 盛んに 

なった の は其當 時て あるが、 斯樣に 製造 工業の 仕掛が 大きくな ると 隨て 品物が 安く 出來る けれども、 

それに は 之 を 吐出す 所の 市場がなければ ならな so もれが 爲め其 頃 亞米利 加の 製造 工業 者が 此 市場 

を 求める NT とに 付て 非常に 注意，^ - する やうに なった ので ある それで 比 律 賓をー の 出店と して 東洋 

南洋 方面に 亞米利 加の 製品 を 送る と 云 ふこと は 非常なる 利益で ある 試に 馬 尼 刺 を 中心として 千 七 

百哩の 半徑を 以て 圓を畫 いて 其 内に 住んで 居る 人口が 幾ら あるかと 云 ふと 一 億 二三 千 萬 ある ^^之 

を 延長して 三， 千 五 百 哩の半 徑內に 居る 所の 人口 を 調べて 見： ると 七 億 何千 萬と か ある 斯う 云 ふ 所に 
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出店 を 設けて 亞米利 加の 製品 を寶 捌く 取引所に したら 非常な 利益が ある Nl とで あらう 9 即ち 新う 云 

^利 〈f 論と 愛國 論と 正義 論の 三つが (まだ 他に も ある だら うが) 主なる 理由て あって- 愈々 比 律賓を 

領有す る fj とに なった ので ある ( 

新 5, 云 ふ 理由，. て あるから し. て 隨て比 律 賓に對 する 施設 も それに 適 ふやう にす る M とに なって 色々 

の 接 说をゃ つ たが， 先づ 主として 擧げて 見る と 敎育衞 生 交通と 云 ふやうな ものが 特に 目立 つ て 居る 

敎育は 西班牙の 時代に も 法律の 上で は 相當敎 育に 對 する 設備が あった C 即ち 紙の 上に は學 校が 澤山 

建って 居った ので ある けれども 實 際に 於て は 乏しく、 一般の 子弟が 敎育を 受ける 乙と は 到底 望ま 

れ. ない 事て あった 故に 亞米利 加が 占領す ると 同時に 兵隊の 中から 敎 員に なれる 者 を選拔 して、 小 

學校を 直ぐ 開き 敎育を 授ける やうに した 一 方で 鐡砲を 撃って 居る 中に 斯う 云 ふ 事 を 始めた が、 今 

日に 於て は 比 律賓の 小學に 入って 居る 兒 童の 數は百 萬 前後 ある だら うと 思 ふ 一 千 萬 許，.^ の 人口の 

中の 百 萬て あって、 是は 日本の 五 千 萬に 對し八 百 萬の 就學兒 童が あつたと すれば、 之に 比して 及ば 

ざる こ と 遠き であるが、 一 方 亜米利加が 占領して 以來 僅に 二十 年餘. ^ほか 經 たぬ 殊に 亜米利加 か 

も 晃れば 一の 植民地て あ.^、 又敎ゅるのも英語でゃると云ふ^-とを考へて見たも、 非常の * 成績 を 



擧げて 居る と 言 はなければ ならぬ o 假に 朝鮮 若く は 臺灣に 於け る 日本の 小學 校な どの 設備 及 就學兒 

童の 數と之 を 比較して 見からば、 甚だ 殘念 であるが 吾々 の 方が 及ばない 然るに 又 千 九 百 十九 年の 

比 律 賓議會 に 於て は 比 律 賓の總 歳出の 半額に も當る 三千 何百 萬 圓と云 ふ もの を 五箇 年間 繼續專 業と 

じて 小學 校の 建設費に 充てる とに 投票して 居る 斯う 云 ふやうな 具合で 敎 育と 云 ふ 乙と に 付て は 

却々 盛んに やりて 居る ノ 

： もれから 衛生に 就て は 統計的に 言 ふと 煩雑になる から 之 を 略して、 大體に 於て 事 實を肯 へば、 主 

なる 町々 に は 水道 を 設け 又は 下水 を 通じ、 又 不健康なる 濠な ど は 埋立てる と 云 ふやうな rJ と を 盛ん 

にやって 居る 又 米 國に行 はれて 居る 所の 食物 取綠 規則 を 設けて 牛乳 罐詰其 他の 食料品の 如き 一 ，5- 

試驗 をして、 若し 有害なる ものが あれば どし 吿發 すると 云 ふやうな 方法 を 取って 居る 又顯著 

なる 例 は 馬尼剌 市に は 蚊 返 治 隊と云 ふ TP のがあって、 市役所の 役人が 蚊 を 退治して 歩く、 消防隊の 

外に 蚊 返治隊 があって、 是は 小さい けれども 同じく 啷筒を 持って 居って 其 中には 油 を 入れて あって 

少しても 蚊の 發生 する やうな 處には 之 を 注いて 步 くと 云 ふると もやって 居る ので、 前に 著者の 居つ 

た 當時馬 尼 刺に 殆ど 蚊が 居ない と 云 ふ rJ ともあった 斯う 云 ふや ラに衞 生 方面に 於ても 着々 やって 
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居る 爲め 傳染病 等の 統計 も 前から 見る と 大變少 くな つて 居る o 

もう 一 つ は 交通であって、 是は 産業 を發 達せし むる に 就て は 最も 必要なる は 今更 言 ふまで もない 

事て、 殊に 比 律賓の 如き 產 物の 大部分 は 原料 品であって 粗製品で あるから、 例へば 麻 砂糖 椰子の 實 

若く は 煙草の 葉と 云 ふやうな もの は、 嵩が 高い 割に 價の 安い 物で、 之 を惡ぃ 道路で 運搬したならば 

運賃に 追 倒されて しま ふ、 隨て 産業が 起ら な S と 云 ふ 乙と になる から 二 父 通 を 良くして 運賃 を少 くし 

今 で 市場に 出なかっ^ 物 を も 出る やうに すると 云ム 所から 之に 力 を 注いだ ので ある 其方 法と し 

ては鐡 道の 敷設 道路の 改良 並に 延長であって、 殊に 其 道路た る や 一 定の 方式に 依って 捲へ たもの て， 

實に 立派な ものて ある 是は町 許りて なく 田舍に 行っても 一 定の 方式に 從て 砂利 を 敷き ^ i フ にて 

轉 がして 實に 立派な ものが 出來て 居る。 ま 京 市の やうに 砂利 を 敷き 放しに して 車 や 靴 を ！ラ I の 

代らに して 踏 込ませる やうな 亂 暴な 事 は 比 律 賓ては 今日 見られな so 著者が 數年前 馬 尼 刺から 北の 

方へ 數百甚 米 自動車で 旅行した とが あつたが 誠に 上等の ものて あった。 

次に 比 律賓に 舞して Si 米 利 加 は 哺育の 義務が ある、 行く. （-は 獨立獨 行の 出来る やうに してやる 

義務が あると 云 ふ 所から 政治的に 敎育 する 必要が あると 云 ふので、 午 九 百 二 年 七月 一 日 比 律 賓の憲 



& とも 稱 せらる V ものが 施行せられ た o 尙ほ千 4^ 百 三年に 比 律 賓の瞎 勢 調 奢 をして、 是が 終って か 

ら後ニ 年間 平和の 狀 態が 續 いて 居ったら 民選 議院 を 設ける と 云 ふこと になって、 遂に 是が 許されて 

千 九 百 七 年に 比 律賓ァ ッ セン ブリ と 云 ふ ものが 出來 たので ある 其 以前に は 立法 行政 は 如何なる 

形式て やって 居った かと 云 ふと、 千 九 百 二 年まで は 軍政が 布 かれて あって、 千 九 百 二 年から 之を撤 

廢し 民政と なった ので あるが、 其 前から 比 律 賓コン ミッションと 云 ふ ものが あって、 をれ の會 長が 

當時タ フ ト てあつ 力、 ゥ I スタ 博士な ども 委員の 一 人て あった が、 其 中の 一 人 は敎育 長官 を やり、 

他の 1 人は內務長官をゃ，.^、 もう 一 人 は大藏 司法の 長官 を 兼ね、 尙 一 人 は 警察と 商業の 長官 を やら、 

尙此 以外に 委員が 二三 人あって、 是て コ ン ミ ッ シ ョ ンを 組織して 居った ので ある 其後會 長が 總督 

になった が、 總督 になって から も此 制度が 行 はれて 居った 而 して 此 コン ミツ ショ ンが萬 能で あつ 

て * 即ち 是が 立法の 事を議 する 時には 立法の 機關 となり * 行政の 事 を 行 ふ 時には 行政の 委員と なる 

と 云 ふやう に 雨 方の 資格で 總 ての 事 を やって 居った 然るに 千 九 百 七 年に 民選 議院が 出來 て、 其議 

員數 八十 一 名 是が謂 は、 义 衆議院と 云 ふやうな 形に なって、 而 して コ ン ミ ッ、 ゾョ ンは 上院 同檬な 形に 

な ゥて兩 者て 以て 總 ての 法律 を 作る と 云 ふこと になった ので ある 
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飜 つて 亞米利 加の 政界 を 見る と、 千 八 百 九十 六 年に は ネブラスカの ー靑年 辯護士 から 一 躍して 民 

主黨の 大統領 候補者と なった ブライアンと ォ ハイ ォ 州の クヰリ アム、 マッキ ンレ f とが 候補者と な 

って鎬を削って選擧を爭っ^-が、 其 時に どう 云 ふ 問題で 戰っ たかと 云 ふと、. ブライアンの 民主 黨は 

銀. の 自由 鑄 造と 云 ふ とが 主なる 主張て あった、 然るに 選擧の 結果 共和 黨の 候補者.？^ る マッキ ンレ 

！が 選ばれ、 其 治世 中に 米 西 戰爭が 起って 比 律賓が 亜米利加の 領有と なった のて ある 然るに 其 次 

の； 千 九 百年の 選 « は 矢 張 民主 黨の ブライアンと 共和 黨の マッキ ンレ I が 候補者て あつたが、 今度 も 

民主 黨 宣言 中には 銀の 自由 鑄 造と 云 ふ 事 も 入れて あつたが、 主なる 主張 は 非帝國 主義で あつ 即 

ち 比 律 賓を頟 有する M と は. 亞米利 加の 歴史に 反して 居る、 國是に 背いて 居る から 直に 獨 立を與 ふべ 

しと 云 ふやうな 議論で あつ. s^o 其 時に も 民主 黨が 負けて 共和 黨が 勝った 其 後 千 九 百 四 年に も 八 年 

にも 民主 黨は其 主張 を 宣言の 中に 入れて 居ゥ たけれ ども 始終 負けて 居った から 之を實 施す る 機 扇 力 

なかった のて ある。 然るに 千 九 ほ 十二 年 共和 黨の 方に タフト、 水，' ズヴ H ,ト の 閒に爭 があった 爲 

めに、 遂に. 一大 學敎 授から 身 を 起した クキ〃 ソンが 大統領に 選ばれる 乙と になつ. {^o 其 時の バルチ 

チアの 民. 主黨 大會に 於ても 比 律 賓獨立 問題と 云 ふるとが 宣言書 中に あつ， 故に クイ〃 ソ ンが當 選 



すると 同時に 此 政綱 を 行 はなければ ならぬ 乙と になって、 直に 時の 比律賓 總督フ ォ I ブ ス 氏の 辭職 

を聽 入れ、 米國 下院議員 ハリソン 氏 を 總督に 任用し、 十三 年 も 内務 長官 をして 居った ク. -スタ 1 博 

士の辭 職を聽 入れ、 曾て 日本 S 外務省の 顧問 をして 居った デ 一 一 ソ ンと云 ふ 人の 從 兄弟の デ 一 1 ソ ン氏 

を內務 長官に し、 副 總督ギ >,バ . 'ト氏 を 免職して カン サス 州の マ 〃チン 氏 を 副 總瞥に 命じた と 云 ふ 

やうな 具合に して 役人 を入替 へて 民主 黨の 政綱 を實 行す るて とに した C 尙 根本的に 比律賓 人の 政治 

上の 位置 を定 むる 法律 を發 布し やうと したが、 此 法律 は 色々 事情が あって 少し 遲れて 千 九 百 十六 年 

八月 十九 日に 漸く 兩院を 通過して、 越えて 八月 二十 九日に 大統領の 裁可 を 得て 法雜 とな， 9、 此 法律 

を 通稱ジ tn r ゾ ス 法と 云って 居る ジョ I ン スと云 ふ 人が 此 法律 を 提出した ので 其 人の 名 を 取った 

譯で、 是は 却々 重要なる 法律て ある 殊に 其 前文に 重要なる 事が 書いて ある 一 寸 之.^ It すと 斯う 

云： とになる 

米國は 領土 獲得 を 目的と して 西班牙と 戰 ひたる ものに 非ず、 比 律賓に 確固たる 政府の 建設 せらる 

に 至らば 直に 合衆國 の主權 を撤廢 して 彼等に 獨 立を與 へ ん とする は 合衆國 民の 意志に して、 開戰 

當 時と 今日と 何等 變る と あらざる が 故に、 此 目的 を 達せん が爲 めに 合 衆國の 主權に 障碍 を與 へ 
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, ざる 範圜に 於て 比 律賓人 をして 出來 得る 限 6 多く 其內 政に 干與 せしめ 他 n: 獨 立の 曉 能く 其 權 利の 

行 便に 適せし めんが 爲 めに 此 法律 を發布 する ものな. 

と 云 ふ 乙と が 法律の 前文に 書いて あつて、 即ち 是が獨 立の 約束と 云 ふ とになる そ NJ で 此ジョ f 

ン ス 法の 内容の 詳細に 付て は 之 を 第三 章に 讓 6 其 大略 を 言へば、 今まで やって 來た 所の 立法 權は下 

院の 方は宜 いが、 上院の 方 は 任命され たる 役人て あって それが 行政官 を 兼ねて 居る と 云 ふやうな て 

とで、 それが 爲 めに 行政と 立法の 區 別が 1： 然して 居な so それに 對 して ジョ I ンス 法に 依る と、 比 

律 蜜に 上院 下院より 成る 民選 議會を 置き 比律賓 人の 選擧に 依って 之 を擧げ る、 さう して 下院の 方 は 

元の 八十 一名 を 九十 名に 增 加し、 又 上院 は 二十 四 名と する、 それから 總 ての 比 雞寶の 法雜は 此兩院 

を 通過して 總督の 裁可がなければ 法律と ならぬ と 云 ふので ある 選擧 櫂に 就て は 近頃 我國 でも し 

S やうで あるが、 範圜が 非常に 廣ぃ、 例へば 比 律賓の 男子 二十 一 歲 以上の 者に して 左の 一 に 該當す 

る者は選擧權を有すと云ふ^-とでぁる、第 一 、英語 を讀 み且誊 き 得る 者、 第二、 西班牙 語 を 讀み且 書き 

得る 者、 第三、 土語 を 讀み且 書き 得る 者、 此 中の どれても 一 に當 つて 居れば 宜し S ので ある。 然るに 

此三 CV のどれ も出來 ない 者 か ある、 それに 對 して は 直接 國税 三十 圓 以上 を 納めれば 宜しい、 此 直接 



國稅 三十 圓 以上 は 一 見 高い やうて あるが、 是は比 律 賓の稅 制 を 調べて 見る と必 しも 高い と はない 

比律賓 では 營業税 とか 商業 税 とか 云 ふ税が ある、 それ は賣上 高の 一 步を稅 金と して 取る、 百 圓の商 

賣を すれば 一圓 1« 金 を 取られる、 一箇年 三千 圓の 商賣を すれば 三十 圓て あるから、 一箇月 二百 五十 

圃 の商賣 をす る 人なら は選擧 櫂が ある 譯 である それから 不動 產五 百圓 以上 を 持って 居れば それで 

も 宜しい 尙其上 以上の 各項の どれに も當ら ない ものても 從來選 擧權を 持って 居った 者、 それ は ど 

う 云 ふ もの かと 云 ふと 西班牙 時代に 村 役人 をした 經歷の ある 者 は 皆 選 擧權を 持って e る 斯 くの 如 

く 選 擧櫂は 多くの 人に 行渡って 居る、 選 擧區は 所謂 小 選擧區 で、 ー區 から 一人 づ \ 出る てと になつ 

て 上院と 下院の 選 擧區の 違 ひ は 上院の 議員の 方が 數が少 いので、 隨て選 擧區は 下院に 比して 大きい 

と 云 ふ譯て ある 行政の 長官 は 無論 總督 であって、 是は合 衆國の 大統領の 任命に 依る こと 勿論で あ 

る 其 外 比 律賓の 役人に して 合衆國 大統領に 任命 せらる V 者が 十二 人、 總督を 入れて 十三 人で ある 

是 はどう 云 ふ 人， かと 云 ふと、 副 總督、 大審院 長 及 判事 八 名、 をれ から 會計 檢査 院長 及 次長、 是だ 

け 任命 3 れる のて ある 其 他の 比 律賓の 役人 は 比律賓 上院の 推薦 及 協賛 を經て 總督が 任命す る こと 

化な つて 居る から、 總督が 任命し やうと 思っても 比 律 蜜の 上院で S けな S と 云 ふ M とて あれば 駄目 
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である それから 總督は 兩院を 通過した 法律と 雖も 裁可し ない とが 出來る 卽ち 不裁可 權を 持つ 

て 居る が、 此 不裁可 權 は絕對 的の ものて なく、 一遍 不裁可に なっても 同じ 法律案が 三分の ニ以 b の 

多數を以て再び兩院を通過すれば總督は裁可しなければならぬ7^とになって居る0 併ながら ジ ョ I 

ン ス 法の 前文に も ある 通. cs、 合 衆國の 主權に 障害 を與 へざる 範圍と 云 ふ ミ とが 書いて あるから、 萬 

1 外 國に關 係の ある 法律な ど を 作って、 それが 爲 めに 合 衆 國に累 を 及ぼす やうな とがあって は 困 

ると 云 ふので 安全の 爲 めに、 合衆國 大統領が 最高 絕對の 不裁可 櫂 を 持って 居って、 如何なる 法律と 

雖も 大統領 は 不裁可す るで とが 出來 る、 それから 司法制度 は 前と 大 なる 差が なく、 大審院 始審 裁判 

脉及其 下に 區裁 1： 所の やうな ものが ある 尙此 外に ジ ョ I ン ス法は 比律賓 政府に 公債 を 募る 櫂限關 

稅を 改正す る權 限を與 へて 財政の 蓮 用 を 滑 かなら しむる やうに した。 

今日 比 律賓に 於け る 政治 上の 有檬は 斯う 云 ふやう に 殆ど 自治の 有樣 であるが、 拔て 今後の 問題と 

して 比 律賓が 果して 獨立 する や 否やと 云 ふると は、 是は 何とも 云 ふて とが 出來ぬ 表面から 言 ふと 

比 律賓に 確固たる 政府が 出 來れば 合 衆！； が 主 櫂 を撤廢 して 獨立 を與 へる と 云 ふ 公の 約束が 出 來て居 

るので あるから、 確固たる 政府が 建設され て 居る や 否や 又 之 を判斷 する は 誰かと、 云 ふと 合 衆國の 



代表者た る 總督が 之 を 認める ので あらう と 思 ふ o 而 しで 總督 はどう 云 ふ fO と を 言って 居る かと 云 ふ 

と 千 九 百 二十 年 比 律賓の 議會に 出した 總督 ハリソン の敎 書の 初めに 斯う 云 ふ 乙と を 言って 居る 

比 律 賓人は 千 九 百 十六 年 八月 二十 九日の ジ ョ r ン ス 法に 依って 過去 四箇 年間 政治 を やって 居った 

が、 今や 最後の 獨立を 待って S る 其 間に 一 層 政治 組織 を 完成し、 尙產業 等を發 達せし めて 今度 

來る 所の 獨立國 になった 時に 一 層 立派な ものになる のが 肝要で ある 

と 云 ふ rJ と を- 亞米加 代表者た る 總督が 言って 居る のみならず、 千 九 百 十八 年 比律賓 から 亞米利 加へ 

獨立 請願 委員が 行った 時分に も、 前の 總督、 メ リ ソン は 確固たる 政府が 比 律賓に 建設 せられて 居る と 

云 ふ Ni とを證 明して 居る 所 を 見れば、 理窟 上から は 獨立を 許さなければ ならぬ やうに なって 居る が、 

さう 世の中の 事 は 理窟 通りに 行かぬ、 と 云 ふの は、 亞米利 加 か 比 律賓を 取る 乙と に 決心した 理由 は、 

第一 は 愛阈心 第二 は 正義 論 第三 は 利益 論で、 此 最後の 點は 今日 も其當 時も變 6 ばない から 其點 よ， 

して 亞米利 加が 比 律賓を 放す とが 困難で あるか も 知れぬ のて ある 併ながら 比雞賓 では どう 考へ 

て 居る かと 云 ふと、 比 律賓の 一番 大きな 政黨て 議員 全體の 五分の 四 以上 を 持って 居る 國民黨 の大會 

化 於て どう 云 ふ 宣言 をして 居る かと 云 ふと、 第 一 項に 確固. Pi る 政府が 今日 比雜资 に 成立して 居る と 
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云 ふミと を宜 言して 居る 又 第 八 項に ジ ョ. "ン ス 法て 約束 をして 置いた M と を 履行せ ずして 愚 園々 

々する 乙と は 亞米利 加の 名 * に關 すると 云 ふると を 決議して 居る 比律賓 では 獨立を 希望し 又獨立 

し 得る と 云 ふ 自信 を 持って 居る 所で 果して 獨立 をす るかし ないか 分らぬ が、 要するに 比 律 賓は自 

治 的に 非常に 進んで 居る 0. 今度の 亞米利 加の 大統領 は 共和 黨て あるから、 隨て 米 利 加の 比 律賓に 

對 する 政策 も 多少 變 化が ある こと は 不思議で ない 旣 にクッ ド將軍 及 ハリソン の 前の 總督フ ォ I ブ 

スの 二人 を 比 律 賓に派 遺して 各方 面に 互って 調査せ しめ、 其 報告 を 得、 且 ウッド 將軍を 總督に 任命 

した。 ウッド 將 軍の 政策 は 如何にと 云 ふに 次の 章に 詳細 述べて あるから 此 所に は 省略す るが、 要す 

るに 獨立 は尙 早し と 云 ふに 歸 着す るので ある 

獨立 問題 は此 位に して 置き、 执て是 から 吾々 が 比 律 賓に對 して ど 5 云 ふ 態度 を 執って 宜 いかと 云 

ふに、 假に比 律 賓が獨 立した として 武力 を 以て 之 を. 収ゥ たら どうかと 云 ふに、 是は贅 成出來 ない、 

理窟から 言っても 他人の 持って 居る 物 を g 分が 持って 居た 方が 都合が 好い と 云 ふ 乙と で、 それ を 取 

ると 云 ふ 譯には 行かない。 卑近な 例. Mlln ふと 今日日 本の 銀行家に 金が t わる 程あって 使ひ途 がな くつ 

ズ acN て 居る として * 吾々 め やうななくて a つて 居る 者 も ある、 斯う 云 ふ 者が 其 銀行家の 金庫の 中の 



金 を 此方の 懷 中に 入れて 置 い たら 大變 都合が 宜 い けれども、 之を默 つて 取って 來 るると は 出來な い 

のと 同じ やうて あって、 寧^c吾々は金庫に金.が唸って居c^て使ひ途がなぃと云ふ場合に、 其 銀行と 

妥協して 之 を 借 出し 有利に 使って 銀行に も 相當な 利子 を拂ひ 吾々 も 利益 を 受ける と 云 ふこと にした 

なら ぱ 一 番宜 からう と 思 ふので ある 又 假に比 律賓を 取っても 宜 いと 云 ふ 理窟が あって 之 を 取った 

ら どうかと 云 ふと、 それでも 尙且大 に考へ ものお らうと 思 ふ 之に は 色々 の 理由が あるが、 主なる 

もの を 言へば、 第一 宗敎の 問題で ある 比 律 賓には 千 九 百 十八 年の 國勢 調査に 依る と 千 三十 五 萬 人 

の 人口が あって、 其 中 九 百 六十 五 萬 許.^ の 者 は 墓督敎 信者て ある 朝鮮で 少し 許， の 基督 敎 信者が 

あっても 始終 何 か 問題 を 起して 居る、 比 律賓は 殆ど 全人 口 を 擧げて 甚督敎 信者で ある ◦ 而 して 基督 

敎國 でない 日本が 行って 支配す る 乙と になったら、 それだけ でも 大 問題が 始終 起って 煩に 堪えない 

だら うと 思 ふ 又 今日 比律賓 人の 心理 狀態及 歷史を 見ても、 比 律 賓の獨 立 問題 は 亜米利加が 占領し 

て 以來^ めて 起った 問題で なく 却々 古い 歷史を 有って 居る 事で ある ◦ それに 亞米利 加 占領 以來 漸次 

選擧 櫂も擴 張され、 所謂 自治の 途を 進めて 來 たので あるから 却々 今日 他國の 支配の 下に 屬 すると 云 

ふ と は 決して 満足す る もので ない 西班牙に 對 して は 反旗 を飜 へし、 亜米利加に なって 政治 上の 
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意味から 云 ふと 善政 を 布いて 居る 亞米利 加に 對 して まだ 獨立 させぬ と 言って 頻に 苦情 を 言 CNC 厨 

る 亞米利 加で は 言論 を壓 すると 云 ふて と はな S から 朝鮮人の やうな 眞似 はしない 併ながら 亜 * 

利 加の 領土^る 馬 尼剌に 於て 國民黨 の 大會に 於て 宣言書に さう 云 ふ 乙と を 書いて 少しも 憚らぬ と 云 

ふ 有樣て あるから、 其點 から 言っても 却々 日本が 之 を 支配す ると 云 ふ と は 徒に 勞 多くして. 其 割合 

に效 能が 少 からう と 思 ふので ある。 斯樣に 比 律 賓人は 政治 上に 於て は 進んだ 考を 持って 居る が 之に 

反して 產業 上に 於て は 未だ 甚だ 進ん て 居らな い 蜜 業に 缺く 可ら ざ もの 土地 資本 及 勞働此 中の 土地 

は 成程 澤山 ある、 比 律賓の 土地の 面積 は 十一 萬 五 千 平方 哩 あって 日本の 本土と 餘 り變ら ぬ、 さう し 

て 山嶽 も あるが 平地 も 日本の 割合より 多い、 それに 對 して 人口が 一 千 萬し かないと 云 ふ 風て あるか 

ら 土地 は潤澤 である それで 勞働 はどう かと 云 ふと、 熱帶 地方 は 天惠が 多い 爲 めか 氣 候の 影響の 爲 

めか 知らぬ が 能く 働かぬ と 云 ふの は 確かで ある 一人と しての 勞働 者の 能率 は甚 しく 低い、 さう し 

て 見る と勞 力と 云 ふ もの は缺 乏して 居る やうで ある 米 利 加の 額 地に なって. から、 亞米利 加 は 金 

持の 國で あるから 資本 を澤山 入れたら うと は 想像され るので あるが、 實際 見る と 割合に 入って 居な 

so 何の 爲 めに 亞米利 加から 資本が 入らぬ かと 一 寸 不思議に 感ずる 人 も あるが、 日本の 資本家で、 



米 利 加が 资本を 入れな いのは 儲からぬ から 入れない ので ある、 儲かるなら 遠慮して 入れない 答 は. 

ない、 故に 日本から 資本 を 入れても 駄目お 無駄 だと 言 ふ 結論 をした 人 も あるが、 ー應は 尤もの 考て 

ある、 併し 著者の 調べた 所に 依る と 亞米利 加の 資本 を餘計 入れない 主なる 理由 は、 亜米利加 は それ. 

自身の： a ，が澤 山 ある 今日 戰爭 以來 亜米利加が 投資 國 として 金 を 貸す 方の 國に なった が、 .是 まで は 

借りて 居った ので ある 然るに 一 方 亞米利 加の 國 内に 投資し なければ ならぬ 仕事が 澤山 あるの みな 

らず、 中央 一 5- 米 利 加 南米な ど；^ 米 利 加 本國に 近いから 何と 云っても 亚米利 加が 相當な 優先 權を 持た 

なナれ ばなら ず、 投資 もしなければ ならぬ 斯 く國內 又は 隣接地に 投資すべき ものが 多， いから 一 萬數 

千哩を 離れた 比^ 蜜に 投資され ぬと 云 ふの は 無理 もない 乙と である をれ からもう 一 つ は 政治 上の 

將來が 不安定で ある 亞米利 加が 比 律 蜜に 獨立を 許す や 否や、 許し さう でも あるし、 許さぬ さう で 

もあって 安定して 居ない と 云 ふこと が、 資本家に 對 して 甚だ 面白くない、 尙又亞 米 利 加が 資本 を 

持って 來て も勞働 者が 今 言った 通， CS の有樣 であるか， XT 土地と 資本 許， 9 ではい かん 是 等が 主な 

る 理由と なって 亜米利加の 投資が 涉々 しく 行かな い rJ と 、思 ふ それに 對 して 日本 は ど うかと 云 

ふと、 第 一 臺灣と は 殆ど 一 葦帶 水で ある、 長 崎から 馬 尼 刺に 直航す れぱ 三日 半 許. り で 行ける、 
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此 近いと 云 ふ とが 非常な 利益て ある をれ から 比 律賓の 政治 上の 將來 是が獨 立し やうが 此 儘で 居 

らうが 日本の 投資家に は 大した 影響 はな so 第三 は 日本から は 資本と 勞 働と を 共に 入れる 乙と が 出 

來る 其 例と して 比 律賓の 南端に ダバオと 云 ふ 所が あるが、 其 地方に は 千 九 百 七 年頃から マ 一一 ラ fe 

の 栽培 を 初めて 著者 ももれ を經營 して 居る 會 社に 關 係して 居る が、 其 處には 一 時 八 千 人 以上の 曰 本 

人が 居って 日本人の 農業 會 社が 五十 許り も ある 比 律賓に 於て は 支那 人の 勞働者 を 入れる 乙と を禁 

じて：^ るが、 日本の 勞働者 を 入れる M と は 禁じて 居な い のみならず 日本の 勞働 者の 入って 來るミ と 

, ^嫌って 居ない 比 律 賓人は 日本人に 對 して 決して 惡感を 持って 居ない、 例へば 一 昨年 著者が 行つ 

た 時に 土地 法で 大分 問題が 起つ で 居った が、 要するに 其 土地 法 を 修正して 貰 はんと 仕事 をして 居る 

日本人が 迷惑 をす ると 云ふ點 があった から、 之 を 修正して 貰 ひたいと 云 ふ 乙と を 上下 兩院の 議長な 

どに 賴んて 結局 其 諒解 を 得て 昨年 二月 七日の 議會に 於て 修正案が 兩院を 通過し、 日本人が 困る 點を 

修正して 吳れ たが、 其 通過した る 事 を t 院の 議長が 報告して 吳れた 中に 修正案 提出の 理由が 付けて 

ある どう 云 ふ 乙と を 書いで あるかと S ふと ざっと 新う である 

現行 土地 法 は 比律賓 立法 部の 特許 あるに 非 ざれば 亞米利 加 人 若く は 比律賓 人に 依 ゥて六 割 一 分以 



一 



上の株式を所有せらる.^法人以外に比雜«の官有地拂下及租借を許さず、 然るに 其 法律 發布前 比 

雞賓 群島 中 殊に ミ ン ダ ナオ 島に 於け る 官有 農業 地の 租借 を 願 出て 微からざる 投資 をな せる 日本人 

の會社 一 二に して 止まらず、 是 等の 會社は 一 面よ. M 一 曰 へぱ比 律賓の 農業 發達 上貢獻 する ことき か 

ら ざる ものと 言ぶべく、 隨て 吾人の 十分なる 好意と 相當 なる 待遇 を受 くべき 資格 ある ものと す、 

兹に 吾人 は 現今 存在す る 彼我の 好 關係を £^ 一 層 助成 せんが 爲 めに 具 體 的の 方法 を 以て 吾人の 希望 

を 現し、 而 して 彼等の 我 國に盡 せる 助力に 對 して 吾人の 満足の 意 を 表する は 隣 帝國の 人民に 對す 

る我等の義務な-^、 t:^^れ本案提出の理由とす ノ 

と 云 ふ說明 書が 付けて ある 是 など は 本の 議會で てんな 事 をしたら 大分 問題になる であらう が、 

能く 彼等の 態度 を 現しで 居る と考 へる。 又 一 昨年 態々 日本の 帝 國大學 の 松 波 博士 を聘 して 講義 をし 

て 貰 ひ、 又 最近 向 ふの 大學に n 本 語の 課目 を 設けたい と 云 ふやうな 希望 を 述べて 居る 斯樣 な譯で 

大體に 於て 非常に 好感 を 持って 居る ので あるが" 唯一 つ 注意すべき 事 は、 小國の 常で は あるが 武力 

を 以て 比 律 蜜 を 取る と 云 ふやうな 多少で も考 若く は 疑 を 持た しめる 事 は 特に 愼ま S けれ ぱ ならぬ 

をれ からもう 一 c^は日本人が往々にして比f:資許.^でなく何處でもゃる^Jとでぁるが" 其 土地の人 

第一章 比 律 M 事情 I 班 二 一 



第一 i& 比 律^ 事情 一 班 ニニ 

の 利益 を 少しも 顧みず して、 唯 ft: 分に 利益が あれば 宜 S と 云 ふやうな 遣 方 をす る 人が ある 例ぱ或 

人 は 馬 尼剌の 附近に 土地 及 工場 を賈 つた.' さう して 其 所へ 高い 旗竿 を 立て 日の丸に 似た やう. な 旗 を 

立てた 爲 めに 物議 を釀 したと 云 ふて とが ある。 それから 永い 間 比 雜賓に 住んで 居った 日本人で 西 班 

牙 人から 馬 尼 刺 附近の 土地 を 買って 砂糖 畑に する 計畫 があった が、 土人 等 は 驚いて c:: 分 等 は 先 通 代 

々此 土地に 居る 者で あるから 此 所を逍 立てられ ると 困る と 云 ふので" 多數の 人が 竹槍 蓆 旗て 總督府 

へ押掛け買展して吳れと云ふ^Jとで遂に賈lw3れた^Jとがぁるo それから 或 所では 比較的 高い 値段 

で 或 耕地 を IMO た $ 之 を 其 土地の人に 言 はせ ると. - 算盤づくてはそんな概段て§3^ふ答はなぃ、 日本 

政府が 後に 付いて 居る ので はない かと 言って 驚 S た 何でもない 事で あるが 斯う 云 ふ 事が あるから 

餘程注^|:^をしなけれぱならぬ|*でぁる0 外國へ 行って 仕事 をす るに は、 若し 外 國人か 日本へ 來て斯 

う 云 ふ 事 をしたら n 本人 はどう 恩 ふかと 云 ふ と を 常に 頭に 容れて 置かなければ ならぬ 事て ある 

之を考 へない 爲め往 々にして 他の 者にまで 迷惑 を 及ぼす 事が ある 新く の 如き 點に 注意して やった 

ならば 比 雜 蜜 は 吾々 を歡迎 する こと は 疑ない 事で ある 



本章 を 終る に 臨ん て タッド 

通 ftN である 

人口統計 

千 九 百 三年 調査 一 

. 千 九 百 十九 年 調査 

P i「i 

甚督敎 比 律賓人 

敎比 律賓人 

佛敎 比雜？ ^人 

其 他の 比 律賓人 

米國人 

西 班， 牙 人. 

英國人 
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フす r ブ ス調资 委員の 編纂に 係る 比 律賓現 狀の數 字を揭 ぐれば 左の 



七 百 六十 三 萬 五 千 四百 二十 六 人 

一 千 四十 三 萬 三千 八 百 七十 五 人 

九 百 三十 五 _s 二百 四十 人 

四十 三 萬 四千 八 百 六十 八 人 

, 二 萬 五 千 五 百 六十 八 人 . 

五十 四 萬 五十 四 人 

六 千 九 百 三十 一人 

四千 二百 七十 二人た 

千 二百 二人 

ニー 二 
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支那 人 

日本人 

其 他の 外國人 



五 萬 五 千 二百 十二 人 

二 萬 二 千 六 百 三十 六 人 

二 千 八 百 九十 三人 



土地 統 iKiS 

島嶼の 數 約 三千 

總 面積 十一 萬 五 千 二十 六 平方 哩 

闢墾總 面積 一 萬 一 千 五 百 三 平方 哩 

此見 積價格 二 億 二 千 九 百萬雜 (金の 滞に 算し) 

商業 的價値 ある 森林 面積 六 萬 四千 八 百 八十 平方 哩 

內九割 九分 は 官有 

州の 數 四十 九 

自治 町村の 數 八 百 二十 九 



國富見 積 價袼， 



五 億 五 千 萬 弗 (金) 



敎育 統計 

小 學校數 

就 學兒童 

小 敎育學 を 受けた る 者 

中等 敎育 のみ を 受けた る 者 

其 以上の 敎育を 受け，？ -る者 

敎員 の數 

中米 國人 

犬學及 同等の 學校 

比雜 S 大學々 生數 

米 國大學 留學生 ： 

第一章 比 律 ま 事情 一 班 



六 千 四百 九十 三 

百 二 萬 人 

三 割 五分 九 厘 

八 分 九 厘 

一 割 三分 

一 萬 八 千 百 三十 四 入 

五 百 一人 

十七 

四千 百 三十 人 

二 千 七 人 



五 
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統計 

千 九 百 二十 年度 總歲入 

人 n 一 人に 對 する 租税 總額 

米阔 との 通商 千 九 百 三年 

千 九 百 二十 年 

新聞 雜設 統計 

刊 新 聞 



四千 五十 萬 燕 (金) 

三 弗 九十 六 仙 

千 七 丙 八十 萬 七 千 W 四十 一^ 

一 億 九 千 七 百 五十 萬 六 千 四十 一 ^ 



四十 五 種 



發行數 

發 行数 

■ 投票 統計 

千 九 百 十九 年 一 般選擧 投粟數 

婦人 投票 權 なし 

地方 方 一一 n の數 

種族の 數 

交通 統計 

鐡 道哩數 

二 等遨路 

解 マ 寧 . 比 律賓事 一 挑 



十三 萬 一 千 四百 部. 

六十 九 種 

十九 萬 五 千 七 百 部 

六十 七 萬 二 千 百 二十 二人 



八十 七 

四十 三 

七 百 五十 五哩 

二 千 九 百 二十 哩 
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第二 窣 獨立 問題 二八 

第二 章獨立 問題 

第一 節 獨立 問題の 起因 . 

j 、 比島 史の 大要 

比^ 喪 群島 は 彼の 南米 尖端の 海峡に その 名を留 むる マゼランに 依って 一 五 二 I 年發 見せら る、 然 

れ ども マゼラン は セブ. 'の對 山！： t マ クタ ン島に 於け る 土人との 戰鬪中 不幸に して 斃れ たる 爲め 遂に 比 ■ 

島に 根 據を裕 るに 至ら ざ，.^ き 

一 代の ほ險 マゼラン に 依， CS て發 見せられ たる 比島の 名 一 .fi び歐 洲に傳 はる や、 幾多の 風雲 兒，^ 

して 躍動せ しめたり、 中に も 西班牙 は S 兵船 を艤 して 比島の 遠征 を 試みた る も、 レ ガス スピ- 'がー 

五六 五 年セブ f を、 次で ー五セ 〇 年 マ 一一 ラを 占領す るに 至る 迄 いづれ も 失敗に 畢.^ ぬ 

其の 當時、 ま 洋に新 陸地の 發見、 又 領土の 擴張は 如何なる 目的な りし ゃを驛 ぬるに、 主たる 目的 

二 あら、 一 は當時 歐洲に 於て 富の 源泉と 稱 せらる V 香料の 産地が M の 方面に ある を 索ね て來る もの 

卽 ち金錢 上の 利益 を 目的と する ものにして、 二 は 西班牙 及び 葡萄牙の 阈 王が キリス ト敎 『奮 敎』 を 世 



界に宣 傳布敎 せんとす るに ありき、 從 つて 是等萬 里 遠征し 來る 中には 僧侶 も 混り 居た，^ 

其 頃 比島 內 部の 狀況を 見る に、 幾多の 會長 各地に 割據 し、 各 勢力 範園を 維持して 其處に 何等の 統 

一な からき、 マ ユラの 如き も ラジャ 、ラカン ドラと 其 緣者ラ ジャ、 ソ リマンと が 相對帱 して マー 二フ 

を兩 分し 居.？：： るなら、 斯く 如く 勢力の 分散 狀態 にある 比島 は 比較的 少人數 と 比較的 短時間に 於て 西 

人の 爲に 征服せられ たるな，.^ 

西班牙 人が 比島 を 征服し、 而 して 之 を 統治せ し 方法 は 如何なる ものな 6S しゃ を繹 ぬるに、 征服 は 

武力に 據. たる は 勿論なる が、 統治 は 宗敎の 力 を 利用す るに 努め， 6,、 之れ 一に その 本國に 於け る 

僧侶の 勢力 強大なる に 因る ものに して、 比島に 於ても 總督は 僧侶に 一 目 を 置く の 有様な，.^ き、 斯か 

る 僧侶の 政治 上に 於け る强き 勢力 は 纏て 西班牙の 比島 領有に 幾多の 禍を 誘引す るに 至れ.^ 

比島に 於け る 僧侶の 勢力 は 必ずしも その 本國に 於て 宗敎の 勢力 強大なる 爲 のみに あらず、 總督は 

僅少の 年限 を 以て 交代す る も、 大僧正の 如き は 異動 甚だ 稀に して、 多く は 長年 月 その 地に 留まる が 

故に 土地の 事情に 精通す る は 勿論、 法 門の 雜 輩に 至りても 各地に 於て 土人と 接觸 し、 之 を 撫育す る 

の機會 多く、 殊に 政府が 人民に 對 して 苛酷の 取扱の ある 場合の 如き は 其 間に 立 入らて 人民 を 保護す 



第二 I- 立 題 三 G. 

るが 故に 土民に 對 する 僧侶の 信望 は 日 を經て 益々 加 はる は 當然な 60 

ノ 當時 比島に 總督 として 赴任し 來る 者の 眞の 目的 は、 善政 を 施き て 未開の 地 を 文化 せんとす るに あ 

らず、 乂愚眛 なる 土民の 1= 能 を啓發 せんとす るに も あらず、 一に 私財の 收獲 にあ 6、 比較的 短 年月 

に 富裕と な， 9 て 老後 を風餘 かなる 本國の 都會に 送らん とする が眞の 目的な りき、 故に その 在任中 は 

收欽誅 求 を是れ 專と爲 せし なり、 行政の 首腦 者た る總督 旣に斯 くの 如し、 その 末輩に 良吏な きはい 

ふ 迄 もな し、 然るに 一 方 土民に 對 する 僧侶の 信望 口 に 加 はる あ， -、 然らて だに 宗敎の 勢力 强大 なる 

西班牙 植民地.^ 於て、 官吏が 僧侶の 爲に 益々 壓迫 せらる V は 已むを 得ざる なら、 殊に 總督の 更迭に 

際し、 をの 治 政 中の 功罪 を 調査して 之 を本國 政府に 報告す る 委員 中に 大僧正の ある あ， 9、 若し 總 

瞥 にして 彼の 逆鱗に 觸 れんか 忽ち 彈 劾の 鐡槌を 加 へらるべし、 左れば 僧侶の 勢力 加 はると 共に 漸ゃ 

く專 横の 爪牙 を 現 はし 來， o、 遂に 人民に 對し 精神 上の みならず 政治 上に 迄 も 全然 之 を 支配す るの 有 

檨な るに 至れ- >、 斯 かる « 横に 對し總 督と雖 も 如何と も 爲す能 はず、 况んゃ 地方の 小官 吏に 於て を 

や、 一 例を擧 ぐれば 地方の 官吏に 於て 何事 かを爲 さんと すれば 先づ其 地の 僧侶に 許可 を 請 はざる ベ 

からず、叩ち比島に^-ける政治上の赏權は總督の手ょり僧侶の手に移，^た，9とぃふも過言にぁらず、 



法 門に その 人お 得れば 或は 善 からん も、 若しもの 人 を 得 ざれば 宗敎 政治の 前路危 し、 一 五 七 〇 年よ 

•9 一 八 九 八 年に 至る 三百 二十 八 年間に 總 督を替 ふる と 實に百 十五、 M 迭の 頻繁なる 驚くべき にあ 

らず や。 

一 五 七 〇 年、 西班牙の 比島 領有 以來 十九 世紀の 中葉に 至る 迄、 外國 との 間に 多少の 事件 あ.^ たら.、 

例へば 支那の 胃 險家リ マ ホンの マ 二 ラ 入寇の 如き、 或は 我が 豊臣 秀吉の 比島 總督に 書 を 送 ftN て 朝貢 

を 迫らた る 如き、 又 一 七 六 一 年英 軍の マ ユ ラ 占領 (翌年 平和 條約 成立と 同時に 還附) の 如き は あらた 

れど、 內政 上に は變 化な か 6 き。 

リ然れ ども、 梢に をよ ぐ 呂宋の 風 は 何時 迄ぁ靜 かにて あら ざ， 9. き、 一 八 六 九 年、 東西 兩洋の 短縮と 

して 古今の 偉業た る蘇士 運河の 開繫 さる や、 西班牙 本國と 比島の 交通の 容易に なると 同時に 歐洲の 

新ら しき 筌氣は 呂宋の 森に も 吹き わたら 漸次 比島 土民の 思想 上に 變化 を來 せら、 比島 革命 戰の 首腦 

と 認めら る k マビ 11 I の 如き も、 その 革命に 關 する 論文に 於て 蘇士述 河の 開通が 比島 土民の 思想に 

1 大變 化，^ 與へ， 5ii りと 言へ， 

二、 キヤ ピテ のき 亂と三 僧侶の 死刑 一 た， 

第二 章 獨立 1： 题 n 二 



第二 章 獨立 問題 一二 二 

一 五 七 〇 年よ， 十九 世紀の 中葉に 至る 約 三百 年の 間、 內 政-上に 一 大事 件と して 特筆す る はな か，^ 

しと 雖も 娘終 平穩 な. 9 しとい ふに あらず、 種々 の 騷動は 各所に 於て 演ぜられた..^、 然れ ども 其 騒動 

4^ る や 多く は 特種の 地方 的 問題に 關聯 する 35 部 的の ものにして、 一 般的性 賀を帶 ぶる は あら ざり き 

f: 1 . ^七 〇 年に 至 ，9 端な くも 1 般的騷 動 を 惹起す るの 因發 生せ り、 そ は 土人の 僧侶と 西班牙 

人の 敎圑派 僧侶との 確執な りき、 元來、 敎圑 派の 僧侶 は 我 邦の 比 叙に 於け る延曆 寺の 如く、 又 高 野 

に 於け る 金剛 峯 寺び § く、 寺坊を 市中に 營 まず、 世間と 交 涉を絕 ちて 敎義の 硏究と 修業に 奪 念し、 

唯 市中の 僧侶 不足なる 場合の み 出て 、市中に 寺 坊を構 ふる を 許さる、 故に 市中の 僧侶 充分なる に 至 

らば 直ちに 市中 を引揚 ぐるが 當然 なる に、 敎圑派 は 之に 背きて 市中 を 引 揚げん とせず、 地の利 を 有 

する 寺坊を 固く 持して 動か ざり しもの 多 か 6 しかば、 遂に 土人 僧侶との 間に 隙 を 生ずる に 至れ，^ 

彼等 兩 派の 宗敎 上の 爭鬪は 最も 熱心 を 以て 進行し、 土人 側に 於て は 遠く " r マ 法王に 直訴す る も 

あ ftN、 就中、 特に 力を入れて 爭 ひたる は、 ブルゴス、 サモ ラ、 ゴ メス の 三 僧な 6 き、 ゴ メス の 如き 

八十 五歲の 高齡を 以て 而も 熱烈なる 抵抗 を 試みたり。 

一， > 七 二 年、 キャピテの海軍ェ廠に小規模の騷動起れ-^、 をの 騷勳は 稍 土民の 謀反 的 性質 を帶び 



r 



た. o しも 決して 一 般 的の 叛亂 にあら ざ. 9 き、 然るに 奸譎 にして 陰險 なる 敎團派 は 常に その 間隙 を 狙 

ひつ V あ， たる 敵將ブ グゴ ス、 サ モラ、 ゴ メスの 三 俊 を陷 るべき 好機と 爲し、 政洽 上の 勢力 を 利用し 

て 百方 策 を 講じ、 キャピテ謀反の罪を此三惯に歸せしめん事に努めた-^、 a: 横なる 西班牙 僧侶に 蔽 

はれて 天：：：！ 爲に 闇く、 マ 一二 フ法院 は 被告の 三 僧に 對し證 憑の 何等 據 るべき ものな きに 拘 はらず.， 叛 

逆の大罪に問ひて死刑を言渡せ-^、 哀れむべし 無辜の 三 S5 は 法衣の 儘 銃殺の 刑に 處 せられた，^ 

聲 無き 石 も 之 を 打てば 鳴る、 無辜の 民の 生命 を斷 ちた る 暴虐なる 裁 刺 は 一般の 比島 土民 をして 甚 

だしく 反感 を 抱かし め， pi り、 卽ち 政府 並に 敎圑 派に 對 して 何等かの 方法 を 講ぜ ざれば 如何なる 危險 

に遭逢するゃも知れずとの觀念。,.pl,-國民的自覺！^vの運動起るの動機とな，c^しな.，^o 

三、 偉人 リサ f 〃現 はる 

比雜賓 革命 史ょ. M« 殺せん として 抹殺し 得ざる もの， 卽ち、 ドク ト〃、 リサ.' 产 の小說 及び その 死 

刑な.^、 彼の 健筆に 成る ニ卷の 小說は 比島の 土民に 深刻なる 國民的 自覺の 印象 を與 へ た-^、 而 して 彼 

の 死刑 は 國民的 自覺の 爆發と なれら 

ホ セ、 リサ！ ル、 ィ、 メルカ ドは 彼の 本名に して 二 八 六 一 年生る、 比雞賓 人中 その 種々 なる 點に於 
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て 他に 比隣 を 見ざる 不世出の 偉人な， 9 き、 彼 は 幸か不幸か、 その 同胞が 少しく 國民的 自覺を 起せし 

時代に 生れた ，0、 幼少の 頃 よら 學藝カ 凌に 秀で、 十四 歳に して 旣に ラテン語の 詩 を 作.^ た，^ と いふに 

見る も、 決， して 平凡の 人物に あらざる を 知るべし、 長 じて 西班牙 本國の 大學に 醫學を 修め、 後ち 維 

納、 伯林、 巴 里 及び 倫敦 等に 轉學 して 斯學の 蘊奧を 極めぬ、 彼の 修業 は單 に臀學 のみに あら ざ-^ き、 

修學 各方 面に 亘り、 II- に 博識 多才に して 語學の 如き は 英獨佛 酉 は 勿論、 日本語 さへ も 多少 解し、 其 

他 鯖 書、 彫刻、 更に 土木に 至る 迄殆 んど專 家の 壘を 摩する もの あ.^ しとい ふ、 その 彫刻の 如き 作品 

今尙 マ 二 ラ に殘存 し、 後人 をし. て 技巧 を讃 嘆せ しむ 

彼が 歐洲滯 在中、 祖國の 現 狀を慨 し、 如何に かして 同胞 を覺醒 せしめ、 以て 光明の 彼岸に 達せし 

めんかに 腐心し、 其 結果、 可成 廣く 普及し、 而 して 可成 深き 印象 を與 ふるの 方法と して 小 說に據 る 

の 最も 勝れる を 思； 3、 一 八 八 五 年、 白 耳義に 於て 一 書 を 公に せ， 9、 題して ノリ、 メ、 タ ン ヘレと いふ 

同書 は英譯 されて 『社會 の 腫物』 と 題 さる 

四、 リサ f 〃の 小 說と其 死刑 

リサ.' ルは 小說の 序に 於て 曰く 
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比律賓には^^^常に惡性なる腫物を生ぜ，0、予は之れが治療の方法として昔時病人を寺院の階段に 

座せ しめ 變詣 人中 之れ が 治療法 を 知る 者 ある を 待ちた ると； g 一 方法 を 取らん とす、 予は厘 國の缺 

陷を 世に 公に する は 非常に 苦痛 を覺 ゆる も 之 を忍ぱ ざれば 腫物 を 治療す るの 機會 なし、 故に 予は 

淚を 振つ て 虚國の 恥し き 事赏を 少しも 隱 さず 又 偽らず. 之 を 描出す 

と、 此寄を 讀む者 は その 當時 比島に 於け る tt 會狀態 を 最も 明かに 知る を 得、 西班牙の $5 侶が 如何に 

社會 上に 跳梁跋扈し 居た るか、 一讀 して 瞭然た ると 同時に、 之が 救 涛策は その 當時 土民の 騒ぎ立て 

力る 渗政權 の 獲得の み を 以て 決して 救 海の 目的 を 達し 得ざる を 知らし む、 即ち 救 海の 根本 問題 は 土 

民を敎 育して をの 智能 を 向上し、 而 して 政治 上の 櫂 利 を 行使 L 得る の 能力 を 養， 成せざる ベから ずと 

いふが リサ r 〃の 主張な りき 〇 

リサ.' ル はこの 書に 於て 何等 危險 思想.^ 表し 居らず、 即ち 同胞に 對 して 西班牙 政府に 謀反せ よと 

は 論じ 居らざる な， 、然るに 西班牙の 政府 及び 宗敎家 は 此誊， y 手に して 痛く 恐慌 を 感じぬ、 政府 はジ 

サ1 ルの家族に對して種々なる壓迫*^加へた6^、 その 壓迫は 甚だしく 殘 忍お 極めたり、 之 を 傳へ聞 

きて リサ.'〃 は 憤慨せ ざる を 得 ざり き、 故な くして 無辜の 民を虐 ぐる 政府の 魔の 手 は、 溫 和なる リ 
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サ r 〃をして 過激に 赴かし めた fts、 彼 は 一 八 九 1 年 同じく 白 耳義に 於て 再び 1 誊を發 表せ. o、 題し 

て エル、 フ イリ パステ リス モと いふ、 英譯 されて 『貪愁 の 世』 と 題せ.^" 內容は 前著の 續篇 なれ ども 思 

想 文章 共に 稍 過激に 渉れ，^。 

"西班牙の政府及びS5侶は恰も第ニの爆烈彈を投げっけられたる如く驚きた..^、 後 著が 最も 彼等の 

忌憚に 觸れ たる は、 "サ 1〃 が 同書の 卷 頭に 於て、 彼の 罪な くして 殺された るブ〃 ゴ ス、 サ モラ、 ゴ 

メス 三 僧の 靈 前に 捧 ぐの 一文なら 

即ち リサ f ル は 同誊を 三僧靈 前に 捧げて 曰く 

敎會は 卿 等の 犯罪 を 確認せ ざるが 故に、 卿 等を賠 する に 忍びず、 又 政府 は 裁判に 公明 を缺 き、 & 

會 をして 卿 等の 斷 罪に 課 判 なきや を 疑 はしむ、 全 比島の 人民 は 卿 等の 靈 前に 禮拜し 、呼ぶ に 殉國の 

士 なる 敬稱を 以てす、 卿 等が キ ャ ビ テ の叛亂 と關係 あらし や 否や、 又 憂 國の士 ならし や 否や、 更に 

正義 自由に 對し渴 望せ しゃ 否やに 付確證 なき 限.^、 予は犟 に 卿 等 を 以て 予が g 正せん と 欲する 害 

惡 の犧牲 者と して 靈 前に 此 書を捧 ぐるの 權利 あ， CS と 信ず 將來、 西班牙 人 は 卿 等の 名譽を 恢復し、 を 

の 罪 を 謝し、 而 して 鄕 等の 英靈ぉ 慰む るの 日 あるべき を 期待す 光榮 ある 其 日の 來る 迄、 此窨を 以て 



處も 知れざる 卿 等の 墓に 供へ たる、 枯^る 花輪と し 世人に して 確證 なきに 拘 はらず 卿 等 生前の 行 

爲を 攻撃す る 者 あらば、 そ は 手 を 卿 等の 血に 染 むる ものなる M と を 知らし めよ 

前後 一 ー卷の小說は比，：^lの人心に深く泌み渡..^た.^、 恰も 警鐘 を亂 打す る 如く 祖國の 同胞 を覺醒 せし 

めたり。 

リサ.' グは其 後 香港に 歸.. ^て 醫院を 開き、 得意の 眼科 を營 みぬ、 何時の 世 如何なる 國の 英雄に も 

親子の 情に 愉 6 なく、 リサ.' ル の 如き 憂 國の士 も 祖國に 在. て 政府の 暴虐に 泣く 親 を 思 ひて は斷腸 

の感に 堪え ざ わしが、 遂に時の總督の許可を得て歸國せ.《^、 然るに 奸譎 にして 執念深き 僧侶 は リサ 

, '〃を 社會に 生存せ しむる は、 恰も 虎 を 野に 放つ 如き 危險 あ，^ と爲 し、 遂に 比律賓 群島の 最南 端ミ 

ンダ ナオ ilg の ダビ タン に 幽閉して 社會 との 交通 を適斷 せ，.^ 

慷慨 悲歌の 士 リサ. 'ルは 長く 無爲 にして 配所の 月を眺 むる に 忍び ざ.^ しが、 歐洲に 於け る 彼の 友 

人等は彼を救はんとして西班牙政府に請願書を差出し種令畫策する處ぁ.c^た-c^、 恰も好し、 西領キ 

ュ f バに内亂起，=^、 兩軍 傷病 者 多くして 醫藥の 不足せ る を 聞き、 總督 に誊を 致し 傷病 者 看護の. I ^め. 

從軍 せん る と を 請 ひ、 許されて 西班牙 本國に 向け 出發せ . 
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當 時偶々 總督 更迭し、 新 總督は SS 侶の 讒 を容れ て本國 政府に 急報し ければ、 . ^サ， * だの 到着す る ■ 

を 待て 捕縛し、 更に マ 一一 ラに 送還して 獄に 投じ、 擬す るに 叛逆 罪 を 以てす、 法院は リサ. -ダの 瑠璃 

の 如く 明瞭なる 辯 解に 耳 を 傾けず して 死刑 を 言 渡し、 一八 九 六 年 十二月 三十日、 綠蔭濃 かなる バグ 

ンパ イアンの 芝生に 於て 銃殺の 刑 を 執行せ.^、 リサ 時に 年 三十 五。 

五、 ァギナ 〃ドの 奮起 

西班牙 政府の 比 &治政 三百 有餘 年、 その 間 失政の 數敉舉 に 遭 あらず と雖 も、 リサ.'〃 の 死刑 は篕. 

しその 最も 大 なる ものな らん、 小銃の 一 彈を 以て リサ I ルの 生命 を 斷っは 容易な，^、 然れ ども リサ 

*>〃 の 思想 を 斷っは 難し、 飛 丸 彼の 心臟を 賞く 時、 缝る 血潮 は 全 比島の 人民に 革命の 洗禮を 興へ た 

るな 6.0 

顧れ ぱ蘇士 運河の 開通 よら 歐洲の 新 思想 漸次 呂宋の 天地に 浸潤して 土人 僧對敎 團派爭 論の 近因と 

な.^、 無辜の 三 |5 の 死刑に よらて 比島 人對 西班牙 人の 問題 起れ、.^、 更に 憂 國の士 ルの 健肇に 

成る 雄 麓に 依らて 比島 社 會の缺 點睡露 せらる V や 一 般の 土民 をして 國民的 肖覺の 促進と な，^、 遂に 

クサ f 〃の 死刑に 至って 一大 爆 發の導 火を爲 し、 一般的 革命 叛亂を 起す に 至れ， 



儿ょ， o 前 『力 ティブ ナン』 と稱 する 一 種の 秘密結社 土人の 間に 組織せられ 千 八 百 九十 二 年， 其 本 

部 を マ ユ ラに置 一 くに 至れ.^、 此 結社の 目的^る や 後に 至ら 種々 過大視せられ、 甚だしき に 至，^ て は 

島中に 在 生 する 總 ての 白人 を 鏖殺す る を 目的と した， 杯、 西班牙 官憲よ ら誣ら れ，？ ：lftN と 翻 尠くと 

も其當 籾よ 6 斯る 目的 あ.^ た 6 と 云 ふ を 得ず、 然れ ども 千 八 百 九十 五 年頃に 至りて は 其 黨員中 最も 

過激派の 一人た る、 アンドレス、 ボナ ファ シォの 勢力の 下に 漸次 革命的 色彩 を帶 ぶる に 至れ，. -、 政 

府當局 者 • 及び 僧侶 圑は あらゆる 方法 を 以て 此 結社の 內^ を 知らん とし、 遂に 千 八 百 九十 六 年 八月 

マ 一一 ラ 市の 一 僧侶 マリア ノ I ヒ ^に 依って 隱 の 内容 發表 せられた，^、 是に 於て 當局者 は 愕然とし 

¥% , 卽時マ =フ 其他此 結社の 蔓延せ る 地方に 戒嚴令 を 布き、 盛んに 檢擧を 開始せ.^" 結社 員 も 

事兹に 至りて は 又 如何と もす る 能 はず、 旗舉の 準備 未だ 整 は ざり しに も 係らず .1 マ 一一 ラ市 外力 リ f 

カジに 於て 初めて カティ ブ ナン の 革命 旗を飜 すに 至.. N、 之れ が爲め 各地に 散在せ る黨員 一 齊に烽 起 

し、 キヤ ビテ 州に 於て は ァギナ 〃ド等 指揮の 下に 擧 兵せ，^、 リサ.'〃 死刑 宣告の 一理 由 は、 同人が. 

此 結社の 首腦 た.^ しと 云 ふに あ，^ たれ ども 其當時 リサ r ダは ダビ タン に 幽閉せられ 事赏上 外部との 

關 係を斷 たれ！^ たれば 其 事 あるの 理 なし 
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ァギナ ルド は 一 八 六 九 年 キヤ ビテに 生れ、 其 旗 擧げ當 時 は 二十 七 歳の 靑年 にして キヤ ビテの 村長 

を 勤め 居，？：； りき、 最初 キヤ ビープに 民 軍 を 起して 同地の 兵營を 襲撃し、 相當の 武器 を 奪 ひたる 爲め 稍^ 

成功せ しかば、 近隣の 評判」 時に 揚 -^、 來ら投 ずる 同志 多く、 叛亂は 附近に 擴延 せ， CN、 然れ ども 烏- 

合の 衆と て 政府の 軍隊に 敵し 得ず、 漸次 後 返して 森林に 入ら 以て 攻む るに 難き 地の利に 據， 9 て 防戰， 

しぬ、 新くて は 軍 も sa: でて 戰ふ能 はず、 又宫軍も入，0^て攻むる能はず、 恰も 蜂の 巢をり V きたる 

如く 备 地に 叛亂續 出しければ 政府 も 奔命に 疲れ、 何等かの 名目 を 以て 干戈 を 傲む るの 必要 上、 土人 

パーズ ダノは 總督と 協議して 仲裁す る 事と な，^、 和議 成立、 革命軍 は アナ ギ, ド外 首領が 政府 よら 八 

十 萬 燕 を 受けて 國 外に 去る と、 . 又 政府 は 內政を 改善す る M とを條 件と し、 一八 九 七 年 十二月 ァギ 

ナ\ド及首顦數名は先づ四十萬弗を受取6^て香港に向c^て マ 二 ラを 去れ ftv、 此 和議 を稱 して ビヤ ク 

ナパ ト條 約と 云 ふ、 斯くて 叛亂は 表面上 平定せ し 如き も、 ァギナ 〃ド 一 派 は 決して 比島の 獨立蓮 動- 

を 中止せ しに あらず、 海外に あ.^ て 徐ろに 再舉 を圜 るの 考へ ありた る や 疑 ひなし、 一八 九 八 年、 ァ 

ギナ ダドは 歐洲に 於て 比島の 現 狀を說 明. し 以て 一 般歐洲 人の 同情 を 得ん が爲 め、 香港よ ftv 渡歐の i5t 

新嘉坡に來れ..^、 是れ ァギナ がドの 比島に 於け る再擧 及び 米 西戰爭 勃發の 間際 16 き 



，： 

第二 節 米 西 戰爭と 比島 

一 V ァ ギナ, ドと米 領事 プラットとの 約束 

1 八九八年に入-^てょ.^キ ュ . 'パ 問題に 因を發 し、 米 西 兩國の 國交は 甚だしく 危殆に 陷.^ た.^、 

ァギナ 〃ドは 祖國を 西班牙 政府の 苛酷 裡ょ， 9 救出 せんがた め 渡歐に 決し、 四 = ^香港 發 サイゴン を經 

て 四月 二十 一 日 新 嘉坡に 到着せ. 《^、 米 西關係 愈々 切迫し、 人道と 正義 を高唱 して 已 まざる 米 國はァ 

ギ ナグド の 新嘉坡 着の 日た る 四月 一 一十 一 日 を 以て 西班牙と 砲火の 間に 相 見 ゆるに 至れ 60 

ァギナ 〃ドは 新 嘉坡に 於て、 曾て マ 一一 ラに 於て 面識 あらたる 英人ブ レ I の 紹介 を 得て 翌 二十 二日 

新嘉坡 駐在 米國 領事 プ ラ ッ トと會 見し 何事 か 比島に 關 して 密議 を 交 へたら、 當 時ァギ ナ \ ドの 行動 

は 一 般の 視聽を 引き、 特に 英紙フ リ.' ブ レ スが ァギナ ルドと 米 額 事の 密會を 報ずる により 著しく 世 

人を刮目せしめた，.^、 其 密談の 內 容に關 して は 明瞭の 記 錄を 留めず、 又 之が 參考 として 何等 文献の 

徵 すべき ものな く、 人 をして 徒らに 揣摩憶測せ しむる のみなる が、 後日に 至.^ ァギナ 〃ドは 比島 獨 

立の保障に關する約束ぁft^たftsと主張するに及んで遂に米國議會の問題とな，^、 米 西戰爭 終了後、 
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プラッ トは 議會に 引き出されて 什 細に 亘る 取調べ を 受けた る も、 宣誓の 上銜 かる 約束 無 か， 9 し 3 曰 言 

明せ，c^とぃふo 

ァ ギナ, ドと プラットの 密談 中、 果して 比島 獨 立の 保障に 關 する 約束 あら ざ， しか、 嚴 格の 意味 

に 於け る 約束 或はな か 6 しならん、 何と なれば 遠 外 駐在の ！ 額 事に して 斯 かる 國 家に 重大の 關係を 

有する 大 問題 を 約束し 得る ものに あらず、 然れ ども、 米 國は當 時 西班牙と 開戰 早々 の 際な，^ しかば 

額 事 ブラ ッ トが 通國の 利益の 爲に 比島に 名聲 高き ァギナ ルド を 巧みに 利用 すれば 比 攻略 上に 便利 

多 かるべき を考 へたる は 想像す るに 難から ず、 故に 兩 者の 密談 中、 比岛の獨立に關する談話もぁ<^ 

たらん、 殊に。 フラットが 在 香港の 米海軍 デュ f タイ 提督に 宛て 電照 せし 電文に 徵 する も 多少 有意 味 

の密談ぁ.=^たるを疑はざるな..^、 即ち 其 電文 左の 如し - 

プラット 額 靡よ らデュ f クイ 提督に 宛た る 電文に 曰く 

比島 叛徒の 首領 ァギナ ダド當 地に 在 6S、 若し 御 希望と あらば ァギナ ルド は 直ちに 香港に 歸，^ マ 1 一 

ラ の 叛徒 をして 提督と 協力す る の 打合せ を爲 すべ し 

と、 而 して 之に 對 しデュ f クイの 返電に 曰く 



ァ ギナ, ドを 直ちに 送れ 

と、 斯くて ァギナ 〃ドは 四 0: 二十 八 rn 英船 マ ラ ッ カ號 にて 新嘉坡 を發し 五月 四 H 香港に 歸 着せ.^ 

. 然れ ども、 時 旣に遲 く、 デュ I クイ 提督 は本國 政府の 電命に 依り 艦隊 を 提げて 西班牙 艦隊 撃滅の 

爲に マ ュ ラに 向け 出發の 後な りき パ 

ァ ギナ〃 ドは已 むな く 香港 fi 在米 國額事 を 介して デ ュ . 'クイに 請 ひ、 其 許可 を 得て 米海軍 運送船 

マ 力 P ク號 に搭乘 し、 比^の 獨立 I -祖國 救 清の 希望に 燃えつ V 五月 十九 日 マ 二 ラ灣の 一 角た る 彼 

の 居 村 キヤ ピテ、 ビ H ホ 村に 到着し、 底ち に 上陸せ み、 當時旣 に 米海軍 は 西班牙 艦隊 擊滅の 後な 

二、 ァギナ ルドと デュ， 'クイ 提督との 約束 

五月 一 n、 米海軍 は 比島の 海上 櫂 を 掌握し 得た る も、 陸兵 を 有せざる が 故に 纔 かに キヤ ビテの 海 

軍兵 營，^ 占領せ るの みに て 他の 陸上に 對 して は 如何と も 爲す能 はず、 マ 一二 フ 市に 對 して さへ も 指 を 

染 むる を 得 ざ，.^ き、 兹に 於て デュ ウイ は ァギナ ルドの 擧兵を 便と して 之 を 許し、 齒 獲の 西 軍々 器 を 

與 へたり、 即ち ァギ ナ, ドは 同志 を 糾合して 軍隊 を 組織し、 キヤ ビテ を根據 として 威 を 近隣に 振へ 

第二 章 獨立 ii: 題 四 三 
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も、 八月 米國 陸軍の 到着す る 迄、 武を練 $ 兵 を 養 ひ、 纏て 來 るべき 二 大機會 に對し 多大の 期待 を 有 

しにき 

八月、 米 陸兵 を満载 せる 運送船 連 檣して 來- >、 直ちに マ 一 一 ラ攻擊 に 移， る も、 米軍 司令官 は考 

ふる 所あって ァギ ナダド 軍の 參加を 許さ りき、 そ は 彼等 軍兵に 充分の 訓練と 節度な く、 且つ 西 班 

牙 人に 對 する 45 惡心 深刻なる もの あ.^、 若し 彼等に マ. 一一 ラ 進入 、許さん か、 掠奪と 殺戮の 危險 ある 

を 慮 も. るが 爲な， ns、 街くて 米軍 專らマ 一一 ラ 攻撃に 當- =N、 八月 十三 日、 星 條旗は サン チヤ ゴ狨頭 高 

く揭揚 せられた るな. 00 

ァ ギナ〃 ドとデ ュ f クイ 提督との 間に は ブラ ッ ト 領事と 同じく 比島 獨 立の 約束 問題 起れ，..'、 ァギ 

ナ ルド は キヤ ビテ擧 兵の 際、 提督と 比島の 獨立を 明かに 約束せ 6 と 主張し、 之 が^め 米國 政界の 問 

題 を 惹起し、 戰後 上院 特別委 員會 はデュ I クイ 提督 を 召喚して 該 約束の 有無 を 質せし も 提督 之 を 否 

認し、 結局確認するに足るべき證憑なき儘有耶無耶の视に葬-^去られた.^o 

。 の 問題に 關 して は 曩に第 一 囘 及び 第二 囘比雞 蜜 委員 會の 一 員に して 引績き 十三 年間 比島 政府 內 

務 部長と して マ 一一 ラ. に 居住し、 比島 事情の 櫂 威 者た るゥ！ ス タ ！ 博士 は、 その 著- 『比島の 過去 及 現 



在』 に於て數百ぺ ^ジに亘-^^有らゅる方面ょ-^考證して該約束の有無を攻究し、 其 結論に 於て 何等 

約束なか，.^し事を證明せ，.^o 

領事 ブラ ットと 謂 ひ、 提督 デュ . 'クイと 謂 ひ、 その 地位より して 斯 かる 大 問題 を隨 意に 約束し 得 

る ものに あらず、 彼等と ァギナ ルドとの 會見 中、 假し 比島 獨 立に 關 する 談話 あらた， 9 とする も、 そ 

は 自己の 出來 得る 範圍に 於て 比 島人 民の 爲に其 獨 立に 關 する 便宜 を與 ふべ しとい ふに 過ぎざる ベ 

きか、 蓋し 此 位の 程度なる べし 

然れ ども 比島 人民 は獨立 問題に 對 して 一 の大 なる 希望と 期待 を 有し 居た るが め戰後 米國が 比- 15 

領有に 決する や 甚だ 之に 惑 ひたるな， o、 を は 米 國は對 西 宣戰の 布告に 於て 領土の 獲得 を 目的と せず、 

キュ の 人民が 西班牙 政府の 苛政に 虐げら る V を傍觀 する に 忍びず、 即ち 正義と 人道の 見地よ ftN 

して キュ パ人を 西班牙の 暴政 極よ. 救出す る を 目的と すと 云へ り、 米國 の宣戰 理由 は昭々 として 

H 月の 如く、 何人の 見，^ 以てする も 米國に 野心の 疑 ふべき ものな かりき、 戰爭の 結果 は 西班牙 敗れ 

て 米國の 勝利に 歸せ， 9、 故に 比島 は 西班牙の 手 よら 離れて 米國の 領有と なるな く、 比 は 比， 1? 人の 

阈土 として 其 獨立を 許さるべき ものな. と 思考し 居た るな. o、 浙 かれば 乙 そ 一 般 比，： t 人 をして ァギ 
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ナ \ ド のブ ラ ッ ト 領事 及び デ ュ f ク ィ 提督と 約束 ありとの 主張 を 無稽に あらず と 信ぜし め. ？^ら き、 

然れ ども 比島 は 米國の 領土と ならぬ。 

三、 比島 共和 國の 成立 及 消滅 

ァギナ ルド はデュ クイ 提督の 許 を 得て キ ャ ビ テに 於て 兵を擧 ぐる や 五月 二十四日、 一 般比庭 人 

民に 對し布 吿を發 して 曰く 

西班牙 軍 を 殲滅し、 憲法 を 制定して 政治の 組織 完成す るに 至る 迄、 予は 比島 共和 國の獨 裁 主權者 

たるべし 

と、 六月 十二 日、 獨立國 旗 を揭揚 し、 地方行政 制度 を 設け、 代議士 選擧 令を發 布し、 同 二十 三 Iu、 

獨裁 政治 を廢 し、 革命 政府 を 建設し、 ァギナ〃ドは假大統領となれ，，^、 八月 一 日、 各地の 議員 選擧 

を 行 ひ 本部 をキ ャ ビテ よ，.^ マ 一一 ラの 北方 二十 哩の マ." U スに 移して 此處に 議員 を 召集し、 九月 二 

十九 日 憲法 成立して 立 國の甚 礎 完了せ， cs、 いふ 迄 もな く、 ァギナ ダドは 第一 期 大統領に 選擧 せられ 

たら 

當時 米軍 は 依然 マ 1; ラ市を 占領して 比島 軍の 入 市 を 許さず、 比島 軍 は 市外の サン ファン デ ダモン， 



テ橋を 境界と して 屯營し 居た.^、 之より 先き マ 一 一 ラ 攻撃に 比島 軍の 暴 加 を 許され ざ，^ し と はァギ 

ナ〃 ドを 始め 一 般比 島人 民 をして 痛く 失望せ しむる と 同時に、 甚だしく 憤慨せ しめた-^、 從て 比島 

軍 は 米軍に 對し 快から ざる もの ありた る 折 柄、 比島 兵の サン ファン デ〃 モンテ 橋 通過に 際し 米 兵の 

誰何に 答へ ざり して ふ 一 小事 件の 發 する あ. 9、 偶々 之が 導 火を爲 して 兩軍は 砲火 を 交 ゆるに 至れ- o、 

米軍 は 間もなく 比島 軍の 根據 地を衝 きて 之 を 占領し、 比島 軍 は散亂 して 折角の 獨立も 有名 無實と 

了れ ら 

大統領 マッキ ンレ I は 比島の 處 分に 關し 調査の 必要 上 時の コ I ネル 大學 總長シ ュ I マ ン 博士 を委 

員 長と する 調 奢： 委員の 一 行 を 比島に 赴かし め 比 律 賓に對 する 米國 施政の 方針お 定 むる 參考 資料の 報 

吿を爲 さしめ た， 

第三 節 比島の 處 分と ジ ョ ー ンス法 

一 、 米 W 講和 條約 成立と 比. 島の 處分 

四月 二十」 日 砲火 を 開 きたる 米 SI 戰爭は 百 十 有 四日 後の 八月 十二 ョ 休 戰條約 成立せ り、 をの 十二 日 
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は 比島の 十三 日に 相當 し、 恰も 米軍の マ ュ ラ を攻陷 して 星 條旗を サン チア ゴ城 頭に 打ち 樹て たる H 

なら、 

同年 九月、 米 西兩國 の全權 委員 巴 里に 會 合し、 講和 談判 を 始めた る も容. t に 調 はず、 就中 米國側 

に 取. OS て 難問題と せられた る は 比島の 處分 なりき 

之 先、 ァギナ ルド は 五月 比島に 歸.^ て擧 兵す る や、 香港に 於け る 同志に 檄を彌 し、 革命 政府の 利 

益の 爲に 各國 政府に 向って 熱心なる 蓮 勳を試 ましめ、 尙米 西の 講和 談判に 際して は 代表者 を 或は 巴 

里に 或は フ、 ゾ ン トンに 派遣して 米國の 比島 領有の 不條 理を說 き、 只管 その 獨 立の 實 現に 努めた.^、 然 

れ ども 大統領 マッキ ンレ 氏 は 輿論の 趨向に 鑑み、 左の 如き 理由に 基き て 比島の 領有 を 電命せ ら0 

米國は 西班牙の 苛政 よら 比島 人民 を 救 ひた- N、 故に 之 を 西班牙に 還附 する を 得ず、 又 他に 讓渡 

. する も 不可、 然るに 比島 人民の 現狀は 智能の 發達 充分なら ず、 即ち 獨 立の 能力な きを 以て 其 時期 

の到來迄之が傅育の任に當るは米國の義務な.=^ 

とい ふか 理由な りき、 新くて 比島の 領有 を 包含す る 講和 條約は 一 八 九九 年 四月 十 1 日、 批准 交換せ 

られ たるな，. 



二、 ジョン ス 法の 由來 

. 比島 領有 を 包含す る 講和 條 約の 批准に 際し 之が 許否 權を 有する 米國 上院 (出席 議員 數の 三分の 二 

以上の 賛成 を 必要と す) に 於て 五十 七對 二十 七 を 以て 可決せられ たるに 見る も 比島 領有が 米 國の全 

部 を 擧げて 希望せ しものに あらざる を 知るべし、 左れば 米 國議會 は 比島 人民に 自治 を 許すべき を 方 

針と し、 左の 條件を 具備す るに 至らば、 民選 議院の 開設 ケ 許すべし との 法律 を 作. た， o、 卽ち をの 

條件は 第一 I 一般の 平和 狀 態の 持 續、 第二— 國勢 調査の 完成、 第三， -國勢 調査 完成 後 二. 年間 平和 狀 

態の 繼續な 6 き 

一 九 〇〇 年 三月 十六 日、 第二 囘 比島 委員 會 委員 任命せられ，、 委員長 は タフト 氏に して 委員 一 同 マ 

il ラに 出張し 種々 調査す る 所 あ，^ た， o、 一九 〇 二 年 七月 三 s 迄 比島 は 軍政な. しも、 一九 〇 一年 七 

月 二日よ 6 軍政 內に 民政長官 を 設けた， 9、 一九 〇 二 年 七月 四日、 軍政 を 撒し、 又 一九 〇 五 年 二月 民 

政 長官の 名を廢 して 總督 と爲 し、 第 一 期總 督にタ フト氏 任命せられ たり 

1 九 〇 五 年 三月、 比島の 國勢 調査 完成し、 而 して 其 後 二 年間， 平和 狀態 を繼續 しければ 愈よ 民選 議 

院の 開設に 決し 一 九 〇 七 年 十月 十六 日 を 以て 開院 式 は マ 一 一 ラに 於て 擧 行せられ た.^ 是れ 比島 自治の 

第二 章 額 立 問. 題 四 九 



第二 章 SJ 立 問題 五 

第 一 歩なる も 未だ 充分なら ず、 例へば 立法 行政の 兩權を 有する 上院 類似の 機關 ありて 其 多数 は 米 人 

な， 9 き、 其 他 比島 人民 は 財政の 調節に 對 しても 何等の 權能 なかり しな..^ 

民選 議院 設立と 同時に 議院 は 代表者 二 名 を 選出して フシ ン トンに 駐在せ しむる 事と なれり、 此制 

度 は布哇 或は 米國 大陸 中の 頟 地と 稱 する 未だ 獨 立に 至らざる 州 (現今 無し) に 於け ると 同じ、 代表 

者 は 米國の 費用 を 以て フシ ン トンに 駐在し、 兩院に 於て 投 SI 櫂な きも 發言權 を 有する ものなら 

飜 つて 當 時に 於け る米國 政界の 情勢 を觀 るに、 一 八 九 六 年の 大統領選 擧に 於て 共和 黨は マツ キン 

レ f 氏に して 民主 黨は ブライアン 氏 各々 候補者なら き、 而 して 兩黨 宣言の 主義 綱領 中 其の 最も 重要 

なる 論 爭點は 銀貨 自由 鑄 造 問題な， -き、 選擧の 結果 共和 黨の 勝利に 歸し、 マッキ ンレ f 氏 大統領と な 

ら たるが、 其 治 政 中の 一 八 九 八 年 米 西戰爭 起.^ た，^.、 次期の 大統領選 擧( 一 九 〇〇 年) は 兩黨の 候補者 

前囘と 同一 にして、 民主 黨 候補者 ブライアン 氏の 宣言 中には 依然 銀貨 自由 鑄 造 問題 を 含み 居た る も 

兩 黨の最 重要 論 爭點は 最早 銀貨 問題に あらず して 實に 帝國 主義の 是非に あ， -た り、 即ち 共和 黨は帝 

國 主義 を 是 とし 之に 對し 民主 黨は 反對の 地位に 立ちた るな，^、 約言 すれば 比島の 處分 問題が 兩黨の 

最重耍 論爭點 な， -き、 選擧の 結果 は從 前の 如く、 民主 黨 敗れ、 更に 一 九 〇 四 年 及び 一 九 〇 八 年の 選擧 



每に 民主 黨は 非帝國 主義 を 主張して 選 暴 を爭； a たる も 勝利 は 常に 共和 黨の 手に 難しに き" 然るに 1 

九 一二 年、 共和 黨は タフトと〃 f ズべ 〃トの 二 派に 分裂せ し 爲め玆 に 一 大隙を 生ぜし かぱ 遂に 民主 

黨の乘 ずる 所と な.^、 選擧の 結果 一 大 學敎授 よ， 9 身 を 起して 躍進 民主 黨の 候補者と な.^ たる ウィ^ 

ソ ン 氏の 當選を 見た， 

當時ボ ルチ モ Iァに於ける民主黨政綱中に比島獨立問題を含み居たるな.=^、 左れば 同氏が 一 九 一 

三年 大統領 就職 以來 比島 問題の 解決に 銳 意し、 其 第一 着手と して 總督其 他 官吏の 大 更迭 を 行 ひ、 而 

して 新總督 ^ リ ソン 氏の 赴任に 際し、 獨 立に 關 する 大統領の 意見 を 比島 人に 傳へ しめた，^ 

共和 黨治政 中の 比島 統治 方針と 民主 黨 新政の それと 根本の 相違 を解說 する に 格好の 適例 あら、 そ 

は 彼の 比島 政府の 內務 部長と して 十三 年間 引續き マ 一 一 ラに在 ，0- たる ク ユタ , '博士の 辭職 する や、 

居住 米 人の 主なる 者 は マ 一； ラホテ 〃に 相 曾して 博士の 爲に 送別の 宴 を 張りた. o、 其 席上 博士の 試み 

たる 演說 中、 比島 統治 方針に 關 して 左の 如き 一節 あ， 9. 、 即ち 曰く 

比島 人に 獨 立を與 ふとす る も、 未だ 其 時機に あらず、 何と なれば 現今の 比島 人 は 多くの 點に 於て 

自， 王獨 立の 資格に 缺如 すれば なり、 合 衆阈は 恰も 後 1 者の 幼 に 於け る 如く 彼等の 手 を 引きて 步 

第二 章 獨立 問題 五一 



笫ニ章 獨立 問題 五 二 

ませざる ベから ず、 即ち 比島に 於け る 施政の 方針 は 米國が 見て a て 比島 民 永遠の 利益な， ^とする 

事 は 比島 民の 贊 否に 係らず、 之れ を 遂行す るに あ..^ 、 

, ^Jの演說のぁ..^,?iる翌i^、 ゥ I スタ！ 博 土の 後任と して 來. 9 たる デ ユ ソン 氏 は 主として 米 人 よら 

成る シチ f 俱樂 部の 晝餐會 席上に 於て 左の 如き 演說を 試みたら、 即ち 曰く ノ 

比島政府は比島人の負擔する租稅を以て其經費を支辨し居れ，..^" 即ち 比島 政府の 收入は 比島 人の 

金なる が 故に、 をの 金 を 如何に 使 川すべき か を 考慮す る は 納税者の 權 利たら ずん ぱ あらず 『註に 

曰く、 比島に 民政 開始 以來 統浩费 に對し <:-| 國 政府 よら 補助 を 受けた る 乙と なし、 只ー囘 比島 飢 

饌の年 合 衆國の 決議 を 以て 四百 萬ぺ ソ の 救 恤金を 受けた るの み』 由來 東洋人と 米 人と は 事情 を異 

にす、 米 人の 如く 焦 急の 癖 を 比島 人に 望む の 必要なし、 即ち 比島の 政治 は 比島 人が 認めて 以て 利 

益な りと 信ずる 事 を 行へば 事足る 

以上 兩 者の 演說に 就て 見る も 共 * 民主 兩黨の 比島に 對 する 統治 方針に 根本の 相違 ある と を 知る 

べし。 

比島よ.. 4 き 一 固. 目に 派遣せられ 4^ る 代表者の 一人に マヌ M k、H ダ？ ケソ ン氏 あ. 9 英明の 士 にして 



； 島 自^ 獨 立の 促， 進に 與 つて 大いに 功 あ 6 た， cs、 ケ ソン は 呂宋の 片田舍 に： If れ、 マ 一二 フに 出で. -法 

律，^ 學び、 辯護士 となりて 種々 の 公職 を 兼ね、； 遂に 比島の 代表者と して 派遣せられ たるな り、 頭腦 

極めて 明敏に して 奮鬪 努力 を 主義と し 洵に精 氣發淛 たる 偉丈夫な りき、 最初 代表者と して 米 國に渡 

りたる 時 は、 英語不充分な，.^しも半年後には巧妙なる演說を爲し得たるに徵するも、 其 非凡なる を 

, ^るべ し、 ケ ソ ンは 前述の 如き 比島に 對 する 米國 政界の 情勢 を觀 取す る や 好機 逸すべからず と爲 

し、. ヮシ ン ト ンに 於て 政 客の 間に 大いに 活動し、 殊に 當時 下院議員 にして 米國 領有 地に 關 する 常設 

委員 會の會 長た る クヰリ アム、 アト キン ソン、 ジ ョ I ン ス氏の信任を得た，c^、 是れ比^2の自治に數 

段 を 進めた る 自治 法案の 提出者に して 同 案が 普通 ジ ョ I ン ス 法案と 稱 せられた る は 同氏に 依りて 提 

出せられ たるに 依る C 

一一、 ジョ！ ン ス法發 布 

ジョ r ン ス氏 提出の 比島 自治 法案 は. 米國 下院に 於て 相當 議論 あらたる も 一 九 一 五 年の 議會に 於て 

大體源案の通.=^可決せられ^るがh院に於ては容易に決せざ，^きo 

> 黉 時.^ 華に 於て は 比 * おの 事情に 通ず る 議員 少數 なりし かば 自治 法案 を 特別委 員の 審 廣に附 せ. 9、. 

第二 章 獨立 問 題 五三 



「靈 貫會ば 院外の 方面に 直りて 比島 事情の 精通 者 A- 求め、 之が 意見. を徵 しにき、 此 中には 第 一 期 比島 

總督. にし V 前大統領 たる タフ ト氏 あ，^ ク I スダ f 博士 あ，.^ 比島 副總督 マ ^チン 氏 あら 前 副 總瞀ギ ル 

>,* ト氏 陸軍省 屬島 事務局長 マ I カンタイ ァ將軍 あら、 比島 代表者 ケ ソン 氏 あ 6 其 他 實業家 宗敎家 

等 十有餘 名に 上. ftN た..^ 

是等 諸氏の 意見 は 必ずしも 一 ならず、 或 者 は 獨立を 許すべし と說 き、 又 或 者 は 自治 を 非と する も 

あ 6 た 6、^ 然れ ども 委員 は 大體の 事情 を 知る を 得 たれば 之 を 上院に 報告せ，^ ■、 當時 上院に 於て は 共 

和 民主 兩黨の 勢力 相半ばし 該 法案の 討議に 於て 共和 黨は 法律 前文の 將來に 於け る獨立 許容の 約束 を 

. 削除す べしとの 修正 を 主張し、 民主 黨は 之に 反身して 若し 右の 約束 を 削除 すれば 該 法案 は 無意味な 

るべ しと 說き、 討論 久 うする も 何等 決するな くして 遂に 會 期ば 終れ，^、 での 報 一 たび マ 一二 フに 至ら 

んか、 比島 人民の 失望 甚だしき を 思； 3、 ウイ, ソン 大統領 は 彼等 を 慰撫 せんが 爲に 『來議 會には 之 

「お 通過に 努む べし』 との 電報 を 送らた. 

翌年 再び 該 法案 は 上院の 議事に 上れ.^、 討論の 末 左の 二 修正案 成立して 可決せ. 

ノ クラ..' ク\5^ の 修正 『法律發布ょ<^ニ年乃至四年間に於\^大統領が其時機と認むる時獨立を與ふべ 



b 、い 若，. a 與ふ 可らざる 事情 あ. o たる 時 は 其 旨 議會に 報告すべし』 ゴ タン ナ 氏の 修正 『比島 固有の 

飮 料の 外 禁酒 令 を 施く』.. . 

然れ ども 下院 は ，二 修正 を 削除せ しかば 兩院 協議 會ぁ， て 遂に 下院の 主張 成- て 一 九 一 六 年 八 

月 十九 日 可決 確定し、 同月 二十 九日 大統領の 裁可 を 得い よ/ \ 法律と な.^ て發 布せられ た 6、 問題 

とな ケた る！？ 法律の 前文， は、 第 I. 章に 之れ を譯 出し たれ ども 再錄 すれば 左の 如し。 

米國は 領土 獲得 を 目的と して 西班牙お 戰 ひたる ものに あらず、 比島に 確固 ，5^ る 政府の 建設 せらる 

\ に 至らば 直ちに 合衆國 の主權 を撤廢 し、 彼等に 獨 立を與 へんと する は 合衆國 民の 意思に して、 

開戰當 時と 今日と 何等 渝る所 あらざる なり、 故に 此 目的 を 達せん がた め、 合衆國 の、 王權に 障害 を 

與 へざる 範圍內 に 於て 比島 人 をして 出來 得る 限， 9 多く 比島の 內 政に 關與 せしめ、 他日 獨 立の 曉能 

く をの 櫂 利の 行使に 適せし めんが 爲に此 法律 を發 布す る ものな. 

： 右の 法律 前文 は 明かに 比島の 獨立を 保障す. ci のなる が、 尙 その 前文の 次に 櫂 利 法典 Bill of Rig 

ht) の 規定 あ，^、 英米 兩國の それと 略 相似た る ものにして、 言論の 自由、 信敎の 自由、 法律の 定 むる 裁 

#S<4^,1. へ ビア ス、 コだ パス、 旣往に 遡る 法律 を 捲る 可らず 等比 島人 民の 自由 及び 生命 

き 1#f i 立 間 題 五 五 



第二 章 ，獨 . 立 問 題 五六 

財產の 安全 を 保障す る ものなら 

ジ ソン ス 法の 內容は 付て は 次章に 詳論す る處 ある を 以て 兹には 之れ を 省略し 唯舊 法に. 比し 異な 

れる 主なる 點 を擧 ぐれば - . 

」、 立法と 行政 を 斷然區 別し、 比島 人に 全然 立法 權を與 へて 總督を 純然たる 行政 長官たら しめし 

たる？ I と、 

二、 合衆國大統頟の任命すふ官吏の數を限-^、 其 以外の 官吏の 任命に 關 する 協 替櫂を 比律賓 上院 

. に與 へたる 乙と、 . 

へ 三、 公债 募集 及び 關税 變更. のま 由を與 へて 財政 運用の 翁 園を廣 からしめ しこと 

. 卽ち 兵事 及び 外交 事務 を 除きて は殆 んど獨 立と 異 るな き狀 態となら たるな 6 

… 第 il 節 米 國の歐 洲戰參 加と 比島 

「這 次の 大戰に 於け る 特別 現象の 一 ともい ふべき は 小 弱 國に對 して をの 獨 立に 關 する 權 利を認 むる 

に， あ.^、： 殊に. 民族め 自主的 櫂 利に 對 する 列强の 容認に 就て はボ： i フン 尸の 如く 又チ H ッ ク、 ス "パ 



一 クの 如く 特に 著しき もの あ.. >、 又米國 大統領 ゥヰ〃 ソン 氏の 寬言中 その 第 五條に 左の 如き 言 あ.^ 

きち.. 

： 殖民 地の 處分は その 殖民 地 所有者の 意向 同樣に 11 民 地 住民の 意向 を も 尊重して 公平なる 處 置を爲 

すべきな- 0, 

と、 叙 上の 傾向と 謂 ひ、 又クヰ V ソン 氏の 宣言と 謂 ひ、 比島 獨 立の 爲には 多大の 便利 ある ものな，..^、 

左れば N> を 比島の 政治家 はこの 好機 逸すべからず ふ爲 し、 主として 左の 如き 二の 方法に 依ら、 戰後 

比島 獨 立の 承認 を 求むべき を 計 -^、 方法の 第 一 は 米國. の 參戰と 同時に 比き I 人 よら 成る 二 萬 五 千 

の 義勇兵 を 募. て 之 を 合衆國 大統領に 提供せ.^、： 一 見 すれば 單 純なる 比島と 合 I 國 との 關 係に 過ぎ 

ざる 如ぎ も、 少しく 立 入，.^ て考 ふれば 比島 人 も 聯合 國の 目的 を赘 し犧 性の 一 部 を分擔 せんとす る も 

のな り、 一.， 彌 して. 方法の 第二 は 軍費の 分擔 な， 「卽ち 合 I 國が 世界人 類の 自由の きに 戰 ふの 主旨 を以 

て 募集せ し 所謂 自由 公債に 對し 比島 人 は 熱心に 應 募し、 每囘數 千 萬 ぺソを 米國に 供給せ.^、 是れ亦 

前記の 如く 一 見 すれば 比島と 合衆國 との 單 純なる 關 係の 如き も 決して 然ら ず、 總て獨 立の 前提，？：； ら 

んが爲 に 外なら ざるなら 

第二 章 獨 立. 11: 題 五 七 



. 敵 極度の 疲弊 困憊 は 世人の 意表 外に 休戰の 期.^ 速めた 6、 玆に 於て 比島 人 は 委員 を 合 棄國に 急派 

て獨 立に 關 する 適切なる 運動 を 始めた.^、 是れ 當時內 外の 新聞紙の 傳 へたる 所の 獨立 請願 委員と す、 

委員長 は 多年 比島 人の 代表者と して ワシントンに、 駐在し、 をの 政 客の 間に 熱心 且つ 巧妙なる 運動 • 

を 試て 幾多 顯 著なる. 功績 を擧 げたる ケ ソン 其 人に して 蓋し 最も 適任と いふべ し、 彼等 は 出 發に際 

し 左の 兩院 決議 誊を 受け、 ウィル ソ ン 大統領 不在に 付 之れ を 陸軍大臣べ I 力 I 氏に 提出せ， 00 

比 律 賓獨 立， 請願 委員 は 合衆國 政府に 對 する 比島 民の 好意 友情 並に 感謝の 意 を 最も 明瞭に 言明す ると 

同時ば 最初の 機會に 於て 充分なる 敬意と 信 賴とを 以て 比島 凝立 問題 を 提出し 最後の 解決 を 計る 可 

し、 面して 此 問題 を議 する に當ら てば 千 九 百 十九 年 三月 九日 比律賓 立法 議會に 於て 承認せられ たる 

宣. 言 書に 記述せ る事實 並に 主義の 槪略を 深く 留意す 可し 

比 律賓人 及び 之れ が獨立 請願 委員に 取. CV て 最も 幸福と す 可き は 此獨立 問題に 關 する まなる 事實及 

び. 之れ ま 適用 さる 可き 主義 原則に 就き 何等 爭議 の點 なき 事是 な， cs、 比島 民 は 旣定の 主義に 準據 して 

作，^ たる 計 畫の實 施に 必要せ る 細目 を 満足に 定めん が爲 めに は 只 合衆國 政府と 委員との 間に 眞 宇な 

る 意見の 交換 を 必要と する のみなる 事 を 信ずる ものな も 



- .此 主義 原則た る や 新たに 發 見した る ものに 非ず して 其 大部分 は 千 七 百 七十 六 年 米 國が當 時 現在の 

比島よ-. >少 き 人口と 財源 を 有した るに ち 係らず 大膽 にも 眞 正の 權 カは國 主の 意志に 依る ものに 非ず 

人民の 承諾に 依る ものな 6 との 原則の 下に 新政 治 組織 を 建設した る 時に 於て 旣に 宣言せられ たる も 

のな ケ？ 一 國 民が 他の 支配 下を脫 して 獨 立した る 事實は 歴史に 其 例 乏しから ずと 雖も、 其羈雜 を脫 

する に 常ら 宇宙の 通理 及び 自然法 を 招致し 來 つて 單に自 國の爲 めの みに あらず 、同樣 の位謐 にある 

世界^ 他の 國 民の 爲 めに も 正義 自由の 原則 を 打 立てた る は 蓋し 米 阈の擧 を 以て 嚆矢 とす 可し 

此 偉大なる 國 民と 過去 二十 箇 年間 膝 を 交べ て 共に 事に 當， CV たる 比律賓 人は此 原則 は其當 時と 今日 

との 間 何等 差違お る ものに 非ざる 事 を 信ずる に 至れ. o、 時に 此 原則に 背馳せ る 言論な きに 非 ざ. し 

一と 雖も資 任 あ^ 宣言 は 常に 此 主義 を 是認し 而も 屢々 明言せられ たる を 以て 比島 人民 は 合 衆國の 目的 

は饼合又は頟±擴張に非^|^して全く正義人道並にに自由にぁる事を信ずるに至れるは當然の事と云 

ふ 可，， ^o. .. . 

此 T 解の 下に 比 律 賓人は 彼等の 期待の 實行 せらるべき を 信じ、 這囘の 戰亂の 必然の 結果と して 起 

る 可き 革 正と 其國 民： e 人称の 向上に 務め、 其 初に 當.^ て は米國 有司と 和哀 協同し 其 終，^ に 及んで は 

第二 章 獨立間 題 五 九 
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に對 して は殆 んど總 ての 責任 を 負； 3 以て 合衆阈 よ， 與へ. られ たる 政權 善用し 米國 占領 以來今 

日に 至る 迄 過去 二十 貧 年間に 於け る 國民的 記錄は 之れ を 全世界に 發 表し、 之れ が撿閱 及び 批評 を受 

くるに 躊躇せ ざるな. • 

. .1 方に 於て 今日の 戰爭に 依ら 人類 社會 組織 を 道德的 及び 政治的に 再評價 したる 結果と して 民主、 王 

義の 大勝 利 を 得^る 事 實は千 七 百 七十 六 年に 宣言せられ たる 原則 (米 國獨 立の 宣言) に 一新 生命 を與 

ベ 4^ る ものにして 事 實上千 九 百 十六 年の 約束 (ジ ョ r ン ス法 前文の 公約) を 批准 確認せ る ものと 云 ふ 

可し 比島 人 は 米 國變戰 の 目的 は 比島 人の 希望と 合致す る を 思； S 雙手を 擧げて 之れ に贊し 僅少ながら 

彼等の 精力と 資財と を 米國に 提供した ると 同時に 主義 理想の 合致 を 精神と し 比島に 於け る 米 國の國 

際的責任を引受けた，c^、 戰時中 種々 の 動 榣騷擾 ありた るに も不拘 社會の 秩序 井 然として 亂れ ず米國 

の 星 條旗悠 々として 朝風 は 飜れる は米國 軍が 比島に 駐在せ る爲 めにあら ずして 比律资 人民が 誠心 誠 

意 米國に 忠節 を盡 くし， Pi るに 依る ものなら 

, 今や 戰 終ら 優勝せ る此 主義 原則 を實行 せんとして 世界 各國 孰れ も 之れ に 熱中せ る 時に 當 6 自治の 

能力 を 遺慽 なく 發揮 せる 比島 人が 其國 運の 最後の 決定 を 合衆國 又は 若し 必要^らば 世界の 裁判に 要 



求す る は 蓋し 其 時機 を 得た る ものと 云 ふ 可し、 比律賓 問題 は备 方面の 利害 關係 極めて 複雜 なる が 故 

に 請願 委員 は獨 立の 條件 及び 新國 家の 安全 保證と 外部 殊に 米國 との 關 係に 就て は 公平に して 相互に 

利益 ある 程度に 於て 充分なる 論議 を 爲す權 限 を 有せ. o、 而 して 此點に 就て は 委員 は 合 衆 國が是 迄 比 

島に 對 して 採.^ たる 政策の 精神に 從； 3" 殊に 千 九 百 十四 年の 獨 立案 起草 せらる k に當 つて 考慮せ る 

相互の 了解 並に 利益の 意義に 留意す る を 要す、 而 して 今囘の 戰爭に 依らて 現 はれた る 主義が 滔々 た 

る 勢 を 以て 從來 成立せ る國際 間の 關 係に 變 更を來 したる を 以て 前述の 獨 立案 中に 記述せ る條 規中變 

更す 可き 點 ある は 誠に 其 所に して 殊に 世界の 平和 を 維持し 正義 を 樹立 せんが 爲め 列國 協同 一 致の 行 

動 を 採る の 有効なる を 信ずる が 故に 比 律资は 出來得 限ら 速に 此 協約に 加入し 得る 方法 を 採る 可し、 

最後に 於て 比 律 賓人は 其 主櫂國 よ.^ 離れて 新に 獨立國 家 を 樹立す るに 當.^ 、 其兹に 至れる 精神 並に 

目的 を 最も 精確に 言明す る の 必要 あ，^ と 信ずる が 故に 委員 は 以下の 事項 明示す 可し 

一、 比島 人が 必ず 附與 せらる 可し と 信ずる 獨立を 奥 へらる.^ のみならず、 比島 人 をして 其 程度に 

達する を 得せし める 米國 人の 努力に 對 する 感謝の 意 は比雜 賓が獨 立した る 後と 雖も米 比 間の 

•• 關 係に 疎隔 を來す 事な く 劫って 一 層 密接と なる に 至る 可し 

第二 章 獨， 立 s: 題 力 一 
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一 、 此 感謝の 意 は 米 比間將 來の關 係を定 ひるに 於て 根本的 事實 たる 可し 

一、 現今の 國際關 係に 於て 比 律 賓人は 唯 自由 及び 文明の 普及 を 計る の 一 手段た る を企圆 する に 過 

ぎざる な.， CN 

一 、 比律賓 政府 は 常に 立憲 的 行動 を 取，^ 其 國內に 居住す る各國 人に 對し眞 の 民主的 政治の 恩惠に 

^せし む 可し 

一、 比 律 賓は自 巳の 力の あらん 限.^ 又 各國に 於て 承認す る 限.^ 所謂 戰 後の 革新、 正義、 平和の 爲 

め 各國と 協力して 之れ が 遂行に 務む 可し 

一、 最後に 比 律賓は 新たなる 地位 を 得て 從來の 善政 を 保 取 助長し 比島 をして 從來の 如く 法治、 秩 

序、 正義、 自由の 地と なし、 此 領土 內 にある 國民は 其米國 人た ると 又 他の 外國 人た る を 問 は 

ず 安全に 彼等の 財産 櫂 利 を 行使し、 繁榮と 幸福 を 享有す る を 得せし む 可し 

第五 節 獨立 問題の 現狀 

ゲェ, サイ ュ 平和 會議の 結果 は甚 しく 米國 人の 不満 を 買 ひ、 ク ヰダソ ン 氏の 名聲を 失墜した ると 



同時に > 反 クヰル ソン 反 民主 黨の氣 分 露內に 横溢し、 米爾 上院 は 遂に 專ら クヰダ ソン 氏の 首唱に 成 

れる國 際 聯盟 を 含める 平和 條 約の 批准 を拒絕 する に 至れ， Co 斯 くの 如き 形勢な 6 しかば 比 律 賓獨立 

案の 如き 之 を 識 會に 諮る も 到底 通過の 見込 あるべき 害な し、 然れ ども クヰ \ ソ ン 大統領 は 自己の K 

期 中 最後の 議會に 送れる 敎 書中に 左の 提言 を 下した，^ 

玆に 諸君の 注意 を 乞 はんとす る 一 事 は、 比律賓 自治 法 施行 以來同 島民 は 確乎たる 政府 を 建設 維持 

し 來，^ 、 獨 立を與 ふる 先行 條件 として 附 したる もの を 具備した る を 以て、 余 は S に 曩に爲 したる 

公約 を 履行し 彼等が 希望せ る 獨立を 直 ハ，. ふるの 自由と 義務と を 有する 時機に 到着せ る 事 を 提言 せん 

とする ものな， ON 

共和 黨多數 を 占めたる 議會に 於て は此敎 書に 對し、 何等の處置を執る^Jとなくしてゥヰ ダ ソン 大 

銃 額の 任期 終れ， CSO 代って 大統領の 榮 位に 就きた る 共和 黨の ハ I ディン グ氏は 就任 早々、 ゥッ ド將軍 

及 前 比律賓 總督フ ォ f ブス 兩 氏に 命じ 比 律賓の 現狀を 調査し 之が 報 吿を爲 さしめ た. 雨 氏 は其隨 

員と 共に 千 九 百 二十 一年 五月 四日 馬 M 刺に 着し、 三 四 箇月に 亘， 各地に 旅行し、 到る 處 地方 人士と 

會議を 開き、 必要と認め.？： i る 場合 は 秘密 會をも 催し、 各方 面の 人士に 就き 其 忌憚な き 意見 を聽 取し 

第二 审獨 立^ 题 六 一二 
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た，^、 其 旅行の 範圍を 見る に、 比律賓 群島 四十 九洲中 四十 八洲に 亘 -^、 會議を 開きた る 場所 實に K 

百 十九 箇所の 多き に 及びた 6 と 云 ふに 至，^ て は、 如何に 此 調査 委員が 比 律 賓全體 の 人士よ， 9 フ ァ ス 

ト、 " ン ド、 ィ ンフ オメ f ショ ンを 得ん とする に 努めた るか を 知る に 足るべし。 

斯 くの 如く 熱心 忠赏に 材料の 慕 集に 努めた る 調査報告 誊は、 千 九 百 二十 一 年 十 一 月 三十日 馬尼剌 

に 於て 公に せられた， 00 之 を 一 讀す るに 一 般 民情 を 始め 政治 行政 立法 經濟の 各方 面に 亘ら 詳細に 現 

狀を 描出し、 一 方 比 律 賓人及 其 希望に 對 して 同情 を 表する と共に、 其缺點 又は 失政に 對 して は 遠慮 

なき 批評 を 下し、 左の 結論に 到着せ ，0,0 

.『、 人民は幸福且平和にしィ大體ょ，c^見れば繁榮と云ふを得べし、 米國 治下に 在る の 利益 を. 適切 

に 感ぜり 

一一 、基督 敎比律 賓人は 到る 處獨立 を 希望し、 其多くは米國保護の下に之を得んと欲せ.c^o 之に 反 

し 米 國人及 非 某 督敎比 律賓人 は米國 治下に 在る 事 を 希望せ.^ 

. 三、 米國 保護の 下に 凝立す る は 眞の獨 立に あらざる 事 を 認識せ ざる 者 多^ を 見る 

胆、 政府 破壞の 因を爲 すべき 事情 絕 無と 言 ふ を 得ず 



五、 官吏の 中少 からざる 部分 は 性質 善良に して 能力 を 有し、 其 義務 を 遂行す るに 誠實 なる を認む 

れ ども 監督 不十分な ると 义 十分の 經驗 なき 者 を 急速に 任命した る 結果、 ニ般 行政 事務の 能率 

は 低下した， ON 

六、 比 樣賓人 は 官吏と して 格別の 能力 を發 揮した る 者 多く、 殊に靑年官吏は將來特に有望な-^、 

官吏 任用 令 は 大體に 於て 正直に 運用せられ.^ りと 雖も、 黨派的 任命の 爲め 尠らず 腐敗せ る を 

見る - 

七、 司法 櫂 執行に 對し 疑惧の 念甚 しく 政府の 安定に 障害 を與 ふる 虞 あ.^ 

八、 經濟 上よ <M 一 曰 ふ も國防 上よ 6 見る も 獨立を 維持す るに 足る S 度に 組織 十分なら ず 

九、 立法 部 は 威嚴ぁ 6 且 代表的 人物 を 網羅せ， CV 

十、 或 種の 公務が 成績 不良なる は 比 律賓人 固有の 無能に 基因す るに 非ず して、 寧ろ 經驗 なき 事 及 

之 を 得る の機會 なかり し 事、 並に 監督 不十分の 結果な..^ と 言 はんとす 

十 一 、 官吏 任命に 對し 上院の 協贊を 得る の 必要 は、 時に 總督と 上院との 間に 確執 を來 すでと ある 

べし 

第二 章 獨立 問題 六 五 
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十一 一、 比 律賓の 有する 種々 の 美 點は之 を認 むる も、 過去 八箇 年間 事實上 自治 を赏 行せ る 成績よ ft. 

見る に 合 衆國の 監督 を 徹し 陸海 軍 を 引上げ、 比徐賓 の. 運命 を 其 肥沃なる 土地. 及 商業 上の 莉益 

に^涎する强國の意に任すべき理由を發見せず？此時期に於て比律賓ょ，.^米國の主權を撤廢 

し、 其關 係を斷 ち、 比 律 賓に對 し 秩序 ある 恒久的 鞏固なる 政府 を 建設. する 最 好機 會を與 へ ざ 

. る は、 比律賓 人に 對 して は 不信 米國 人に 對 して は 不幸に して、 進歩に 逆行し 米國の 責任 を盡 

さ る甚 しきものなる nJ と を 確信す 

以上の 理由に 依. 左の 進言 をな す 

i 、 比 律賓が 旣に與 へられた る 政權ぉ 有効に 行使す るに 至る まで 十分の 時間 を與， ふる 爲め、 當分 

の 間 現狀を 維持す る 乙と 

一 r 合 衆國の 責任 ある 代表者た る總督 k 其 地位に 對 する 責任に 相當 する 櫂 カを與 ふること、 即ち 

ジョ！ ン ス 法に 依 6 て與 へられた る督總 の權限 中、 其 後 比律賓 立法 部に 依，^ て 制限 又は 分割 

せられた る ものに 對し、 若し 比律賓 立法 部に 於， て 之 を復舊 せざる 場合 は、 米國議 會は是 等の 

法律 を 無効と 宣言すべし 



m、 官吏 任命に 當， 9 若し 總督と 比律賓 上院との 間に 確執 を 生ぜる 場合 は 之に 對し 最後の 決定 を與 

.. . ふ^權限.：^,1米國大.統敏に附與する7/とラ ：" ：： . . …：パ 

； 四、 如何な^o事情ぁりとも合^歸をして、 比律賓に於て責任のみぁ，.^て之を果すの權カな，&地位 

に陷 らしむ る 如き： と ある 可らず 

, 比律賓、入側殊に過去八箇年間實際行政權を掌握しっ、ぁらたる國民黨の人々ょ.^見れば、 此 結論 

• "及 進言に. 殊 して 首肯し 難き 點 あるべし と雖 も、 調査 委員た る ウッド 將軍 並に 前總督 フォブ ス 氏の 人 

/物 閱歷 より 言 ふ も、.. 亦 其 調査の 詳細に 亘 6 たる 點 よら 見る も.、 合衆國 大統領 及 共和 黨の 多數を 占む 

. る .、 會は此 報告に 基き 對比 律资 策を定 むべ く、 殊に 委員の 主班，？ d る ウッド 將箪は 十月 物 比 律 賓總督 

に 就任し. たるより 見る も、 此方 針を實 行すべき 乙と 疑を容 るべ からず 果して 然 らば 比 律 賓獨立 問 

, 題 ひ兹に 1 頓挫 を來 した 6 と 言ぶべく、 比律賓 人の 失望 誠に 同情すべし 、然， CN と雖も 大勢 は轉々 し 

て 二 刻 も 休止す る さとな く、 前 記 報 isl! 結論 中、 比律賓 より 米 國の主 櫂 を 撤廢し 陸海 軍 を 引上げ 肥 

沃 なる 土地 及 商業 上の 利益 を 得ん とする 强國の 取る に 任せ 云々 の點 は、 報吿誊 作製 後 米國主 裁の 下 

に 太平洋 會議華 盛 頓府に 開かれ、 四國 協商、 海軍々 備 制限 等の 協定 成-.、 若し 比 律賓獨 立に 對し必 

第二 章 獨 立 間 題 六 七 
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要な，.^とせば四國が其領土保全を保障するが如きは易々たる事なるべく、，此點に就ては米國並に比 

雞賓は 深く 顧慮す るの 必要な かるべし 唯 其 內政並 化 經涛的 組織に 於て 完全なる 猫立國 たるの 域に 

達せ， -ゃ 否や、 本章に 論じた るが 如く 獨立 問題 は 其 起因す る 所 遠く、 十九 世紀の 半ばに 及ぶ と雖も 

人民が 政權を 行使す るに 至ら 力る は米國 占領 後の 事に して、. 而も 千 九 百 七 年 民選 議院 設立に 初 ま， CS 

た， 5 と 言 ふ も 不可な く、 自治 法 施行せられ てよ， OS 近々 七 八 年に 過ぎず、 而も 其 短日月の 間に 於て 比 

律賓 人の 示した る 自治の 能力 進歩の 行程 は、 世界の 人 をして 驚嘆せ しめたる もの あ， ジョ t ンス 

法 前文に 現れた る獨 立の 公約 は炳 として 日月の 如く、 i 之 を 破る が 如き は單に 比律賓 人に 對 して 信 を 

破る に 止らず、 米 國人否 全世界の 人に 對 して 其 不信 そ 表明す る ものにして、 米國 人と して 又 其國柄 

として 爲し能 はざる 所 なれば、 假に比 律賓獨 立の 時期 少しく 遲 るれば とて 1 國民の生命ょ，0^見れば 

十 年 又は 數十年 は 塞に 一 刻の 事に して 深く 焦慮す るに 足らず、 而も 此間其 内政 及經涛 組織 を 完成す 

るに 意 を 用 ひば、 結局 比律賓 人と して 何等 損害な く、 寧ろ 禍を轉 じて 福と なすに 非ず や、 余 は 比 

律賓の 友人と して 彼等の 希望に 同情し 彼等れ 能力に 敬意 を 表する もの、 必ずや 余の 誠意 を諒 とせん 
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現今の 比 律！ K の 政治 組織 を 述べる 前に、 比雜 喪と 米 闘との 法律上の 關係を 簡單に 言へば、 比 律賓： 

は 米國が 所謂 ライト、 ォブ、 コンク ュ ストと して 西班牙から 割讓 された ものであって、 米國の 領土た- 

るに 於て 何等の 疑がない、 併ながら 比 雞賓人 は米國 人と 问 様の 憲法 上の 權利を 有する やと 云 ふに、 

米國の憲法は比雜^^-に施行されて&ると云ふ譯に行かぬ0 即ち 我國で 云へば 朝鮮 臺灣 などに 比較す. 

べき ものである 米國 大審院の 判決 例に 依れば、 比 雞1 ぬ は 米國々 內 法に 對 して 米國 の， 一部て なく、 

國際法 上から 見れば 米國の 一 部で ある 此 結果と して 米國の 法律 は 特に 比律賓 にも 之 を 施行す る 

と A- 明言して な S 限. > 比 律 蜜に は 施行され ぬ。 例へば 米阈の 禁酒法の 如き 比 律 賓には 行 はれて 居ハ 

らぬ 併ながら 米國 領土の 一 部て あるから 之に 施行す る 法律 は 米國は 議會に 於て 作る ことが 出來 る- 

の みならず、 之 を 他の 國に 割譲し 又は 獨 立を與 へる Ni とも 米 國議會 て 決定す る M とが 出來 るので あ 

50 右の次第でぁるから今日の比雜^^の政治組織は米國の議會で作った法律に依って出來て居る, 

ので ある 或る 制度の 如き は 法雜の 明文 はない が 別に 法 雜 で 禁じて 居らぬ 爲め、 一 種の 法雞 外の 制： 

0i 比， 律 喪の 政^ 組織 六 九 
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度と して 現存して 居る もの も ある 

, ^v^-て今日の政治組織の基礎をなして居る法律は何てぁるかと云へば、 前 二 章に 於て 大體 其內容 

を 述べ..^ 千 九 百 十六 年 八月 一 一十 九日に 發 布せられ た 比雞賓 自治 法 一名 ジョ r ンス 法で ある。 此 法律. 

の 出来た 來歷に 付て は 前章に 述べた から 之 を 省略して、 現在の 組織 を述 ぶれば、 大體に 於て 米國の 

制度と 同じで ある。 即ち 司法 立法 行政と 三 櫂 分立して 居って、 行政の 長官 は 言 ふまで もな く總督 で. 

米國 上院の 協 贊を經 て 大統領が 任命す る ものである 此 下に 副總督 があって 是も前 じく 大統. 領の任 

命に 係， -、 總督の 代理 をす る 外敎育 部の 長官で ある Q 此 以外 比 律賓の 役人で 米阈 大統領が 任命す る 者 

は 大審院 長 及 制 事 八 名、 會 計儉査 院長 並 次長 等 合せて 十三 名であって、 其 他の 者 は 皆 比雜賓 上院の 

協 贊を經 て 總督が 任命す る ものである 立法 部 は 上下 兩院 から 成立ち、 總て比 律 賓に發 布 せらる、 

法律 は 之 を 通過し なければ ならぬ ので ある 司法 部 は 大審院、 始審裁 1： 所 及區裁 1： 所 (ジャ ステ イス， 

ォブ、 ピ r ス コ ト) であって、 此 以外 馬尼剌 市の 如き 特別の 市に 於て はミ ュ 二 シパ \ コ f トと稱 す. 

る 手輕の 裁判所が ある 

總督及 行政， 部 - ん . . 



言 ふまで もな く總督 は、 外に 向って は 比 律 蜜 政府 を 代表し、 內に 於て は 行政 長官で あると 同時 は 

米國 大統領の 代表者と して 合 衆國の 利益 を 保護す る 一 の 監視者で ある 是が 結果と して 第 一 政務に 

關 する 八 ：！ 衆國 政府との 交渉、 合衆國 在外 領事 及 比雜賓 駐在 外國 領事と 通信 並に 交渉、 第二 犯罪 人 引 

渡に 關 する 事務、 第三 旅券 發 行の 如き、 比雜蜜 代表^と しての 職責て あって、 又 行政 長官と して は. 

行政 全部 は關 する 司 配 監督の 權を 有する 外 特に 法雜に 明記せられ たる もの は、 第二 合 衆國大 統頟の 

任命すべき 者 以外の 比雜喪 政府の 官史の 任免、 但し 任命の 際 は 比律賓 上院の 協贊を 要す 第二 罪人 

の 恩赦 減刑、 第三 法 に 依.^ 其 用途 ヒ 指定し 居らざる 官有 地 を 移民、 公賣 又は 特殊の 公共 的 用途に， 

用 ひる 爲め之 を 保留す る 乙 と、 第 四 土地 收^、 第五 外國人 追放、 但し 此 場合 は 追放 さるべき 人に 自 nj. 

を辨 護す る 機 會を奥 ふる を 要す、 第 六 上院の 協 赘を經 て 保護 及 公安の 爲め 散在せ る 小 部落 を 公 併 集 

中す る こと 等て ある 尙又公衆國の利番を保護1^?視する大統領代理者として總督は比律賓立法部の 

通過した 法 称に 對し 不裁可 櫂 を 持って © る ジョ. 'ン ス 法の 前文に も 合 棄國の 主 櫂に 障碍 を 及ぼさ 

t.-る限り國r2:の政治に干與せしむ云々とぁる通.c^、 比雜賓 人に 自治 を 許す は宜 いが、 勝手に 法 ゆ を； 

作 合 衆圃の 利益と 背馳した る、 又は 國際 間の 問題 を 惹起す が 如き. 法雜を 施行され て は 外 闕に對 す 

第コ：^- 比 律 の 政治 紐 ft 七 一 
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る 責任者た る 介 衆國が 迷惑 をす る譯 であるから 總齊 は、 若し 新 かる 法律案，^ 通過した 時には 之 を 裁： 

可し ない 櫂 能 を 持って 居る 併ながら 此 不裁可 機 は絕對 的の ものて なく、 同 一 法律案が 三分の 二の 

多數を 以て W び 両院 を 通過した 時には 不裁可の 効力 を 失 ふ 此 場合 は 合衆國 大統領が 持って 居る 絕リ 

對 不裁可 權を 行使す るより 外 はない。 尤も 両院 を 通過した 法律が 大統領の 手に 達してから 六 箇月 間 

に 不裁可の K 言がない 時 は 裁可した ものと 看做され 法雜 となる ので ある 

^^雜^には所謂開化した比^：^^：；人即ち 一 般 から 言 ふと 甚督敎 比 律 蜜 人の 外に、 蠻 人と 稱 する 半開， 

の 者が あって、 ：：；：^等の蠻人は固ょり代議制の理窟などは解らぬ人ふてぁるから、 隨て是 等の 人々 の 

中から 代議士 を 選出して 議會へ 送る と 云 ふやうな と は出來 ない ので、 是 等の 者の 代表者と して 總. 

.1: は 適當と 認めた 者 を 上院議員に 二 名 下院議員に 九 名 任命す る M とに なって 居る 即ち 是等 蕃人の 

利益 は總 1= が 之 を 保護す ると 云ふ譯 になって 居る ので 是等 蕃人に 直接 關係 ある 法雜は 時に 依ら 總督： 

が 不裁可す るて とが ある。 例へ ぱ千九 百 二十 一年 三 n; 蕃人 子女の 强制敎 育に 關 する 法 推 を 不裁可し 

たの は 即ち 其 理由て ある ^此外 總督は 比雜！ に 於け. る 安寧秩序 を 保持し 外敵に 對 して 領土 を 保護- 

す る爲 めに は、 比 # 资. の 軍隊 又は 義勇兵 を 召集し、 又 合衆國 陸海 軍司令官に 其 部下の 軍隊 を 出動せ 



しむる ヒとを 請求し、 必要の 場合 は 戒厳令 を 布く 乙と が 出來る 副總督 は總督 不在 又は 他の 理由 D 

爲 めに 總督が 職務 を 執行す る ると が 出來な い 時に 之に 代る 者で あつ て、 同時に 敎育部 長官て ある 

從來は 行政 部が 內務、 敎育、 財務 並に 司法 及 商務 並に 警察と 云 ふ 四 省に 分れて 居った が 其 分類が 少レ 

く 不都合て あるので、 比雜齊 9 治法發 布後此 分け 方 を變更 する. 爲 めに 委員 を 任命し 研究した 結果、 

第 一 地方 {t:: 憲の 政治 を 指導す る爲 め內務 省、 第二 國 民の 智育體 育 を 保護 增 進す る機關 として 文部省： 

第三 業 並に 歲入 徵收及 財政 事務 を 司る 爲 めの 大藏 翁、 第 四 法律の 執行 秩序 公安の 保持 及び 國 民の 

植利， W 保證 する 爲め 司法 省、 第五 a 然の 資源 を 保存し 並に 是が發 達 を 圖る爲 めの 農務 省、 第 六國民 

* 通の 福利 を增 進し、 且 一 般の繁 榮を簡 る 方法に して 私人の 爲す能 はざる 所お 行 はんが 爲 めの 商務 

交通省を設置する^Jととなc^たのてぁるo 而 して 各省 は 更に 其 中に 種々 の 局 課が あって、 それ t . 

所管の 事務 を 掌って 居る、 今 主なる もの を 列 gi すれば 

. 總督 に直屬 する もの 會計 檢査院 、せ 责任川 を 司る 人事 局、 比島 護國軍 

內務 省に 属する もの 非 基督 敎 種族 事務局、 地方 st、 憲兵隊、 比律齊 一 般 病院、 醫術 開業 試驗委 

員會、 馬 尼 剌市及 パ ギオ ネ帘 

第一 S 早 比 律賓の 政治 組織 . 七 =1 
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文部省に 屬 する もの 敎育 局、 保健 衞生 局、 撿疫局 

大藏 省に 屬 する もの. 稅關、 稅務 局、 金庫 局、 造幣局、 印刷 n| 

司法 省に 屬 する もの 司法 局、 地方 裁 1： 所、 土地 登 記 所 、公益事業 監督 院、 圜誊 博物 並記錄 周、 

監獄 局、 

農務 省に 属する もの 農務 局、 出 林！：^、 土地 局、 氣 象臺、 科學 局、 農業 植民 事務局 , 

商務 交通 省に 屬 する もの 土木 局、 郵便局、 物品 供給 局、 商工 局、 勞働 局、 測量 局 

であって 今日に 於て は 文部省 を 除く 各省の 長官 は 何れも 比雜蜜 人て あって、 局長 も 敎育局 山林 局、 . 

氣 象臺、 科 學局等 三 四の もの を 除いて は總て 比雜資 人で ある。 

抑々 立法 行政 司法の 三權を 分立す ると 云 ふさ は 十八 歡紀英 佛兩國 政治 學 者の 說 てあつて、 是 が感. 

化 を 愛け て 造った 米國の 政治 組織 は此 主義 を 採って 居る が、 赏 際に 於て は此 間に 十分の 聯絡が 取れ 

て 居らなければ 仕事 を やって 行く 上に 於て 非常なる 不便 不都合 を 生ずる が 故に、 米國に 於ても 行政. 

權を搔 つて 居る 大統領と、 立法 權を 持って 居る 議會 との 間に、 表面 何等の 聯絡がない かの 如く 見える 

が、 政黨發 達の 結 * 多くの場合 大統領 は 議員の 多 數とは 同 一 政 黨に屬 する が爲 めに、 不十分ながら も 



兩 者の 間に 聯絡が 取れる ので ある。 . 文 英國の 如き は 議會に 於け る 多 數黨の 首領が 其 主なる 黨員を 率 

ぬて 內閣を 組織す るので、 或 意味に 於て は內園 即行 政 部 は 立法， 部の 執行委員 會の 如き も. ので 最も 能 

く 立法 部と 行政 部の 聯 終が 取れて 居る のて ある 英國の 自治 植民地 例 へ ば 加奈陀の 如き は總 督は英 

國 政府 を 代表して 居る が、 其 に 議會の 多 數黨の 首領が 首相と なって 內閣を 組織して 居る 乙と、 殆， 

ど 英本國 の 政 黨と異 る 所がない 比 雜！^ に 於て は 最初 自治 法が 發 布され た 時に 米國 式に する か英國 

式に. する かと 云 ふるとて 色々 議論が あって、 一 時 は英國 式に 做って 內務 長官，^ 削 員の 首席と し、 多. 

数黨の 首頜で 下院議長て ある ォスメ 一一 ャ氏を 之に 當ら しめんと し.^ ので あるが、 少く とも 二つの 不 

都ん" なる 事情が あって 之，^ 實行 する とが 出來 なかった 失れ は 第一 文部 長官 は米國 大統領の 任命 

するものでぁって常に米阈人でぁるのみならず比律！^の政黨に屬して居なぃ、 第二 ォス メ」 一 ャ氏は 

下院議員. であるから 內務 長官と して 行政 部 を 率 ゆると 同時に 下院 を 率 ゆる 乙と は出來 ると しても" 

上院に 對 して は 多 數黨の 首領で あると 云 ふ 外 何等の 闞 係がない b. 殊に 上院 はォ ス メ 二 ャ 氏と 殆ど.， 肩， 

を聯 ぶる ケ ソン 氏が 議長と して 之 を 率&て 居る ので：、 ォ スメユ ャ 氏が 一 人で 行政 部に 入ったならば 

上院と 行政 部との 間に 常に 種々 の 問題が 起り はせ： ぬかと 云 ふ 懸念 もあった のて ある されば と 云つ 
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て 今日の 比雜 K では ォス メ」 一 ャ、 ケン ソンの 兩 氏が 聲望 力量 共に 他に 卓出し 比 律賓を 背負って 立つ 

て 居る 人て あるから、 總督が 政治 を やって 行く 上に 於て 常に 相談 をす る 必要が あるので、 遂に 一種 

の變態 內閣を 造る とに なった 之 を カウン シル、 ォブ、 ステ ー トと云 ふ 此變態 內閣は 自治 法に も 

書いて なく 又 法雜で 以て 造つ.？ i 制度で もな く、 總督の 行政命令て 出來. ^もので、 所謂 H キス トラ リ 

f ガ产の ものである 而 して 是が 議長 は總督 自身であって、 ォスメ ュャ氏 は 副議長て ある、 其 他 は 

各省長^！：及上院議長てぁって、 即ち 總督副 總督及 行政 各部の 長官と、 上下 兩院 議長 等て 組織せられ 

て 居る のて ある 

浙 くの 如く カウン グ 〃、ォ ブ、 ステ >ト は法雜 外の 制度で あるが、 實 際に 於て は 比律賓 最高の 機關 

てあつて、 其 主なる 仕事 は 第一 重要なる 政務に 就き 總督の 諮問に 應じ 助言 を與 ふる と、 第二 豫算 

を 調製し 總督が 之 を 立法 部に 提出す る 前 之に 承認 を與 ふる NJA3、 第三 行政 部 各省の 方針 を 決定す る 

と、 等て ある 力 クン シ 〃、ォ ブ、 ステ. -ト は比摧 t おに 於け る 制度 上の 最高 機關て ある と は 前述の 

通，^ であるが、 更に 實 際に 立 入って 觀 察すれば、 比 推賓の 政治 は 總督と 上下 兩院 議長の 三人て 行ゥ 

て 居る と 言 ふると か 出來る 是は 上下 兩院 議長が 當 然斯く の 如く 重要なる ものであると 云 ふよら は 



比 i: 賓の 政黨關 係と ォ スメ 一一 ャ、 ケ ソン 兩 氏の 人物の 然 らしむ る ものである 序 を 以て 米 國占惯 後 

の 比 律 賓^ 黨の槪 赂を述 ぶれば、 最初 は 千 九 百年に フ. H デ ラリスタ 黨が 出來て ドクトル タ ベラ、 ト 

I レス ボ インカ ミ ノと云 ふやうな 人々 が 主として やって 居った ので 、ゆ 其 宣言に 依れば • 米 國の主 櫂 

を 認め 戰鬪を 休止し 平和の 手段 を 以て 相 當の權 利を與 へられん こと を 米國に 請願す ると 云 ふるとて 

あった 併ながら 平和の 手段に 依って 獨立 を圖 ると 云 ふ 論者 もあって 漸次に 其 勢力 を 增し千 九 百 七 

年 民選 議員 選擧の 結果に 依る と、 八十 I 名 中 m 十二 名の ナシ ョナ リス タ 議員 を 選出す るに 至.^、 フ 

ェデ ラリスタ 黨の後 身 .{^ るブ "グレ ッ シ スタ黨 は 僅に 其半數 即ち 十六 名の 議員 を 得た に 止った、 ナ 

シ ョナ リス タ黨は 其 後 も獨立 問題 を携 げて大 に奮鬪 した 結果 輿論 は 翕然と し 之に 歸し、 今日に 於て 

は 新に デモ クラ タ黨 が出來 たが 其數は 極めて 少く、 上院に 一 二 名 下院に 數 名の 議員 を 有する のみて 

あって、 大多 數はナ ショナ リスク 即ち 國民黨 員て ある、 而 して 下院議長 ォスメ 一 一 ャ氏 は此多 數黨の 

首頟、 上院 議長 は 其 副 首領て ある そる て 若し ォ ス メ. 一一 ャ 氏が 多 數黨の 首 頷て あるならば 當然其 政 

黨を 率ね て 居る ので あるから ォ スメ 一一 ャ 氏と 總 督と兩 人で 相談 をしたならば、 副 首領た るケ ソン 氏 

を此 中に 加へ ずと も 差 支 はなく 比 律賓の 政治 は兩 人て 出來 るてば ない かと 言 ふ 人 も ある 力 も， k れな 

第 M 章 比 律 喪の 政治 組織 セ七 



第. H 章 . 比 律 a の 政治 組織 ： 七： 八 

〉s が、 是 はまう ば 行. かぬ 理由が ある をれ はケ ソ ン 氏と ォ スメ ii ャ庆の 比 律 齋に於 4 る 勢力 は 一 般 

"に はォヌ メ -I ャ 氏の 方が 強 S M とに なつ. てば 居る が、 ケ ン ソン 氏の 勢力 も, 頗る 侮 W 可から ざる も 

： のが ぁゥ て、 オスメ 二 ャ 氏と 雖も 常-に ケ ン ソ 氏と 相談の 上て なければ 獨斷 て. やる と 云 ふ譯： に は 行か 

ぬり 又此 以外に 素面に は 現れない が、 ォスメ 一一 ャ氏は 比律賓 群島 中央部 及 南部 住民なる： 密爾耶 人の 

代表： S 人物で. おる と 同時に、 ケ ソ ン氏は 馬 尼 剌及其 附近の タガ 人の 代表的 入物であって、 此 二種 

"族が 比徐資 のニ大 種族で あるので？ 例べば 我國の 關束關 西と 云 ふやうな 趣 も あるので. ある 殊に. ケ 

. ソン 氏ば 官吏 任 <{ 叩に 對 する 協 贊權ど 云 ふ 如き 行政 櫂の 一部 を 持て 居る、 上院の 議畏 である. から、.： ど 

-ぅしても萬事に就て此人を除外す，：る^Jとは出.來ぬo ノ 

ふ， 一 余談に 涉 るが 比 律賓に 於け る 二 大勢 力た る 此兩氏 は 其 性質が 全然 違って 居って、 . 一口に 云へ ぱケ 

ノリ： ン 氏ば 西洋 流 ォス. メ！ 1 ャ氏は 東洋 流て あ^ 前者が， 馬 を 陣頭に 進めて 一」 一軍 を牝陀 する 闘、 將 であれ 

, ば 後者 は 謀 を 帷幄の. e に 運らず 11 將 である 、ジ ョ.' ン ズ法發 布の 時 迄 は、 ケソ： ン 氏はヮ シ ン ト： ン.. に S 

-, 在し 專ら米 B 政 客の 閬に 奔走し 之. れが 通過 を 力め、 ォ： ス. メ 二 ャ氏は比律賓に留，.^.て同志の結策を堅 

に ふす ると 去 ふ 樣に兩 者 共 各 其 得意と ずる 事 を やつ て 居った から 何も 問題 は 起ら なから たが、 同法發 



布の， 結果 上院が 新たに 設けら る.^ 事と なつ. Pi のと 獨立 問題が 先づ 目鼻が付いた の.. で、 グソ ン氏は 比 

, 律 賓に歸 り 上院 議長と なった 夫以廉 両者が 同じ 舞臺 で 働く 事と なった ので あるから 勢 ひ 両者の 間 

に 勢力 爭が 起る に 至った Q 尤も 此爭は 必ずしも 両氏が 意識的に やって 居る 譯て はない かも 知れない 

が、 雨 氏 は 夫れ/ \ 配下が あるので 本人が やらなくても 其 配下が やる と 云 ふ， 乙と になる の は 誠に i 

む を 得ない 事で ある 乍饼 表面 兩 氏が 爭を 初める 事になる と 第 一 獨立 問題に も 影響す るし 又 反對黨 

. の乘 ずる 處 ともなる のて、 兩者共 互に 耐 忍して 今日 迄 表面 犬なる 衝突 を やらなかった が、 最近の マ 

II ラの 新聞に 依る と 愈々 今度 は 破裂した らし so 其 結果 は 果して どうな. るか は 分らぬ が、 今日の. ナ 

シ ョナリ スタ黨 は 余りに 優勢て あって 獨立 問題に 對し j 致の 步調を 取る 上から は 誠に 好都合で ぁゥ 

たが、 政治 上の 監視者と して は反對 黨が佘 りに 貧弱て あって. 充分の 監督が 出來 ない のて 自然 專撗の 

事 も出來 たのて あ つたが、 若し ケ ソン 氏と ォ.. ス メ ニー ャ 氏と が對立 するなら は 兩方共 相當の 勢力 を 有 

する のて あるから、 此點に 於て は 政治 上. 一つめ 進 步を來 す 事と 思 乍 併 之れ が爲 めに 獨立 問題に 

多少 共 頓挫 を 求す が 如き 事あって は、 誠に 遺械. である 贅朋なる兩氏！^デ ィーザ ァ イド、 ：. 千ン ド、， f 

r グと IM.^ 事 は 先刻 御 承知の 事と 思 ふから 杞憂に 過ぎな S てあらう o 

い..： 第 ji 一章. 比 律 窺 殆離織 七 九 
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立法 部 . 

米 國議會 に 於て 特に 比律賓 にも 施行 せらるべき ものと せられた る 法律 以外の 比律賓 法律 は、 總て 

比律賓 立法 部 を 通過した る もので なければ ならぬ 即ち 比 律賓に 於け る 立法 櫂 は 上下 兩院 よら 成る 

比律賓 立法 部に 属する ものである 比 律 IP; 議會 は每年 十月 十六 日 (公休日な らば 其 翌日) 馬 尼 刺に 召 

集せられ 日曜日 を 除き 百日より 多から ざる 期間 開會 せらる、 ので ある、 總督は 必要と認め たる 場合 

三十日よ， CS 多から ざる 期間 臨時 議會を 召集す る ことが 出來る 比 律 蜜 立法 部 は 一 般の 立法 櫂 を 持つ 

て 居る のて あるが、 比 律賓は 獨立國 てな く、 米國の 治下に あるので あるから、 米國の 法律に 依って 

此櫂 利を與 へられた る ものて あって、 隨って米國の法律て禁じて1^る^-とは出來なぃのでぁる0 今 

如何なる 事が 禁じられて 居る か 即ち 比律賓 立法 欞には 如何なる 制限が あるかと 云 ふに、 第 一 、 比 菊 

賓 大審院 及始審 裁判所の 管轄 事項 を縮少 する 乙と を 得ず、 但し 擴張 する を 妨げず、 第二、 総督の 任 

命に： K る 上 T 兩院 議員 (上院 二 名 下院 九 名) に關 する 規定 を變 更改 廢 する 乙と を 得ず、 第三、 米國と 

の 間の 關 a に關し 立法す る と を 得ず、 第 四、 敎育局 非 甚督敎 種族 事務局 衞生 局を廢 止す る^と を 

得ず、 第五、 總督の 行政 監督 權を取 去る ると を 得ず、 第 六、 輸出 稅を 課する こと を 得ず、 第 七、 權 



利 法典お 侵害す る 乙と を 得ず" 第 八、 法律案 は 一 定の 形式 を 以てする て、 と を 要す、 第 九、 米 國議會 

は 比 律 蜜 立法 部に 於て 與 へたる 法律 特櫂其 他の 權利を 變更し 改訂し 又は 廢止 する 乙と を 得、 第 十、 

總督 及米國 大統領 は 不裁可 櫂 を 有す、 等て ある 

比 律 蜜に 於て 發 布せられ たる 總 ての 法雜は 前揭第 九の 制限に 依.^ 米 國議會 に 於て 之を廢 止す る fj 

と を 得る の は 勿論、 たが、 是と 同時に 米國 大統領の 裁可 を 得 ざれば 有効と ならざる ものが ある それ 

は 第一 米國 以外に 適用 さる 可き 關說、 第二 官有 地、 第三 山林、 第 四. 鑛山、 等 五 移民、 第 六 幣制に 關 

する ものである 

議員の 數は 自治 制發 布の 當時 (即ち 千 九 百 十六 年) に 於て は 下院 九十 名 上院 二十 四 名て あつたが、 

下院の 方 は 其 後 州の 分立が あつたので 幾分 か增 加す る 乙と になった 選出き るべ さ 議員の 數は 人口. 

化 割當て 、あるが、 少く とも 一 州から 一 人 は 出す てと， になって 居る、 選擧櫂 はどうな つて 居る かと 

云 ふに 自治 法に も クオ ， "リファイ ド、 ヴォ f タ - 即ち 制限され たる 選擧權 者と 書 S て あるが、 其 制 

限なる もの は 如何なる もので あるかと 云 ふと 極めて 僅かで ある P 即ち 二十 一 歲 a 上の 他國の 臣民に 

あらざる 男子で、 一箇年 以上 比 律賓に 住居し、 其 中半 筒 年 は 其 選 擧區に 居住した る 者の 中 左の 何れ 

第一 二 章 比 律賓の 政治 組 ft 凡； 
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の 一 項に でも 該當 すれば 選擧 櫂が あるので ある 

一、 五百ぺ ソ (圓と 向價) 以上の 不動 產を 所持し 若く は 三十 ぺ ソ 以上の 直接 國 稀を納 むる 者 

二、 英語 西班牙 語 若く は 土語の 中 一 を 讀且書 得る 者 

三、 此 法律 幾 布の 時 現に 選 擧櫂を 有し 且 行使した る 者 

此選 擧權は 上下 兩院の 何れの 選擧 にも 同じて ある Q 被 選 擧權は 選 擧櫂を 有する 者で 英語 又は 西 班 

語 牙が 出來、 年齢 は 下院議員 は 二十 五歲 以上 上院議員 は 三十 歲 以上の 者に 限り、 選 擧ー區 は 小選擧 til 

單記 である 

司法 部 

比 律 賓の裁 刹 所 は 大審院、 始審 裁判所、 ジャス タイス、 ォブ、 ピ I ス コ I ト及馬 尼 刺 市に 於け. る 刑 

事に 限る 市 裁 1： 所があって、 訴訟 を 決する ので ある 大審院 は 最高裁判所であって 上告 事件 を 取扱 

ふので、 通常の場合 是が 最終の 裁判で あるが、 事件の 問題が 米國の 憲法 法律 若く は條約 等に 關 する 

もので あるか、 叉 は 事件の 金額が 五萬ぺ ソ 以上の ものであった 時 は 更に 合衆國 大審院に 上告す るミ 

とが 出來る 判事の 數は 院長 以外に 八 名あって 米國 大統領の 任命す る ものである 始審 裁判所 は 群 



島 各地に 散在し 一 司法 區 域に 一 っプ V ある、 但し 馬 尼 剌布は 特別て あるから 四 ある 始審裁 1： 所 

は 普通 一 人の 判事て 事務 を 執って 居る のて あるが、 別に 補助 判事が あって 事務の 多い 所に は 臨時に 

應援に 行く のて ある 馬尼剌 市に は始審 裁判所が 四つ あると 言った が、 是は 裁判所 か 四つ あると 云 

ふので はなく、 事實に 於て は 裁判官が 四 人 居って 別々 の 室で やって 居る ので ある 卽ち 我が 裁判所 

で 第 一 部と か 第二 部と か 云 ふやうな ものである ジャスティス、 ォブ、 ピ スコ I ト はミュ 一一 シ パリ 

チ I 每にー つづ k あって、 總督が 任命し 別に 任期 を 定めず 誠實に 職務 を 執行す る 間 は 免職 せらる、 

ことがない、 其 地方の 始審裁 1: 所の 制 事の 監督の 下に 在って、 刑事上の 小事 件と か 宣誓と か 又は 商 

人の 帳簿の 證明 とか 云 ふ 事 を 扱って 居る ので ある 馬 尼 刺 市に は 市 裁判所と 云 ふの があって、 餘り 

重大なら ざる 刑事 問題 を 至極 手輕に 取扱って 居る 之に は 辯 護 士も附 かず 裁判官が 即決 刑の 言 渡 を 

する C 尤も被吿が不服の場合には始審裁刹所に正式の裁判を仰ぐ^Jとが出來るのは勿論てぁるo . . 

裁 制 官の獨 立と 云 ふ 乙と は 何れの 國に 於ても 必要な 事であって、 行政官が 濫に之 を 免黜す る やう 

な 乙と があって はならぬ、 比 律賓に 於ても 此事は 十分 保障され て 居る。 即ち 大審院 判事 は 大統領の 

任命す る 所であって 終身官て ある 始審 裁判所の 1： 事 は 比律賓 上院の 協 贅を經 て 總督が 任命す るの. 
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であるが、 是が 罷免 は 大審院の 刹 決に 依って 始めて 總督が やる のであって、 是が あるまで は 總督と 

雖も 如何と もす る ことが 出來 ない 又ヂ ヤス チ.. - ス、 ォブ、 ピ ， 'スは 監督 判事た る 始審裁 1： 所 判事の 

進言が なけれ ぱ 免職 をす る M とが 出來ぬ 乙と になって 居る C 唯一 っ玆に 問題と なる の は 裁判官の 任 

地 を鍵更 する Ni とて ある。 我國に 於て は 曾て 此 問題で 大. 分 議論が あった ことがあ るが、 比 律 賓に於 

て も 一 昨年 始審 裁判所 刹事ボ レ メォ氏 を 他の 場所に 轉 任せし めんと して 一 問題 を 起し、 遂に 大審院 

に於て司法大臣は本人の意思に逆って轉任を命ずるミとが出來ぬと云ふ！：決を下した。 

比$^ぉ；には我國の如く裁刺所内に撿^^局と云ふものがなく、 其 代.^ ビ ュ f P T 、ォブ 、ジャ ス ティ 

スと云 ふ 一 般檢 事局と も 謂 ふべき 一 局が ある、 其 長官が 即ち 檢事總 長で ある、 檢事總 長 は 政府が 原 

吿か 被告 かにな つた 時には 總て 政府 を 代表して 法廷に 立つ のて あって、 實 際に 於て は 其 部下の 撿事 

が やる のて ある、 地方に は 各 州每に フィス カルと 稱 する 官吏が あって、 此 職務 は 中央に 於け る檢事 

總 長と 殆ど 同 一 である 

次に 財政の 事に 就て 一 言して 此章を 終&た S と 思 ふが、 先 づ豫算 は 如何なる 方法に 依って 編成せ 

らる、 か、 要する， K 財布の 口 を 誰が S つて 居る かに 依ゥて 人民の 政治 上の 權 力の 強弱が 岐れ るので 



あるから 是は 頗る 大切の 事で ある o 今 行 はれて 居る 方法 は 先づ第 一に 方 クン シだ "オダ、 ステ I トで 

翌年 度の 財政の 大方 針 を 定め、 此方 針が 定 つた 上で 各省の 局 課長に 其各受 持の 仕事に 對 する 豫算を 

各所 屬 長官の 手許 噯 で 出させる、 各省 長官 は 之に 對し增 減 を 加へ 其 省全體 の豫算 として 之 を 大藏省 

に 差 出す、 大藏 省の 長官 は斯 くして 集って 來た 各省の 豫算の 中 重複 等の 點 はない か、 又 カク ンシ 

ォ ブノ. ステ ト で 決定した 方針と is 馳 する やうな もの はな い か を檢査 して 全體の 豫算を 編成す るの 

である 若し 大藏 長官と 各错の 長官と 意見の 衝突す る 等の 事が あった 場 八" に は 之 を 力 クシ ル、 ォブ、 

ステ ー トに持 出し 是が 決定 を 仰ぐ 事に なって 居る C 斯 くの 如くして 大藏 長官に 依.^ 編成され たる 

豫算は 之 を カウ ン シ ル、 オズ、 ステ I トに 先づ差 出し：： まが 承認 を 受ける のて ある。 豫算が カウ シ k， 

ォブ、 ステ I トの 承認 を經 たなら ば 總督は 之に 對 する 意見 を 付して 立法 部に 提出す る 立法 部で は 先 

づ之を 下院に 於て 議 する 乙と になって 居る が、 最初 一 般 的の 討議が あって 其 際 は 大蔵 長官が 議會に 

aa; 席して 豫 算に對 する 各種の 說明 をす る 若し 必要が あるならば 其 他の 备省 長官の 席 を 求めて 說 

明 聽く NT とも 出來 るので ある。 大體に 於て 異議がなければ 之 を 委員 會に 廻して 尙 詳細の 點. を 討議 

した 法 上 律 案と して 議會に 報告す る。 下院に 於て 通過し^ならば 之 を. 上院に 廻し 上院せ も 下院と 同，. 

第 一 一 H 早. 比 律 の 政治 紐綠 八 五- 
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檨な. 順序 を 經て而 して 始めて 豫算が 成立す るので ある 豫算は 最初 立法 部に 提出 せらる \晤 には收 

入 全 體化對 する 支出 を 定めて なく、 一部の 收 入を餘 して 置ぬ て、 其餘 つた 部分に 對 して は 立法 部に 

つ 於て. i 用途 を定 むる 餘 地を存 して 譚く NT とに なって 居る？ 今 千 九 百 11. 十 一 年の 收支 豫算 の. 槪赂を 示せ 

ば、 次の 通 もて ある . 



收 入 の 部 

m 稅 收 入 . 

官業 收入 並に 利子 

雜 牧 入 

合 計 

支出の 鄯 

收 ま 費 用 \ 

官 * 經 理 費 

.<ム 債 償還 並お 利子 



五六、 三 六、 〇〇o 比 

二三、 五 七 二、 三 三 二 同 

四、 六 八 一 、六 〇〇 同 

八 四、 二 A 九、 九 三 二 同 

1、六八八、三七〇比 

一 四、 五 〇 二、 五 ：〇 四 同 

三、 四 五 九、 二八 IE 



一 般 行政 費 

公安 維持に 關 する 費用 

社會 改良に 關 する 費用， 

產業發 達に 關 する 費用 

地方 費 補助 

返 職 恩給 甚金 

官 業 起業 費 

豫備 費 

, . 合 計 

差 引 剩餘金 



五、 二 〇 二、 〇 九 八 同 

1 〇、 三 七三、 EI 一 一 同 

九、 〇 九 三、 四 二三 同 

一 〇、 四 三 七、 八 五 一 同 

一 五、 三 四 七、 〇 九 五 同 

六 〇〇、〇〇〇 同 

九、 八 四 五、 七 四 五 同 

三、 〇〇〇、〇〇〇 同 

八 三、 五 四 九、 七 七 八 同 



七 四 〇、 广五四 同 

次に 政府の 收 入の 主なる もの は先づ 第一 セデ ユラ 税、 是は 一種の 人頭 稅で あって、 官吏 軍人 外國 

使臣 其 他 貧民 不具者 等 を 除く 十八 歳 以上 六十 歲 以下の 男子 は總て 課税 せらる.^ もので、 年額 一 人に 

付 二 ぺソ、 此 a を拂 ふと セデ ユラと 云 ふ 一 の 證明誊 を吳れ る、 是が 即ち 自己 を證 明す る證據 となる 

第. 二 章 比 律賓の 政治 組織 八 七， 
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ので、 比 律賓に 於て は 法律上の 手續 をす るに は 此證明 書 を 持って 居らなければ 出來 ない ので ある o 

第二 所得税、 第三 栩續 i^、 第 四 關稅、 第五 消費 稅、 是は 煙草 燐寸 酒と 云 ふやうな ものに 對 する 内地 

消費 稅で、 隨て N を 輸出す る 時分に は 免 される ので ある ノ 第 六、 免許 税是 は營業 職業 等に 對 する 

税 であって、 職業に 對 して は 一 定の 免許 料 を 取 6、 營 维に對 して は賣上 高の 一 分と 云 ふやうな 率で 

稅金 を徵收 する ので ある 第 七、 印紙 稅、 是は 種々 の， t 書 若く は 證券 等に 貼 用す る 印紙税であって 

我國の ものと 大差 はない 第 八、 銀行 保 險會社 等に 對 する 税金、 第 九、 森林 秕、 第 十、 鑛 山税、 と 

云 ふやうな 租說と 其 他に 官業の 收入、 例 バ ば 鐡道會 社の 收入 及國立 銀行の 政府の 持 株に 對 する 收入 

等が 主なる 財源で ある 



」 第 四 輋： 比 律 賓產業 一 班 

比雞賓 政府の 許可 を 得て 本書に、 同 政府 商工 局 出版の 經濟地 園 を附條 として 添付せ.^ ひ 以下 述 

ふる 所 を 此地圖 と 併せ 見ら るれば 一 層 了解に 便なら む 

；比 律賓は 農業 國 であって、 是は其 土地の 面積 (十 一 萬 五 千 平方 哩) と 人口 (千 三十 五 萬 人) との 關係 

よら 云 ふ も、 亦其經 涛的發 達の 道程より 見る も、 亦 自然力の 强烈 にして 桢物發 育の 容.^ 迅速なる 點 

よら 考 ふる も、 ま 然然るべき てあつて、 若し 蘭 領爪哇 と 同じ 割合に すれば 裕に七 八 千 萬の 人口 を收 

容 する ことが 出 來る譯 である 勿論 今日の 爪哇 人と 比律賓 人と は 色々 の點に 於て 相違が あって、. 殊 

に 比 律 賓人は 都會に 居住す る 者 は 言 ふ 迄 もな く.、 又 田舍に 住んで 居る 者 も 漸次 if 活の 程度 を昂 めつ 

V あるので、 單に農業國として爪哇と ， じ割合に人ロを收容する^Jとは無理.でぁらぅと思ふが、 千 

九 百 十八 年國勢 調査の 結果に 依る と、 比雜 蜜の 土地の 總 面積が 二. 千 九 百 六十 二 萬 九 千 六 百町步 (一 

へ クタ ァを 一 町歩と 換算して.) であって 此中 私有地と なって 居る も. のが 四百 五十六 萬 三千 七 百 二十 

第 四 章 比 律 産業 一 班 八 九 
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三 町步、 而も 耕作され て 居る の は 其 中の 約半分で ある 所から 見ても、 將來 人口 增 加の 餘 地の ある 事 

は 言 ふ 迄 もない 比律賓 上院議員 「ゲ パラ」 と 云 ふ 人 は 比 律 賓繁榮 策と して 人口 を增 加す る 必要から 

將來. は 比 律賓に 移住す る 者 は 夫婦 者に 限る と 云 ふ 移民法 を 議會に 提出す ると 言 つ. て 居る 位で ある P 

斯 くの 如き 次第で あるから、 農業の 方法 も大體 より 見れば 所謂 エキス テン シ ー ブ、 カ^チべ I シ. ョ 

ン であって、 椰子 栽培の 如き 土地 を 要する M と大 なる 農業が 盛んで あると 同時に、 米作の 如き も 1 

町步ょ.=^の收獲高平均ニ十貫俵として十五俵位と云ふ如きものてぁるo 

： 主なる農産物は如何なるものな..^ゃと云ふに、 食料品と して は 第一 米で あるが、 米の 耕作 面積 は 

約 百 三十 萬 八 千 町歩であって、 是が收 獲 高 は 籾 百 五十 三 萬 餘噸、 即ち 二十 貫 俵と して 約. 二 千 五十 萬 

俵て ある 比 律賓人 一人 平均 一 ケ 年に 籾 二 俵半づ V を 食す ると すれば 千 三十 五 萬 人に 對しニ 千 五六 

百 萬 俵の 親 を 要する 譯 であるが、 產額は 二 千 五十 萬 俵で、 約 五 百 萬 俵の 不足 を來 して 居る 是は主 

として 佛領 印度支那 即ち 西貢からの 輸入で 補充して 居る ので ある 比律賓 は我國 など V 違って 人口 

に比し土地が多ぃ^Jとでぁるから、 主食 料た る 米 を外國 から 輸入す るが 如き は 一 見 甚だ 奇體 なる 譯 

てあつて、 千 九 百 十八 九 年の 如き 印度 米作 不作と 戰爭 との め、 蘭 貢 は 勿論 西貢お 於ても 輸出 を禁 



止し 又は 制限した 時の 如き は、 比律賓 でも 米 不足： の爲め 非常なる 困難 を 生じた 等の 事が あって、 米 

の 生 產增加 を 叫ぶ の 聲が昂 まった ので あるが、 元來比 律賓に 米の 耕作が 今日まで 尙 一 層 廣く行 はれ 

て 居. ら なかった.. 一 め 理由 は、 他の 耕作物 例へば 麻に 比較して 米の 耕作 は收 入が 少 い、 數年前 或 人の 

調査した 所に 依る 同 一 の勞働 者が 麻 畑に 働く. のと 米 田に 働く のとで は 、其收 入に 於て 二 と 一半の 相 

違が ある 即ち 麻 畑に 働く 方が 五 割方收 入が 多い と 云 ふ Ni とであった 此數字 は 米と 麻の 價 格の 變 

勳化 依って 常に 變 つて 來る譯 であって」 定 して は 居らぬ が、 大體に 於て 新く の 如き 關 係が ある. NJ, と， 

は事實 である 併ながら 比 律賓に 於て 米の 産額 を增 加す るに は 必 しも 耕作 面積 を增 すに は 及ばな S 

又勞働 者を增 さず とも、 種子の 改良 並に 植付 方法 を 改良 すれば 現在の 儘ても 二割 位の 增收を 得る の 

は 困， 難で な. い 而 して 二割 增收 すれば 殆ど 消費 額と 生産額と 同數 量になる ので ある . 

. _ 次に 砂糖 は、 餘程 昔から 比 律賓に 産出せられ、 西班牙 時代に 於て は 赤 糖の 逢 額 相當の 量に 上った 

, のて あるが、 分 蜜 糖 工場の 設立され たの は米國 占領 後て あって 目下 蓮轉 して 居る もの 並に 建設 中の 

もの、 其 甘蔗 消費 能力 は 次 頁の 表て 之れ を 知る 事が 出來る 

,. 二. 一箇年の 生 產額は 千 九 百 十八 年の 國勢 調査の 數字 は. 少しく 多き に 失する 嫌が あるので. 農務 局の 調査 

第 四 章 比 律 賓產業 1 班 九 一 
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した 數 字に 依る と、 千 九 百 十八 年の 產額約 四十 萬噸 て、 主として 原料 糖と して 米阈に 輸出 さる V の 

である。 日本に も 多少 輸入 せらる V が、 馬 尼 刺 附近の 工場で 造る 砂糖の 中で 色が 少し 白き に 過ぎる 

ものが あって、 日本の 關 税法に 依る 和 蘭 標本に 較べる と 色が 白い 爲 めに 高率の 關 a を 課せられた と 

云 ふやうな 事が あった と聽 いて 居る から • 輸入 者 は 此點に 注意 をす る 必要が ある 1 も r ィ ィ 《-」 

地方の 物 は此虡 がない とのこと である G 今 砂糖 會 社の 場所 及び 其 能力 を 示せば 第二 表の 通りで ある 

(次 頁泰 照) . 

繊維 科の 植物と して マ |ー ラ 麻と 云 ふ 主要なる ものが あるが、 是は 比雜^ の 特産物 ふ稱 L て^ 支な 

いものて あって、 比资资 の 經涛界 で 云って 見る と 先 づ我國 の 生 絲に相 常す る 位の ものて ある、 のみ 

ならず 是が 栽培に 於て は 我が 資本 も 比較的 多く 投 せられて 居る、 又 我が 勞働者 も 多數從 業して 居る： 

fJ とで あるから、 是は別 章に 於て 詳論す る Ni と 、し、 此處に は 唯 千 九 百 十八 年度 耕作 而積、 收 穫數， 

量 等の 數字を 揭げ. ふに 止める。 

耕作 面 . 積 五十一 萬 二 千 五 百 町歩 ， 

收 穫數量 . 十六 萬 六 千 八百噸 \, .• 



第一 表 



Factories Under Operation 



JName of lactory 
Calamba Sugar Estate 
San Jose Milling Co. 
San Carlos Milling Co. 
North Negro's Sugar Co. 
Bearing Central 
Philippine Sugar 

Development Co. 
De La Rama Sugar Central 
Guanco Central 
San Isidro Central 
Carmen Central 
Palma Central 
San Antonio Central 
Dinalupihan Factory 
Talisay Central 
Canlaon Factory 
Muntinlupa Factory 
Saint Louis Oriental Factory 

Factories Under 
Planned 



Capacity 
Tons cane 

Where located When built Per day 

Canlubang, Lag 丽 1913 1，800 

San Jose, Mindoro 1910 1,000 

San Carlos, Negros Occidental 1914 800 

Manapla, Negros Occidental 1918 600 

Cabancalan, Negros Occidental 1914 500 

Calamba, Lag 霞 1914 300 

Bago Negros Occidental 1913 300 

Hinigaran, Negros Occidental 1913 300 

Cabancalan, Negros Occidental 1917 250 

Calatagan, Batangas 1Q14 200 

Hog, Negros Occidental 1916 200 

La Carlota, Negros Occidental 1913 150 

Dinalupihan, Bat 纖 1913 125 

Talisay, Negros Occidental 1913 125 

Canlaon, Negros Occidental 1913 125 

Muntinlupa, Rizal 1912 100 

Manaog, Pangasinan 1912 90 

Construction or Projects Definitely 

for Immediate Development 



Hawaiian-Philippine Co. 
Pampanga Sugar Central 
Maao Sugar Central 
Bais Sugar Central 
La Carlota Sugar Central 
Talisay-Silay sugar Central 
Bacolod-Murcia Sugar Central 
Isabela Sugar Central 



Silay, Negros Occidenta] 
Florida Dlanca, Pampanga 
Maao, Negros Occidental 
Bais, Negros Oriental 
La Carlota, Negros Occidental 
Talisay, Negros Occidental 
Bacolod, Negros Occidental 
Isabela, Negros Occidental 

Small Jb つ actories Lsmg Open Train Evaporators 
and Vacuum Pans 



Pampanga Sugar Factory 
Bernia Factory 
Kennedy Factory 
De la Vina Factory 
Tubigan Sugar Factory 



Floridablanca, Pampanga 1916 

Dinalupihan, Bataan 1918 

Isabela, Negros Occidental 1918 

Vallehermosa, Negros Oriental 1918 

Tubigan, Bohol 1917 



1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 



100 
90 
90 
90 
90 



5 5 5 o ひ び o 6 



一町 步 平均 收穫量 三百ニ十六基^!^ 

總債格 九 千 二百 五十 萬ぺソ 

此 以外に 繊維 科 植物と して はマゲ と稱 し、 墨 西哥の へ ネ.. ケン 又は サイ デルと 同樣の 物が 產 出せ 

らる V が、 其 數量は マ 一一 ラ 麻に 比して 約 十分の 一 である。 尙此 以外 力 ボックと 稱 する 木綿 及 普 5^ の 

綿な ども 多少 産す るが、 特に 之 を 擧げる 程の 數に 達して 居らぬ 

油脂 科の 植物に あつて は 椰子が 第 一 であって、 椰子に も 種類が 多い が 比 律 蜜に あるの は 主と しセ 

コ 、椰子で ある。 此 椰子 は 其實を 取， 9 其 中に ある 肉 を 乾燥して コ ブラと 稱 する ものと なし、 之 を 機 

械に 掛けて 含有す る 所の 脂 分 を 取る ので あるが、 此脂は 食料と して 又石偷 などの 原料と して 其 用途 

が 甚だ 廣ぃ 此 椰子に 付ても 比 律賓に 於け る 主要なる 逢 物て あるのと 又 麻と 共に 栽培す る とが 利 

益で あるので、 別 章 麻の 事 を 論ずる 場合に 更に 之 を 詳論す る こ と V し、 唯 此處に は 左の 數字を 揭げる 

に 止める 

椰子 植付 面積 三十 三 萬 五 千町步 

椰子 實收 穫數 十五 億 萬 個 . 

笫四章 比 律 资產業 一 班 九 三 
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一. 町 步收穫 四 萬 四千 九十 個 

總價袼 五 千 六 百 五十 萬ぺソ 

此 以外 主要なる 農產 物と して は 煙草で ある、 世界 一 般の人に對しては馬尼剌は煙草に依-^て知ら 

れて 居る 位に 著名なる 產物 であるが、 其 品質に 於ても 亦數 量に 於ても、 呂宋の 北端 ィサべ ラっ 力、、 力 

ヤシの 二 州 殊に 前者が 主なる 産地て あって、 之に 次ぐ の は 同く 呂宋の 北部 パンガ シ ナン、 ラウ 丄 ォ 

ン の 二 州て ある 千 九 百 十八 年の 總收穫 量 は 六 萬 一千 餘噸て あ CV て、 輸出 金額 シガ f として 千 四百 

萬 ぺソ、 葉 煙草 其 他と して 千 三百 萬 ぺソ、 合計 二 千 七 百 萬ぺソ 位て ある。 

前に も 述べた 通.^ 比 律賓は 農業 國 てあって、 工業の 如き は 甚だ 幼稚で ある。 比律賓 政府 商工 局發 

行の 報告に 見ても、 千 九 百 十八 年 現在 工場 勞働 者數が 十八 萬餘 人であって、 此 中には 家庭的 工業 從 

業者 を も 含んで 居る のて ある 比律賓 で先づ 工場と 云っても 宜 いもの は 煙草 工場、 椰子油 工場 及 pr 

糖 工場 位の ものて あって、 此 以外に 地方に 製 米所 は澤山 あるが、 是 とても 西貢の 附近の シ千ね ーンに 

在る もの や 又は 盤 谷の 河邊 にある ものと 較べる と 甚だ 小 仕掛の ものて ある 煙草 工場 は 主として 馬 

尼剌 市に 在る 製油 工場 は 馬 尼 刺 及 セブ. 'に 主なる ものが 在る 製糖 工場に 至って は 農業の 事を述 



ベた 時に 各 工場の 位置 並に 其 能力の 表 を 揭げて あるから 此處に は 之 を 省略す る ひ . 

工業の 進んで 居らない 證據 として 最も 明白なる もの は 石炭の 消費量 並に 是が 用途で あるが、 馬 尼 

剌の 石炭 試驗 所長 ヒックス 氏の 調资に & るに、 石炭の 消費 高 約 六十 萬噸の 中、 米阈 陸海 軍 並に 比 律 

賓政廳 で 十八 萬噸、 鐡 道が 九 萬噸、 電燈 電車が 八 萬 八 千噸、 內外 汽船 小 蒸 汽錯が 十二 萬噸、 製糖 H 

場 一 萬 一 千噸、 製油 工場 一 萬噸、 製 水 所が 約 一 萬噸、 麥酒其 他の 酒類 釀造 所が 一 萬 四千 噸、 家庭 用 

がー 萬噸、 煙草 會社六 七 千 噸と云 ふやうな 有様で、 政府と 鐡 道と 電 燈と內 外 汽船と で 全 消費 傲の 八 

割 を 占めて 居る の を 見ても、 如何に 工業の 幼稚なる か を 知る に 足る のて ある。 - 

次に 鑛業は 如何にと 云 ふに、 一 口に 言 人ば 比 律 賓の鑛 物 は 火山の 影響 を 受けて ブ " f クン アツ ブ 

して 居る と 云 ふ rJ とが 出來 ると 思 ふ 例へば 最も 明かなる 例と して は 石炭で あるが.、 今日まで， 多少 

とも 稼 行した 炭 山た る パタン 炭坑、 セブ. 'の 附近に 在る 數 箇所の 炭坑、 又 最近の 發 見に 係る ミ ンダ 

ナオ 島 マ ラ ン ガス 炭坑の 如き、 何れも 斷 層が 多い 斯 くの 如く 所謂 ブ I クン アツ プ して 居る から，. 

何の 鑛物 にしても 一 箇所に 連續 的に 多量 ある ものが 少 so 石炭に しても 金に しても マ ン ガンに して 

も ( マ ン ガン は何處 でも 多く デ。 ホ ジ ッ ト であると 云 ふ fO とで あるが) 銅に しても 餘 りに 大 仕掛に し 
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て大 資本 を投 ずる 程の ものが な S と 言っても 差 支ない と 思 ふ。 今日まで 稼 行した もの V 中 銅 は呂宋 

北方 中央部 マン 力 ヤンに 稍々 大 なる 鑛 脈が あって.' 是は獨 逸の 技師 及 日本の 技師が 調 S したが、 曾 

て 西班牙の 時代に 採 易き 部分 は 取った 事が あって、 今殘 つて 居る 部分 は採鑛 困難なる 部分であって 

、 且 海岸まで 搬出す るに 相當の 設備 を 要する 爲め それだけ 資本 を 投じて やる 程の 鑛 量が ある や 否や 

疑問で ある〕 勿論 銅の 値段が 今 口の 如く 安くて は 問題に ならぬ ので ある 金は鑛 石より 採る ものと 

砂金と 兩方 あるが、 今 tn までの 所 成功して 居る もの は マ ス パテ 島に 在る n &ラド 鑛業會 社 及 呂宋島 

の 北部に 在る ベ ンゲッ ト、 コ ン ソリデ f テッド 會 tt (何れも 鑛 石よ- 採取す る もの y が 主なる もので 

ある やうに 聞 い て 居る 石炭 は セ ブ …： 1? にある コンパス テラ、 クリ ン 等の 炭坑 は 西班牙 時代に 採掘し 

た 事が あつたが 其 後 其 儘に なって 居 ク た 千 九 百 八 年頃 呂宋 島の 最南 端に 近き 東パ タン 島に X タン 

炭坑 會 社が 起，^、 年々 二三 萬噸づ V 出炭した が、 第 一 其 品質が リグ ナイトの 如き ものて あって 熱量 も 

低い、 Bf 貯炭 をす ると 自然 發火を 起す と 云 ふやうな 缺 點 が あるの みならず" 炭層の 具合が 良くない 爲 

め 採掘 費用が 多く、 結局 引 八：： はなくな つて 休止す るに 至った。 其 後 最近 米 人の 手で 再び 採掘 を 開始 

, し て 相 當の數 量 を 出して 居る が、 前述の 缺 點 が あるので 果して 旨く行き 得る や 否や 疑し so ミン ダ 



ナオ 島の. マ ラン ガス の 炭坑 は 比律賓 政府の 事業と して 旣に 三百 萬ぺソ 以上の 資金 を 投じて 居る が、 

炭層に 斷 層が 多く、 炭質 は 半無煺 炭であって 熱量 は 高い が、 比 律賓の 工場な どて は 火付が 惡 S 爲め 

に 使用 を 嫌 ふと 云 ふのと、 其 他 色々 の 理由に 依って 旨く行かない 所へ、 此 世界的 不景氣 は 比 律賓政 

府の歲 入にまで 影響 をして、 今の所 此炭鑛 業に 投資す る 金が 政府に な ぃ爲め 事業 は 立往生の 有様て 

ある セ ブ，， 'に は 政府 事業の もの も 個人 事業の もの もあって、 何れも 少 しづ， - 出炭して 居る が、 未 

だものに なりて 居る もの はない 

鐵 は呂宋 島の 南部 太平洋に 面して 居る パラカレ 地方に 海岸に 近く 相 當の數 量が あって、 十年許.^ 

前に 我が 農 商 翁 省の 技師が 調査 をして 報告した ことがある、 又 其 後戰爭 中久原 鑛業會 社が 之 を 採掘 

して 我 國に積 出した 乙と があった が、 餘.^ 成功 を 見ず して 中止す るに 至った 其 他 馬 尼 刺の 北方 ブ 

t フカ ン州 アン ガ ット 地方の 鑛 山よ，^ 鐡鑛を 採掘して 居る が、 是は內 地て ある 爲 めに 積 出が 不便て あ 

る 今の所て は 土人が 小 仕掛に 木炭 鐵を 造，^ 農具な ど を 製作して 居る に 止まる マ， シ ガン は 主と し 

て 呂宋の 最北端 r 又那 海に 面した る X ンギィ 地方に あつて 品 S も餘， 9 粗惡 てな く、 我が 枝 光製鐡 所な 

どの 使用 化 適する のみならず、 海岸に 近く 且我國 と 比律賓 との 間 を往. 復 する 汽船の 航路から 僅に 數 
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哩の 場所で あるので、 我國 から 比 律賓に 石炭 を 積 來ゥた 船が、 復航の 荷物と して 頗る 適當の 品で あ. 

つて、 著者が 曾て 戰爭中 枝 光製鐡 所に 約 三千 噸を賣 つた 事が あるが、 鑛 所の 設 B 不完全の 爲 めに 洗 

鑛 搬出 積 出 等が 十分に 行かな いので、 I 囘き て 中止し 其 後鑛區 所有者が 死亡し、 著者 も 亦 一 時 新 

嘉坡に 去った ので、 其 後 如何なる 有檬 にな ゥて 居る か 知らない。 尙此 附近に はァ ス ペスト ス をも產 

し 上中下 各種の 品質の ものが あって、 旣に 多少 採鑛 して 馬 尼剌に 搬出し ァ ス ペスト ス の 板 を 造.^、 

マ 一 一 ラホ ラダ 最上 層の 客室の 天井 杯に 用 ひて 居る が 少しく 資本 を 注入す る 人が あったら 物に ならぬ 

：と はな S と 思 ふ 

此 以外 重要なる 鑛物 として レ… テ 島に ァ スフ ァ ルトの 山が ある 是は 二三 人の 米國 人が 所有して 

居る が、 資金がない 爲め 事業 を發展 させる とが 出來な so 所で 或る日 本 入が 是が 日本 二手 販賣櫂 

を得•るを條件として十萬圓許，.^の投資をする^-とにしたと云ふ乙とてぁるo 我阈 都市に 於て はぺ t 

ヴメ ントに アスファルト の 需要が 多々 あるので あるから、 是は 良い 思 付て あると 思 ふ 併ながら 色 

々地方 的 事情が 日本な ど，/ は 違って 居る rJ とて あるから、 愈々 日本に 積 出して 十分の 利益. を 得る ま 

でに は齒 幾多の 困難が ある 乙と を覺 悟せ ねばならぬ 石油 は 呂宋の 最南 端ボ ゾ ドック 半島 及ミ ンダ 



ナオ 島ラ ナオ 地方に 逢 出す るべき 見込が ある o 殊に ボ ン ド ック 半島に は リッチ モンド 石油 會 ft が 技 

師を 派して 却々 大 仕掛の ボ I リング を やって 居る が、 未だ 石油 噴出の 乙と を聽 かない . 

比律賓 政府の 科學 局て 調べた 所に 依る と 千 九 百 十九 年度の 主なる 鑛産は 左の通り である 



金 



量 



賈 格 

二百 六十 一 萬 九 千 四百 四十 九ぺソ 



アスベスト ス 

石 炭 



一 萬 八 千 八 百 二十 八ぺソ 

九 萬 二 千 九 百 九十 ぺソ 

三 萬 七十 五百ぺ ソ 

八十 二 萬 二 千 三百 ぺ ソ 



百 九十 七 萬 六 百 五十 一 S 

二十 六 萬 一 千 五 百 五十八 S 

一 萬 八 千 五 百 九十 八噸 

三百 七十 五噸 

三 萬 二 千 八 百 九十 ニ噸 

比 律 賓全體 の 面積 二 千 九 百 萬 町歩、 中 森林の 面積 は 干 八 百 七十 萬 町歩、 即ち 約 三分の 二て あつて、 

此中 二百 萬 町歩 は 商業 的價 値の 無い 山林. 又は. 草原で、 殘. -の千 六 百 萬 町歩、 が 何れも 商業 的價値 ある 

森林で ある 而 して 此 森林に は 如何なる 木材が あるかと 云 ふに、 比律賓 政府 は 木材 を 分って 四 種と 

なし、 1 等材 二等 材 三.. 等 材及四 等 材と云 ふが、 是は 主として 價 格に 依って 分った もので、 木の 硬さ 

に 依って 等級 ケ- 付した ものと も 見る ると も 出來る C 一等 材は 家具 建築の 柱材、 鐡道 枕木 等に 使用す 一 

i*^ 比 律 賓産擎 二 班 九九 
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, るので ぁゥ. て、 其 名 稱はャ 力！ ル、 え K f ベ モラべ、 ナラ、 ティン ダ？ 1、 アクレ、 等て ある 二等 

材 として 最も 普通に 使用され るの は ギ ホ 三等 材は アビ トン、 タン ギジ 四 等 材はラ フンと 云 ふ 

やうな 木材であって、 一箇年 産出の， 數量は 千 九 百 十八 年に 於て 一等 材五萬 七 千 立方 メ， ト. ル、 二 

： 等 材三寓 三千 立方 メ f ト〃、 三等 材九萬 五 千 立方 メ.. ト氺、 四等材 十九 萬 五 千 立方 メ I ト产、 總計. 

三十 八 萬 立方 メ.' ト V て ある 製材所 は 各 島 到る 處 にある が、 馬厄剌 附近に 一箇所.' ネグ f-: ス 島に 

一 箇所 犬なる ものが ある 詳細 は 附錄の 經濟地 園に 載せて ある C 比律賓 木材 は將來 我國に 輸入し 得 

る ものて あって、 旦 日本人 も此 事業に 從事 する 乙と が出來 るので あるから 十分に 研究す る 必要が あ 

ると： 思 ふ 去らながら 之 を やる に 就て 特に 注意 研究すべき 點は、 元來比 律賓の 森林 は 天然 森林で あ 

つて，、 植林で ないから、 種々 の 樹が雜 然として 生繁 つて 居って 其 中 重要の もの ^ み を 採 伐す る 乙と 

は 費用が 多く 掛 るから、 全體 又は 大部分 を 伐 出す 積 &で、 森林 中 成べ く 需要 ある 樹の 多く 生長して 

居る 場所 を 選む 必要が ある。 之に 加 ふるに 運搬の 便 不便 は此 事業の 根本 を爲す ものであるから、 此 

點に 付て は 十分の 硏究 をす る 必要が ある 因に 比 律賓の 森林 は 主として 官有 地て あって、 一 年 以上 

二十 年の 採 . 許可 を 得る でと になって 居る 而 して 料金 は 一 等材千 尺ズに 付て 十 ぺソ、 二等 材六ぺ 



ソ .1 三等 材. K ぺゾ、 K 等： t 二 ぺソの 割て ある o 此外 森林 雕 産物と して は籐、 コパゲ ガム" 、ゲン パン 等 

があって、 籐は 細工 用と し、 コ パ 〃、ガム はヮ 一！ ス の 原料と して、 又〃 ン、 パ ンは是 より 油が 取れる C 

比 襻賓は 我國と 同檨に 四面 環海て ある. から 水 逢の 豐 富て ある と は 言 ふまで もない 事で あるが、 

今日の 所 甚だ 發 達して 居らぬ ◦ 其 中眞珠 採取 業 は 主として 日本人の 經營 する 所であって、 歐 洲大戰 

前 は眞珠 貝の 需要が 多く、 隨て 値段 も 高かった のて、 三百 噸 位の 輸出が あって 其 價袼も 三十 五萬ぺ 

ソ 位に 達して 居つ. たが、 戰爭中 及 戰爭後 需要 も 減じ 價袼 も遞 落し ，5^ のて 採取 量 も 減少し. 5^0 序な が 

ら說 明して 置く が、 比 雜賓に 産す る 眞珠貝 は 英語で 云 ふ マ ザ. -、 ォブ、 パ I ル貝 てあつて、 日本の 眞 

珠貝 などに 比して 頗る 大きい 隨て其 貝殼の 使 用途 は 上等の ボ タン 額 は 勿論 小刀の 柄と か 其 他の ェ 

II 品 美術品の 材料と な 6、 其 大きい 貝 を 以て 眞珠の 玉 を 養 縮 したら 比較的 短時日に 玉 を 造る 乙と が 

出る 0. 是は 我國. の 或る 研究家が 試驗 的に 比 雞賓の 南方で やった rJ とがあって、 結果 は豫 期の 通. -で 

あつたが、/ 他に 困難な 事情が あって 結局 セ レ べス島 附近て やる NI とに なった 尙 此外ボ タ ン 材料と 

して 高 瀨貝も 二三 十 萬ぺソ 輸出せられ て 居る 生魚 は 到る 處豐 富で. あって、 我國の ものと 同 一 夂 

は 似寄の 魚が 多く、 馬 尼 剩灣の 漁業に 從 事して 居る 日本人 だけで も 三百 人 以上 ある 朝早く 入港す 

第 四 章 比律赉 産業 一 班 ー〇 一 



第 四 章 比 律賓產 ml 班 一〇 二 

る 汽船に 乗って 馬 尼 剌灣を 入って 來 ると 打 瀨網を 流しながら 數十艘 Q 日本 漁船が 彼 處此處 に 出沒す 

る 光景 を 見て、 瀨戶內 海 を 航行して 居る ので はない かと 云 ふ感が 起る 漁夫 は 多く 尾の 道の 附近、 

田 島、 百 島の 者と 宮 島の 對岸地 御： W 邊の 者で ある ◦ . 

運輸 交通 狀 態の 大要 を 言へば 電信 郵便 は 何れも 政府 事業であって (外國 電信 は此 限に あらず) 電信 

は 海底の ものと 無線と て 各 島 を 聯絡して 居る 道路 は 前々 總督フ ォ I ブ ス氏其 他の 最も カを盡 した 

所で、 大體比 律賓の 産物 は 原料 品が 多い ので、 價袼の 割合に 嵩が 多く 運搬費 を 要する でと が大 なる 爲 

めに、 生産者の 收 入が 少く、 隨て 産業が 振 はない のて ある と 云 ふ 理由で 先づ 道路 改良 を 行 ひ 今日 

に 於て は 比律賓 群島 内に 一等 道路が 二 千 几 百哩、 二等 道路が 千 三百 哩、 三等 道路が ニ千哩 位あって 

一 等 道路 は總て マ 力. ダム 式て 橋梁 も 多く は 混凝土で、 一 年中 自動車の 通行に 差 支がない 二等 道路 

は 1 等道路ょ6幅員狹く且大雨の折などは自動車の通行に稍々困難を來す^^ともぁるが、 多くの 場 

合に は 差 支がない 三等 道路 は 二等 道路より 更に 劣. -、 自動車の 通行に は 困難で ある 

= 鐡道は 馬 尼剌を 中心として 南北に 合計 六 百 二十 哩 あって、 是 は元英 國の會 社が 所有 經營 して 居つ 

^ものて あつたが、 千 九 a 十七 年 此律賓 政府に 於て 其 株式 全部 を 買收 し、 經營は 矢 張 元の通り 會社 



Pniiij>jpine Coastwise Steamers 

FWRNANDEZ HWRMANOS 109 Juan ri, 

tons 

s/s "Cebu" ( 823 ) Cebu 

,j "Fernandez Hermanos" ( 4.82 ) Surigao-Davao, Manila and Souttieen PQrts. 

„ **Islas FtUpinas" ( 578 ) Jao, zamboangf Dumaguete, Cebu, 

Masbate. 

は "JLuzon" (13^1) Iloilo, zamboan^a, Davao. 

„ "Belgika" ( 536 ) Cdhu. 

=Romlrius" ( 534 ) Iloiio- 

„ "N. S. del Carmen" ( 167 ) Romblon, Capiz and New Washington. 

* にと bay" ( 574 ) Zam ザ oanga and Davao. 

"Neil Macleod" ( 638 ) Cebu, Zamboanga, Cotabato, Da づ ao and 

„ "Euzliadii" ( § ) Rio Guinobatan, sw^^^p^o^ Calt>ayo お cat- 

Imlogan, Carigara and TaclQban, 

, ^«WP3P^^. ( ) Surigao. 

THW YNCHAUSTI S.S. 00 ::.S29-S31 M. de Binondo. 

s/s "Venus" ( 60S ) Iloilo* 

„ "ひ orsogon 一、 ( 812 ) Legaspi, Tabaco and Virac. . 

"L. R. Yangco" (170) Romblon, Capiz, New \¥as:Kington, 

"Paz" (1007) 〇urrimao and Aparri, 

„ "Vlzcaya" ( 779 ) noil? 

„ **Montanes" (210) Masbate, Bulan, Sorsogon IDonsol, casi- 

Mc^pp Magallanes & yaet. 

COMPANIA GENERA!. TABACOS DE FILIPINAS:212 JM. de Comillas. 

s/s "Mauban" (970) Tacio げ an, Guiuan and worongan, 

„ *Via de Fiiipmas" ( 44S ) V%an, Currimao and AparrL 、 

"卜 sidoro Pons" ( ^52 ) Vigan, cu-rrilmao and >«^p^^^. 

SIY CONG BIENG & CO. :: 122 Juan Jump 

s/s "Chiat-Yek" (w) Vigan, Currimao and Aparri, 

„ "Ban-Yek" ( 329 ) Laong, Daet, Nato & Naga* 

„ "Tong-.veit" (2^2) WUIan, Magallanes, sorsogon & Casiguran 

GUTIJBRRWZ HERMANOS : : 11 ひ Beaterio. 

s/s "Magallanes-* ( 832 ) Legaspi, Tabaco, Iloilo, Lagonoy, Nato & 

„ "Dos wermanos" ( S40 ) Casiguran, wulan & Gubat. 

YU WIAO SONTUA 2§ Dasmarinas. 

s/s -Y, Sontua" ( 585 ) Masbate, Cebu, Cagayan de siBamis, 

Sur お ao Taclot-an and carigarai 

《が an Nicolas" ( 223 ) Masbate, Bulan, Calbayog, Catbalogan, 

Carigara and Tadoban, 

oxso WARRWTO & CO 303 Nueva. 

s/s ( 4.8 ひ ) Tadoban, Borongan, Guiuan* 

„ "Rup>aTa" ( 78 ひ ) Da づ ao, zamtsan^a, OI^MS^^ and Cebu, 

„ "Andres" ( 283 ) c&u, wc^^^^o & Tacloban. 

ORTIGA HERMANOS ::. 2H JDasmarinas. 

s/s "Ortiga Hermanos" ( 2S9 」 Calbayog, Carigara, Taclolbap 

"pan^llma" ( 244- ) Cebu, Dumaguete, Zamboanga and Jolo. 

J. M. POIZAT •: T: も 5 Plaza Moraga. 

s/s "Ga 一 bridle Pokat" ( 525 ) Legaspi and Tabaco, 

INSULAR KJMWJBR CO : : 769 Mchague, - 

s/s J. P. Clark" ( 187 ) Sagay. ； 

I, FECUNDO ...513 San Fernando, 

s/s **Tamara\v" ( 86 ) Catanauan, Hingoso, Macaleion, Sta. 

FINDLAY RICHARDSON & CP, LTD ohas Buif . 

s/s "San Pedro" ( 320) Iloilo. ノ , 

J. & JVL TUASON ,235 Barcelona. 

s/s "Dna. l-aula" ( s ) Sorsogon, Magallanes, Donsol, Bulan, Ar- 

rorov, and Masbate, 

DUYANDIN & CO :S21 San Fernando. 

s/s "Pekmg" ( 77 ) Gasan, Boac, Calapan. 

CWUA 000 PEN & CO .,: 1032 Comercio. 

s/s **K_im-Klat" ( 66 ) Pitogo, Macalelon, Catanauan and Sta. 

Cruz. 

GENATO & CO :: 12 Escolta, 

s/s "Antipolo" ( 87 ) Capiz, New Washington, Ibahay and 

Romblon. 

SMITH, BELL & Co: 35 Tuan Luna. 

s/s "Taming" (1355) Cebu k Iloilo. 

s/s "Peria" (ISO) Naga, Daet. ~ 

AGWNT TO iFOIMD ON WOARD. 

s/s rsta. saria de Ripor ( 101 ) Puerto Princesa and Culion. . 



組織て あるが、 事實 は官營 として 運轉 して 居る。 千 九 百 十八 年の 主なる 貨物 運搬 數量は 米が、 三十 一 

萬噸、 砂糖が 十二 萬 六 千噸、 コブラが 十二 萬噸、 其 他の物 を 合せて 合計 百 八 萬 五千噸 てあつて、 乘 

客の 數は六 百 八十 五 萬 人て ある 此 外セブ f 及ィ ロイ に 比律賓 鐡道會 社の 線路が あって、 其哩數 

兩者を 合して 百 三十 五哩 である 

つ 比 律賓は 三千 有餘の 島嶼から 成立って 居って、 其中大 なる もの、 み にても 十二 三 あるので あるか 

ら、 交通 は 海に 俟る 乙と が 比較的に 多い 而 して 各 島 を 連絡す る は 多く 小型の 小 蒸 汽船であって、 

千噸 積の もの は 最も 大 なる ものである 總計噸 數がニ 萬餘噸 であ て、 今 主なる 汽船 會 社と 其 航路 

を 示せ ぼ 左表の 通， 9 て ある ( 第二 表泰 照) 

沿岸 航路 は外國 船の 入る を 許さず、 又 比 律賓の 法人 にても 其 株主の 大多數 が 比 律賓人 又は 米國人 

にあら ざれば 沿岸 航路に 從事 する 船舶 を 所有す る M とが 出來な い ことにな つて 居る ので、 外 國人は 

此 事業に 投資す る i とが 出來 ない と 言って 差 支ない o 

• 最後に 商業 は 之 を國內 商業と 外國 貿易の 一 一 つ に 分つ とが 出來る 0. 先 づ外國 貿^に 付て 見る に 

赣 m 品 は 主として 農產 物て あつて、 マ ユラ 麻、 椰子 並に 椰子油、 砂 糠 及 煙草の 四 品が 全 輸出品の 九 

第 章 .ffisfi 業ー絲 一 011I 



第 四 章 比律賓 産業 一 班， 一 四 

割 以上 を 占めて 居る、 隨て 輸出 賀 易に 従事して 居る 主なる 商店 は 必ず 此四 種の 商品 全部 又は 其 中の 

或 物 を 取扱って 居る 西班牙 時代 並に 米國 領有の 初期に 於て は、 英國 商店が 是等 商品の 主なる 輸出 

者であって、 ス ミス、 べん、 ス チブン ソン、 マ クレオ ッ ド等 五六の 英 商が 殆ど 全 櫂 を 撮って 居った の 

である 英商 が斯く 他國の 領地に あつて 其 商 權を獨 占す るに 至った 理由 を 調べて 見る と、 色々 ある 

が 其 中 最も 重要なる 事柄 は、 金融 機 闘と 運搬 機關 とが 殆ど 全部 英 人の 手に あ C\ た爲 めて あると 考へ 

る。 卽 ち其當 時に 於け る 主なる 金融 機 關は香 上 銀行 清 打 銀行の 二って あって、 其 他の 銀行と して 

は 西班牙 銀行が 一 つあった 許. ^である 又 船舶 は 其 當時は 無論の fJ とて あるが、 最近に 於ても 尙左 

の 通らで ある 

輸出入 品價袼 並に 之 を 運搬せ る 船舶 國籍 

年 次 

■ 千 九 百 九 年 

千 九 百 十 年 

千 九 百 十 1 年 

ペ千九 百 十 二. 年 



總額 英國船 来國船 日本 船 

千 比 千 比 千 比 千 比 

一三 〇、〇〇〇 九 六、 四 八 〇 四、 二 W 三 二、 八 九 七 

一八 〇 、六 九 五 ニニ 一、 九 四 1 一四、 八 五 九 六、 四 七 二. 

1 八 五、 七 二 一 一一 1 二 一 、o 四！ 一 1 ニー 、二 一 八、 四 九 五 

二 il、 一八 二 1 四 九、 一四 一 一 四、 〇 二 四 一 四、 五 九 七 



千 九 百 十一 1 一年 

千 九 百 十四 年 

千 九 百 十五 年 

千 九 百 十六 年 

千 九 百 十七 年 

千 九. 百 十八 年 



二 ニニ 七 一 

一九 四、 五 五六 

二 〇 六 、二 五 〇 

二三 〇 、八 六 七 

ミニ 二、 八 〇ニ 

四 六 七、 五八 七 



一 二 五、 九 〇 

一 二 五、 六 七 四 

1 三 六、 〇 七 七 

一 二 九、 〇 六 六 

1 〇 九、 五三 七 

一 二 〇、 九九 九 



一六、 八 八 M 

. ヒ 〇、 四 三 四 

二 〇 、九 八 七 

一四、 一四 八 

七 四、 八 〇〇 

H ハニ、 八 六 一 



一 七 2 一四 六 

一 四、 六 〇 九 

三 〇、 八 七 八 

四 八、 九 四 六 

八 七、 二八 五 

〇 七、 六 九 八 



歐 洲大戰 中に あっても 英國は 尙且第 一 位 を 占め、 千 九 百 十八 年に 至って 初めて 米國 船に 第一 位 を 

讓 つたので ある 現今に 於て は米國 船舶 會 社て は 太平洋 汽船 會社、 アド ミラ ダラ イン、 ダラ f 汽船 

會社、 ゥォ I タ I ハウス、 等が 盛んに 船 を 送る のて 此點に 於て 米國が 頗る 優勢と なっ^の である 

又 金融， 機關 としても ィ ンタ， ナショ ナ〃 銀行、 亞細亜 銀行 及 比 律賓國 立， 銀行 等が 出來て 金融 機關が 

盤つ V 來た 又 千 九 百 九 年以來 比律賓 と米國 との 間に は關 税互惠 制度が 赏 行され て 居って、 相互 無 

稅輸入を許す^^とでぁるから、 米國に 於て 需要 せらる、 比律賓 産物 は 他 國の同 マ 逢 物に 比し 米國市 

場に 於て 有利の 地位 を 占む るて と、 又 比 律賓に 輸入 せらる. -米國 製品 は 他の W よら 輸入 せらる- * 同. 

I 商品に 比し 媚税 だけ 有利て あるので、 米 比 間の 賀戶ぷ は 漸次に 他 を 凌駕す るに 至った、 隨 つて 米國 

, 第 四 章 比 律 喪 産業 一 班 ー〇 五 
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商店 は 輸出 輸入 共に 勢力 を增 加し 來 6、 一般 輸出入 業者と して は パシフィック、 コ ンマ t シ ャ；， 、ゴ 

ン パユ の 如き 又 マ 一一 ラ麻 輸出 商 としは 、, ン ソン クオ f ス社、 rt C1 ン ビヤ" f ブ會 Itt の 如き、 殊 

に インタ I ナショナル、 , . 'ヴ H スタ I 會 社の 如き は 英商マ クレオ ッド社 を 賈收し 盛に &の 輸出 を 

やつて 居る . , 

我 國は其 地理 上. の關 係よ， 見ても、 比律賓 との 貿易 は 盛んで あるべき 辔 であって、 戰卷 中には 輸 

出入 合計 四千 萬ぺソ 以上に 上った ので あるが、 昨今 は それ 以下に 下った こと、 思 ふ 日本よ 6 褕入 

する 商品 は 石炭 を 除いて は 主として 綿製品 及 雑貨 類であって、 是は 合計す ると 相當の 金額に 上る の 

であるが、 一々 其 商品 を 調べて 見る と 其 種類が 頗る 多く、 一の 品物て 多額の 余 額に 上る 物 は 殆どな 

く、 隨て大 資本 を 有し 大 組織 を 有する 日本の 會社、 例へば 三 井 物產畲 社の 如 さ 所で 扱 ふに は 不適 當 

の 商品であって、 多く は 小 資本で やって る 小會社 又は 個人の 取扱に 限る ものである 比 律 賓に輸 

入 せらる、 主なる 商品 を 調べて 見る と、 綿絲布 並に 綿製品が 全 輸入の 約 三 割、 鐵 類が 一 割 二三 分、 

米が 八 分、 自働車 類が 三分、 麥 粉が 三分と 云った やうな 具合で、 此中 日本から 入って 居る もの は 綿 

絲布 並に 綿製品であって、 綿絲大 番手の もの 及 莫大小 製品、 縮 類て ある 綿布 は關 a の 關係上 到 



底 米 s 品と 競爭 が出來 ぬ、 戰時中 は 船舶の 拂 底と 運賃の 高率と 及米國 よら 運輸す る 時間が 多く 褂る 

爲め、 平時に あって は米國 品て あった ものが 日本 品で 代用した 例も澤 山あった が、 今日に 於て は是 

等の 品 は 元の 米國 品に 屍った のて ある。 之 を 要するに 比 律 賓に對 する 我が 輸出 貿易 (是は 比 律賓に 

對 しての みて はない が) は 戰時中 »J からざる 發展を 見た が、 戰後に於て返嬰の^^態に陷った事は、 

之 を 貿》 ^に從 事して 居る 者の 罪に 歸 する と は 無理であって、， 寧ろ 我國の 工業 上の 進歩が 未だ 歐米 

諸國に 及ばざる に 依る 所で あらう と考 へ る。 

比 律賓ょ 6 我國に 輸入す る 商品 は 何かと 云 ふと、 主として 麻 及 砂糖であって、 殊に 麻 は 近 來其主 

耍 用途た る 麻綱の 原料と しての みならず 製紙 原料と して 輸入 せらる k 數 量が 多額に 上って、 

米 國英國 に 次で は 日本が 主なる 買 fl^ であるが、 何と 云っても 我國は 市場が 小さい 爲 めに 漸く 麻の 全 

輸出 額の 約 一 二割 位 を 消化す るに 止ま，^、 米國の 如き 約 五 割 も 消費す る ものと 比較が 出來ぬ 尤も 

近頃 米國の 需要が 一 時 的に 減 返した 爲 めに 麻の 價格 空前の 低落 を來 した 結果 我國に 於て 製紙 原料と 

して 麻 を 使用す る 乙と k な-^、 全產 額の 二割 を 我國に 於て 消費す る M とに なった が、 是は. 果して 何 

時 まても 此 割合 を 保って 居る てと が出來 るか 疑問で ある 大 資本 大 組織 を 有する， H 本の 賀易商 は 

笫四章 比 律 賓產業 一 班 ー〇 七 . 
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今日に 於て は對 日本の 貿 《i のみ 從 事して 居る 時て はなく 、進んで 對外 阈の貿 に從 事すべき 時で 

あって、 我が 賀《5！ 進化の 道程よ， 9 見る も、 初めは 横濱神 Ul 等の 外人 居留地に 於て 我 國の貿 は 行 は 

れ、 其 後日 本 對外阈 の 貿《1§ は 漸次 日本人の 手に 歸し、 以 11 萬 能て あった 居留地 外商 は 全く 其 勢力 を 

失 ヱに 至った のて あるが、 今 は 更に 一 步 お進めて 出先の 商賣に 侵入す べきて ある、 

次に 比 律 賓國內 商業 は 如何なる 狀 態に 在る かと 云 ふに、 是は 大部分 支那 人 又は 支那 人 系統の 商人 

の 手に あると 言って 差 支ない 商業 會議 所な どの 調べに 依る も 全國內 商業の 八 九 割は是 等の 人々 が 

やって 居る と 云 ふこと て ある 支那 人 は 主なる 都市 は 勿論 所謂 津々 浦々 まて 入 込んで 居って、 殆ど 

如何なる 田 舍の塞 村に 於ても 支那 人の 萬屋式 小賣屋 があって、 馬 刺の 問屋が 輸入 商から 胃った 輸 

入 品 は 之 を 各 都市の 支那 人 商人に 送る、 是が又 其 附近の 町村に 居る 支那 人に 分配す ると 云 ふやうな 

る 段々 の 聯絡が 付いて 居って、 又 田 舍の產 物 は 逆に 村の 支那 人から 町の 支那 人と 順次 彼等の 手を經 

て 遂に 大市 場た る 馬 尼 刺、 セブ I 又は ィ ィ 等に 出て 來る 斯 くの 如く 往復 共に 同様の 人々 の 手 

そ 經て來 る NJ とて あるから、 彼等の 間に は自 から 爲替の 決 磨が 出來 て、 銀行の手を借-^ずに收支の 

決算が. 出來る ス田舍 に 於て は 現金で 品物 を賣る 代.^ に 土地の 產 物と 交換 をす る 是は 支那 人の 乙 



.ij て あるから 頗る 上手に やって、. 賣買兩 方 共 儲け るるとが 出來 る。 著者が 嘗て 新 嘉坡に 居った 時に 

馬 来 半島の 內 地て 支那 人と 日本人の 小賣 店の 商賣の 模様お 見た が、 支那 人 は 自己の 商品に 對し 土人 

が 持 セ來る 護謨 を 取って 遣る、 所が 日本人 は 現金に 非 ざれば 商品 を賣 らぬ爲 めに 支那 人の 商店の 

方が 多く 商賣が 出來る 何故 日本人 は 支那 人 同 樣に賣 つた 商品に 對 して 護謨 を 取らぬ かと 云 ふと、 

丄兀來 自己の 商品 は 新 嘉坡の 日本 商店 等から 送って 貰 ふが、 是は 現金と か 又は 銀行 爲眷 であるか. ら、 

.此 商品 を賣 つて 現金 を 取らなければ 買 付 先と 決涛が 出來ぬ 然るに 支那 人 は相當 長期の 掛で 買って 

まも 新 嘉坡に 護謨 を 送って 其 各 買 付 品の 決涛を 新嘉坡 です る 乙と が出來 ると 云 ふ 聯絡 有つ V 居る 

爲 めて ある 比 律賓に 於ても 支那 人 は是と 同檬の 方法 を 行って 居る、 支那 人が 如何に 比 律 賓國內 商業 

を獨 占して 居る かを證 明す る 最も 好い 實 例が ある。 曾て 千 九 百 十二 年 著者が 初めて 馬 尼 刺に 行った 

時に、 日露 間 は 満蒙に 關 する 協約 をし.？ - とか 云 ふて とで 支那 人が 非常に 騷 出し、 遂に 日 貨柢制 を 行 

づた とが ある 其當時 著者 は關係 ある 支那 人に 向って、 支那に 於て 、ボイ コ ットを 行 ふは宜 いとし 

て も 消費者が 比律賓 人であって、 其 者 は 日本 品に 對 して ボイ コ ット をす る 意志の な： S 處 で、. 其 中間 

於て ロ錢を 取って 生活 をして 居る 支那 人が 日本 品 を ボイ コ ットす るの は 如何にも 莫迦ら しき 事で 
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第 四 章 比 律 賓產業 一 班 1 一 〇 

永く ボイ コ ットを すれば 他の 者が 支那 人に 代 て 日本 品の 取扱 を やり 初め 遂に は 支那 仲 貫 

を 要さなくなる に 至る て はない かと 言った が、 彼等 は 一向 平氣 であって、 日本 商品 は 漸次 賣 行が 止 

AVO 彼等が ボ ィ コ ッ トを 止める まで は 日本 商品の 賣行 殆ど 杜絶す るの 苦境に 陷っ たの を 見ても. § 何 

に 彼等が 內 地に 商業 網 を 張 詰めて 居る か を 知る 乙と が 出來る 

以上 簡單 ながら 比 律賓產 業の 大體を 記した が、 扱將來 日本人が 比 律賓に 於て 爲 すべき 事業の 方面 

は 何れに あ..^ やと 云 ふに、 鑛業 運輸 業の 二者 は 法律上 種々 制限が あって 不便で ある 商業 は 國內商 

業 は 支那 人に 十分の 地盤 を 占められて 居って、 是 と競爭 して 勝 を 制する 乙と は 頗る 困難で ある 水 

產業は 今日の 所大 資本 を 投じて やる 程の 事 はな so 然 らば 殘る所 は 農業 工業 林業の 三種で ある。 農 

業 は 日本人の 最も 優れたる 所であって、 例へば 北米 殊に カリフ オル ー1 ァの 如きで 排日の 盛んになつ 

たの は、 農業 上に 於て 日本人が 成功し 漸次 他の 競爭者 を驅逐 する 形勢に なつ. のが 一 大 原因て ある 

比 律賓に 於ても 本書の 中に 記 載して 居る 如く、 ダ バオ 地方の 開 凝 は 殆ど 全く 日本の 農夫の 手に 依つ 

て爲 された ので あるから、 此業は 日本人に 取って 最も 有望で ある 唯一 の 障碍 は 新 土地 法發 布以來 

官有 地拂下 又は 租借 は 米 國人比 律賓人 若く は米國 又は 比 律賓の 法人に して 株式の 六 割 一 分 以上が 米 



歸人 又は 比律賓 人の 所有に 係る もので なければ 出來 ない 乙と になり たのて， 從來の 如く 自由に 曰 

本人の みで 比律賓 法人 を 作ら 官有 地拂下 又は 租借 をす る M とが 出來 なくなった が、 私有地 は 賣買自 

由て あって、 元來 人口に 比して 土地の 多い 所て あるから 價格も 安く、 又 ダバオ 地方に 於て は 日本人 

所有地 又は 租借地の 中 未開 懇 地が 尙幾萬 町歩と 云 ふ 程 ある とで あるから、 當 分の 中 は 之 を 開懇す 

る だけで も 多数の 日本人の 仕事 は ある。 然 らば 農業の 中 如何なる 生産物が 最も 有利で あるかと 云 ふ 

事 は、 他の 章に 於て 之 を 詳論して あるから 此處に は 之を卷 略す る 工業 は 前揭の 如く 甚だ 進歩して 

居ら： g から やるべき 事 は澤山 ある、 併ながら 燃料が 不廉で 熟練せ る 職工が 不足して 居る 所で あるか 

ら、 何 か 比 律賓が 他に 比して 特に 利益 ある 種類の 工業で なければ 成功が 六ケし so 是が 故に 先づ第 

一 は 典った の は 椰子油 會 社と 云 ふが 如き 原料 並に 製品 販賣上 特別に 利益 ある 工業であった 煙草 會 

社 は 旣に澤 山 ある 砂糖 曾 社 も 旣に相 當出來 て 居る 然るに 麻 を 原料と する 工業 は 未だ 殆どない 

P プ 製造 は 必ずしも 比 律賓で やる 方が 有利て あると は 言 はれぬ が、 例へば 麻 を 原料と して 製紙業 

を 初める と 云 ふやうな でと は 大に硏 究の餘 地が あると 思 ふ 殊に 比律賓 政府 は此 事業の 興る の を 希 

望して 居って 年 六 分 位の 補給 をす るて とに なって 居る から 尙更專 門 家の 一 考を 煩したい 
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比 律賓に は 森林が 多く 日本に. 於て は 木材の 需要が 多い ので あるから 將來. 比 律賓に 於て 山林 業に 從 

事し、 其 製材 は 之 を 日本に 輸出す る やうな 乙と にし，？^ らば 一 擧兩 得の 策で あるが、 前に も 記 載した 

通.. > 算盤の. 上に 於て 種々 注意すべき 點が あるので、 之に 着手す る 前に 十分に 研究 を 要する 

終•.^に臨んで比律賓に投資するに於て最も安全なる方法は先づ旣に着手せられて居る邦人事業中 

優良なる もので 擴 張の 餘地 ある ものに 資金 を投 ずる 乙と て ある 鬼 角 日本人 は 海外に 於て 何 か 事業 

を やる のに 先づ 邦人の 先着 者が やって 居る 事業に 眼 を 着け、 之を聽 合せ 而 して 有利と 判明した 時に 

は 直に 是と 同一 事業 を 起し、 是 と競爭 する、 其 結果 兩方俱 に 不利益 を 被る M とが 往々 にして ある 

ダ V ォ の 如き 其 一 例で ある。 五指の 代る/ \彈 かんよ..^ 一 拳に 如くな して、 一 の 鞏固なる 會社を 造 

るの は 十の へ ナ へ ナ會社 を 造る よ fts、 算盤の 上から 見る も、 我 民族 發展の 上から 論ずる も 有効 且利 

入叠 である。 



第五 章 マー I ラ麻並 椰子 栽培 事業 

附 ダバオ 其 他に 於け る 邦人 事業 

マ モラ 麻に 關 する 著 誊は澤 山あって 何れも 大同小異 である 本章に 於て は 詳細に 之 を 論ずる 餘地 

がな S から 唯 其 大略 を 記す るに 止める が、 主として 前 比律賓 政府 農務 局纖維 課長 サリ r ビ f 氏の 所 

論に依..^著者自身の觀察上ょ^^得.{^^る知識を之に附加したものでぁる0 

マ 一二 フ麻は 製 綱 用と し ズ 他に 比類な き 性質 を 有する ものであって、 ァパ 力と 稱 する 芭蕉 屬の 植物 

學名は (Mga textilis) の樹幹を組成する葉轴ょ..^抽出せる纖維でぁc^て比重輕く破斷カ强く 且耐 

久カ ある ものて ある 殊に 是が 特性と して 他の 繊維に 優る 點は 水に 對 して 抵抗力 强き 事て あって 是 

が爲 めに 船舶 用 麻綱と して 天下 一 品で ある アバ 力 は. 比律賓 の特產 であるから 古き 昔から 之 を 使 

用した ものと 思 ふが 記 錄に存 する もの は 最初 千 六 百 八十 六年ミ ンダ ナオ 島に 住居せ し 英人ダ ム ビヤ 

なる 人が パ ナナ テキ ス トリ ャと稱 し 其 果實は 食用と な ftN 且 繊維 を 抽出し 得る 植物 ある 乙と を 記しな 

、是 れ 恐らく パナ ヽ樹と アバ カ樹と 二見 殆ど 相違な き 爲め兩 者 を 混同した る ものと 思 はれる アバ 
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> 力 は 十九 世紀の 初めよ ft- 多少 は產 し. が、 千 八 百 五十 年頃まで 何等 主要なる 地位 を 占む るに 至ら， な 

； かった、 千 八 百 二十 年に 米國 海軍 士官 ホワイトと 云 ふ 人が マ サチュ セッ ッ洲セ i フム 市に 麻 0?^ 本 そ 

持って 來て 以来 漸次、 ボ ス トン 附近に 於て は 之 を 使 ふやう になった 千 八 rm 十八 年に は 全 輸出 量 四十 

J 噸 であった が、 千八百四十年には八千五百噸となっ^^ご 千八百六十年には三萬餘噸に增加し、 千 

九 百年に は 約 九 萬 噸に增 し、 千 九 百 十八 年に 遂に 十六 萬 九 千噸に 達して 比津賓 輸出品 中の 第一位 を 

占む るに 至りた。 V 

ァ パカは 比律賓 群島 中 各地に 逢 出す るが 温度の 關係上 北 .. 十五 度 以北 卽ち馬 尼剌 市より 北方 は 養 

ら^0^くなぃ、 又 千 米突 以上の 高地 も 氣溫の 關係上 宜しくない、 是は溫 度が 相當に « くなければ 木の 

；ず育驗 て 繊維の 發 生に 適しない からて ある 是と IS じ 理由で 地味が 惡 いか、 又は 雨 重が， 少 いか 或は 

不半 均の 所も宜 くな so 殊に ァ パカは I 度 植付ければ 十 年 乃至 二十 年 位 其 儘 植替を 要さな S から 土 

壤の 肥料 分 を吸收 する とが 甚 しいが 爲 めに、 最も 地味 肥沃なる 所 を 必要と する 又 雨量 は 十分な 

ければ ならぬ が、 されば と 云って 水の 溜る やうな 濕 地て は宜く ないから、 水 吐け の 良い 緩倾斜 地が 

宜ぃ 尙 もう 一 つ アバ 力 は 一見 芭蕉と 異ならざる 植物て あって、 葉の 大きな 樹の 幹の 軟 いもので あ 



るから大風ゅぁる地方では損害を被る^^-とがぁる0 斯檨に 段.^ 絛伴 付けて sli- ると 比律賓 群島^ ミ 

ケ：|^ナ11島殊にダ：\ ォ灣及 其 裏側 ァグ サン 地方が 最も 是等 各種 條件を 具備して 居る 所な ので ある 0. 

ァ ^力の 樹は 笆蕉と 同じ 形を爲 して 居って、 樹幹 は 幾 枚 もの 厚い 皮が 段々 に 重 6. 合って 出來て 居る 

もので、， 切 a, を 見る と 里芋の ずいきの 切 口の 如くな つて 居る、 此皮を 一 敉づ. ^放し 內侧 の軟き 部分 

に は 繊維が な い から 外側の 方 だけ 放し、 麻 引 機に 掛ける のて ある、 麻の 樹は 種類 及產 地に 依 つ て 

高さに 種々 $1- 等が あるが 先づ 十五 尺 乃至 三十 尺であって それ は 葉の 先まで 計った もので、 其 中 麻と 

,A て 抽出し 得る 纖維は 六尺 乃至 十五 尺 位で ある。 麻 引 機と 云 へ ば 甚だ 大 さうて あるが、 從來 一 般に 

使用して 居る もの は 最も 簡單な 仕掛で 何れも 手製で ある 先づ 一本の 横木 を臺の 上に 置き、 是と併 

行して 鹿 丁 を 装置し、 其 庖丁 は 竹 又は 木の 仕掛で 橫 木に びった. 齒が 付く やうに なって 居る ので、 

愈 々麻 を 引く 畤ぉ « 前に 記した 麻の 皮を撗 木と 鹿 丁との 間に 入れて 引 張る と 鹿！ J の 力て 皮の 滓 は 鹿 

1.^の向侧に殘，.^、 纖維だけ引手に殘る、 之 を 竿に 掛けて 乾せば 卽ち 製品と なる のて ある 。誰が 見 V 

ぁ餘. に 原始的で. あって マ 驚 を 喫する と 同時 化 何 か 適當の 機械が 出來 さうな ものて あると 考. ク る、」 

是は萬 人 I 樣の考 てあつて、 旣に璣 械を發 明した 人が 幾人 も あるが、 實際 にやって. 見る i 何處 かに 
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缺纖 があって 實 用に 適しない 最近 ダグ ォ開發 の 先 驅者太 田 興業 會 社の 人々 が發 明した もの は從來 

の ものと 略々 同じで、 唯 抽くカ を 人力に 依らず して 水車 又は 發 動機に 依る 乙と にした から、 人力の 

製產に 比して 約 四 五倍の 能率 を發 揮した ので 同地 方の 日本人 は 大に是 が恩惠 に^して 居る 又 をれ 

よ- CN 後に 米 國人フ ラン クと云 ふ 人が 發 明した 機械 は 從來發 明した もの 、中で 最も 實 用に 適する もの 

で、 且 耕地 內 各所に 運搬し 得る のと、 木炭 を 燃し それよ ら發 する 一丸 斯を原 翁 力と する ので 費 甩も少 

く 且生康 力 も 太田會 社の 機械よ. -は 大きく 至極 有益なる 發 明て あるが、 唯一 つ 注意すべき は、 太 田 

會 社の 機械 も 亦 手引 も纖 維の 一 尺 乃至 二 尺 位の 長さに 對し 抽出す 力が 及ぼす のに 反し、 フランク 

の 機械 は 繊維の 全 體に對 して 終， 9 まで 抽く 力が 及ぼされる のて、 之 を 試驗 をす ると 其纖 維に 切れ 掛 

けた 所が 多く、 f プ にした 時に 破彈 力が 弱く はない かと 云 ふ 疑が ある 是は 未だ 實驗 をした のて 

な い から 何れと も 斷言は 出來ぬ 

手引 勞働 者の 賃錢は 如何なる 標準て 仕 拂 はれる かと 云 ふに、 比律賓 一 般の慣 in として 地主と 引手 

と 生産物 を 二等分し 各 其 半ば を 取る ので あるが、 日本人 一 人 一 箇月の 製 逢 高 は四擔 乃至 五檐 位で あ 

ぶから、 若し 麻の 値段が ー擔 二十 圓 とすれば 四十 圓 乃至 五十 圓の收 入と なる 又 値段が 三十 属 とな 



れば 六十 圓 乃至 七十 五圓 となる 譯 である o、 麻が 一 擔 二十 圜 とか 三十 圓 とか 云 ふの は 如何なる 麻 を 云. 

ふの か、 又 ft は 皆 品質が 一 定 して 居る のて あるかと 云 ふに 決して 然ら ず、 現今 比 律 蜜に 於て 麻 は 一 

々ま 府の撿 定を經 て 各種の 等級に 區別 せらる、 のであって、 其 等級が 頗る 多い。 例へば ュ ！、 ビ， -、 

シ.' 、デ I、 ィ.' 、エフ 及 H スー、 H スニ、 H ス 三の 如き は 上等品 中の 各 等級て あって 普通 値段 ® 

標？ なる もの は 其 中の H フ級 である 或 場合に はデ I 級 を 標準と する 場合が あるが、 前述 二十 簡 

とか 三十 圓 とか 云 ふの は此 H ブ級を 標準と した ものて ある 其 以下 デ！、 H ツチ、 アイ、 ジェ I、 ケ 

1\ ^ ^ J ムの 如き は 下級 品 中の 等級で ある 此外デ I ュ 〃、ォ ー ォ I、 ティ、 ヮ ィ の 如き 等外の 

もの も ある C 又近頃は餘，C^需耍がなぃが眞田用麻として特別上等の品物H r T. ビ！ ビ I 等の 品 

も ある。 

上歉 品と は 如何なる もの を 言 ふかと 云 ふに 先づ第 一 に 繊維が 一本 づ V 別れて 居 つて、 二 本の 繊維 

がくつつ いて 一本と なって 居る と 云ふミ とがな く、 又所謂i3:が附着し.て居らぬと云ふ^Jとが必耍條 

件であって、 繊維の 長さ 色澤 等に 依り 上級 品 中の 各 等級 を 定める ので、 之に 反して 下級 品 は 繊維に 

多少の 滓が 附着して 居って 且 所謂く つっき か 多く、 隨て色 合 も視 色て ある 其 他 等外の 品 は 紐麻卽 
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： 第五， I 早 マ. 一一 ラ痲 並篇子 栽培 事 簾 一 一 A 

ぢ 耕地に. 於て 麻お 縳る爲 めに 用 W たもの 又は 水 濡れ 等の 爲 めに 損害を被 CV たもの てあって 是は 所謂 

正 品で はない 

を 要するに 麻の 等級 は 生と して 繊維 抽出の 方法お 依りて 定まる ものて あって、 第 I 麻 引に 用 ひる 

超 T め銜 の. 具合？ 鹿 T を 撗木は 1： 翁 ゆる 力の 强 弱の 程度 及 乾燥 や 具合に 俊って 定. まる ものである 即 

ち 5^ 丁の 5^ が 粗かった，^ 或は 鋸の 齒の やうに なつて 居った，^、 若く は 鹿 丁を橫 木に 押 付ける 力が 弱 

かひた.^ する 場合に は： 滓が 十分に 取れず して 纖 維に 附着して 居る 爲 めに 上等の 品物と する でと が 出 

來 ない 又 抽出した る 繊維 を 直に B 光に 晒し 十分に 水分 を蒸發 せしめれ ばせ しむる たけ 良くな. cs、 

且 保存 上に も 有効で ある 0: 併ながら 鹿 丁の. 匁が 滑らかて 且 横木に 押 付ける 力が 强ぃ 場合に は 之を抽 

ぐに 鹿 丁の 见が 粗く 且押 付ける 力が 弱い 場合に 比して 力 を 要する こと 多く、 且 滓が 繊維に 殘ら ざる 

爲め、 B 方に 於て 製品の 量が 少ぃ、 又 十分に 乾燥 ずれば 量目 は 隨て輕 くなる 前陳の 通.^ 麻 引 人夫 

は 出来た 製品の 半額に 相當 する 賞錢を 得る j 種の 請負 的賃錢 であるから、 若し 上級 品と 下級 品との 

値段^ 差が 餘り甚 しくない 場合に は 比較的 骨の 折れざる 方法で 且 多量に 製 逢し 得る 下級 品 を 造らん 

あする 賴 か ある きるに此下級ロ？は滓の附着し居る爲め少し長くi^藏する場合l^變質する^-とが 



『 



あり V- 爲 めに 破斷カ 微弱と なり 船舶せ 她 綱の 原料に 適せざる に 至る M とが ある o 近年 偷敦製 綱 業者 

間に 此 種の 苦情 を閡く と 頗る 多き に 至りた る を 以て、 比律賓 政府 は 一 大英 斷.^ - 施し 千 九 百 二十 一 

年 九月 一. 日よ. ジ H 、ケ. -、 エル、 H ム 等の 下級 品 生產を 禁止した。 此 禁止に 付て は餐 否の 聲囂 

々起 CV て 却々 の 問題て あった が、 之 を 要するに 比 律賓の 特産品に して 最も 重要 商品た る. マ 一 一 ラ 麻の 

ズ般 品質 を 高め 名聲を 恢復す る. に 於て は 頗る 適當 なる 處 置で、 一 時 的に は 多少の a 難な きに 非ざる 

も 永き 將.. 來に. 於て は 結局 比 律賓の 利益た る と を 疑 はない 反對 論者の 中て 最も 有力と 認 ひべき も 

の は、 之に 依って 生產が 減少 さる- -と云 ふ と 、元 來ジュ .-、 ケ. -、 H 〃等の 下級 品 は 殆ど 總て 

英國製 綱. 業者 の 手で 消費 さ るく ものて あって、 若し 此種 の 品 を 製 産せ ざるに 至らば 他の 代用品 を 使 

用し 其 範圍. に 於て マ 二 ラ 麻の 需要が 減少す る M とになる であらう と 云 ふ 二つの 耍點 である 前に も 

言..ゥた通.oで下級品を製牽するは上級品を製產するょ..^容易でぁって且同 一 時間に 比較的 多量の 製 

奪 を爲し 得る ので あるから、 下級 品の 製產を 禁じて 上級 品の み 製 産す ると すれば、 全查 額に 於て 幾分 

の 減少 を 見る の は當然 であるが、 比 律 賓全體 に 於て 製 産 せらる k 下級 品の 數量は 全 蜜 額の 四 割に 相 

常し、 同一 勞働單 位 を 以て. 下級 品と 上級 品と を 製 還 すれば 其 製 逢 高 は 六と 四の 割合と なると 云 ふ 乙 
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第五 章 マ 一一 ラ廳並 椰子 栽培 事業 、 一 二 〇 

と は 實驗上 現れた 數字 であるから、 比律賓 群島に 於け る r 鐵年 全額 平均 百萬傻 乃至 西 二十 萬 俵 ( 一 像 

は ニ擔) とし、 是が 割 は 下級 品と すれば 下級 品の 全產 額， 約 四十 五 萬. 俵 前後と なる、 卞鈹 品の 製褒 

を廢 し. 上級 品 を 製 逢 するとせば 約 三分の 一 の 產額を 減少す る 事と なる が 故に 結局 此 禁止 令に 依 6 製 

逢： の 減少すべき 數量は 約 十五 萬 俵內： 外と. 見て 大差 はない と 思 ふ？ 即ち 麻 引 * 業に 從事 すス勞 働 者め 

數化變 化が なき も. の， とすれば 是 だけの 産額が 減少す る譯 である？ 目卞 麻の 値段 は 殆ど 宋曾 有め 安値 

て あるから、 此際 多少 產 額の 減少 を 見る の は 麻の 値段に 好 影 善 を 及ぼし 結 W 之に 従事して 居る. 者の 

爲. めに 利益で ある。 若しも 亦 將來に 於て 麻の 相場が 昇騰 す： る 場合に は 麻 引勞働 者の 受 くべき 賃錢は 

隨て 昇騰し 他の， 業に 從事 する より は 利益. あるに 至らば 勞働 者. の 數も增 加し、 生産 も 亦 隨て增 加す 

る 乙と になる から.、 此 禁止 令に 依，^ 一 時 十五 萬 俵の 製： 産 減少 は 多く： 憂 ふるに 足らざる のみならず 目 

下^ 狀態 於て は 却て 有益の 結果 を蕭 すと 言って 差 支ない と 思 ふ 尙又 英國の 製造 家が 下級 品 禁止 

の爲 めに 他の 代用品 を 使用す るに 至るべし との 反 對論は 要するに マ 一一 ラ 麻の 特質 を 忘却した る 議論 

であって、 マゲ I、 サイ ザ〃、 へ ネケン の 如き 繊維 は從來 とても 麻 下級 品よ.^ も 値段 安 かりし にも 

狗らず 英國製 綱 業者 は 比較的 高價の マ. 一二 フ麻を 使用して 居つ .5^ の は、 要するに 船舶 用 製鋼と して は 



他 の も の を も ゥ て 代用す る ると か K 來 ない 爲 めで ありた ので 、 前揭の 如く 上級 品と 下級 品と 値^が 

非常に 接近して 居る 時に 於て は 下級 品の 產出 禁止 せら るれば とて 上級 品 を 使用 すれば 何等の 困難が 

な S と 思 ふ。 値段の 上の 多少の： 相違 は 目 減の 多少 及破斷 力の 強弱 等に 依って 償 ふこと， が出來 るので 

英阈が 今日まで 下級 品 を 主として 使用して 居つ. たの は、 英國人 一 流の 習慣に とら はれて 居った ので 

ある。 

&識培 事業 は熱帶 事業 中 最も 有利なる もの、 ：一, てあつて、 他の 農産物に 比し 有利なる 點の 主なる 

もの を擧 ぐれば 

I 、 收獲 期に 達する と 早し、 マ：： 一二 フ麻は 植付 後 二十 箇月に して 收獲ぁ 6 三十 六齒 月に： なれば 最 

大收獲 量に 達し、 植替等 をせ ずして 十 年 乃至 I 一十 年間 絕 えず 收 獲す る ことが 出来る ◦ 護謨. の 如き 

椰子の 如き は 孰れ も收 獲を始 むる は 植付 後 六 七 年 を 要し、 最大 收獲 量に 達する には少 くと も滿十 

箇年を 要するに 較 ぶれば 收獲 期に 達する NT と頻る 早し. 

一一、 比 律賓の 特産品に して 他に 代用品な し、 此 事は黡 繰返した 所であって、 サイ、 ザ〃、 マゲ 1 等 

或 意味 R 於て 代用品と！^ 做し 得ざる に 非ざる も、 破斷 力の 強き 乙と、 水に 浸潤す る も 腐蝕す るの 

第五 章 マ 一一 ラ麻並 椰子 栽培 事業 ニニ 



第 iij 章 マー 二 フ麻並 椰子 栽培 事業 ニー 二 

憂 少.. -彈 力に 富む こと 等の 點に 於て は 5- f プ 原料と して 到 庭 他の 繊維の 之に 代る M と を 許さず 

又數 十年來 東印度 方面 ボル ネオ、 フ" タダ、 アン ダマ ン 等に 試作され たけれ ども 品質 其 他の 點て 

好結果 を 得ず、 今日に 至る まで 商品と して 生産せられ たる もの は 比律賓 以外 殆どな し 

一 H 、需要の 恒久なる と、 マ 亡 フ麻は 全 需要の 六 割 五分 乃至 七 割 五分まで は 所謂 口 I ブの 原料と 

I て あつ. て、 近來 船舶 代 は. ワイヤ & 1 プを 使用す る Ni とが 增 加した が、 是は 或る 特別の 用途に 

使 する のみであって、. 一 般 船舶 用 綱と して は マ、 一 I ラ 口 f. ブを廢 する rJ と は出來 ない 世界の 船 

.舶 は將來 減少す べきに 非ず 必ず 增 加すべき もの なれば、 マ 一二 フ 麻に 對 する 大部分の 需要 は 之を恒 

象 的と 看做し 得べ し ^SJ f プ以き Qfel 料と して は パイ ンダ I ッ フィン、 ト tti フ f ッ ワイン、 

. タ r fl . 'ブ等 あ， 9、 殊に 近來 製紙 用 原料と して 使用 せらる、 もの 尠からず、 我國 のみ にても 此用 

途に 使用 せらる 、數量 今日に 於て 一 箇年數 萬 俵 を 下らず 

n 四、 製， 產. 過多の 虞な き. こと、 比 律賓に 於て 產 する 麻の 大部分 は 所謂 專門的 農業で なぐ、 孃 民が 他 

つの i の 傍 も 少し 許 6 の 麻 畑 を 耕作す るに 止まる ので あるから、 耕作 面積の 增加 甚だ 少い 麻の. 

布價 低落す る 畤は是 が 耕作 を 止め、 空しく 荒 廢に委 する もの 少 からず、 需給の 調節 を鬮る M と頗 



... る 容# であるう ： ：： ：；？•「 . ：ノ 

是 等の 理由に 依ら 麻 栽培の， 事業 は 最も 安全なる 南洋 投資 事業の マて ぁゥ て、 比 律賓の 南端 ダパ ォ灣 

內に 多數の 邦人が 此 事業に 從 事して 居る の は 誠に 當然の 事て ある 目下 各種 產 物の 市 價 低落し 麻の 

如き も 其 例に 洩れず、， 是が從 事 者 は 悲境に 呻吟して 居. るが、 而も 是は 利益 少なし と 云 ふに 止 i り 

例へば 一 時の 護謨の 如く 製 産 費 四十 錢 以上 を 要するに 拘ら す市價 二" 五 錢と云 ふが 如き 損失 を 被つ 

て. 居る 譯 ではない。 

:元來熱帶.農業に於てはs^純農業ょりは複雜農業の方が安全でもぁら有利てもぁると云ふ^-とは今 

更云 ふに 及ばざる 所て あって 7 麻 は 前に も 述べた 如く 收穫 期に 入る N> と は 他に 比して 早い が、 收穫 

期 隨の長 St と は 椰子 等に 比べて 及ばない 又 椰子 は收穫 期間 は 長 S と 同時に、 收穫 期に 達する ま 

で 比較的 長い 時間 を 要する 此間 徒に 待って 居る M と は 假令氣 永の 農業と しても 頗る 待 遠し く 感ず 

るの は當然 である 此麻 椰子 雨 業の 缺點を 去 6 美點 のみ を 採る 方法と して 麻 椰子 混 栽の 方法が 頗る 

良い と 思 ふ 麻の 事 は 大體之 を 述べた が、 椰子に 就て は 未だ 何も 述べて 居らぬ から 今 麻 椰子 混 栽の 

農園 を 造る とすれば 椰子に 就ても 少しく 述 ぶる 必要が ある 
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第 正 章 マ-二 フ麻並 椰子 栽 塔 事業 ニー 四 

椰子に は 種類が 澤 山あって 其 用途 も それ， t あるが、 是も 有用て あって 又 最も 廣く 耕作せられ て 

居る のはコ コ 椰子 (CCCOS ^£ であって 普通 椰子と 云へ ぱ之を 指す のて ある 椰子 は 熱帶地 

方 1^ れ にも 生育す るので あって、 何れの 地方が 特に 良い と 云 ふでと は 言 ひ 兼ねる かも 知れない が、 

大體 から 論じて 比 律賓の 南部から セ レ ベ ス 島の 北部の 邊が氣 候 地味 其 他の 點に 於て 他の 場所に 優つ 

て 居る かと 思 はれる ダ バ ォ灣の 南方で メナド の 北方に ある サン ギ ィ 〃群島の 如き は 最も 椰子の 發 

育が 良く、 結實 する までの 年限が 短く、 結 實の數 が 多く 且 平均して 大きい と 云 ふこと は事實 である 

比律賓 だけに 就て 言っても 比 律 资ては 普通 椰子の 實千 個から 三檐 半の コ ブラが 出來 ると 言って 居る 

が、 ダバオ 灣內の 農園で は 大抵 二百 個で 一 擔出來 る、 卽ち 一 千 個で 五擔の コブラが 得られる のて あ 

る C 又 結 實の數 も 一 本に 付 一 年に 五十 乃至 百 位て あって 他の 地方に 比し 五 割 以上 多い のて ある ◦ 卽 

ちダパ ォ灣 附近 は 單に麻 許りでなく 椰子に も 適する のて あるから、 麻 椰子 混 栽を變 行す るに は此地 

方が 適して 居る と 言って 差 支ない 。椰子の 用途 は 何で あるかと 云 ふと 椰子 は 麻と 違って 樹幹 を 伐 

倒す ので はなく、 其實を 採集す るの てあつて、 實の 外部 は 棕櫚の 皮の 如き 繊維で あるので、 是ょ， 9 

繩を 作る 乙と が出來 るの みならず、 マット、 た わし 等の 原料と する 乙と が 出來、 其 次の 堅 S 皮はコ 



ダラ を 製す る 時の 焚 料と な，^" 又 家庭 用の 家具 邋具を 造る ことが 出來る 歐洲 大戰に 際し 獨 逸が 毒 

W 斯を 以て 聯合 軍 を 苦しめた 時に 當ら、 之 を 防ぐ に マ ス. クを用 ひたが、 其 マ スクの 中に 此 椰子の 堅 

い 皮から 出來た 炭の 精製した もの を 入れたら 非常に 効能が ぁゥ たとの 乙と である 皮 は 新く の 如く 

各種の 目的に 使用 せらる k のて あるが、 椰子の 最も 有用なる 部分 は實の 中に ある 肉であって、 是は 

植物 性の 脂 を 多分に 含有す るので 脂の 原料と して 需要が ある 此中 にある 肉て コ ブラ を 造る 先づ 

#: 子の 實を 取ら、 外部の 繊維の ある 皮 を 取 去，^、 鉈を 以て 堅き 皮 を 二つに 割ら 之 を 焚火 又は 天日に 

て 少しく 乾燥す ると、 外部の 堅い 皮 は收縮 しないが 內の 肉は收 縮して 自然に 堅 S 皮と 離れる、 其 離 

れた肉 を 更に 焚火 又は 天日に て 十分に 乾燥す ると 是が 卽ちコ ブラと 云 ふので ある 此 コ ブラ は 其 六 

割 乃至 八 割 位まで は 植物 性の 脂であって、 一 割 五分 乃至 二割 位の 脂 を 含有す るに^ まる 大豆な どに 

較 ぶれば 脂の 原料と して は 適當の 品物で ある 脂 を 取った 後の 殘 i: は 之をコ ブラ ケ.' キと稱 し 家畜 

の 飼料 又は 肥料と して 使用し、 必要が あれば 焚 料と もなる ので ある 脂 は 他の 植物 性 脂と 同様 食料 

とも 石鹼の 原料と もな.. y、 其 他 各種の 用途に 供 せらる k のて ある 戰爭中は是等の用途の外にグタ 

セ 5^ ンを取る爲め盛んに使用せられ價格も騰貴したので比律賓に於ても製油會*の利益が莫大てぁ 

第五 章 マ 】ー ラ痲並 椰子 栽培 事棄 一二 五 



翁 fi4 章 マー 一 ラ窳监 抓 子 親 塔 事 翁 一二 六 

ひた^で 骚ん に 製油 工場が 出來、 遂に は 比 雜賓內 で as 來るヌ ダラ だけて は 原料に 不足 を 来し、 セ レ. 

ゃス島 の マ カツ サ邊 から 輸入 をす るに 至った、 併ながら 今日に 於て は 需要が 減少し 製油 會 社の 內製 

造 を. 中止して 居る ものが 多い o 今 比 律賓に 於け る 製油 會 社と 其 「日の コブラ の 消費量と を擧 ぐれば. 

左の， 通 .9. である (第三 表) 

椰子 鼠の 設計 に 就て は 色々 注意すべき 事が あるが、 其 中 最も 重要なる 點 は、. 餘.^ に密植 をし ない.. 

乙と V ある 0. 椰子 は 生長す るに 隨. て 大きな 葉 を 四方に 張， 之に 太陽の 光線 を 受けて 地中の 成分 を 吸. 

收し發 育す る ものであるから、 初めから 十分 生長した 時の 事そ考 へ、 樹間を 成べ く廣く 植付ける 必 

要が ある •() 今日 其 道の 人の 言 ふ 所に 依れば、 樹間は 十 米突 を 必要と するとの： で とで あるから、 普通 

に 植付ければ 二 町歩に 約 百 本と 云 ふ とになる が、 本誊の 計畫は 麻との 混 栽て あるから 之 を 八十. 一. 

本とレた0 又椰子園の困難な點は前にも述べた通らだが收入を得るまてに年月を要する^;とが永ぃ；； 

のと 及 除草の 費用が 多く 掛 るるとて ある 十分に 成長し， $ ^後 は 葉の 爲め 蔭が 出 來て草 も餘， 甚 しく 

は 生えぬ. が、 五 年 位まで は雜 草が 非常に 繁茂し、 植付 後 二 二 年の 椰子 園に 行って 見る と、： 殆ど 椰子 

が見.ぇず.に草許..^ である 殊に 比 律 賓に於 て は コ ：ゴ ン と稱 する 薄の 如き 草が 1 , 面 kiH 茂る OJf 者が... 



第二 5^ 

Oil Mills Operating and Built in tlie Philippines 





Daily Capac 
Piculs 


:ity Equipment 


Operating name 


Expellers 


Presses 


1 irx 


nr\ 
l\J 






50 


10 


10 


Copra Products, Inc 


85 


18 


10 




35 








60 


12 


2 




85 


15 


8 


Oriental Coconut Oil Co., Inc 


60 


8 


8 




65 


12 


8 




20 


6 






100 


15 


12 


Phil. Veg. Oil Co 


160 


21 














, 40 




8 


San Pablo Oil Mills, Ltd 


, -.. 20 


4 






10 


2 


2 




Daily Capadty Equipment 


Not operating 


Piculs 


Expellers 


Presses 




10 


2 






40 


8 




Cebu Oil Mills, Madrigal & Co 


100 


6 


24 




42 




11 




........ 60 


12 




France Phil. Oil Co 


50 




9 




30 


6 






20 


4 






28 


4 


32 




20 


4 




Insular Phil. Oil Co 


10 


2 






10 


2 






30 


6 






15 


Z 


4 




… 15 


2 


4 




20 


4 




Oil Mfg. Co 


55 


11 


1 






5 






40 


8 




Bhil. Oil Products Co 


50 


9 


6 






2 






ISO 


15 


24 




40 


8 






… 35 






Zandboanga Oil Mills Co 


20 


4 




Manila Refining and by Products Co. 


30 


6 





嘗て ダ z ォの或 椰子 圜に 行った 時、 是が 椰子 圜 だと 言 はれる まで は コ ゴン！ S か 思った ので 取敢へ 

ず 一 

コ ゴ ン原 椰子の 若葉 も 二つ 三つ 

とやったら 園 主から ひどい 乙と を 言 ふ、 と 言 はれた が 全く 實況 である 此 コ ゴ ン草を 生やさぬ 爲め 

に パタュ 豆 を薛 くと か 其 他 少しく 樹が 大きくな つたら 牛 を 放牧す ると か、 色々 の 方法が あるが、 何 

れ にしても 除草 は 椰子 園に 於け る 一 番の 問題で ある 麻 は 早く 大きくな るから 最初の 一 間 位 除草 

すれば、 それから 後は餘 6 生えぬ、 唯 椰子の 樹 の周圍 だけ 除草 すれば 宜. いので あるから、 此點 から 

も 混 栽 は 利益で ある 尤も 麻の 根が 張る 爲め k 椰子の 樹の發 育が 多少 遲れ ると 云 ふ 乙と は あるか も 

知^ 又 麻 を 十 年 植えて 置く 爲 めに 地味 を惡 くし、 十 年後 麻 を 取 除いた 後 椰子の 發育結 » 等に 影 

蓍を及 ほす 恐れ はない かと 云 ふこと も あるから、 此混栽 をす るに は 十分 地味の 良い 所 を 選ぶ 事は必 

要で ある ダバオに は 之に 適當 した 土地 は澤山 ある 

以上に 依- i 礙者は 麻と 椰子に 就き 大體の 知識 を 得た のて あるから、 以下に 麻 椰子 混 栽 iffii の豫算 

を參考 として 揭げる 0. , 



含 金 金 金 
？四貳 

千 萬貳初 
七 五 四千 年 

百 千 度 
比 比 比 比 支 



第五 寧 マ 一一 ラ酼並 椰子 栽培 事業 



二八 



椰子 麻 混 植栽 培 豫算書 



出 



一 金 四百 五 拾 比 



I 金 二 千 一二 百 一】 I 十二 比 八十 仙 



一 金 二 千 九 百 十六 比 

一 金 五 千 七 二 比 四十 仙 



土地 面 稜查千 町歩 

一 ケ华 三百 町步宛 開墾 植付 面積 九 百 町歩 

窳五百 七 ト六檢 y ^ 

； - 八十 一本 E5 叙 

1 町歩 貳比 



一町 歩 植付 ， 

測 量. 費 

開墾 費 三百 町歩 

道路 費 三百 町歩 

垣栅費 三百 町歩 



，(植付 設計 書の 通り) 



一町 歩 八 拾 比 

一 町歩 拾 五 比 

IS It 絲鎖 角) I 二 萬 二 千 i 

齡金代 齚金七 段 張 十五 萬 四千 来 突 

一 来 突 一 錢八厘 (五 百 来突卷 九圃) 

垣栅費 柱 一 萬 五 千 本 (一 来 突半每 に 一本の 割) 

柱 及 #金張賃 雜木 g y§ 

椰子 種苗 費 二 萬 九 千 百 六十 個 

但し 植付 数 二 四、 〇〇〇 

補 植豫備 二割 四、 八 六 〇 

植 SS 萬 四千 三百 個 (^棚； \ ま) 

麻 苗 費 十九 萬 八十 個 一一！ 仙 

植付 十七 萬 二 千 八 百 個 

IP 植豫備 I 割 一 萬セ千 二百 八十 個 



一個 八 仙 



十二 仙 



一 金 三千 四百 五十六 比 

バ ！ヨ S 

一 金 九 千 七 百 二十 比 

一 金 一 萬 1 九 千 五. 百 五十二 比 

、 十 

バ き" 

一 金 「千 八 百 五十 比 

一 金： 一千. 五 百 比 

1 金 六 千 比 



小計 

一 金 九 千 H 六十 比 



麻 苗 械付料 十七 萬 二 千 八 Is 個 二 仙 

佥四萬 八 千 百 貳拾九 比 威 拾 仙 開墾より 植付 迄 費用 

W 子. 手 入 料 二 萬 四千 三百 本 四十 仙 

年 nin 回 一本 十 仙 宛 

本华度 植付 麻 十七 萬 二 千 八 百 楝手入 料 九 仙 

金^^ 五 千 威 百 七 拾 威 比 手 入費 用 

(水牛 七 頭 二：， W 比 一千 四百 比 



fuk. I 馬. 三 頭 

農具 及 什器， 荷車 其 他 

支配人 及 事務員 注 宅 一 楝 

. 常慵 農夫 住舍ー 楝廿五 t. 

勞働者 住 舍ニ楝 各 五十 坪 



百 五十 比 四百 五十 比 



(一二 十 坪) 

坪 四 〇 比 一 

二 千 比 



1:1〇〇 比 三千 比， 

千 比 床下 農具 會雎 とす 



金 ま 萬 〇 參百五 拾 比 

給 



金 1 千 二 w 比 



翳藥费 



家 厘 什器 役牛 馬 K 

料 

支配人 一名 二 〇〇 比 

お 務員ニ 名 月 一 〇〇 比 宛 

常 傭 農夫 四 名 月 七 五 比， W 

ボ，. 'ィ 一名 .：；：-, 三 五 比 

贿大 一名 ■ 四 五 比 

西 名分 ガ額 一人 一 比： 十二 比 



二 千 四百 比 

二 千 四百 比 

三千 六 百 比 



第五 章 マー 二 フ麻並 椰子 栽 塔 事業 



一九 



金 金^金 



五 



百 百 



十 

七 千 
比 



合 小 



五 
十 



百 



計 計 比 比 仙 比 



金 金 金 
四一 一 
千 

千千 胃 
五 

十 

比 比 比 



第 
年 

支 
出 



第二 期 開墾 植付 一一 1 百 町歩 經 R 初^ 度の 通り 

本年度 椰子 手 入 料 初年 度の 遨り 

初年 度 植付 椰子 一 一 萬 四千 一一 I 百 本 第 二期 手 入 料 

年 三 同 一本 一同 十 仙 宛 三十 仙 

本年度 植付 麻 十七 萬 二 千 八 百 株 手 入 料 

初年 度植 1? 麻 十七 萬 1 一千 八百楝 第二 期 手 入 料 

年！ II 同 1 棟 一 回 I 仙 五 厘 四 仙 五 厘 



役牛 馬 本年度 « 加 水牛 五頭 

馬 一 頭 

農具 繋 本年度 開墾 增加 

家屋 費 窳敉納 倉庫 I 楝 五十 坪 

勞働者 住 舍ニ棟 五十 坪 



二 〇o 比 千 比 

百 五十 比 

坪 四十 比 二 千 比 

坪 二十 比 二 千 比 



第五 章 マ！ 一 ラ麻並 椰子 栽培 事業 1 三 〇 

土人 勞働者 募集費 四十 名 四十 比 

所有 物税 家 尾 六 c〇〇 比 

土地 租借 料 一 町歩 年 五十 仙 

豫儸 R 

金壹萬 一 二 千 〇 二 拾 七 比 五 拾 仙 給料 及 戆 經費 

金 九 萬 五 千 七 百 七 拾 八 比 七 拾 仙 也 



金 四 萬 六 千 百廿九 比廿仙 

金 九 千 七 百 二十 比 

金 七 千 二百 九十 比 

金】 萬 五 千 五 百 五十二 比 

金 七 千セ百 七十 六 比 



金 金 ^ 金 佥 



一 佥セ千 五 百 比 麻 挽 機械 十五 臺 一 鏖五百 比 

へ 麻 什 七 萬 二 千 八 百 株 年產額 四千 三百 三十 擔ニ五 擔のー 

I 割 機械 生産力 ー饔 月額 サ五擔 とし^ 額 三百 擔 とす j 

一 金 一 萬 二 千； 三 ^ 六 十 比 給料 支配人 以下 八 名 初 3f 度 通り 九 千 三百 六十 比 

事務 氧 一名 千 二 比 き n Md> ヒ 

常 傭 農夫 二 名 千 八 百 比 增カ 三千 比 

千 四百 比 翳藥費 二百 名 一 名 ハ牛額 十二 比 

千 ニー 百 比 土人 勞働者 墓 集贄 八十 名 四十 比 

十二 比 五十 仙 所有 物税 家 厘ー 萬 比 

百 比 土地 粗 借料 五十 仙 

}S 比 豫備竄 

合 計 金 洽蠻萬 九 千 百 八 拾 九 比 七 拾 仙 也 

第 nt 年度 支出 

一 金 gl 萬 六 千 SS 廿九比 二十 仙 第 I 二期 開墾 植付 一 二百 町歩 鯉 費 

一 金 九 千セ； 二十 比 ♦ 本年度 椰子 手 入 料 

一 金 七 千 二百 九十 比 初年 度 植付 椰子 第三 期 手入费 

一 金 七 千 二百 九十 比 第二.， ル度 植付 椰子 第二 期 手 入 料 

一 金 ！ 萬 五 千 五 百 五十二 比 本年度 植付 麻 手 入費 (初年 度 植付 は 手 入を耍 ipi ず) 

1 金 七 千 七 Is セ 十六 比 第二 ハ牛度 被 付 麻 手 入費 

1 金 1 千 百 五十 比 役牛 I 本年度 開墾 IF 加 ま f 顧 十！ a 

第五 章 マ 一一 ラ麻並 椰子 親 培 事業 一 三 一 



金 金 

ナヽ 五 
百 百 



合 



比 比 



計 



第 四 年度 支 S 

一 金 1 萬 < ^千 二百 二十 五 比 椰子 手 入 料 籾 年度 植付 第 四 期三间 三？ Kil 五、 〇〇 

二 年度 第三 期三闻 七 • 二 九 〇、〇〇 

！ 二 年度 第二 期 三 罔 七 • 二 九 0、〇〇 

1 金 七 千 七 百 七十 六 比 三年 度 植付 麻 手 入費 

一 金 七 千 五 百 比 麻 挽 機械 拾五裹 

道 路 ニー マ 五 〇〇 比 五分， 六 七 五、 〇〇 



第五 章 マで フ窳並 椰子 栽培 搴藥 



コニ 一 



農具 瀵 同上 

家 凰 贊 勞働者 住 舍ニ楝 

ま 挽 機械 十五 臺 

料 支 a 人 以下 十 一 名 第三 年度 通り 

i 萬 二 千 三百 六十 比 

常 傭 農夫 二 名 月 七 五 比 宛 年 九 〇〇 比 千 八 百 比 

凝 藥 費 H 百 名分 

土人 勞働者 募集費 百 名 

所有物 I r 町 I ill 

土地 粗 借料 

豫備費 

金 拾 貳萬八 千 七 百 參拾九 比 七 拾 仙 也 



一 金 】 千 比 

一 金 二 千 比 

一 金 七 千， 五 百 比 

！金ー 萬 四千 百 六十 比 



一 金 ーュ 千 六 百 比 

I 金 四 千 比 

一 金 四百 七 _ 十二 比 五十 仙 



金 金 
六 五 

百 百 

比 比 



金 金 金 
八 



百 千 

二 千 
百 

比 比 比 



十 



金 四千 二百 九十 比 



金 一 萬 五 千 〇 六十 比 



合 計 

第五 年度 支出 

1 金 一 萬 四千 五 百 八十 比 



農 . M 

補修 費 役 平 馬 

家 屋 

, 麻 挽 機械 

給 



一二 *五〇〇 比 

四 * 一 五 〇 比 

一 一 T〇〇〇 比 

ニニ a 五 〇〇 比 



1 割 

五分 

1 窖 



三 五 〇•〇〇 

四 一 五 る〇 

六 〇〇*〇〇 

二、 二 五？ o〇 



料 支酣人 以下 十一 二 名前 年度 通 リ 

一 萬 四千 百 六十 比 

增加 一 人 麻 挽 部 七 五 比 年 九 〇〇 比 

翳藥费 二 is 五十人 分 一人 年額 十二 比 

土人 勞働者 募集費 八十 名 

所有物 挽 金 ； lj 地 《s 町歩 公定 評 價百比 



家 厘 



租 借 



料 



金 六 萬 〇 九 百 六 拾査比 



金 四 千 二百 九十 比 

第 五 章 マ 一一 ラ 痲； M 椰子 栽培 事業 



椰子 手 入 料 

初年 度 

二 年度^ 

； 三^ 度 

sis , 



第五 期 

第 四 期 

第三 期 

前年の ： 通. S 



手 入 料 一回 五 仙 三面 



六 萬 比 

一 萬 二 千 比 



一二、 六 四 五、 〇〇 

111、 六 四 五、 〇o 

セ、 二 九 〇、〇〇 

IH ヌ 



1 金 



第五 章 マー 二 フ麻並 椰子 栽 塔事樂 

萬 五 千 九 西 六 十 比 



一 金 三 千 比 

一 金 三千 二百 比 

一 金 一 千 百 四十 七 比 五十 仙 

1 金 五 百 比 

一 金 六 百 比 

合 計 

第 六 年度 支出 

一 金 八 千 五 K= 四十 比 

1 金 四千 二 Kn 九十 比 

1 金 一 萬 五 千 九 百 ェハ 拾 比 

一 金 二 千 七 百 比 

1 金 二 千 比 

一 金 一 千 百 ral 十七 比 五十 仙 

一 金 五 百 比 

一 金 六 百 比 



給料 支 醜 人 以下 十四 名前 年度 通り 

墙加 一 名 麻 挽 部 月 七 五 比 年 九 〇〇 比 

翳藥費 

土人 勞働者 募集費 

公^ 評僎 }s 比 



所有物 稅金 

土地 租借 料 

豫備費 



土地 九 百 町歩 

家 屋 



二 S 

五、 〇六〇 比 



. 九 萬 比 

萬 二 千 比 



金 岡 萬 參千貳 百 七 拾 七 比 五 拾 仙 也 



椰子 ^入費 

铺修費 

給 料 

醫藥 R 

土人 勞働者 募集費 

1^^^^ 土地 九 百 町歩 

^あ 物税 企 家屋 

土地 租借 料 

豫備費 



五 仙 一同 

五 仙 一 li 

五 仙 三！！ 



^年度 ブ與 

二 ^度 五 期 

三年 度 四 期 

前年度 通り 

支 翻 人 3^ 下 十五 名 給料 

二百 廿五人 

五十 名 

一 町歩 丙 比 



一 、二 一 五、 〇〇 

コー、 六 M 五、 〇〇 

一二、 六 MI 五、 〇〇 



九 萬 比 

一 萬 二 千 比 



合 計 



金 參萬五 千 七 Kn 參拾七 比 五 拾 仙 



第 七 年度 支出 



1 金 六 千 百 十 比 

1 金 四千 二百 九十 比 

一 金 一 萬 五 千 九 百 六十 比 

一 金 二 千 四百 比 

一 金 1 千 六 百 比 

】 金 I 千 百 四十 七 比 五十 仙 

1 金 五 百 比 

一 金 六 百 比 

合 



計 



第 八 年度 支出 



一 金 三千 六 百 四十 五 比 



椰子 手 入 《 



稀修费 



初年 度 七 期 

二 年度 六 期 

三年 度 五 期 

前年度 通り 

前年度 通り 

二百 人 分 



一 • 二 一 五、 〇〇 

一 • 二 一 五、 〇〇 

三 丄ハ四 五、 〇o 



七 地 

家晨 



金 I 萬 五 千 九 百 六十 比 

第五 章 マ 一一 ラ麻並 椰子 栽培 事業 



翳 藥费 

土人 勞働者 募集 K 

所有物 税金 

土地 粗 借 科 

豫備費 

金參萬 K 千 六 百 〇 七 比 五 拾 仙 也 



初年 度 第 八 期 

椰子 手 入 料 二 年度 第 七 期 

1 二 年度 第 六 期 

給 料 前年度 通り 



四十 名分 

九 百 町歩 百 比 



九 萬 比 

1 萬 二 千 比 



• 二 i 五、 〇Q 

"二 一 五、 〇o 

三 一 五、 〇〇 



1 三 五 



, 第五 章 マ. ュ ラ麻並 椰子 载培 事業 



一 f 四千 二；. s: 九十 比 

一 金 二 千 四百 比 

1 千 六 ；s 比 



一 金 

1金 

一 金 

一 金 



千 四十 七 比 五十 仙 

五 . ， 比 

六 ； n 」 比 

合 



第 九 年度 支出 

一 金 三千- K 巧 四十 玉 比 

r 金 四 千 J 二 }1：1 九十： y 

一 金 一 萬 五 千 九 丙 六 十 比 

一 金 二 千 四 10: 比 

一 金 一 千 六 比 

一 金 五 百 比 

1 金 一千一 百 四十 セ比 五十 仙. 

一 金 六 百 比 

合 計 



補 修. 費 . 

饍藥費 ：.ljfnl 名分 

土人 勞働者 募集費 . 十 名分 

所有物 税金 

土地 租借 料 

豫備 費 

金參萬 〇fH 四 拾 戴 比 五 拾 仙 也 



椰子 手 入費 

補修 费 

» 料 

醫藥 費 



初年 度 第 九 期 

二 年度 第べ 期 

二 年度 第 七 期 

前年度 通り 

二百 名分 



土人 勢 働 者 募集費 1： 十 名分 

土地 租借 料 



九！^ 比 

一 萬 二 千 比 



一 • ニー 五、 〇〇 

了 二 一 五、 〇〇 

一 • 二 一 五、 〇〇 



土 地 

家 1^ 



所 贫物稅 金 

豫備費 

金 参^ OKngI 拾 戴 比 五 拾^ ^ 



九 西町步 



九 一 比 

一 萬 二 千 比 



II 一一 六 



金 金き 

ハ 

千 千 四 
十 

tip" 

比 比 比 比 



金 



千 



第 十 年度 支出 



I 金 四千 五 百 九十 比 

一 金 一 萬 五 千 九 百 六 十 比 

一 金 二 千 七 百 比 

】 金！？ i 四 千 比 

二 金 1 千 百 五十八 比セ 十五 仙 

丄金五 百 比 

ー佥六 百 比 

合 計 



椰子 手 入費 七 萬 二 千 九 百 本 一本 五 仙 

役牛 馬 費 水牛 五頭 代 一頭 二 o〇 比 

什. 器。 コプラ 乾燥 箱 二 fs 個 一個 五 比. 

家駕費 .コ プラ 收納 小康 百 坪 I 楝 坪 拾 比 

役牛 馬 K 千 比の 一割 百 比 

補修 費 前年度へ 更に 家 麓费. 同 上 百 比 比の 增加 

農具 費 同上 西 比 

給 料 前年度 通り 

翳藥費 二百 サ五 名分 一名 十二 比 



十： 人 勞働者 墓 集 費 百 名分 



窳山 

家 還 



所有物 税金 

+1 地租 借 f 

豫備费 

金參^ 六 千 五 拾 參比セ 拾 五 仙 也 



九 百 町歩 



名 四十 比 

九 萬 比 

1 萬 三千 比 



第 十一 年度 支出 



一 金 三千 六 百 四十 五 比 

1 金】 千 比 



椰子 字 入 料 

役牛 £| 费 



七 离ニ千 九！^ 水 

水牛 五頭 



i 本 五 仙 

一 頭 二 0O 此 



第五 章 マ 一 I ラ麻並 椰子 栽培 事藥 



二 11 七 



1 金 二 

1 金 二 



第五 章 マ ！ー 

千 比 

千 比 



一 金 七 千 四百 九十 比 



1 金 1 萬 五 千 九 百 六十 比 

一 金 二 千 七 百 比 

I 金 IE 千 比 

一 金 二 千 二百 十 比 六十 111 仙 

一 金 五 百 比 

r 金 六 百 比 

合 



Z 窳並 椰子 栽培 事業 

什器 費 

家屋 養 



補 修 零 



1 M 八 



計 



コ プ！ 

コ プ 



, ^乾燥 箱 四百 個 

フ敉納 小屋 ニ楝 



1 個 五 比 

(百 坪) 坪 拾 比 



給 料 

翳藥費 

土人 勞働者 募集費 

所有物 稀 



道路 費 

農具 費 

家屋 費 

役牛 馬 

麻 挽 機械 

前年度 通り 

前年度 適り 

前年度 通り 

公定 評價 



1 一！！、 五 〇〇 比 

六、 五 〇〇 比 

一 五、 〇〇〇 比 

六、 1 五 〇 比 

ニニ、 五 〇〇 比 



の 一割 四丄一 五 比 



の 1 割 五分 =7111 七 五 比 



. 椰子 

家屋 



同 



】〇〇 比 

一本 五 比 



土地 租借 料 

豫備費 

金 四 萬 貳千百 〇 五 比 六 拾 參仙也 



第 十二 年度 支 es 

1 金 一二 千 六 百 四十 五 比 椰子 手 入費 

一 金 三千 比 什器 費 



前年度 通リ 

n プラ 乾燥 箱 六 百 個 



西 萬 五 千 比 

十二 萬 千 五 百 比 

1 萬 五 千 比 



一個 五 比 



ハ XL 

百 百 



合 



比 比 



計 



第 十三 年度 支出 

一 金 三千 六 百 四十 五 比 椰子 手 入費 

I 金 四千 七 百 十五 比 铺修費 I 

I 金 一 萬 五 千 九 百 六十 比 給 料 

一 金 二 千 四百 比 翳藥費 

第五 章 マ-一 ラ麻並 椰子 栽培 事業 



前年度 通り 

道 路 ニー 7 五 〇〇 比 

J IT 七き 霧 

農 具 九 • 五 〇〇 比 

家 屋 一 八 •〇〇〇 比 

前年度 通り 

二百 名分 

】 ！ー I 九 



家展費 コ ブ ラ 收 鈉小晨 三楝 (百评 〕 坪 拾 比 

補修 費 前ハヰ 度へ 更に I 農具 費 H 千 比の 一 割 六 百 比增加 

家屋 費 三千 比 

給 料 前年度 通り 

翳藥费 前年度 通り 

土人 勞働者 寡蘖费 

麻 山 三 町歩 ^比 

所有物 税金 椰子 四百 五十 町歩 

. 家晨 一 萬 八 千 比 

土地 租借 料 

豫備 費 

金 四 萬 四千 〇 八 拾 五 比 参 拾 仙 也 



H 萬 比 

十八 萬 二 千 二 is 五十 比 



I 金 一 二 千 比 

一 金 八 千 〇 九十 比 

一 金 1 萬 五 千 九 百 六十 比 

1 金 二 千， 七 百 比 

1 金 四 千 比 

I 金 二 千 五 百 九十 比 三十 一仙 



土人 勞働者 募集費 八十 名分 

所有物 税金 ^』.^:^九百町歩 

家 尾 

土 趣 租借 料 . - 

豫備费 

金 參萬五 千參！ 威 拾 參比拾 參仙也 . . 



li^ 费前尔 度 通 W 



11 一十 六 萬 HI 千 五 百 比. 

一 萬 八 千 比 



第五 寧 マ ラフ 麻 並 椰子 栽 塔 事業 二 

二 金 三 千 二百 比 

二 金 四千 三百 〇H 比 十三 仙 

一 金 五 百 比 

一 金 六 百 比 

合 計 

▲ 第 十四 年度 以降 

金 参 萬 五千參 fs 威 拾 參比拾 參仙也 

A 收 入 

第三 年度 ， 金 查萬セ 千 威 fs: 八 拾 比 

初^ 度 被 付 麻 一二 百町步 十七 萬 二 千 八巧棵 

麻 繊維 鹿 出 四千 一二 f^f 擔 (一千 棣に付 t 五 擔の割 〕 

~ マ 二 ラ儕格 拾 八 比 經费 十四 比と す。 純 S 四 比 

(窳直 段ー擔 十八 比 は 現今 不况 時の 相場に して ま" 通 二十 比 乃至 二十 五 比 を 下らず〕 

第 EI¥ 度 金 参 萬 四千 五 fci 六 拾 比 、 

初年 度 二 年度 航付麻 六 丙 町歩 讲四萬 五 千 六 fn: 株 

疏纖維 産出 八 千 六 KnM 十擔 

第. 五^ 度 金 五 萬査. 千 八 百 四拾& 

初年 Q 二 年 三お 度 被 付 麻 九 町歩 五十一 ^八 千 四 fm 槐 

. . . 麻織 維康 s】 萬 ニ千九 1C 六十 擔 

第 六 年度 金 五 萬 壹千八 百 四 拾 比 同 上 前年度 通り ： 



第 七 年度 金 五 萬 査千八 1^1: 四 拾 比 同 上 

第 八 年度 金 五 萬 蠻千八 isll 拾 比 同 上 

第 九 年度 金 五 萬せ ^ 千 八 践拾比 同 上 

第 拾 年度 金 五 萬 ま 千 八 百 四 拾 比 

.g$.o ニ华 oil 一年 度 植付 麻 九 百町步 五十 一 萬 八 千 HIS 株 

窳 繊維^ 出 一 萬 二 千 九 百 六十 擔 

金！^萬〇|3|<::五拾比 

コ プラ 四 千 五十 擔 

資惯七 比 五十 他。 製造 费威比 五十 仙 純 翁 五 比 

但し 初 度 被 付 椰子 三百 町 步ニ萬 四千 一二 百 本 

一 本結^ 四十 個 (初：^ 度 結^ 半額と す 〕 椰子 货九 十七 萬 二 千 個 二 W1I 十 個 を 以て コブラ ー擔 とす 

、合計 金 セ萬威 千 九 in 比 

第 拾 年度 金參萬參千五！^！：六拾比 

二 三き 度 植付 麻 讲四萬 五 千 六 西棵 窳纖維 八 千 六 四十 擔 

金 六 萬 〇 七 百 五 拾 比 

コブラ 一 萬 二 千 百 五十 個 

ま 度械付 椰子 二 萬 四千 三 西 求 (結赏 八十 個) 果赏百 九十 四 萬 四千 個. 

二 年度， 同 上 (結赏 四十 個) 同 九十 七 萬. 二 千 個 

計 二百 九十 一 萬 六 千 個 

合計 金 九 萬 四千 參百拾 比 . 

第五 章 マー i ラ寐並 椰子 栽培 事業 一 a 一 



第五 章 マ 一一 ラ麻並 椰子 栽培 事業 

第 拾甙华 度 金 壹萬七 千 威 百 八 拾 比 

コー^ 度 植付 麻 十七 萬 二 千 八 百 株 麻 繊維 四千 三 擔 

金 拾 萬 靈千貳 百 五 拾 比 

コブラ 二 萬 〇 二百 五十 櫞 

初。 一 一 ¥ 度 植付 四 萬 八 千 六 百 本 (結赏 八十 個〕 果赏三 百 八十 八 萬 八 千 個 

三 ギ度械 付 二 萬 四千 三百 本 (四十 個) 同 九十 七 萬 二 千 個 

計 果實 四百 八十 六 萬 個 

合計 金 拾 蠻萬八 千 五 百 參拾比 

第 拾參^ 度 金 拾 威 萬 查千五 百 比 

コ プラニ 萬 四千 三百 禮 

椰子 七 萬 二 千 九 百 本 (一本 結實 八十 個) 五 百 A 十一 一一 萬 二 千 個 

A 第拾參 年度 以降 前同斷 



四 



薆千 町歩 椰子 麻 混 植栽 培 豫算表 



目 费 




か ' 
一 年 i 

一— —一 J— 


二 ■ 年 1 


二 年 


四 年 


1 

it 年 


ハ ^1- 


七 年 


八 年 i 

！ 


t 

■4， /, • i 
JL ^l- \ 


十 年 ； 


十一 年 

― ― 一. \ 


十 二 年 i 


十 三 年 


測 iS: 


费 1 


2,000.00 1 

' ■' 圓圓 ― — 4, 


一 一— J 


_ 一—,, .— ,,, 一 一 一. 


一—.. :— 


― ——一 ― 一 ― 一——. ― 




-— ― 


, - - 一... 一 J 


一— ―—. ―— 一. ―」 




\ \ 




開 懇 


费 i 


24,000.00 i 


24,000.00 


24,000.00 


—- —一 -.. 一. • ― 一.... 一 




. - —一.， 一 ... 




一 一. -— 




二 






道 路 


費 


4,500.00 

1 


4,500.00 


4,500.00 


一一 一一. 一 一 ， ― 一. 


― 一— り，.. 一 


















垣 柳 費 針 


金 


2,772.00 


2,772.00 


2,772.00 




. 










—― ―, ― ―. 








同 張 


賃 


450.00 


450,00 


450*00 


' — ■ ■ 












一 ―.. ― '一.' 一- 

—や 一 -…. -. 


― 






椰子 種'？ ^ 




2 ヌ 2.80 


2,332.80 


2,332.80 




一,. .„ . 


















同 植 付 


费 


2,916.00 


2,910.00 


2,916,00 


' — „ 




國 
















Jill HI 


it 


5,702.40 


5,702*40 


5,702.40 


1 ... , ,. ― ―. —一. 一 



















, 


同 植 付 


费 


3,456.00 


3,456.00 


3,456.00 















―, . 






—― 


椰 子 手 入 


—料 


9,720.00 


17,010.00 


24,300.00 


一 一 ―—— 

1 】 8,225.00 


14,580.00 


8,540,00 


6,110.00 


3,(545,00 


3,645,00 


3,645.00 




3,645.00 


3 r> 45,00 


jm 手 入 


料 


15,952.00 


23,328.00 


23,3*28.00 


7,776.00 






_ 




. ——一— ― ^ 


——― ― 一 ― 






役 牛 >RI 




！ 1,850.00 


1,150.00 


1,150.00 


1 


* - - ― - 








】,000.00 


1 J ,000.00 






具 及 什 器 费 


1 1,500.00 


1 1,()"0.00 


1,000.00 


1 


1 一一 - 






i 


1,000.00 


1 2,000,00 


3,000.00 \ 


家 屋 


費 


1 6,000.00 

に 一,. ― ― 


1 4,000.00 


•2,000.00 


1 一… - ―. —- 一 -- -一 


1 


1 一 








1,000.00 


1 2,000,00 


3,000.00 


f 

！ -' 


m 挽 機 械 


赞 


！ 


7,500,00 


7,500.00 


7,500.00 


！ 一 一 


に —-學 一— 




1 









給 


料 


\ 9, 湖, 00 




14,160.00 


！ 15,060.00 


】 '〜歸 .00 


.15,960.00 


15,960.00 


15,960,00 


1 15,960.00 


、 )r5iJ60.OO 


\ 15,960ぷ0 


15,960,00 


' 】 5,960.00 


醫 藥 


费 


1 1 ,200,00 


2,400,00 


3,600.00 


3,000.00 


： ?>,000.00 


2,700.00 


； 2,400.00 


2,400.00 


1 2,400.00 


2,700.0) 


2,700.00 


2,700.00 


2,40000 


士人勞 働 者 慕维費 


1,600,00 


3,200.00 


4,000.00 


3/200.00 


！ 3,200.00 


2,000.00 


】 ,600.00 


1,600.00 


1,600.00 


4,OC0.OO 


i 4,000.00 


4,000.00 


3,200.00 


土 地 租 借 


料 


500,00 


、 500.00 


500.00 


500.00 


1 500*00 


500.00 


1 500.00 


500.00 


； 500.00 


！ 500.00 . 


\ 500.00 


歸 00 


500*00 


豫 備 


费 


300,00 


i 500.00 


000.00 


600,00 


1 600.00 


000,00 


i (500,00 


600.00 


600.00 


ト- -7^- 
！ G00.00 


鼠 00 


G00.00 


600.00 


ITi す 物 税 


金 


(；7/)0 


112.50 


472.50 


810.00 


1,145.50 


1,145,50 


； 1,145.50 


； 1,145.50 


1,145.50 


\ 1,158.75 


1 2,210-63 


： 2,590.31 


, 4,303.13 


m . 修 


费 








4,290.00 


4,290.00 


4,290.00 


！ 4,290.00 


4/290.00 


4,290.00 


1 4,590,00 

\ ： ― 


' 7,490.00 


8,090.00 


； 4,715.00 






95,778.70 


119,189.70 


] 28,739.70 


1 (； 0,96 1.00 


i 43,277.50 


1 35,737.50 


1 32,607.50 


30,142.50 


1 30,142.50 


1 36,153,75 


！ 42,105,63 


1 44,085.31 


1 35,323.13 



椰子 初 同產出 椰子 相 年全收 初年 全收 椰 乎全收 
麻 ま h 第一 麻)^ 了 二 年度 1ん 二 年垒收 

第 = 麻 終了 第ミ麻 終了 







4 


4 


斗 


4 




、， 




》 




m 


Hi 








第 
五 

早 


珲 


III 


11 


4h、 




■ft 






翁 


% 


翁 


せ 


•ft 




ラ 

麻 

並 
椰 
子 

栽 

培 
事 
業 


718,280.00 




118,530.00 


CO 
CO 

1— t 

o 
o 




ひ 

00 

o 
b 
o 


！ oows'ig 


51,840^00 




OT 

QO 
O 

6 
〇 


OO-OOg'f'S 


17,280.00 






萍 




734,244.42 ！ 


35,323.13 


44,085.31 




86,153,75 


30,142.50 




32,607.50 


37,737.50 


43,277.50 


00*196*09 


to 

に 7 


119.189.70 


CD 
、、ひ 

へ 1 

00 

〇 


EE 




336,864,68 




69*fiV ラム 


5-2;204.37 




ら'' ム 


to 

、Ol 

o 


19,232,50 


16,102.50 


oo 
、o' 

ド 












歸 


m 


1 oreio ま 




















26, 亂 00 


111,459.70 


1 119, 微 70 


95,778.70 


)4 





第五 CI- マー 二 フ麻並 椰子 栽培 事業 一 K 四 

以上の 豫篝番 は 大體に 於て 實 地に 行 ふ 事 を 得 可き ものな りと 信ずれ ども 種々 地方 的 事情 を 異にする 

事て あるか ふ 直ちに 之れ を 以て 實 際の 事業 計畫 とする 事が 出來な いのは 勿論で ある 比 律 蜜 前褒科 

大 學長コ .-プ ランド 氏は此 理由に 依， -其著 r 椰子 栽培」 中に椰子農園收支豫算窨を揭げる^^を避け 

た 位で ある 著者が 本書に 此豫算 窨を揭 げ^の は麻椰 ff 農園に 關 する 知識の ない 人.^ に 大體の アイ 

デ ャを與 へる と 云 ふ 事が 其 主なる 目的で ある 



ダ バ ォ其他 邦人 事業 概况 

南洋 各地に 於て 一 箇所に 最も 多数の 邦人が 集って 居る は 比 律賓の 南端 ダ 、バオで ある 如何にして 

ダバオに 斯く 多数に 邦人が 集った かと 云 ふに、 初めょ-^何等計畫のぁった譯でもなく、 寧ろ 偶然の 

出來 事の 爲 めに 元 を 開き、 漸次 今日の 盛況に 達した のて ある 千 九 百 三年 比 律 賓に大 饑饉が あって 

困難 をす る 人が 多かった のて、 iSj 米 利 加の 議會 では 是が 救濟 金と して 四百 萬 比を與 へた 是は比 律 

賓が 米國々 庫から 金 を 貰った 唯一 の 例であって 亞米利 加 占領 以來 陸海 軍の 費用 を 除いて は 比 律賓は 

亜米利加から 財政 上 何等の 保護 を 受けて 居らぬ のて ある 此 饑饉 收恤金 四百 萬 比 を 如何に 使用した 

ら 最も 効果 を 奏する かと 云 ふ 乙と に 付て 議論の 結 梁、 今 白 有名なる X ギオに 通ず るべ ン ゲット 道路 

築造の 爲 めに 人夫 を 使用し 其 人夫に 賃錢 として 仕拂 つたならば、 唯 徒に 分配す るよ.^ は宜 からう と 

云 ふて とに 決して、 ゲン ゲット 道路 築造 を 始めた 翁 るに 工事の 困難なる と 及 之に 從 事す るると を 希 

望す る 比律賓 人の 數が少 かった 爲 めに、 日本から 移民 を 呼 寄せ 大部分 是 等の 移民の 力に 依ってべ ン 

ゲット 道路 は出來 たので ある 然るに 千 九 百 五 年に 至ら. 道路 一 先づ 完成した に 就て 之に 從 事して 居 



第五 章 マ-一？ 贓能 椰子 魏培 事業 ー四山 ハ 

つた 日本 移民が 職 を 失 ふに 至った ので、 何 か 他に 職業 はない もの かと 收 入の 途を 求めつ あった 際 

に、 故 太 田 恭三郞 氏が 仲介と な ゥてダ バ ォ灣 内に 耕地 を 持 つて 居つ ^西班牙 人 某の 耕地に 初めて 日 

本人 を 約 百 五十人 入れた 事が 日本人の ダ バオに 發展 する 元であった ので ある 太 田 氏 は 同年 ダ パ ォ 

に 行き 商店 を 開き 日用品の 販賣土 產物取 极業を 開始し、 次で 千 九 百 七 年 同氏 及外數 人に 依.^ 初めて 

太 田 興業 株式 會 社が 組織され 麻 及 椰子の 栽培 を 始めた ので ある 同氏が 初めて 開懇に 着手す る や 未 

開の地の事てもぁ^^且同氏は何等資金を有ぜざ.='し爲め種 々 の 困難 績發 したが 屈せず 撓 まず 開墾に 

從 事した る 爲め太 田 興業 會社 今日の 大を爲 すに 至った のて ある 今 邦人 農業 會 社の 設立 數及其 年次 を 



擧 ぐれ ぱ 左の 通.. ^である 

千 九 百 七 年 設立 ノ モノ 一 社 

千 九 百 十一 年 同 三 

千 九 百 十三 年 阁 一 

千 九 百 十四 年 同 五 

千 九 百 十五 年 ES 七 



千 九 百 十六 年 ！！ 1 . 

千 九 百 十七 年 同 

千 九 百 十八 年 同 

合 計 

又 邦人 農業 會 社の 耕地 通計 面積 を擧 ぐれば 



t 九 

K 十四 



官有 地 買 入 

私有地 貫入 

官有 地租 借 

合 計 

其內 開墾地 

内 譯 



子 



三千 六 百 六 町歩 

千 四百 九十 七 町歩 

二 萬 五 千 四百 九十 九 町歩 

三 萬 六 百 二 町歩 

一 萬 一千 二百 七十 二 町歩 

千 四百 二十 四 町歩 

九 千 八 百 四十 八 町歩 



籐五章 マー ーラ麻 並！！ 子 栽培 事業 一 西 凡 

逢 額 ft ブラ 年 蜜 額 六千擔 

麻 年産額 十一 萬 五千擔 

在留邦人 數 千 九 百 十八 年. 

千 九 百 二十 年 (十月 國勢 調査の 時) 

內 譯 

男 

女 ，，. 

千 九 百 二十 一年 

在留 勞働 者の 數は斯 くの 如く 漸次 減少して 居る が 

錢が 取れず、 之に 反して 日本 內 地の 勞働 賃鈒 騰貴した る爲 め歸國 したる 者 多き 多き 爲 めであって、 

近來 日本の 景氣 漸次 沈滯 すると 同時に 麻の 値段 も 稍 恢復の 徵 あれば 移民 數も 漸次 再び 增加 するなら 

ん 一般よ，^ 言へば ダバオに 於け る 邦人 耕地 は 何れも 他の 比 律 賓の 耕地に 比し 優良な もので、 殊に 

太 田 奥業會 社の 耕地の 如き は 其 最も 優れたる ものであって、 比律賓 農務 局報 吿千九 百 二 t 年 第三 號 



一 萬 人 

五 千 八 百 三十 人 

五 千 三百 八十 九 人 

四百 四十 一人 

約 四千 五 百 人 

是は 最近 麻の 値段が 異常に 安い 爲め 十分の 賞 



r 



の 如き は 太 田 興業 會社 耕地に 就き 左の 通，^ 言って 居る o 

是等 農園の 中タ モ及ミ ン タ〃 に 於け る 太 田 奥 業會胜 農園 は 其 最も 大 なる ものにして 且 組織 經 

營 最も 宜しき A.^ 得た る ものな り ミ ン タ^ 耕地に 於て は 灌漑 工事 を 施し 本線 三哩 支線 七十 哩を以 

て 同 耕地に 灌微を 施せ， 9、 タ 尸モは 本社 所在地に して 私有 梭橋 及大 倉庫 を を 有す、 ミン タグ に は 病 

院 あら、 又 水力 を 利用して 電氣 並に 製 水を爲 し、 以て 病院 並に 患者に 供給す 農 圜は麻 及 椰子 を植 

付け 其 發育狀 態 並に 經營 最も 宜しき を 得、 其 面積よ-^ 云 ふ も 其 他の 設備より 云 ふ も是が 創立者 及 

經營 者の 用意周到なる を 窺 ふに 足ら、 最も 進歩せ る熱帶 農業の 經營 法に 依る 模範的 麻 及 椰子 圜を 

見ん とする 者の 一覧に 値する ものな. 

ダ バ ォ灣內 に 於け る 邦人 耕地 及び 植付 明細 並に 胜名 及び 其 位置 は 左の 通.^ である 



LIST OF JAPANESE CORPORATIONS 
IN THE PROVINCE OF DAVAO 



Sept. 25th, 1921 

J. Ohta Development Company 

2. Mindniiao Agricultural & Commercial Co. 

3. Mananbulan Development Co. 

4. South Mindanao Development Co. 

5. Tween River Plantation Company 

6. Miiital Plantation Uo* 

7. Biao Plantation Company 

8. Giiianga Plantation Company 

9. Riverside Plantation Company 

10. Talomo River Agricultural Co. 

11. Miilig Agricultural & Trading Co. 

12. Daliao PJanta ion Co. 

13. Mindanao Reclama ion Co. 

14. Tagurano River Plantation Co, 

15. IsTorth Talmo Plantation Co. 

16. Guihing P】antauiom，o. 

17. Lain Kiver Plantation Go. 

18. Bayaba>s Plantntion Co. 
19， Bato Plailtation Company 
20. Manuel Developmoiit Cp. 
21. South Mindanao Agricultural Co* 

22. Catalunan Agricultiiral Co. 

23. Tacunan Plantation Co, 

24. FuTukawa Plantation Co. 

25. Sirawan Plantation Co. 
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26. Kato Plautatioii Co, 

27. Akamine Brothers Plantation Co. 

28. Takagi Farming Co. 

29. Bunawan Plantation Co. 

30. Lasang Plantation Co. 
33. Naiiyo Plantntiori Co. 

32. Southern Davao Agricultural .Co. 

33. Matsuoka Development Co. 

34. Pariavo Plantation Co. 

35. Tuganay Plantation Co. 

36. Tagum Plantation Co. 

37. Doman Plantatian Co, 

38. Panguit Plantation Co. 

39. Hijo Plantation Co. 

40. Pindasan Plantation Co. 

41. Soutliern Crc^s Plantation Co. 

42. Piso Coconut & Cattle Eaneh Co* 

43* Davao Farming & Trading Co. 

44, JSTampi Plantation Co. 



輪 分«^ ^か レ^ ダ e^- 岸ミ &r パダ 
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一 五 二 




社 名 


創立 年月 日 


！ 

面 積 


開 墾 


椰 子 


脑 


Panavo Plant. Co. 


12/1 3917 


租 借 地 

on 


10 




10 


Tacrurano River 


9/11 ，， 


592 租 借 地 


30 




30 


Tuganay Plai t.Co 


12/7 ,, 


1,024 租 借 地 


75 




75 


Tagum Plant. Co. 


1 /25 " 


920 租 借 地 


250 




250 


Takagi Farming 
Co. 


11/27 ，， 


624 租' ：； 借 地 


85 




85 


Talomo River 
Agr, Co. 


12/27 ,, 


811 租 借 地 








Daliao Plant. Co. 


•， ，， 


400 租 借 地 


44 




44 


Davao Farming & 
Trading Co* 


12/23 ，， 


182 官有 地 
965 借 入 


380 


300 


80 


Mulig Agr. & 
Trading Co. 


4/8 1918 


433 租 借 地 


400 




400 


Manuel Dev. Co. 


7/20 ，， 


900 租 借 地 


230 




230 


Takuiian Plant. 
Co. 


6/25 ，， 


472 租 借 地 


150 




J50 


八,1 4*Tn> 八" v> 1 ' r*/*vC<C" 

Doutnern し rosfa 
Plantation Co. 


^/5 ，， 


1,015 租 借 地 


450 




450 


合 計 




30,602 


11,272 


1,424 


9,848 









社 名 


創立 年月 日 


m 積 


開 墾 
lij ネ貝 


椰 子 


麻 


Tween Eiver 

Plant. Co. 


19/9 1 Q1 K 
L ム 1 ム ユ t7 丄ひ 


QOn ^FT /Jfc -flh 
祖 <| 曰 现 


丄 < リ 




丄 1 \j 


SirawanPiaut. Co. 


11/ ，， 


176 租 借 地 


100 




100 


KatoPIaiit. Co, 


8/3 ,, 


75 租 借 地 


60 


10 


50 


I-?Q r>Q o 1-^1 in 4" 

Co. 


2/21 1918 


834 租 借 地 


400 




400 


Hijo Plant. Co 


2/28 ,, 


950 租 借 地 


80 




80 


Pendasoii Plant. Co. 


10/31 ，， 


654 租 借 地 


300 




300 


Panguit Plant. Co. 


12/18 „ 


624 租 借 地 


60 




60 


Akamine Eros. Co. 


1/18 1918 


600 租 借 地 


300 




300 


Doman Plant. Co. 


7/30 


600 租 借 地 


60 




60 


GuihiBg Plant. Co* 


11/25 " 


957 租 借 地 


52 


49 


3 


Guianga Plant. Co. 


7/12 ，， 


323 租 借 地 


87 




87 


JUalll JLi>LV し JL 

Plant. Co. 


10/12 " 


332 租 借 地 


118 


75 


43 


XVX 1 iiVA<:l LiOiVJ JLA^l:; し丄 d/LU 

ation Co* 


6/21 " 


400 租 借 地 


180 




180 


Nanyo Plant. Co* 


9/ " 


800 租 借 地 


200 




200 


1 \ノ1 U X t .JL "丄\_/丄_1丄1_>？ 

Plant. Co. 


V ，， 


150 租 借 地 


100 




100 


Mindanao Plant. Uo. 
(ISI'anjo Shokiisan) 


6/9 ，， 


990 租 借 地 


350 




350 


South Mindanao 


8/(> ，， 


216 租 借 地 


130 




130 


Southern River 
Dev. Co, 


3/1 " 


1,017 租 借 地 


10 




10 



ダパ ォ 邦人 農業 會社一 覽表 



單位 町歩 



社 名 


創立 年月 曰 


面 積 


開 懇 

\^ tM. 


椰子 


麻 




1905 


204 私有地 買 入 








Ohta Dev. Co. 


5/3 1907 


1,01 5 官有 地 買 入 


1,015 


200 


815 


IVxindanao Agr. & 
Cora. Co. 


，6/10 1911 


528 租 借 地 


415 


20 


395 


South Mindanao 
Dev. Co. 


6/10 ，， 




m 


500 




500 


Catalunan Agr. Co. 


9/1.0 ，， 


127 

111 私有地 買 入 


210 




201 


Piso Coconut & 
Cattle Eancli 




1,0 24 官有 地 買 入 


600 


600 




JtSato r^lantation 
Co. 


3/12 1914 


928 租 借 地 


340 




340 


Bunawan Plant. Co, 


9/14 


656 租 借 地 


252 




250 


Furukawa Plant. 
Cc. 


12/28 ，， 


],000 私有地 買 入 


800 




800 


Mintal Plant, Co. 


7/17 ，， 


1,007 官有 地 買 入 


795 




795 


Mananbalan Plant. 
Co. 


9/14 


730 租 借 地 


390 




390 


Biao Plant Oo. 


3/5 1915 


CO 


87 




87 


Lasaiig Plant. Co. 


3/22 ，， 


761 租 借 地 


3(0 




300 


Matsuoka Dev. Co. 


8/28 ,， 


997 租 借 地 


305 


170 


135 


River Side 

Plant. Co. 


7/17 „ 


まお 官有 地 買 人 


200 




300 



小；？ 此、： ^外に 邦人の 事業と して は、 ミ ンダ ナオ 島 サン ボア ンガと 云 ふ 處にメ リセ デス 椰子 園が ある、 

之れ は 目下 太田會 社の 同所 支店が 監理して 居る 叉 其 對岸パ シ ラン 島に は大阪 の脇阪 君が サン、 ポア 

ン ガ、 デヴ ェ tl ！ ブメン トと云 ふの を 立て \ パ ラ クタ サン、 マ" ン 等の 地に 數百 町歩の 椰子 園を經 

營し、 又 山村 楳次郞 氏 も 同志 を 聯合し 同じく パ シ ラ ン島ァ トン アト ンと云 ふ處に 二三 萬 本の 椰子 を 

植付け 令息 一 郞氏及び元明治大學野球選手でぁc^た高瀨君等が直接事業に當ft^、 其 地方の モ 51 族 を 

懷柔し 宛然 モ "の 酋長の 如く 威勢 を 揮って 居る 

尙ー つ 邦人 事業で 一言な かる 可から ざる は 比 律 蜜の 避暑地 バギオに 於け る 蔬菜 農業まで ある、 之れ 

は 同地に 雑貨店 を 開いて 居る 早 川 君 杯が. 始めた ので あるが、 今日に 於て は 六十 名 斗 6 の 邦人が 數十 

町歩の 地に 莓 玉菜 セ ^上 口 4 類 等 を 作り 日本人 得意の 集約的 方法ても つて 盛んに やって 居る 産物 

は 自動車 及び 鐡 道の 便に 依 6 每日マ 一 1 ラの 市場に 送，.^ 出して 居る が 總寶上 高 は 一 ケ年 二十 萬圓 にも 

上る と 云 ふ 事で ある パ ン ゲット 道路 築造の 爲め 渡航した 邦人 移民が 一 方 ダバオに 行って 盛んに 馬 

刺 麻の 栽培に 從 事して 居る と 同時に 跡に 殘っ たもの は 同 處に此 仕事 を舆 したの て ある 



第 六 章 比 律 M 土地 問題 r 五 it 

第 六 章 比律賓 土地 問題 

鼓に 所謂 土地 問題と は 千 九 百 十九 年 比 律 賓議會 を 通過した 新 土地 法に K -^、 同 島に 於け る 邦人 農 

業會 社の 蒙む る 可き 損害 及び 之れ に對 する 善後策て ある 元來比 雞资に は外國 人に 對し 私有地 寶賈 

の 場合 何等の 制限な く、 唯 官有 地拂下 又は 租借に 關 して 一 定の 制限が あつたの て、 舊士地 法に 依れば 

官有 地 は 比 律賓人 米國人 又は 米 國及比 律賓の 法律に 依.^ 設立せられ たる 法人に 對し、 最大 面積 一 千 

ニ十四町步を限-^租借又は拂下を許した、 我 邦人 は 千 九 百 七 年頃から 比律賓 群島の 南端 ダ パ ォ灣內 

に 馬 尼 刺 麻 栽培 を 始め、 何れも 比 律賓の 法律に 據る 法人 を 組織し、 拂下 又は 租借の 方法に 依 ftN 是が 

栽培に 從 事して 居つ おので ある、 麻の 好況に 連れ、 漸次 其 數が增 加し、 千 九 百 十八 年に 於て は會社 

の數 四十 以上 を算 する に 至ら、 隨 つて 農業 移民 を內 地から 呼 寄せ、 その 數數 千に 達する に 至った の 

である、 ダバオ 地方に は 日本人 栽培 業者 以外に 米 國人比 律 蜜 人の 當 業者 も あるが、 日本人の 勢力 漸 

次增大 し、 事業に 於ても 着々 成功す るに 至った 爲め、 カリフ ォだ 一一 ャに 於け る 日本 農夫の 成功に 對 

, し、 同 州 人の 間に 恐 日 的 態度 を 惹起した と 同樣、 比 律賓に 於ても 日本人 多大の 發展 に對し 何等かの 



制限 を設 くる 事が、 比 律 賓自衞 上 必要と 考 ふるに 至 た 

玆に 於て 千 九 百 十八 年 新 土地 法 を 議會に 提出し、 兩院を 通過して 之れ が 裁可 を米國 大統領に 仰ぐ 

に 至った C 然るに 其 時 は 恰度 歐洲 戰爭 中て あって、 米國も 日本 も 共に 聯 八：！ 國 侧に參 加し 共同の 敵に 

當 つて 居った 際であった 爲め、 比 律 賓の士 地 問題 杯の 爲め 日米 間に 多少で も 紛議 を 生ずる が 如き は 

甚だ 面白から ずとの 大統領の 意見に 依.^ (我國 に 於て は 時の 米阈 大使 石 井 子爵の 手 を 經て坑 議を申 

込みた る やに 聞く) 該 法律 は 一 時 撤回す る 事と なった 然るに 其當 時我國 の經濟 事情 は 所謂 成金 全 

盛時 代て あって、 企業 旺ん に、 且 南洋 方面 投資 熱 も 亦 盛んて あって、 爪哇、 ス マ トラ、 馬來 半島 等 

の 各地 に 幾多 の 投資 を爲 したと 同時に、 ダ \ ォ 方面に 向 つ て も 亦 投資 を爲 す者續 出した の である 

其 投資 者の 中には 所謂 成金 氣分 を發 揮し、 多少 共 不謹慎なる 方法 を 採った 者 もなかった でもない 

是 等の 理由に 依.^ 一 旦握 清され て 居った 土地 法 も 捲 土 重 來の勢 を 以て 比 律 賓議會 を 通過し、 其 時 は 

歐洲戰 爭も旣 に 終つ.？^ 後で あるので、 米國 大統領 も 遂に 千 九 百 十九 年 十 r 月 二十 九日 之 を 裁可す る 

に 至った ので ある C 

今 新 土地 法の. 骨子と も 云 ふ 可き 點を擧 げれば 左の 通で ある 

" 第 六 章 比律賓 土地 問題 ー玉^^ 



第 六 章 比律賓 土地 M 題 一 五六 

一 、 法律 施行 期日 

千 九 百 十九 年 十一月 二十 九日 (第 百 二十 九條) 

二、 新法の 適用 さる 可き 土地 

山林、 鑛山 及び フライヤ >«、 ランド、 を 除きた る總 ての 官有 地 (第二 條) 

註、 フライヤ..、 ランド、 と 云 ふ は、 西 斑 牙 時代 舊敎徒 寺院の 所有せ し 土地に て * 米國 領有 後 比 

律賓 政府に て 買 上げた る 土地) 是等 除外され た 土地 は 特別法て 規定され て 居る。 

三、 此 法律に 依，^ 官有 地 を拂 下げ 得 可き 有資格者 

W 比 律賓人 S 米國人 S 比律賓 又は 米國の 法人に て 其 株式の 六 割 一分 以上が 比 律賓人 又は 米國 

人の 手に ある もの ( 第二 十三 條) 

但し無資袼者にても左の谷項に當る場合は此限.^に非ず0 

s 住宅地 又は 工業用 地拂下 

但し 此 場合 は 十 町 步以內 を 限. 之れ を 許し 且其 土地が 住宅地 又は 工業用 地に 使用 せらる V 間の み 

有効な.^ (第五 十七 倏) 



g 比律賓 人に. 對 し同樣 官有 地拂 下の 櫂 利を與 ふる 諸外國 人に は、 立法 部の 特許に 依ら、 一 人に 付 

百 町歩 を 超へ ざる 範圍に 於て 農業 地 拂下を 爲す事 を 得 (第二 十三 條) ^ 

但し 其 外國に 於て 比律賓 人に 此權 利を與 へざる に 至る 時 は 比 律賓に 於ても 之れ を収 消す 可し 

註、 官有 地 は 比 律賓人 又は 米國 人と 雖も 一 人に 付 百町步 以上 拂下 を爲 さず - 

S: 米國が 締結せ る外國 との 條約中 反 對の條 項 ある 場合 (第 百 二十 三條) 

£此 法律 施行 當時 旣に拂 下を爲 したる 者 (第二 十四 絛) 

註、 法律 施行の 當時 旣に拂 下の 手續を 了し 地 券 を下附 せられた る もの は 勿論に して 地 券 は 下附せ 

られ ざる も拂 下の 契約 を 締結した る もの も 亦 同じ、 但し 單に拂 下の 申請の みなした る もの は此內 

に 入らず 

四、 此 法律に 依，^ 官有 地 を 租借し 得る 資格 者は拂 下の 場合と 同じ (第三 十四 條) 

尙此以外租借の揚八^に限ら無資袼者と雖も立法部の特許に依，c^之れを爲す事を得 

但し 租借の 場合 は 租借 せんとす る 土地に 先住者 又は 占有 者 あ 6, たる 場合 は、 之れ が 承認 を 得る か 

又は 法律上 彼等に 櫂 利な き 事が 證據 立てら る V に 非れば、 之れ を 許可せ ず、〕 尙ほ 出願者の 事業 遂 



翁六窣 此律賓 土地 問題 1 五八 

行 上 必要と認められ たる ものなる 事 を 要す 

五、 土地 所有 權 又は 租借 權 の移轉 

此 法律に 依，^ て 取消した る 土地 は、 此 法律に 定め. K る 有資格者 以外に 讓渡 又は 質 入 等 を 爲すを 得 

ず、 租借地の 場合 も 亦 同じ (第三 十七 條第百 二十 條) 

如何なる 土地と 雖 も元來 官有 地な.^ しもの か 又は 官有 地な りし 事 を 推定し 得 可き もの は、 如何な 

る 時 如何なる 名義に て拂 下げられ たる ものと 雖も 有資格者 以外に 之が 所有 權の 移轉を 禁ず (第 百 

二十 一條) 

實 際に 於て ダ X ォ 地方の 邦人 農業 會 ft は 如何なる 順序に 依， 9 開懇に 着手す るかと 云 ふに、 租借 若し 

くは拂 下の 出願 を爲 してより 之れ が 許可 を受 くる 迄に は、 調査 測量 入札 手績其 他の 爲め徴 からざる 

時日 を 要する のて 其間ボ ンャリ 待って 居る 譯には 行かぬ から、 先づ 出願 地が 森林 地 靨に 非る 事が 認 

めら れ^なら ば、 開墾 許可書なる ものの 下附を 受け、 之れ に 依らて 伐木 開懇に 着手す る ものて あつ 

て 當時邦 人士 地 會社數 約 六十 中 法律 發 布に 當ら旣 に拂下 契約 若しくは 租借 契約 を 締結した る 者 は 其 

半に も 達せず、 殘余は 孰れ も 前記の 開墾 許可 證 のみに て 開墾に 着手した ものて ある 之れ が 初め 新 



土地 法に 依れば 是 等の 諳會社 は 株主の 性質 を 全然 變更 しない 限 6、 租借 拂下 共に 許可せられ ざる 事 

とな.^、 旣 に開懇 したる もので も 之れ を 放棄せ ざる 可から ざるの 窮境に 陷っ たのて ある C 是に 於て 

來粞總 領事 は 極力 比律賓 政府と 交渉し、 次期 議會に 於て 千 九 百 十八 年 二月 八日， 以前に 出願した 租借 

^f. 他に 法律上 不都合の ない 諸會 社に 對 して は 之れ を 許可す る 3n! の 法律 を 得た のて ある 乍 併 

邦 入 農業 會 ft に 就き 一 々其 事情 を 研究す る 時 は 種々 の 事情が あって、 單に千 九 pr 十八 年 二月 八日 以 

前 出願の 者 は 之れ を 許可す ると 云 ふ 事 丈で は、 尙 足らざる 所があって、 隨 つて 尙種々 の 問題が 殘っ 

て 居った 序に 一言して 置く が、 此千九 百 十八 年 二月 八日と 云 ふ 日 は、 大統領 ク キル ソンに 握 潰さ 

れた第 一 囘の 土地 法が 兩院を 通過した 日で ある 

著者が 一昨年 比賓 律に 行った 時 は、 恰も 此 際であった のて、 親しく ダバオに 行き、 約 一ヶ月 同地に 

滯 在し、 各會 社の 內容に 就き 取調べた る 結果、 比賓律 政府に 左の 提議 をした 

}、 官有 地 拂下は 原則として 許可せ ざる 事、 

二、 新 土地 法 は 私有地と 雖も其 土地が 以前 官有な，^ し 事 を 推定し 得る もの は 之れ を外國 人に 讓 渡す 



S0 比^ 賓 土地 問題 一六 〇 

や 疑な きに 非ず と雖も (其 後に 至ら 比律賓 大審院 は. 此條 項の 無効なる 事 を 判決せ &) 少く とも 新 土 

地 法發布 以前の 賣買は 之れ を 有効と 看做さて る 可から ず 

三、 租借の 場合 

S 千 九 百 十八 年 二月 八日 以前の 出願に 限 6 之れ を 許可す る 事 明か なれ ども、 邦人 會 社中 在ダパ ォ 

土地 局 出張所に 同日 迄に 出願した る も、 便船の 都合に 依り 馬 尼 刺 土地 局に は II 月 八日 以後に 到着 

せる もの あ， C:N、 此 場合 土地 局に 於て は 之れ を 二月 八日 以後 受付の ものと して 許可せ ざる 事と せる 

も舊 法律に 依れば 土地 局 出張所 ある 場合 は 其 地 出張所に 屆出を 爲すを 以て 有効と する の 規定 あ..^ 

ダ バオ 土地 局 出張所の 如き 果して 法雞上 土地 局 出張所 なるや 否や 明かなら ざれ ども、 爾來 願書 を 

受理し 來も たる 慣習 上 之れ を 土地 局 出張所と 見做す を妥當 とする が 故に、 二月 八日 以前に ダ パ ォ 

土地 局 出張所に 出願せ る もの は 之れ を 有効と す 可し 

S 千 九 百 十八 年 二月 八日 以前に 租借の 出願 を爲 せる も 其 後 之れ を 取消し 拂下 出願に 變更 したる も 

の は、 此拂下 を 取消し 最初の 租借 出願 を 復活せ しめ 之れ て 許可 を與 ふる 事 

千 九 百 十八 年 二月 八 後の 出願に 係る もの は原则 として 之れ を 却下す る 事 勿論なる も、 新 土 



地 法の 發布 以前 旣. に 開墾 植付 を爲 せる ものに 對 して は、 其 開墾 面積に 對し 租借 を與 ふる か、 若し 

く は 其 事 不可能の 場合 は 之れ に對し 相當の 期限 を與 ふる 事、 例へば 椰子 は 二十 年 麻 は 十 年と 云 ふ 

が 如し ◦ 

a、 租借 權讓渡 若しくは 地上 物賣 買の 場合 若し 之れ が 新法 津發布 以前に 行 はれた る 場合 之れ を 有効 

と認む 可き は 勿論 なれ ども、 若し 其 以後に 爲 された る 場合 は 前記 S の 場合と 同檬に 取扱 ふ 可し 

以上の 提案 を 以て 上院 議長 ケ ソン 氏 下院議長 ォ スメュ ャ氏 及び 農務 長官 ァパ シブレ 氏と 協議 を 重ね 

諸氏の 養成 を 得 來粞總 領事 は 又總督 に對し 同樣の 交渉 をした 結果、 孰れ も 承諾 を 得 千 九 百 二十 一 年 

二月 七日 修正案が 兩院を 通過す るに 至った 

其 主なる 點は、 千 九 百 十九 年 十一 月 二十 九日 以前の 出願に 係る 租借 は 之れ を 許可し、 拂下 出願 は 許 

可せ ざる も 之れ を 租借に 變更 すれば 許可す ると 云 ふの てあつて 著者の 提案よ， 尙 一 層 邦人の 爲め利 

益 ある 解決 を 見た ので ある 上院 議長 ケ ソン 氏 は 二月 十五 日附で 著者に 一 書 を 送って、 斯く 日本人 

の爲め 都合よ き 修正が 出來 たの は 誠に 喜ばしい、 殊に 比律賓 人が 日本人に 對 して 持って 居る 感情 は 

此修正.案提出の理由書に依.^て最も明白に表明せられてぁるから理由書を添へて送ると、 云って 來 
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た (此斑 由 書 は 本書 第 一 章の 末 段に 譯して 載せて あるから 兹には 之れ を 略す) 

我國は 面積の 上から 云 ふ も 人口の 上から 論ずる も、 將又 食料 問題 等の 點 から 考 ふる も 一 方の 沾路は 

海外に 發展 する にある 事 は 今更 論ずる 迄 もな S 事であって 海外に 商 權を擴 張す る も 亦 一 方法で、 海 

外に 航路 を擴 張す る も 亦 一 方法で あるが、 我 資本と 勞働者 を 提げて 海外に 於け る 未 ii の 富 源 を開發 

し、 一は 世界に 原料 品 を 供給し、 一は 我 民族の 發展を 計る は、 海外に 商權を 樹立す るより 將又 航路 

を擴 張す るよ らも、 尙ほー 層緊 耍で且 有効の 事業て ある 然るに カリフ オダ 一一 ャ 題と 云 ひ、 又 比 

律賓 土地 問題と 云 ひ、 孰れ も 邦人の 發展に 障 $1：： を 來す事 ある は 吾人の 憂慮 措く 能 はざる 處 てあつて 

比 律賓の 如き は 米 大陸と 異ら、 其 間 人種的の 偏見 若しくは 僧 惡と云 ふ 事がない ので 問題 は 比較的 簡 

單て ある、 新 土地 法に 依る も 比律賓 人に 同 檬の權 利を與 ふる 諳外國 々人に は 比島に 於ても 之れ と 同 

舉の權 利を與 ふる 旨 を 規定して 居る 所から 考 ふる も、 我國に 於て 外人に 土地 所有 權を 許す の 法律が 

實 施されて 居な いのは 甚だ 遺慽の 次第て あって、 其 理由が 何れに あ 6 や 大隈 伯條約 改正の， が 時に 

於け る我國 人の 考の 如く、 眞 逆に 外國 人の 大々 的 土地 買收を 恐れての 爲 でも あるまい と m 心 ふ C 

元 來我闞 の 遣ら 方 は 頗る 自分勝手であって、 土地 所有に 關 しても 自 から は 之れ を與 へずして 他 をし 



て. 之れ を與 へし めんと するめで ある o 又 沿岸 貿 《| の如き も 米 W が 比 律 賓を沿 3 が 貿易の 中に 包 <ta しゃ 

うとす るに 對 して は 意々 の聲 を擧げ ながら 臺灣と 日 本" 大 連と H 本の間 は 之れ を s 本船の 獨占 とし 

て 居る ではない か 取らん とすれば 先づ與 へよ で、 今 口外 人に 土地 所有 櫂を與 ふれば とて 何等の 危 

險が あるても なく、 又 沿岸 賀易 を外國 船に 許した とて 我 船舶が 競 爭に堪 へざる 如き 事な き は 今更 證 

明 を 要せざる 事て あって、 大に 他に 發展 せんとす る國 民は須 らく 大度 量 を 示す 可して ある 
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第 七 章 比 律賓の 愛國者 リサ— ル 

土 屋元作 氏 稿 

南 眼 子 大正 五 年 濠洲 新 西 丽を視 六 年 比 律賓を 廻..^、 七 年 比律賓 、海峡 殖民 地、 スマ トラ、 ジャズ.' セ レ 

ベ ス、、 ボ ^ネオに 遊び 略 南洋の 趣 を 知得た，.^、 日本に は尙 世間知らず 多く 南洋と 云へば 海に ク コ デ 

口 (鱒) シャ r ク (鱔) など 泳ぎ 廻 6、 陸に は 裸體の 蠻人投 槍を特 ちて 驅け 廻る とこ^の やうに 思へ ど 

も 事實は 正反對 にて マ 二 ラの町 は 人口 二十 七 萬に して 五 千 臺の自 働 車 を 有し、 パ タビ ャ、 スラパ ャに 

%ケ て は 人. 口 十五 六 萬に して 同じく 五千臺 位の 自働舉 し セジ. ベ， スのメ ナドば世界の：1^.5舍なれ 

「ど， 1, fsa 姓 家 は 日本の 農家より 體裁 美な ft ^、椰子の 森、 ゴ ムの 林、 ，靡狮 球 砂糖の 畑， 見渡す 限.^ 蒼々 

、として 生 翁 人に 迫， o、 &き 白き 黄なる 紫なる 花、 其 間に 點 綴し、. 蝶 鳥の 舞 ひ 囀づる 景色、 我國 とば 

趣きお 異にして 亦 自ら 行 客の 限お 喜ばしむ、 唯 聞 口なる は氣候 常夏に して 四時の 變 無く 溶 衣に て 庭 

、霞 こ 出で、 螢の飛 、ぶ を 見る 乙と 1 二月 もへ ハ 七月 異ならず、 長く 居れば 其 軍 T に 飽き セ 還らん ると 



「 



.•w 思 ふの 僚 己み 難しと 云. ふ、 夏瘦 する 南 眼 子の 思 ひ 切 ゥてゴ ム星 となら ざ .0 し 一 原因ば 此に 在お b 

濠洲 新西蘭 は 南洋に 異な， o、 濠洲の 一部 を 除けば、 四季 ある rJ と 我國に 異ならず、 就中 新西蘭 は 赤 

道の 南に 在る ばか，^、 地形 も 位置 も赂日 木に 同じく、 其 土人 マ オリ も 頗る 我國 人の 祖先に 似た ると 

7- ろ あ 6 '、彼等の 高天原た る、 V ワイ キょ 6 持 渡れる 寶物コ P タン ギ (石 彫の 鳥) の 製作、 何處 やら 日 

本品らしきも不思議な，c^o 南 眼 子は此 南洋 を 慰る 內、， い ろ（.. 異. たる 事物 を 目撃し、 歷史 など も 

少し は， 聞かお，^ たれば、 未だ 其 地に 遊ばざる 人の 爲 めに、 追々に^-れを語らんとする次第なるが、 

第】 に說 出す は、 比 律賓の 愛國者 リサ.' V の傳 なら、 近來 日本に、 現在の 國狀に 満足せ ず、 改造 を. 

主張す る 英雄 輩出す る は、 ますべき 事なる も、 其 多く は燧 石に 鐡甲を 着せ，？ る 如. き癎耀 持に， て、 朝 

から 晚 まて、 ガンく 四角張って 議論ば かりす る檨子 なれば 、未だ 以て 眞の 英雄と 稱し 難し、 御 1 新 

前後 を 見ても、 眞の 英雄 は喧嚷 腰なら ず、 言 ふべき Ni と を 大人しく 言 ひ、 行 ふべき rJ と を 正しく 行 

ひ) て從容 迫らざる 人品 を 有せら、 熟ら リサ f ルの 人柄 を 見る， に、 橋 本 左 內に鶴 峰 戊 申め 學， 問 を 加べ. 

たる 如く、 外温柔にして內赏に毅然.？-,c^、 亞米利 加の 職 付 今 一 足早か，.^せば、 \ グンパ ヤン の 悲劇 

は 行 はれず、 新 比 律賓の 指導者と して 偉大の 功績 を樹 CN ベ か， しもの を、 惜 むべき 哉.（、 然れど 

も 梅花 狂風に. 散.？ て. も 香の 殘る 如く. リ サ 》 -〃 の 流 嵐 餘韻尙 比 律賓に 存在して、 國 人の 思想 品性 を陶 



. 第 七 章 此律齊 の 愛國者 リサ！ ル H ハカ 

,.冶しっ、ぁ^^、 外客 南 眼 子の 如き も、 亦 其 餘香を 掬して、 自己の 修養お 資せん とす ものに N! を。 

ーン 比 律賓. の 土人 一 ：， 

： ホ.： セ， i." サ の 事蹟 は、 比 律賓大 學敎授 クレ， 'グ 博士が、 比律賓 政府の 命 を 受けて 仔細に 調査 

し、 - 一部の 書と なって 發行. されて 居る、. 記者 はクレ I グ 博士から 其 翻譯を 公に する 許し を 得て 居る 

が" . 之 を 全部 譯 する 乙と になれば、 數 十回に 亘ら なければ ならね から 此處に は 只槪略 だけ を 申 述べ 

る 事と 致します 信 リナ.' ルの事 を 語る 前に、 先づ比律賓島の事を少しぁ話する必要がぁ，.^ますo 

比 律賓は 日本の K 國で、 長 崎から 直航の 船に 乘れ ば、 僅に 二. 畫夜 若く は三畫 夜で、 其 首府 マ 一一 ラに 

到達ず るので あ.^ ますが、 近頃まで 同 島との 交通が 極めて 疎遠であった 爲に 邦人 は 比律賓 をよ く 知 

らぬノ マ 一一 ラと 云へば 年中 惡疫が 流行って 居って、 日々 生命が 危 いやう に 思 ふ 人 さへ も あらます が 

現在の 比 律賓は 所謂 蠻煙瘴 霧の 土地て はあり ませぬ 米國 領有 以來其 政 改善せられ、 總督の 下に 土 

人 を 長官と する 所の 各省が あ，^、 立法 部 は 上下 兩院に 分れ、 其 議員 は 悉く 比律賓 人、 其 上下 兩 院議 

. 長 は 日本に 來 たケソ ン、 ォスメ 一一 ャ の兩 氏で、 政黨も 二つ 立って 居，^ ます 文明の 度合から 言へば 

本に 及ばざる M と 遠し と雖 も、 土人の 性質 は 進歩： S て、 立派な 將來を 有する もの \ 如く 見える、 



比 律 賓人は 朝鮮 支那 以上と 自信して 居ます o 

比 律賓の 土地 は呂宋 ミン ダ ナオの ニ大 島が 南北に 横た はって 居って、 其 間に セプ I、 ミン ド 以下 

大小 三千 有餘の 島が 群を爲 して 居る、 面積から 申せば 日本の 三分の 二位な ものて あるが、 平坦な 土 

地 は 日本の 島々 よら も 却て 幾分 か 多い 而 して 熱 帶の 乙と て あるから 植物が よく 繁茂して 森林に 富 

み、 且又 頗る 物產に 富んで 居る C 住民 はタガ グ、 ビサ ヤンと 云 ふ兩大 民族の 外に、 數 十の 小 種族 

が雜 居して 居る ので ある 中には 未だ 臺灣の 生蕃 同樣の 文化に しか 達しない 者 も ある けれども、 タ 

ダ グ、 ビサ ヤン 兩 人種の 文化の 程度 は、 維新 前の 日本の 農民に 比して、 甚 しく 纏 色が ある やうに 

も 見えな so 殊に 其 人民 は馬來 人に 屬 して 日本人と 見分け 難き ほどの. 兄弟分で 頗る 怜悧 活潑 のと 

ろ へ 支那 人との 混血 者が 多く 西班牙 人との 合の 子 も 隨分澤 山 居る から 敎育を 施せば 種々 の 方面に 發 

達すべき 天禀を 有って 居る 日本の 古い 歷史に は 比律賓 との 交通が あった とが 朧 ろげ に 見える、 

中世に なって、 足 利の 末年から 璺 太閤 時代に かけて、 唐 渡りと 稱し澤 山の 日本人が マ 一一 ラ まても 渡 

つた 其 時代 マ 一 1 ラの布 は 回敎を 奉ずる 所の 土人 約 三 萬ば かりの 都會 であって、 支那から も 商人が や 

つて 來 るし、 暹羅安 南 呂宋邊 から も 商人が 時々 やって 來て 貿易が 行 はる、 ので、 恰度 今日の 香港の 

如き 位置に あった のて ある 呂宋助 左衞門 以後の 朱印船 は此賀 易に 從 事し，？ マ 一； ラの 外に も 南方 
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のセプ I 島な ど は、 や はら 一 の賀易 場であって、 暹羅 安南邊 からの 船が 來て 居った のて ある。 其の 

狀況を 今日より 想像 すれば、 歐洲 人渡來 以前の マ レ f 半島、 ジャズな どと 同じ やうに 支那の 外 域と 

も 謂 ふべき 有樣 であった らしい. - 

西班牙 人の 渡来 

如 佣 にして.，. 島 を 西班牙 人が 領有す るに 至った かと 云 ふに、 即ち 彼の 世界 一 週の 元祖. マ ゼラ ンが SI 

班 牙 王の 命に よ， 9 印度 方面 よら 東進す る 葡萄牙の 向 ふ を 張らん が爲、 西の方より 亞米利 加 を 廻って 

香料 諸島、 卽ち モルツ カ邊に 赴かん として、 亜米利加の 南端 を 廻，^ て、 マ ー シャ〃 群 岛を經 V 南下 

せんとす る 際 偶然に もセブ t の 島に 到着した のが 其 初 t-. ^である。 マ ゼラ ン はセブ I て 土人と 鬪っ 

て 命 を 落した もので、 其 後 暫く は續 いて 來る 者が なかつ， が 亞米利 加 大陸に 第二の 根據を 据え 4^ 西 

班 牙 は、 西 進の 政策 を拋棄 する もので なく、 其 後 數十年 を經て 再び 西班牙の 船が 兵士と 僧侶と を载 

せて 此 島に 到着して、 若干の 戰の 後に、 遂に マ 二 ラを 征服して、 鼓に 亞細亞 に 於け る 西班牙の 根據 

を 定めた ので ある もれが 千 五 百 七十 一 年で 西班牙 人が 此島を 領有して 居た 年數は 三百 三十 三年に 

1^ る 其 間に タガ" グ、 ピサ ャ ン のニ大 民族 を始 として、 呂宋 島に 居る 數 種の 土人 は 頗る 開明の 途 



に， 進んで" 尙 南方 ミ ンダ ナオ 等まで も 西班牙 ゆ 文化、 が擴 Cv て 居った ゆで ある. - 然るに 西班牙の 國家 

が フィリップ 二世の 英國 襲撃に 失敗 以後 漸次 下り坂と なって、 世界 第一 の强國 からして 第二 等國に 

m つる やうに なった 爲に、 東洋に 於け る 其 勢力 も此島 以外に 一 步 も發展 しなかった。 加之此 地方が 

全然 本國 及び 外國と 隔絶して 居た 爲に、 政治が 腐敗し 4E 侶と 官吏と が 思 ふが 儘の 勝手 を 行って、 土 

人を虐げ且っ土人のfc識を進める^Jとをしなかった、 其 有樣は 先年 私が 公に した：^ 律 賓跛涉 と 云 ふ 

誊 物の 中に 略記 载 して あるから、 就て 一讀 せられむ 乙と を 望む のて あるが 之を搔 摘んで 申せば、 最 

初 此の 島に 送られた 西班牙 官吏 は、 土民に 對 して 頗る 高壓的 手段 を 執って、 其 きに 乘 じて 無理 非 

道 を 行つ， 而 して 之 を 救 海して 土民の 驩心を 得^の は 舊敎の 僧侶であって、 最初 彼等 は 比 律賓に 

地上の 天 國を寶 らし. s^. かの 如く 見えた のて あるが、 後には僧侶が權勢を得るN-とになって官吏ょft^ 

も 更に I 層の 惡 政が 行 はる、 M と. - なった 而 して 或 時 は 又 僧侶が 官吏と 一所に なって 人民 を 虐げ， 

或 時 は 僧侶が 官吏 を そ、 のかして 人民 を 苦め ると 云 ふ 如き 狀 態で あつ， pio 

寺. 院の 跋扈 

. マ 一一 ラに 上陸す る 者 は 皆 は 皆 其の 舊城內 に魏々 堂々 たる 大寺院が 軒 を 並べ て 建てられて 居る の を 見 

第. 七 章 比 律 喪の 愛國者 リサ， ル H ハ九 
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て、 一 驚 を 喫する のて あるが、 それ 等の 寺院に 劣らざる やうな 大寺院 は、 比 律 賓諳島 到る 處に 建て 

られて 居る のて ある 比 律賓は 暑い と 乙 るて 有る から 土人の 住居 は 竹の 柱に 萱の 屋根であって、 其 

の 周圍に 芭蕉 若く は 麻の 類 を 植えて、 誠に 簡單 至極な ものであるのに、 寺院ば かり は 歐羅巴 風の 建築 

であるの みならず、 其內 部に 入つ で 見れば、 大理石 を 以て 床が 敷き詰められて 居る やうな 壯大な も 

ので ある 而 して 其 大理石の 如き も 比 律 蜜で 採取した もので なくして、 船に 依って 遙々 墨西哥 若く 

は本國 から 取 寄せた ものであると 云 ふ 乙と である 斯の 如く 寺院 は 到る 處に 設けられて ある けれど 

も • 舊 時の 學 校と いふ もの は 一 も 其の 影 を 見る 7 一とが 出來 ない、 西班牙 時代に は マ 一 1 ラ 以外の 比 律 

賓人は 皆 僅に 此 僧侶の 手に よって 基督 敎の 敎.^ 聞き、 若干の 問答 書の 如き もの を 課せら る V のみで 

あって、 何等の 敎育を も 施されぬ 唯 マ 二 ラ 市に は 百餘年 前から サン ト* ト I マ スと； ムふ寺 立大學 

が 有. cs、 又 ゼシュ イット 敎の學 校 も 存在して は 居った けれども、 是 等の 學 校に 於て は 西班牙 語の 蒈 

藉を用 ひず、 敎料書 は 皆拉典 語て あって、 大學を 卒業した 者と 雖も、 西班牙の 書物 を讀 むこと が 出 

ないやうな 仕掛に なって 居る て あるから 日本人の 服から 見れば 餘程 文化の 程度が 遅れて 居って、 

無學 なる 者 は 維新 以前の 百姓の 如く 目に 一 丁字な く、 其の 學識 ある 者 は 土語 を 語，^、 拉典 語の 書 を 

讀ひと 云 ふ 珍現象 を 生じた のて ある ◦ 斯う 云 ふ 仕方で 人民に は 少しも 西班牙の 本國の 出来事 を 知ら 



せず、 西班牙 人の 情 實を窺 ひ 知る ことが 出來な い やうに して、 暗闇の 中に 僧侶と 官吏と が惡事 を 

働いた 隨 つて 其產 業の 如き も 少しも 進歩せ ず、 古い 記錄を 養んで 近頃の 比 律賓に 比較して 見る と 

却て 西班牙 人渡來 以前の 方が 諸般の 事物が 進歩して 居つ. たかの 如く 見 へ る、 誠に 氣の 毒な 次第で あ 

つた。 

. 變. 化 外 よ り. 促： がさる 

然るに 此狀況 が 漸次 變 化して 比 律賓の 土人が 世界の 大勢 を 知，^、 西班牙 政府に 對抗 して 反亂を 起す 

と 云 ふて とに 立 至った の は、 第 一 が 南米に 於け る 西班牙 領の獨 立、 第二が 蘇 土 蓮 河の 開通、 第三が 西 

英 人の 亞 細亞經 略で ある 南米に 於け る 西班牙 領と云 ふ は 巴 西 を 除く 全部、 墨 西 哥も其 中に 含まれ 

る、 是が盡 く本國 から 獨 立した が爲 に、 比律賓 群島.^ 管轄す る 政治の 本部が 無くなって、 西班牙 政 

府. は 喜 望 峰 を經て 直接に 比 律賓と 交通し なければ ならぬ やう > ^なった ◦ と^Jろに暫くして蘇士運河 

が 開通し、 卽ち喜 望 峰 廻- > の 航路が 無くなって、 西班牙との 距離が 餘程 短くな つた 次に 英 人の 東 

洋經 略が 段々 步を 進めて、 支那の 各處に 港が 出來、 商賣が 段々 盛に なって 來 たので 西班牙 政府 も舊 

套を 墨守す る M とが 出來 ずして、 次第に マ ユ ラを 解放して、 他の 國々 の 商船 を 入れる と 云 ふ 乙と お 



第 七 章 比律賓 の愛國 者、 > サ：！ か i 七ヒ 

て來た 前して 內に 於て は. 此の 時勢に 順應せ ざれば 西班牙 政府 は 比 律賓島 を經濟 上に 保持して 

居る で とが 出來 ない と 云 ふ 所から して、 稍 進歩的な 總督等 は 産業 開發 政策 を 採って、 煙草、 麻、 木 

II、 砂糖 等の 舉業を 全島に 起し、 た 元來 土地 は豐饒 であ.^ 氣候は 熱い からして、 少しの 獎勵を 加 ふれ 

ば是 等の 物品 は 盛に 產出 せらる、 のて あって 十九 世紀の 中頃から 比 律賓の 商賣は 著しく 盛大に なつ 

て來 た、 商賣が 盛大に なって 來， $ ^の は 卽ち各 島々 に 於け る產 業の 發 達であって、 之に 依って 衣食す 

る 所の 農民 は、 前 二百 年間に 見る rJ との 出來な S やうな 財產を 次第に 貯蓄す るに 至った。 人民に 財 

逢が 出 來れば 自ら 又氣カ も：^ じて、 世界の 事物 を 知る の 慾 望 も 起り、 段々 西班牙 人 以外の 商人 等に 

も 交， 求める 者 も 出來、 又 海外に 出て 新しき 智識 を 得ん とする の 入物 も 生じて 來た ◦ 然るに 僧侶 は是 

等の大勢の變化を理會する.^Jとが出來ずして人民の財カの增加に乘じて益貪愁なる性質を發揮し、 

人民の財産を寺院に收める^-とばからに腐心して居c^.^^o.僧侶は此の三百年間に澤山の寺領を各地 

方. 有する に 至つ. Pi のて あるが、 尙其 上に も 人民と 利益 を爭ふ とが 屢 てあつ.？ 西班牙 領有 時 

代の 僧侶の 位置 を 日本に 比較して 昆れ ば、 恰も 昔の 藩 政 時代の 殿檬 が、 寺院の 親玉 を 兼ねた やうな 

もので、 . 之 は 抵抗す る 者 は、 此 世で 罰を受 くるの みならず、 未來に 於て 神の 罰 を 蒙る と 云 ふ 次第 だ 

から、 大多數 の 人民 は 泣く （-其 暴虐 を 甘受して 居った のて ある、 所が 氣カ ある 少数の 者 は 之に 服 



する とが 出來 ずして 廣々 抵抗 を 試み、 進ん て は 叛亂の 形を呈 する やうな てと もあった、 然し 人民 

の 手に 兵器が 無い 爲に、 いつも 西班牙 人から 押 へられて、 少しも 頭 を 擡げる とが 出來 なかった 

西 班 牙 時代 の恶 政？ 

米 人 領有 後に、 西班牙の 惡 政を數 へた 頂 目 を 見る と、 第一 に 官吏 監督の 不 行屆、 卽ち 政府の 下級 官 

、〔吏が 上官の 意思 を 無視して、 有 ゆる 不屈な 事 を 行 ふこと 第二に は 裁判の 腐敗て、. 人民 は 裁判所 に 

訴 へても、： 何時も 敗者の 地位に. 立つ か、 若く は 稀に 勝訴に なっても、 其 裁 钊は實 行せられ ザして、. 

敗訴に： なった. と 同じ 形を存 する ので ある 第三に 官吏 採用の 無 規則て、 任用に 闘す る 法律が ないか 

-ら、 上官 は 好む が 儘に 自分の 下僚 を 採用して、 其 下僚 は 只 自分の 上官に 举 ふの み、 民情に は 少しも 

通じない 第 四に は. 土地 所有 櫂の 不確實 で 人民 は 先皇 代々 所有して 居る 土地ても、 僧侶 又は 官吏 か 

,XV して 不法に 之 を 取上げられる 第五に は 政敎の 混同 卽ち 政治と 宗敎 がー 所， になって 居る からして 

ま 時 は 官吏と 僧侶が 一所に な，^ 或 時 は 官吏と 僧侶が 意見 異にする がた め、 人民 は 常に 苦痛 を甞め 

..?;^ければならぬ0 第 六 は 言論 集會 ai 版の 自由が な い からして 、 少しも 其の 不平 を. 訴、 ぷる途 がない。 
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折の 如き 壓制 も、 西班牙 人が 世界の 耳目から して 比 律賓を 遠ざけて 居る 間 は 自由に 行 ふ 7; とが 出來 

たが、 比律賓 人の 眼が 世界に 開ける と 同時に" 世界の 眼 も 比 律賓に 注ぐ やうに なった 所から 其內情 

は 次 等に 外界に 知られて 來て、 第一 に 英吉利が 注目し、 第二に は獨 逸人が 其の 事 を歐羅 巴に 公に し 

それから 最後に は 日本人 も 亦 比 律 賓の內 情 を 調べ る やうな 有樣 になった 米 國が此 島 を 額 有する に 

至. つたの は 偶然の 出來 事であって、 米 人は學 者の 外 比 律賓の 事情に は 何等の 注意 を拂 つて 居らな か 

ゥ たのて あるが、 米 人の 比律賓 に 入る や、 直ちに 西班牙の 惡政を 擧げて 之 を 世界に 訴へ たが 爲に、 

世界 は亞. 米 利 加 人を義 として、 少しも 西班牙に 向って 氣の 毒と 思 ふ 者 もない やうな 次第で ある 卽 

ち 西班牙 人が 比 律 賓島を 失った の は 自業自得、 愚なる 政策の 結果て あると 謂 ふべき であるが 其犧牲 

になった リサ f ル其 他の 愛 國者は 佐 食宗五 郞同樣 千歳に 憫れ まるべき ものである 

菅沼貞 風と 三 神 A 四郞 

比 律 賓島を 最初に 日本人に 紹介した の は、 彼の 大日 本 商業史の. 著者 菅沼貞 風 氏で ある 而 して 最も 

最近に 比 律賓に 向って 日本人の 注意 を惹 かした の は、 テ ュ スの 上手 籐田 組の 三 神 八四郞 君が 昨年 ミ 

ンダ ナオ 島の ダバオに 於て 病歿した 一 事で ある 菅沼君 は 明治 二十 二 年 マー 1 ラに 渡.^ 虎 列拉に 罹つ 



r 



て 死し、 其の 墓 は マ 11 ラ 郊外に 建てられて ある C 甲 州 人の 三 神 君 は 自ら 遺言して ダ ，パ ォ灣の 中に 水 

葬され て、 遺骸 は 信玄公 を氣取 6 水底に 沈んで 居る。 八四郞 君の 令兄 敬 長 君 は 一 昨年まで 三 井物產 

マ 二 ラ 出張所 長て、 比 律 賓大學 講師 を も 勤め 太 田 恭三郞 君と 協力して、 五 年間 B 比の 關係. V 親善な 

らし めんが 爲に 多大なる 努力 をな し、 又 貢献 を爲 した 人て あるが、 弟の 八 四 郞君も 書生 時分から 數 

回 彼の地に 渡 6S、 比 律賓と 日本と を 一 層 親善なら しめんと した 人て ある。 前後 二人の 靑 年が 志 を 抱 

きつ \ 比律賓 島の 南と 北と に 其 遣 骸を葬 つたの は 誠に 悼む ベ き 事て ある 、 併ながら 日本との 交情 を 

溫 める 上に 於て は、 是 よら 優るべき 記 念 碑 はない と 言 はなければ ならぬ 

ルネタ の 記念碑 

讀 者の 中に 比 雞賓と 書信 を 往復 せらる、 人 は 御存知で あらう が、 比律賓の郵便3手には若ぃ比#^;负. 

人の 顏が畫 かれて 居る、 是れ 卽ちホ セ よ リサ！ ル 博士の 像て ある。 又 マ 二 ラに 上陸して〃 ネタ遊 

阛に車 を 驅る人 は 其 中央に 屹立 する 所の 大 なる 記念碑 を 仰ぎ見ら る V であらう、 此 記念碑 は 亦卽ち 

リサ f 〃博士の 記念碑で ある それから マ 一 一 ラの 町に は リサ..' グ 通らと 云 ふの が あ.. = ^西班牙の 首府 
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> ト タッドに も リサ. 1- A 町が あ， o、 比 律 賓の州 名に も リサ f 〃と 云 ふの が あ， CSV リサ.'〃 の 死ん お 

日 は 比 律 賓の國 祭日と なって 祭られて 居る のて ある。 斯 くの 如く 國 人の 爲に渴 仰せら る.^ リサ.' だ 

と 云 ふ 人 は 如何なる 人て あるかと 云 ふに、 即ち 前囘に 述べた 西班牙の 惡政惯 侶の 跋扈 を 嘆きて、 穩 

かなる 方法 を 以て 之 を 改革 せんと 志し 不幸に して 其 毒手に 斃れた 人で ある 或る 米國の 政治家 は 彼れ 

生意氣 なる 文學 者め、 獅子の 開いた 口に 頭 を 突 込む から 嚼 まれる のぢ やな どと 評し .5^ と 云 ふ とて 

あるが、 リサ？ ダは 決して 好んで 自ら 生命 を擲ソ たので はない、 只 比律賓 人と して 同胞 を 救 はんが 

爲に 最善の 努力 をな しつ、 あると 同時に、 西班牙に 對 しても 忠誠 を盡 さんと して 居った が、 讒 者の 

爲に羅 織せられ て、 思 はぬ 最後 を 遂げる やうに なった ので ある 其统 殺された 刑場の パ グンパ ヤン 

と 云 ふの が 即ち 今日の ルネタ 公園であって、 彼の 死した る點に 記念碑が 屹 立して 居る 凡そ 如何な 

る 偉人 傑士と 雖も悲 命に 遺る vrj と は 免れ 難い 所て あるが、 リサ.'〃 の 如く 從容 として 死に 就き、 

聊か も 恨み 憤る るとの なかった の は 今古 東西の 歴史に 餘り其 比を見な いので ある、 以て 彼が 如何に 

異實の 人て あつ， でかと 云 ふこと が 分かる、 リサ. 'ルは 殺される 刑死の 前夜 r 訣別の 詩」 を 作 6 銃殺の 

前に 政府の 醫颇が 其 脈搏 を檢 ベ.？ -と 乙ス、 少し 7f 不 生と 異なも^ かつ 力と 云 ふ とで ある 彼 は 恐 



， 



らく 其爲 さんと 欲する 所を爲 したのに 満足し、 蓮 を 天に 委せて 此世を 去った ので あらう 其 性情の 

美に して 心事の 高潔なる こと 如何 はから どや、 此 公園に 屹立 する 所の 記念碑 は 天を摩す るの 高 塔で 

あるかの 如き 感を 吾々 に與 へる のて ある 

多 藝 多 能 

クサ 1 ルは 誠に 多藝 多能な 人で、 第 一 に 詩人て あ，^、 第二に は文學 者で あ.^.、 第三に は農學 者で あ 

第 四に は 博物 學者 であ，^、 第五に は醫學 者て あり、 第 六に は哲學 者で あ-^、 第 七に は晝 家て あ 

第 八に は 彫刻家て あ. CN、 第 九に は 外 阈語學 者て あった 以上の 如き 天才 は 如何にして 生じた る 

か、 其 系統 を 尋ねて 見る と、 多數國 民の 血が 此 人の 一 身に 集って 居る 父方の 先祖 は 支那 人て あつ 

て.、 廣東. 附近の 泉 州と 云 ふ 所から、 明 末の 亂を 避けて マ 一 1 ラに 移住した 一 商人て あるが、 母方の 方 

は 頗る 多種の 血 を 交へ て 居る 卽ち 比律賓 のタガ ？-ク* ピサ ャ ンは 素よ，.^、 支那 人、 西班牙 人、 日 

本人までの 血が 多少 づ、 流れ込んで 居る と 云 ふ 乙と が あるが、 リサ.. だが 遺した スケッチ の 書物 を 

見れば 日本の 北齋 風の 繪 など を晝 いて 居る 物が あって、 中々 巧まい、 如何にも 日本人の 血が 混って 
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居さう に 思 はれる 

幼時の ふサ ー か 

彼の 生れた の は 一 八 六 一 年の 六月 十九 日て あって、 此時は 其 父母と も マ 一 一 ラの 南なる パイと 云 ふ 湖 

の畔カ ランパと 云 ふ 村に 住んで 居った o 村と は 言へ 此處は 少しく 市街の 形 を 成した 處て、 リサ >*〃 

の 家 も 土人 風と 西班牙 風と を 交へ て 頗る 立派な ものであった。 父 は 先祖 代々 土地 所有者で、 農業 を 

營んだ 者て あった が、 母 は マ 一 1 ラの 宗敎學 校の 敎育を 受けて、 西班牙 語に も、 f. じ拉典 語も讀 み、 頗 

る才氣 のあった 人で 商業な ども 經營 して 居った 兩人 とも 至って 信仰の 深い 人々 で * 朝夕 禮邦を 勤め 

たと 云 ふ Ni とて あるが、 幸に して 彼の 屬し. 寺の 和尙が 西班牙の 僧侶に は 稀に 見る 善人であった さ 

うで ある リサ I ルはー 人の 姉と 一 人の 妹と を 有って 居った、 是 等の 人々 も 皆 追々 話頭に 上る 人て 

ある リサ r だ， が 初めて 其の 異常なる 天才 を 父母に 認められ たの は 僅 三 歳の 時であって 其 時分から 

彼 は 文字 を讀 むてと を學 びたいと 願 ふて 頻，^ に 父母に せがんだ、 そして 遂に 其 姉の 書物 を 一 所に 敎 

へて 貰 ふ fJ とに なって、 彼 は 喜んで 其 書物 を 見て 綴り を學 ばう として 頻りに 努力して 居った そうて 



ある。 それ， A ら彼は 子供な おら も 其 頃 縦.^ にお 寺に 行って 藤んで &り た、 信仰の 深いお 母 》 んは大 

に 喜んで、 此子は 大層 信心深いと 云 ふ 7- と を 人に 話したら、 リサ 1〃 は 直ちに 答へ て、 ィャ さう で 

は 無い ぃ^c-{\な人がぁ寺に詣るから、 それ、 を 見る のが 樂 みで 行く ので あると 言 ふたそう である 

後年 彼が 繪を 描き 又は 小說を 書いて、 種々 なる 人物 を 筆の 先に 活躍 させた の は、 實に此 時から 其萠 

し を 現 はして 居る それから リサ！ ルには 三人の 叔父さんが あって、 是が又 幸に も 谷 扣當な 人物で 

ありた、 一番 小い 叔父 は 頻りに 蟹 書を敎 え、 それから 次 叔父 は リサ.'〃 に 向って 體育を 施した、 一 

番 上の 叔父 は 又 趣 を 異にして、 リナ t ルに 向って 精神 敎育を 施して、 すべて 何事 も 自ら 勞カ せざる 

物 は 取るべからず と 云 ふ 主義 を 吹 込んだ ので ある 

天. 才 を 現 はす， 

リサ ー 〃が 最も 早く 天才 を 現 はした の は繪畫 であって、 鳥獸 など を 描く にも 只靜 止して 居る 場合 を 

描く のみならず 活動し 若く は將に 飛ばん とする 所の 姿 を 描く、 それ も 一 切手 本に 據ら ずして 自ら 考 

へて 此 小さい 子供が さう 云 ふ 鳥 獸の圖 を 描" て 見る 人 を 驚かした o.^ れ から 繪畫ょ 6 移って 其才を 
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彫刻 は 及ぼして.^ 最初 は 粘土、 次に 蠟を 以て 遊技の 中に も 種々 な 形 を 造-^ 出して 樂んで 居つ，？ ので 

あるが、 其の造る物が頗るょく實物に似て居ったと云ふ^Jとでぁる、 以て 其の 觀 察の 如何に 銳か 

つた かと 云 ふるとが 分る それから 彼は是 等の 藝術を 以て 遊ぶ 傍らに、 又外に出て遊ぶ^-とを好ん 

で 一 匹の 子馬と 大きな 犬 を 持って 居って、 繪畫 彫刻に 倦く 時 は 馬に 乘. =4 右く は 犬 を 伴れ て 遠方まで 

も 散歩に 行き、 同時に 是 等の 獸 類に 對 して は 親愛の 情 を 現 はした 比 律 賓の村 は 日本の 村と 同じて 

畑な どに 藁 小屋 を 捲へ てあつて、 其處に 夜になる と衬 人が 煙草 を 吸 ひながら いろ （^の 話 をす る 習 

惯 であるが、 リサ f 〃は 鏖 々此養 小屋の 中に 行って、 年老 ひた 村人から、 比 律賓の 土人 間に 傳 へら 

る. 昔話 を澤山 聽き覺 えた それから 又此 子供 は 手品が 頗る 上手であって、 何時 誰から 習 ふとな く 

いろ/ \ な 手品 を覺 えて、 大勢の 人の 集る 時には をれ を やって 人 を 喜ばせ、 更に 又 幻燈 を披 ふこと 

を覺 えて、 それ も 自分の 捲へ た 畫題を 映して 慰みに 人々 に 見せる とも 屢々 てあつた、 若し 幻燈の 

な S 場合に は蠟 燭を燈 して、 其 火影に 自分の 手 を 翳して 種々 な 形 を 壁な どに 映して 遊び 友達 や 老人 

を 喜ばせた リ 斯の 如く 氣輕に 面白い 子供て あった けれども、 併ながら どミ まても あとな しくして、 

何處 やらに 氣 品が あ..^ 何となく 小さな 子で なくして" 一 人前の 大人で あるが 如き 心 持 を 有って 居つ 



た o 何 か 意見 を 述べる 時な どに は、 頗る 物靜 かに 筋道 を 立て、 話 をして、 » く 者 をして 自ら 藏 服し 

て 頭 を 下げさせる やうな 風であった 

ロペス 和尙 

前に 云 ふた 父母の 變詣 する お 寺の 和尙は ぺ スと云 ふ 人て あつたが、 此が 誠に 氣 風の 穩 かな そして 

公平な 考を 有った 人であって、 頗る. リサ ー ルを 愛して 常に リサ i 〃を 自分の 處に 呼ん てい k: いるな 

事^.^敎ぇ、 其の 發達を 見て 喜んで 居った、 リサ I ル も亦此 人に 種々 なる 敎ぇ を受 くる 乙と を 喜んで 

屢々 長時間 傍らに 座す る rJ とがあった が、 其 間に 彼が 發 する 質問が、 他の 大人の 思 ひ 及ばざる やう 

な 事が 頗る 多くして & ぺ ス をして 答に 窮せ しむる 乙と が 少なくなかった さう である リサ I V が 比 

律賓 人の 苦痛に 画して 知ら 始めた の は 卽ち此 坊さんとの 談話に 據る ものて あって、 心の中に 同胞に 

對 する 哀憐の 情 を 起し 始めた の は 旣に此 子供 時分からで あった。 そして 彼 は屢々 其 湖の 畔に 立つ 

七遙 かに 對 岸の 村 を 眺めつ V、 あの 對 岸の 村の 人々 も 吾々 の 村の 人の 如く、 常に 困難し 苦痛 を 感じ 

て 居る もので あら ふと 思 ふて、 立ち も 去らず 思案して 居った ると が 囊 々てあつた と 云 ふ NJ とて ある 
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此湖は 私 も 二三 囘 通過した とが あるが * 誠に 景色の 好 S 處で、 唯 其 湖底の 淺 くして 泥の 浮む が爲 

めに 水の 色が 常に 赤色 を帶 びて 居る でと が 不快て あるが、 周 まの a; 々の 有樣 など は 漫ろに 日本 を 11 

ぼしむ る やうな 處 であって、 呂宋に 於ても 勝景の 地と 稱 せられて 居る 而 して リサ が遙に 眺め 

入って 冥想に 耽った 處が、 今 は 其 リナ！ がの 名 を 以て 州 名と する に 至った の は、 誠に 奇遇と 言 は ざ 

る を 得ぬ。 

愚なる 蝶の 話 

前に も 言 ふた 如く、 西班牙 人の 政策 は 比 律賓人 をして 西班牙 語 を 知らし めざるに ある けれども、 そ 

れは學 校に 於て 敎 えざる 事て あって、 多年 西班牙 人の 治下に ある 比 律賓人 は、 自ら 西班牙 語 を 知つ 

て 居る 者が 少 くない 道理て あって、 リサ. -ダの 母親の 如き も 即ち 其 一人で あるから して、 リサ r 氷 

は 又 幼時よ 6 西班牙の 誊物 を讀む fJ とを敎 えられて 居った 傳 ふる 所に よれば 彼が 最初に 讀んだ 西 

班 牙 語の 書物 は 『愚なる 蝶の 話』 と 云 ふお 伽話であって、 彼 は 母親の 所から 其 書物 を 取 出して、 一人 

て讀 まん， V 試みて 居った が讀む M と 能 はずして 苦んで 居った、 ^vれを見，p-母親は其書物を取上げて 



流暢なる 西班牙 語て 讀ん て聽 かせた 後に 尙タガ p グ 話に 飜譯 して 聽 かせた o 其 話の 大要 は、 愚なる 

蝶が 其 父母の 誠を肯 かずして、 蠟 爆の 火に 飛込んで 己の 身を果 すと 云 ふ 話て あった リサ f 〃傳の 

著者 クレ. 'グ 博士 は、 リサ f ルの 最期が 恰も 此の 蝶の 如く、 知らず 識らず 火焰の 中に 其 身 を 役ず る 

やうに なつ. Pi の も、 一 つ 不思議で あると 書いて 居られる が、 誠に 小說の やうな 話て ある 

アンチ ポ n 寺參 詣 

リサ I ル四歲 の 時に 其 姉 を 喪って 初めて 骨肉に 別る、 の悲み を實驗 した、 さう して 七藏の 時に 初め 

て 父母に 連れられて ァ ン チ。 ホ と 云ふ處 まで 旅 をした、 アンチ。 ホ "は マ 二 ラの 東北であって、 有名 

なる 聖 母 マリヤ の 像 を 本尊と する あ 寺が あって、 每年 祭日に は 四方から 人々 が 群集す るので ある 

其 時に リサ が 買 ふて 持歸 つた 本尊の 繪が 最後まで 彼の 手帳に 貼付 けられて あった さう で、 物 を 

大切に する 性であった？ 一と は- 之 を 以て 證 する ことが 出 來る リサ f 〃の 母 はお 寺詣り をよ くす る 

所の 善女で あるの みならず、 又 頗る 讀書を 好ん て、 古い 有名な 書物 を澤山 讀んで 居って、 さう しで 

其 話の 大意 を 暇 ある 每に "サ f ルに 話して 聞かせた、 是が 後年 リ サ . '〃をして 其文藝 の 才を發 揮せ 
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しむる 所の 好き 材料と なった ものと 思 はれる。 そ 乙て リサ r ルは 母から 受けた 敎 育に 依って、 朝 か 

らして 文學に 趣味 を 有って、 創作 を 試み やうと したが、 此 時分に は 西班牙 語 を 以て 充分に 思 ふ^と 

を 書く N> とが 出來 ない 爲は、 最初 は タガ？ 1 グ 語に 依って 一 の 脚本 を 書いた、 其 脚本が 圖らず 近隣の 

或 村長の 眼に 止って、 誠によ く出來 たと 云 ふて 褒美の 金 を 贈られた 乙と が ある、 n.".. はまお リサ 1 ル 

が八歲 位の 時て あって 彼が 九 歳に なって 籾め て カラ ン 、バを 出で. -ビ 二 ァ ンと云 ふ 所の 學 校に 入った 

先生. の閉. 口 

此學 校の 先生 は 非常に やかましい 人て 鞭 を 以て 生徒 を 叩いて、 書物の 文字 を 血液の 中に 浸み 込ませ 

ると 云 ふやうな 評 刹の 人であった が、 リサ i ルは 入校 後 僅か 數 ヶ月に して 此 先生 は も敎 える こと 

は出來 ぬ、 自分の 智識 は皆此 子供が 吸 ひ 取って しまったと 言 ふて、 リサ I ルをマ ララに 送らん 乙と 

を勸 めた、 父 は 之 を 信じなかった が、 其敎師 から 頻りに 言 はれて、 それなら ばと 云 ふので 忍 ひ 切つ 

て 此の 小さき 小 供 を マ 一！ ラに 送る 乙と にした、 恰度 此時 リサ I \ の 叔父の ホセ 1* ァ ,パ 〃トと 云 

ふ 人が マユ ラに 住して 居つ.？^ から、 此 叔父に 賴んで マ 一一 ラの學 校に 入れる 乙と になった 叔父の ホ 



セ， -き ,ゾ つ I ダ トはカ ダカ ッタの 商業 學 校に 入って 敎育を 受けた 人で、 英語 を 話す 所から 英入 中に 

も 知己が あって、 香港の 太守 ^r* ジョ ン气ホ I リングが 比 律 賓に來 た 時は此 叔父 アルべ ダトの 家に 

泊って、 其 事 を 著書の 中に 霄 いて 居る。 サ. i ジ rr ン气ホ I リングと 云 ふ 人 は、 世界に 於ても 有名な 

言語 舉者 であって、 世界 各國 各種の 國 語から 面白い 詩 を 英語に 飜譯 して 居る と 云 ふやうな 人で あつ 

た 此の ジョ ン* 。ホ I リングの ァ〃 ベ 〃トを 訪ねた M とが リサ f 〃に 感化 を 及ぼして- 彼 はどう か 

して 文明 國の すべての 國 語に： r じたいと 云 ふ 念 を 起す やうに なった。 それの みならず リサ！ ルは此 

。ホ r タンダから、 西班牙 人の モルガと 云 ふ 人が、 書き 遺 Ni した 比 律 賓の歷 * 史の ある 乙と を聽 いて、 

大に 之に 興味 を 有って、 後年 遂に 其 書物 を 再び^ 行して 世に 慵め るで とに なった 是は比 律 賓の文 

書中 最も 貴重な 物であって 今 も 比律賓 研究者 は 皆 之 を 蟹む 乙と になって 居る。 

當 時の 不 平 

リサ f V が學 校に 入る 時分の 比 律 賓の狀 態 は、 恰度 デ ラト，' レ總督 の 寛大なる 政治が 行 はれて 居つ 

た 時て、 種 々進歩的な 事 もあった 併ながら 比律賓 人の 新 思想に かぶれて 不穏なる 書信 を 往復 せん 
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と を 恐れて、 或 人々 に對 して は 書信の 往復 を 許さず、 又 其內容 を撿閱 した 後でなければ 配達し な 

いと 云 ふやうな M とであった ◦ それから 又 農民と 僧侶との 土地に 關 する 爭は所 々に 起って、 農民の 

勢力が 次第に 增 加す るに 從 つて、 其 指導者 絕滅は 甚だむ づ かしかった が爲 に、 或 時には 其 攪亂の 巨 

魁 を懷柔 して 之 を 憲兵隊 長に 登用した 乙と など も ある 併ながら 暫くして 又 其 人間 を 罰する と 云 ふ 

やうな 事が あった ので、 不平 黨も 常に 不安の 情に 従 はれて 居った それから 又ジ ェ シ ュ イット 宗は 

新たに 布敎を 許されて 入 込 パで來 たが、 其ジ H シュ イツ ト 僧侶の 歸 つたが 爲に、 在來の 他の 僧侶が 

有って 居る 說敎區 を 失った 者 は、 其の 償 を 比律賓 人の 僧侶から 取って、 比律賓 僧侶の 預 つて 居る 所 

の 說敎區 を 奪 ひ 取る、 之が 爲に 比律賓 人の 僧侶の 中に 甚 しき 不平が 起って 來た 而 して 其ジ H シ ュ 

イットの 學 校に 於て は 比律賓 人と W 班 牙 人と を 同樣に 取扱 ふと 云 ふの て 一 面 頗る 公平で あるが 他の 

一 面に於ては兩人種の生^^狀態を保存すると云ふ名の下に比律賓人には床のとに。坐して手で食物を 

喰べ させる 規則て あった、 其 時 比 律 賓人は 最早 大分 生活 狀 態が 變 つて 居って、 椅子に 坐し 匙で 物 を 

喰 ふ 者も澤 山あった、 殊に 學校 などに 子弟 を 送る 者 は 皆左樣 な. 習慣で ぁゥ たが、 學 校に 行って 居る 

子弟が 新の 如く 從 前の 野卑な 風習 を 守らせられる のて、 是亦大 なる 不平の 原 a となった。 そ t て學 



梭に. 於て は屢々 生徒が 怒って、 西班牙 人の 方で も 其 繁雜に 堪えず して、 遂に 學校 だけ は 改革 を 行つ 

, て，、 "比 律賓 人の Is 侶. プタオ スと云 ふ 人 を 舍監の 如きに 任命して 權カ を與へ 比律賓 生徒 を 取扱 はせ た 

/フリオ ス 刑死 

此ブ タオスと 云 ふ 人 はな か， （. 、熱心なる 愛國 者であって、 金 を 募って 『比 律賓 人の 聲』 と 云 ふ 新聞 を 

發 行して、 大に 比律賓 人の 位置 を 上げ、 進歩的な 思想 を 養成す る 爲に鬪 つた 然るに ブ リオス は遂 

に 之が 爲に 僧侶から 非常に 憎まれて、 他の 二人^ 僧侶と 共に バグ ンパャ ンで 刑せられ た" 其 罪狀の 

主なる もの は 叛亂を 企つ と 云 ふに あるが 其 實は新 閡紙を 維持す る 爲に金 を 集める に當 つて、 金の NJ 

とを彈 藥と謇 いた、 其 彈藥の 文字に よって 羅 織せられ て 刑せられ たのて ある 尤も 其 時分に カビテ 

に 於て 比律賓 土人 兵が 暴勳を 起した でと は ある けれども、 それ はブ リオスに は 何等の 關係 もなかつ 

たので ある。 ジサ f 〃の 兄の パ シァノ と 云 ふ 人 は此ブ リオスの 最も 愛した 弟子て、 其 家に 同居して 

藥 校に 通學し 居つ 力 けれども、 此人 も愛國 心に 剌戟 せられて 屢 々不穏なる 言動 をな すと 云 ふので 度 

々落第 させられた そ て 遂に 家に 歸 つて 農業に 從 事して 多分 今尙 生存して 居る 箬て あるが、 是は 
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或 米 人の 說 によれば リサ t \ にも 優る 人物て あると 云 ふ とて ある 

英米と 比律賓 

而して恰度此ブ リオ ス.の騷ぎ•のぁっ，f^:^前からして香港の新聞は頗る比律賓に注意を拂って、 屢々 

ii 事諱說 を揭げ それから 英國の 自由なる 乙と が、 次第に 比律賓 人の 頭に 分って 來て、 頗る 英國 に愫 

憬 する 傾 を 生じて 來た 更に 又た 米 國は當 時 比律賓 島の 一なる スル f 島の ソ 〃タンと 條約を 結んで 

北 ボル ネオの 一 部 を 借 受けて、 北ボ〃 ネオ 會 社と 云 ふ もの を 作って 開墾 を てること になつ 爲に、 

是亦 比律賓 人より して 尠 からざる 注意 を拂 はれた。 それから 又 上海 近傍に 叛亂が 起った 時分に 支那 

政府の 囑託 によって 米國の クオに ド將 軍が 之 を鎭壓 し. が、 其 クオ 1 ド將. の 常勝： 車と 云 ふ 名 を 取 

ゥた 部下に は 比律賓 人が 混って 居って、 なか/ 敢に戰 つたので ある 是 等の 乙と から 米 國も亦 

比律賓人の注意すると乙^^となって其自由なる制度を比律賓島にも布ぃて貰ひたぃと云ふゃゃぅな 

希望が 段々 盛に なった 斯の 如き 際に リサ f 乃 は マ ラに來 る 乙と を 企てた ので あるが、 測らず も 

母の 災難の 爲に其 留學は 少しく 延びた 其 母の 災難 は リサ I ダ をして 一 看 改革に 熱中せ しむる 原因 



， 

となった ものて あるから、 其 槪略を 述べる 必要が ある 

慈 母の 災難 

リサ.'〃 の 家 は 力 ランパ --に 於て 最大 素封家て あるが 爲に、 いろ （'な 役人な ども 來て 泊る、 恰度 

日本の 田舍の やうに 宿屋と 云 ふ ものが ないから 役人 は 素封家の 家に 泊る のて ある 或 時 一 人の 憲兵 

中尉が やって 來 たが 生憎 其 馬に 與 へる 飼 葉が 無かった、 憲兵 中尉 は 主人に 向って 何故 予の 馬に 飼 葉 

を與 へ ぬかと 言 ふた 所が リサ r \ の 父 は 答 へ て 私の 馬に 與 へ る 飼 葉 は ある けれども 私の 馬 を 飢え さ 

してお 客の 馬に 與 へ る 譯には 行かぬ と 言った、 そ M で 憲兵 中尉 は N! れは 不屈な 奴で あると 言 ふて 大 

に 怒った をでに又裁判官で：^サ！ 氷の家に泊った者も何かの原因て大に含む所がぁったと云ふ乙 

とで あるが、 是 等の 人々 が 一 所に なって リサ f だの 母 を 虐めた のて ある 

前に 言 ふた リサ..' だの 叔父の ァ〃 ベ 〃ト は從弟 同士に 當る 女を娶 つたので あるが、 夫婦仲が 惡 くし 

て屢々 喧嘩 をす る、 リサ f グの 母が 之 を 仲裁す るが 爲に囊 々其 家に 出入す るの を附 込んで、 彼の 憲 

兵 中尉 は此 母が ァ だ ベ ダ トとァ だ ベ^ト の 妹 を 毒殺して 細君 を 助け やうと 云 ふ惡計 をした と 云 ふる 
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とを揑 造して 裁 1： 所に 訴 へた 母 は 直ちに 拘引され て マ 一一 ラに 送られた のて あるが、 普通なら 車に 

載せべき 所 を 車に も 載せず して、 湖水の 畔の 遠い 道 を 歩かせた そして 途中の サ ン タク^ I スと云 ふ 

町に 到着した 時に、 其 親族の 人々 が氣の 毒に 思 ふて 其 家に 泊ら せて 食事な どを與 へた 所が 中尉 は大 

に 怒って 其 拘引し つ k ある 巡査 を 鞭打って、 何故 罪人に 左 檨な滕 手な 乙と をさせる かと 云 ふて 非常 

に怒ft^、 又 リサ I ルの 母に も 罵言 を 浴せ 掛けた 所が素ょft^何等形跡のなぃ申立てくぁるから裁判 

所では 無罪に なった 所が 今度 は 裁判官の 一 人が 彼 は 裁： l 所に 對 して 甚だ 失禮な 女で あると 云って 

裁判所 侮蔑 罪 を訴 へた、 そ で 高等 裁： f 所に 移されて 取 調べられた が、 其 結果 は 有罪て ある けれど 

も 拘留の 間が 長 かつ. K ら 放免す ると 云 ふるとて 漸く 家に 歸 るるとが 出來た 所が 更に 又 アル ベルト 

の惡 S 代言人から 告訴され て複た 再び 法廷に 立たなければ ならぬ とに な つ た 

再 三 の 厄 難 

リサ，' ル の 母が 三度 裁 制 所に 引出された 事件 は 金に 關 する とで ある、 何ても 彼の ァダ ベ \ トが 一 

萬 六 千べ ソの 現金 を 穴藏に 仕舞って 有つ，^ のが、 紛失した と 云 ふので 裁 1： 所で 搜 索して 居る 中、 ァ 



A ベルト は 代言人 某に 一 切の 櫂 能 を 代理せ しむと 云 ふ 委任 狀を 渡した が、 此 代言人が 惡 るい 男で、 

クサ； V の 母 を 罪に 落し、 賠償で もさせようと 云 ふ 企 をした と 見えて 其 金 は リサ f 〃夫人が 横領し 

, たの だと 訴 ベた。 母は砂糖の賣買なとを內職として居たと^-ろから、 時々 大金 を 出し入れ する 乙， と 

が 有る ので、 疑へば 疑 はしくなる、 其所で裁判所てぃ^c/\調べられ.？^が素ょり潔白、 何の 證據も 

一 無い、 さう すると 右の 代言 先生 委任 狀に 一 切の 櫂 能と あるの を 種に、 勝手に アル ベ ルトに 代り 誇據 

人に ならん 乙と を 申立てた 裁 1： 官も是 に は 呆れて、 其 申立 は 却下した が 事件 は 中 々涛 まぬ 

其 所へ 恰度 面白い 事が 出來 た、 時の 總督デ ラト f レで 有ったら う 地方 巡囘、 民情 視察の 途中、 カラ 

ン パに來 て タサ. -〃 の 家に 一 泊した 徒然の 御娛 めと 云 ふので リサ.'〃 の 妹サチ ュ リナの 踊 を 御覽 

k 入れ，？： i とでろ、 大層 氣に 入って、 何なりと 褒美 を 望めとの 御言 葉、 娘は嬉 さに 胸 を 躍らせながら 

母の 《免罪 を赦 して 戴きたい と 願 ふた、 總督 は大に 感心し 歸 任の M 事情 を 調べて 直に 母 を 放免 させた 

リサ.' ダは 慈母が 再三 惡 人に 苦しめら る. -のを 見て、 人間の 信じ 難き を 始めで^った と言うて 1& る 
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リサ r 〃は 漸く 千 八 百 七十 二 年 二月に マ 二 ラに 行く M とが 出來、 六月に ジ ュ シ イットの 敎 校なる 學 

校に 入った 其 後 暫くして 一 度 カラ ン パに歸 つたが、 其 時に 恰度 あ 祭が あって、 ァ ノ邊 はいろ （. 

繪を 描いた 幡を 立てる 風習て あるが 旗に 繪を 描く 者がなくて 困って 居った、 其 所へ リサ T ルが 恰度 

歸 つて 來 たので 畫を かく と を賴ん だら リ サ r 〃何の 苦も無く 其 旗に 立派な 鎗を描 い た 、 何ても 出 

來る 賢い 子 だと 云 ふの て 忽ち 其 名が 高くな つたと 云 ふ 事て ある 其 頃 リサ t 〃は 親類の 人が 煉 -K^ ェ 

場 を 持って 居る 所から、 粘土 を 貰って 來 て頻， ^に 人形 を 造って 彫刻の 下稽古 をした 

政 治敎 育 

前に 述べた アルべ 卩トは 此時マ ュ ラに 住し、 リサ f 〃は 最初 れを たよって 町に 出た。 此人は 前に 

言 ふた やうに 敎 育の ある 人て、 西班牙の 役人 等との 交際 も あ-.^、 リサ. '产に 政事 上の 精神 敎育を 施 

した、 ァダべ ルトの 最も 心 易かった の は 後に 西班牙の 攝政 とな fts 暗殺され た、 プリム 大將 であった 

大將は 自由 を 愛する 人て 「昨日よ fts は 今日 今日よ. は 明日 一 層 自由なる べし」 と 言 ふ 文句 を 以て 座 

右の 銘 として 居 ゥ たが 西班牙 人が 輕躁で 自由の 眞 意義 を 解せ ず、 十分の 準備 無くして 共和政 體を行 



^ん とする を 見て 慨嘆し、 佛蘭西 第 一 革命の 覆 轍 を 踏む であら 5 と 言つ 居た が 不幸に して 暴 客の 

凶 に 殖れた 其 殺された 時 ア^ ベルト は マ ドリ ッドに 居て、 日夕 親しく 大 翁と 往來 しつに あつ！： J 

と 云 ふ 事で ある 攝政は 生前 アルべ 〃トに 力 A ニニ 世め ナイトと 云 ふ 勳章を 贈った が、 其 次に 國王 

となった ァメ デォは 更に 上等の ナイ. トコ ム マン ダ f 勳 章に ほ升 叙した。 と ろが^ ァメデ > 王の 時 民 

心 いよ/,..^ 共和に 傾いた ので、 王 は 人民に 向って 其 危險を 忠告す るの 詔， w/^ し、 自 から 位 を 返 ，いて 

彼等の 爲す がま 、に 任せ.？ 其 所で 共和 黨は志 を 得て 政體を 變更 し、 米 國の眞 似 をした が签 中樓閣 

で 政治 は 無茶苦茶、 王政 時代に も 見ざる 惡政を 行 ひ、 キ ュ パ では 大虐殺 を やつて 折角 共和 國を承 n 

し.？ -米 國に大 なる 惡感を 抱かせた。 

王 黨 の 人.々 

西班牙 人中の 保守 黨は エリ ザべ ス 女王の 子 カル を 戴いて 騷動を 起した が、 事 敗れて 有志 四方に 奔 

竄 して、 其內若 午の 入 は： « 律 賓. に 逃げて 來 て守舊 家に 歡迎 せられた ァ ル ベ > ト は 勿論 其歡迎 者の 

J 人， である。 右の 有志の ゆ Vb; と 云. ふ 人 は 後に 香港に 永住し、 ギ. F i 〃は 愉敦 に、 タ ベラ は e: 虽； 

第 七 章 此律賓 の爱頓 请リ4--^ 一九 一二 
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に 居 を 定め、 比 律賓靑 年の 訪ね 來る 者に 温情 を 灑ぎ大 に 其 便利 を圖 つ. 比 律 賓の靑 年 は 西班牙よ 

.9 も英佛 等に 行く 方が 優れたる 敎育を 受けられ ると 信じて 居た から 續々 是 等の 人々 を賴 つて 香港、 

偸敦、 巴 里に 出掛ける てと になつ .fiio 

初めて 讀 める 小説 

此 時分 リサ I ダは 飜譯. によ. -外國 の 小 說を讀 み 始めた が、 其 最初の 書物 はデ ユマの モンテ タク スト 

卽ち 日本で 黑岩 氏の 譯 した 巖窟 王て あるが、 デフ 別莊の 囚人と リサ. -ルの 母の 境遇が 相似て 居る の 

で 深い 興味 を もって 此 書物 を 讀んだ Q もれから 次に 獨 逸人 ャ ゴ I の 比 律賓の 旅行記 を 讀丄、 お。 此旅 

行 記 は なかなか よく 出來 .5^ もので、 今 も 行 はれて 居る が、 其 中に 後 來米國 が 西班牙に 代って 此島 を 

文明に 導くて あらう と 云ぶ やうな 說が誊 いて ある 是亦 リサ 1〃 が大に 注意して 讀んだ 所の ものて 

ある それから 此ァテ ネオと 云ふ學 校に 在學中 リサ..'〃 はク ジス トの 心臓と 云 ふ 像 を 木で 掖 えた 乙と 

が あるが、 それが 久しく 其學 校の 壁 L に 安置して あった 後年 リサ.' ルの處 刑 せらる，^ 時に 或 老僧 

が 此神像 を 持って リサ I ルに逢 ひに 來た 是も 亦小說 的の 奇なる 因錄の 像で ある もれから 又 「パ 



、ゾ ッグ 河畔」 と 云 ふ 一 幕 物の 芝居 を 書 S た 學校 生徒 は 之れ を 脚本と して 演劇の 異^ をして 大に 樂 

んだ。 

コ ゾ コ ルデャ の 女學生 

リサ I がが マ 一 } ラに來 た 後に、 妹の サチ ュ リナ もや はり マ il ラに來 て、 コ ン コ 〃デァ と 云 ふ 女學校 

こ 入って、 リサ ー ルは此 妹に 會 ふの を樂み にして、 暇 さへ あれば 其女學 校に 行って 遊んだ さう し 

て， 左の 如き 歌 を 作って 女 學生等 をから かった。 

コンコ V テアの 女 學生、 今 流行の 派手 姿、 

智識と 鼻 は 高 けれど、 笑 無き 顔の 寂し さよ . . 

此コ ン コAデァには可な-^大勢比律賓の娘達が居っ*-o其の中の或娘さんとリサ！〃は仲好しにな 

0^0 娘さん は リサ.'〃 よ， 年長で、 姉さん 氣取， 9 て リサ I 〃 を 可愛がって 居った が、 暫くして 其 

の 學校を 出て 他へ 嫁入つ ^o. リサ，， ^は此 娘が 盛装して 家 を 出て 車 を 走らせて 行く 後 影 を 見て、 何 

故 か 胸が 一 杯 k なるやうな 氣 がした と 自記して 居る G 恐らく 是は 彼が 婦人に 對 して 愛情 を 有つ， 5^ 乙 



. 笫セ草 比律賓 の愛阈 者. リサ！^ 

.と を自覺 した 初めで あらう Q . 

盡く 懸賞に 當選 

..^ サ ？ グ は ァ テ ネ ォ の學 校に 一 一， 年間 居 ゥ たが " 其 間に 騷 賞が あれ. 试必ら ず 'サ. が 取った さラ 

して 二 年の 後に \ チ H ラ ォプ *ァ f ッ の 學位を 得た そ^Jで更に進んでサン トト. 'マス の 大學校 

に 這 入った サン トト r マ ス では 初年に 哲搴を やら.、 二 年 目に 醫學 に轉 じた 其 頃 リサ f 〃の 相談 

相手と して 居る 先輩の 僧侶が あつたが、 其 人に 大學で 何を學 ぶべき かと 相談 をした と, J ろが 農學 を 

やれと 云 ふ 返事が 來た 其 返事が 坊さんの 旋 行中て あった 爲 間に合 はず 哲學を 始めた が、 其勸吿 も 

棄 難しと て 後に 農 學をも 兼修し 遂に 農學及 測量の 免狀を 得た 然るに 其 年齢が 成規の 年に 達しな か 

ゥた爲 に、 廿 一 歲 になる の を 待って 始めて 免狀 を下附 された と 云 ふ NJ とてあった、 以て 如 IH> に 其 天 

才の 各方 面に 卓越して 居る かと 云 ふ 乙と が 分る 



其頃からダナ》" ルは叉西班牙の詩を學びソ" 1ヲなる人の作を愛して其人^^作風に倣はん乙とを勉 

めた 跡が ある 千 八 百 七十 七 年に 學 校の 文學會 が 懸賞し 詩 を 募った、 之に 應じセ 第 一 等の 赏與. を 得 

たの は卽ち リサ. -? あった、 其 詩 は 「比 律 賓の靑 年へ」 と 云 ふ 題であって、 比 律 賓の靑 年 は 大に奮 

發 して 精神 上に 向上し なければ ならぬ と 云 ふ 意味 を麗 はしき 文句て 誊 いたので ある G 暫くして 又 次 

に 第二の 競爭 があって、 此時も リサ I 〃は 「神の 集； 3」 と 云 ふ 詩 を 作って 第 一 等と なった、 然るに 發 

表された 所 を 見る と 西班牙 人が 一 等に なって、 リサ I 产は 二等に 落されて 居った、 是は審 刺 者が 細 

工. をし おもので ある、 斯の 如き 事 も 西班牙 人が 如何に 我儘 を 働いた かと 云 ふ 一 の證據 として 見られ 

る C 

力 ラ ン パ の. 危 難 

其 頃 ゆき，， 'ル- は危く 生命 を 失 はんとした 乙と が ある、 それ は 或 時 故鄕の カラン パに歸 つて、 夜中 町 

を 歩 S. で^ 居る と瞎 闇から 一人の 大男が 現 はれて、 何氣 なく 近づく と、 彼の 母に 苦痛 を與 へた 憲兵 中 

尉であった. が、 突如 劎を拔 S て リサ I 〃 に 飛 萬った、 リサ， - 声. は 素早く 身を轉 じて 之 を 避けた けれ 
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ミ： ども、 脊中を 斬られて 負傷した，：" そ rJ て 裁判所お 訴へ， て 加害者 を 刑罰に， 處 せんてと を 求めた が、 是 

> も 亦 遂に 西班牙 人の 爲に 揉み消されて、 加害者 は 何等の 刑罰に 處 せられな かった 

v » の 如き 事が 重なって 誠に 不愉快で あるが 爲に、 "サ f 〃は 遂に 歐羅 巴に 行く と を 決心して、 さ 

うして 學校 はまお 卒業し ない けれども、 密に 渡航の 用意 をして 千 八 百 八十 二 年 マ -1 ラ を出發 し，？ r 

其 時 兄の 手に よ つて 七 百 ぺ ソ の 金 や， S 費と して 調 へられ.？^.' それから 姉 は 自分の 持って 居る ダ ィ ャ 

.. モンドの 指環 を拔 いて リサ.'〃 に學 費と して 送った、 此 金と ダイヤ モ ンドを 持って 密に マ 一一 ラの町 

：を遁 ぐるが 如く 出發 した 其 出發の 前夜 妹 を 連れて 市中 を 見物して、 約 五. 時間 ほど マ 一一 ラ 市に 名殘を 

... 惜ん だが.、 其 間に 馬車の 馬 を t 度 取換へ. と 云 ふから、 隨分 周到 綿密に 市中 を乘 廻した ものて あら 

一 歐 洲 遊學 

新の 如くに して マ 一 一 ラを 出て 英吉利 船に 乘 つて 新 嘉坡に 行き、 それょ-^更に佛蘭西の船に乘換へて 

「歐 羅， 巴お 向った ジサ f ダは在 學中佛 蘭 西 語 を 學ん て、 佛蘭西 語て 詩 を 作る 位な 學カを 有して 居つ *i 



けれど T^、 畲 話を學 ば H.6 しが 爲に 船中で 話が 出來な s、 そ 乙で どうした かと 云 ふと 佛蘭西 語と 拉 

典 語 を 交へ て 話し、 尙言語で意を盡す^-との出來なぃ所は繪を描ぃて目的を達したと云ふ^-とてぁ 

る リサ.' ルの 遺物の 中に 此 時の 手帳が あるが、 それに は マ ユラ 出發の 時から 新嘉坡 アデン、 蘇士 

ネ，' ブ ルス に 至る まで 諸 所の ス ケ ツチが 奇麗に 綿密に 描かれて ある 极此佛 蘭 西 船 は先づ 伊太利の 

ネ. 'ブ〃 スに 着き、 それから 佛蘭 西の 馬 耳 塞に 着いた、 リサ I 〃 馬 耳 塞から 上陸し、 それから 陸上 

を鐵 道て ビ レネ.' 山脈 を 越えて 西班牙に 行って、 最初 先づパ r セ ？！ ナに 着いた 

學生， 歡迎 

パ》 -セ 51 ナには 比 律 賓の學 生 も 少しく 留學 して 居る ので、 リサ.'〃 の爲に 直ぐに 會合を 催した、 さ 

うして 西班牙に 先着して 居る 人々 は、 西班牙 並に パ f セ ナの 事情 を 話して 聞かせ、 リサ r だは 比 

律賓の 模樣を 話した が、 此時 リサ. 'ルの 語った 所 は 頗る 悲観的て あつたと 申す でと である 其後リ 

サ I だは マ 亡 フのタ ガ？！ グ語 新聞に 「故 鄕の 愛」 と 云 ふ 標題で 一 文 を 寄せた 



# 七 章 比 律賓の 愛阈者 リサ r ル ±60 

此バ I セ 51 ナは 有名な 力 k セ ノジ の大將 ハ ンェ \ ケの 建造した 町で、 其 後に は 有名な 羅馬 人が 澤山 

住み、 又 彼の n ^ ン ブスが 亜米利加から 土人 其 他 珍しい 物 を 持って 歸って 西班牙 人.^ 驚かした 古跡 

であるから、 クサに ルに 取って は 誠に 面白く、 彼 は 多大の 興味 を もって 市中 を 見物し 此， カ t セ 

P ナの ある カタ I- 一一 ァ洲は 西班牙 中で 最も 進步 的な 所で 共和 黨 全盛の 町で ある、 官吏が 町 を 通 jj? す 

れば惡 口， M 一一 n ふと 云 ふ 位に 共和主義の 向上した 處. てあつて、 新聞紙の 如き も 無遠慮 化 政府 を 攻擊す 

る リサ f 〃の 比 律賓に 在る 時は餘 程な 無理 無法 を 西班牙 人から 仕掛けられても 之 を 言語 文章に 發表 

する 乙と が 出來な S やうな 窮屈な 有檨 てあった から、 此 カタ 一 I ァに來 て 言論の 極端に 自由な の を 

見て、，非常に驚S.Kと云ふ^-とて有るo . , 

.ゃ, ノ學—， て- A 宗 兼. 學 ：，- ； ： マ.」：： 「 「八 

J サ， -ルは カタ 口 一. I ァ の大學には入らずして首府馬德里に行って其處^^大舉に入った、 ^うして 第 

二，. ki* を や.^、 第二に 文： 學を： や.^.、 第三に 哲學を やった、 其 傍ら 又 他の. 學 校に 行つ.， セ彫 一刻 X} 鰭 毫 

. ^學ん だめ をれ から 名な 語 學者ヒ ュ f スと 云ふ英 人に 就 譜國の 語學を 學ん^ Q まに も 言 ふお 舰 



く" サ I ルの 用意 金 は 七百ぺ ソ： と ダイ. ヤモ ン ドの 指環で あるから、 長く は續 かない 其 所で 學資は 

矢 張 乂の 手から 從弟 リベラなる マ ユラ 商人の 手 を 經て內 々て每 月 送金 をして 來た () 而 して 一 方 マ 

一 n フ の. K 學は尙 在 學の體 にして 謝ヒ 拂； S それから 先 は 時々 リサ r \ は 何 瞟 へ 行ったら うかと 云 ふ 

やうな 顔 をして、 學 校に 尋ねに 行く と 云 ふやうな 段で、 出來る だけ サ ン トト I マ ス大學 の 僧^ 等 

に 西班牙に 居る と 云 ふ 乙と を隱 して 其 怒 を 和らげん とェ 風した。 リサ f ルは國 から 送つ 來る金 を 

どう 云 ふ 風に 使った かと 云 ふに 、書物 を 買， ひ 芝居 そ 見、 假面 舞踏 を 見、 富籤 を 買 ふ とに キ チン 

(-と 費した 富籤は若し當れば數ケ年間の學資：^得られるか^XT.每月缺かさず買って居.si子て 

ある ，o 其. の少ぃ 金の 中 がら 出來る だけ 書物 を 買 ふ. K が、 其最 1 先に §C つたの は米國 大統領の 傳 記て 

ぁクね 是は餘 科 上等な 書物で 革 表紙 夭金總 金の 書物が 買うて. ある わ まう して 後に 至って 更に 續編 

を も 買 ひ 足して 居る 所 を 見る と、 彼が 米國に 就て 多大の 興味 を 有って 居った 乙 とが 分る 其 次に 買 

ふたの は英國 政變史 である それから 段々 に 種々 な 書物 を 買 ふたが、 其 書物 はすべ て 今日の マ 一一 ラ 

の 比 律 賓圖書 館に" サ だ 遣 物と して 保存され て 居る 



第セ窣 比 律 蜜の 愛國者 リサ！ ル 二 二 

比島 靑年を 避く 

馬德 里に は 比 律 賓の靑 年が 大分 居って 此等 がー の 靑年會 を 組織して、 いろ （ '改造 論 を やって 居た 

, が 、青年輩が 餘 6 に 過激な とや 餘， に 放縦な 擧 動を爲 すと 乙ろ から、 少し 年を取った 眞 面目な 者 

は 皆 追々. に退會 して.、 遂に 其靑 (4f 會 は永續 しない >J とに なつ， 5i;o 初めは リサ f ルも 是等靑 年の 會 

合に 出席して、 比 律賓の 事情 を歐羅 巴に 早く 知らせる が宜 い、 それに は 比律賓 人の 手 を 以て 比律賓 

の 現狀を 書き、 さう.. J て 比律賓 人の 畫ェの 手に 依って 其 中に 揷畫を 入れなければ いかぬ と 云 ふ 事 を 

主張し. 力が、 其說は 全部 容れ られ なかった けれども、 何 か 比律賓 人の 手 を 以て 寄 かう と S ふこと に 

„ なった 而 して 其 題目 を 協議す る 場合に なると、 すべての 靑 年が 皆 自分 は 「比 律賓の 婦人」 と 云 ふ 問 

題で 書く と 云 ひ 出し、 相爭 うて 果 しが 付かな so 斯う 云 ふ 不誠實 な 有樣を 見て、 リサ 1〃 は 大に嘆 

息して、 爾來 餘-^ 靑 年の 中には 顔 を 出さず して 一 生 懸命に 勉强 する とに なった C 

無 宿の、 猶太 人 



f 馬 德里滯 在中 リ サ. r 〃は 不圖佛 人 ュ f ジン • ス t の誊ぃ た F 無宿の 猶太 人』 と 題す. る 小說の 古本 を 手 

に 入れた 此 『無宿の 猶太 人』 は 亞米利 加て 南北 戰爭を 起した とさ へ 言 はる、 『ァ ンク 〃トム ス* キヤ 

ビン』 にも 比すべき もので、 十九 世紀末の 佛蘭西 を一變 したと も 言 はる、 位な 名著て ある リサ t 

^は 之れ を 讀んで 小說の 人心 を 感ずる ことの 偉大なる を 知って、 自分 も 一 番 全力 を 揮って 小 說を書 

き 比 律賓， の 事情 を歐洲 文明 國に訴 へようと 思 ひ 付いた 是が卽 ち リサ の 生命 を 奪った 『ノ リメ 

タン ゲレ』 と 云 ふ小說 の 作られた 動機で ある 此頃 リサ.' ル は 西班牙の 事情 を硏究 する M とに 力 を 

盡 して 居った が、 叔父の 友人の 紹介て フリ f メ f ソン の 仲間に 入った 此 メ.' ソ ン は 後に 西班牙 人 

と 比律賓 人の 組織した メ f ソンと は 違って、 智識 あ，^ 信用 ある 人が 澤 山に 入って 居って、 リサ I 〃 

は 其 人々 と 交って 西班牙の 有識者 階級の 事情 を 採 知した 

英 佛獨 伊語の 學習 

千 八 百 八十 四 年 リサ.'〃 は 英語 を 習 ひ 始め、 傍ら 又 佛蘭西 語 を 更に 深く 研究し 獨逸語 を も 殆んど 同 

ぺ 時に 學び 始め.？^、 それから 又ゼ ノアに 博覽會 のあった の を機會 として 伊太利 語 を も學ん だが、 此伊 

第セ章 比律賓 の愛國 者り サ ー ル 二 〇 三 



第 七 章. 比律賓 の愛國 者. -サ -ル. 二 〇 四 

太 利 語 (を學 ぶに は 多く 西班牙の 飜譯 書に 依って 研究した さう である。 リサ-'〃 の多藝 な， るると は 前 

に舍 述べた が、 彼 は 又 將祺の 名人て あって" 將棋の 倶樂部 や 何 かに も 出入して 勝負 を爭 つたが、 其 

最も好敵手として居っ^-のは、 元の 面 班 牙 大統領であった ピ ィ マ 〃、、力〃 で 此の 人 は英國 風の 自 

由 を 愛する 人であった 此頃 リサ I 〃 は 勉めて 西班牙の 社會に 出入し、 〃ナ、 ヒダ ルゴと 云 ふ 二人 

^比 律賓畫 家が. マ トリッドの 博 覽會で 賞牌 を 取った 時 西. 班 牙 人と 比 律賓學 生の 開催した タ 「譽 表彰 會 

に. m 席して 演說 した 事が ある。 

：大 學 を ， 卒. 業. す . 

ササ ー グは此 牟大學 を 卒業し 文 學士兼 醫學士 とな CV た？ 卒業後の 靜 養に 田舍を 旅行して、 風俗 人情 

を櫟 つたが、 セ ,バ ン テス や ドン キホ テの小 說に現 はれる やうな 田舍の 光景 は 頗る 彼の 氣に 入つ 

た。 

翌千八 百 八十 五 年に リサ r だは 巴 里に 行った 此處 C は 眼科 を 車 門に 研究した それ は 比 律 賓に殘 

レズ あるが 明 を 失つ， Pi と 云 ふ M とてあった ので、 母の 眼病 を 癒した S と 云ふ考 から 眼科 を 研究し ド 



タト ダ き * トゲ H ッ ケ.. '〃と 云 ふ 有名な 佛蘭 西の 眼科 醫 (世界の 眼科 臀が オノ ソ クチ-とする 書物 を 

碧した 名醫) の 弟子に なって、 大層 其醫 者から 愛せられ たと 云 ふこと である 巴 里に は 前に 述べた 

タ ベラ， と 云 ふ 西班牙の 亡命者が 住って 居て、 此と 最も 心 あく 交際し、 それから 又 昨年 博 覽會で 賞 を 

受けた 畫 家の ダナが 巴 里に 來て 居った ので、 此れと も 最も 親しく 往來 した 

フ ヮ ン • ルナの 天ォ 

此 ルナと 云 ふ 男 は 狂に 近い 天才て、 巴 里に 於ても 畫家 として 立派に 認められた 人て あつたが、 比 律 

賓 から 同伴した 若い 妻が 或 男と 訝しな 仲に なった と 云 ふので、 其 妻 を 殺し 母親 を 傷け た ことがある 

それで 佛蘭 西の 裁判所に 引出されて 審問 を 受けた が、 奇拔な 佛蘭西 人 は ルナ を 愛し、 美術家 は 皆^ 

ナを 助けよう として 非常に 奔走し、 辯 護士は 新の 如き 大 天才 は 普通人の 如く 取扱 ふべ からず と 何と 

か 辯 護 をして、 遂に 處刑を 免れし めた 此 〃ナの 兄弟が 後に ァギナ と 一所に 義軍 を 起して 西 班 

牙 人と 戰ゥ た, ナ將 軍で ある 

歐 洲の學 者に 交 る 

« 七 章 比 律賓. の 愛 画 者 リサ. -ル 二 〇 五 



第 七 章 比 律賓の 愛國者 リサ I ル. 二 〇 六. 

グサ だは 巴 里から 歐羅 巴に 旅行 を 思 ひ 立って、 先づ獨 逸の ハ イデ〃 ベ 〃ヒに 行った 恰度 其 時 は 

ズ イデ ダべ ル ヒ大學 創立 五 百年祭の あった 時で、 種々 な學 者が 各地から 集って 盛んな とてあった 

リサ.', は此處 でも 入學 する 積， ^てあった が、 證明書 を 持って 居らなかった 爲 に入學 が出來 ず、 唯 

聽講 生と して 暫く か 學に通 ひ、 其 傍ら 將棋 の會に 加入して 獨 逸人と 交際した ◦ 次に 彼 は ライブ チッ 

ヒに 行って 新 心理 學の 比較 民 性 論 を 研究した 後に 米國に 行って 大 學敎授 となった 彼の 有名な ミ ュ 

ンス タルべ〃 ヒは、 此 時分 リサ ー ^ の同學 生であった さうて ある ライプ チッ ヒ から 伯林に 行って 

前に 述べ. 比律賓 旅行 記 を 著し， ャゴ に面會 した さう して 種々 比 律 賓のミ とに 付き 智識 を 交換 

した 後、 ャ ゴ r の 紹介で もって ドク ト 氷 •〃 f ド^フ • クイ〃 ヒョ クと云 ふ 考古學 の 大家と 心安くな 

つて 其 クイ， ヒ ョクの 紹介で 伯林の 心理 學會に 加入した それで 伯林 大學に 極く 近い 下宿屋に 居つ 

て.、 大學に 通 ふ 傍ら 昨年 來 書き 績 けつ.^ あらし 小說 ノリ、 メ、 タン ゲレを 書いて、 をれ を 其 處て完 

成した。 此本は 西班牙 語て あるが 獨逸は 印刷の 安い 處 だから、 其處て 印刷に 附 し，^ 所が 待 受け^ 

金が 國 元から 到着せ ず、 大に 困って 居る 所へ、 恰度 比律賓 人の ドク ト〃 • ビオラと 云 ふ 人が 來て不 

圜 懇意に な. 9. 、 持 合せの 金 を 立替へ くれたの て、 やう （- 印刷が 出來 上って 其 本 を 比 律賓に 送つ 



た Q それから 又此 ビオラと 向 行して ド レ スデン に 行って 索 遜 人類 學 校の 校長て ある ドク ト.〃 き ノ f 

ャ に會 うた 此の メ t ャ 1 氏 は 曾て 比 律賓に 旅行した M とがあって 能く 其 事情 を 知って 居，^、 而 

も 其硏究 した 所に よれば 比 律 賓人は 將來を 有する 者で あると 云 ふこと てあつて、 リサ I ルも 其說を 

聽 いて 更に 一層 愛 鄕心を 高め 且 希望.^ 生じた ドレ スデン は 有名な 美術館の ある 處 であるが 此 美術館 

て" サ. r 〃は r 縛られた る。 ホ ； 1 メ シ ュ f ス』 と 云 ふ 彫刻 を 見て 大に之 を 愛し、 巴 里に ある 同 題の 彫刻 

の 記憶 を 混合して 自ら 別の ポ S1 メシュ I スを 彫刻した それから 彼はド レ スデ ン を 去って 澳太 利に 

入.^ 、 先づ 大人 類 學者ブ ル メント リツ トを 訪問した ブ^ メン トリット は 足 未だ 東洋の 地 を 踏まず 

してよ く 比 律賓の 人類 を談 ずる 人で ある C 此滯 在中 或 時 リサ f ぞは 記憶から ブ V メ ン ト 博士の 肖像 

を スケッ チ したが 極めてよ く 博士に 似て 居る。 博士 は リサ I \ の 奇才に 驚き 一 層 之と 心安く した 

それから リサ，' ルは澳 太 利の 都 維也納に 行って、 グ, メント リツ ト 博士の 紹介 を 以て 有名な 小說家 

ノルデン フユ ^を 訪ねた 此小說 家 は 西班牙 通で クサ I ルを對 手に 西班牙 文明 を 細論した と 言 ふ 乙 

とて 有る 

新の 如く、 タサ， ルは歐 洲の大 都 を 廻ら、 大家に 交って 自分の 智識 を大に 養って 後に、 伊太利に 渡 

第. 七 章 比 律资の 愛國者 リサ ー ル . 二 〇 七 



第 七 章 比 律賓の 愛國者 リサ. -ル 二 〇 八 

,.0 、羅 馬に 行って 古代の 文明 を視、 再び 佛蘭 西に 入って、 馬 耳 塞から 佛 船に 乘 6 柴棍 まで 歸，^ 柴棍 

から 米穀 輸送船に 乘 つて マ 一一 ラに歸 つた 

ジサ r ダがマ 一！ ラに歸 つたの は 七 年 振. ^であるが、 其 市街 は 依然と しで 奮 態を變 じない 道 を 歩き 

ながら 此處に は 石の M んだ W が あると 思へば 正に 凹んだ 所が ある 如く、 少しも 趣 を 異にして 居な か 

つた それから タ サ ！ \ は 直ちに カラ ン パ の 故 鄕に歸 つて 久し 振 6V 化 父母の 喜ぶ 顔 を 見た が、. 母 は 

二重 內障 眼で 盲目に なって ねた 先 づ之を 治療 せんとして 手術 を 施した が、 蓮よ く 再び 物が 見える 

やうに なった 所が 遠近 此事を 聞傳へ リサ I 〃 の 賢 S 息子が 盲目 を 癒す 眼科 醫に なった と 云 ふの て 

き 1 者が 押 掛け、 僅かの. 療治 代が 積もり 積も-^ て 七 ヶ月の 間に 五 千ぺソ (圓) の 金 を 得た 

小 說 て 怨 を 買 ふ 

タサ r 〃の 小 說ノジ *メ* タ ンゲレ は 公に 賣 出し， Pi ので はなく、 只 其の 知人 間に 配布した 位の ものて 



あつたが 段 や に 其 書物の 評判が 高く リサ，. ル の 歸國に よって 一 層 籠 人が 多くな. つた 

其 趣向 は 一 人の 青年が 久しく 西班牙に 留學 して 國へ 歸.^ 、或 僧の 娘と 相愛す る、 僧 は 此靑年 を 危險人 

物なら として 娘 を 他に 嫁し、 青年の 企てた 學 校の 建設 を 妨害す る、 青年 は 種々 迫害 を 蒙った 後、 親 

友の 義俠 によら 身 を 以て 比 律 賓を立 去る と 云 ふので あるが、 其 中の 人物 は 當時マ 一一 ラに 活躍し つ V 

あ. し 男女 をモデ ^に 取って、 比， 律 賓人も あれば 西；：. ゆ 牙 人 も あ fts、 僧侶 も あれば 官吏 も あ 6S 、商人 

も あれば 學生 もあって、 其 小 說を讀 むと 恰も 自分の 醜い 有樣を 書い.？： i かと 思 はれ それ を氣 にす る 人 

が澤山 ある C さう して 其 小說の 中に 西班牙 人の 政治の 惡ぃ 事、 僧侶の 跋扈す る とな どが 巧みに 織 

込ん て ある 爲に 官吏 及 僧侶 は 非常に 憤って リサ r だ が 若し 歸 つて 來 たらば 只で は 置かな い と 云 ふ 勢 

てあった 其 時の 總督 はト レ , と 云って、 頗る 寛大な 人であった と 見えて、 態々 リサ . '〃を 招い 

で、 あ 前 は 小 說の爲 に 大變恨 を 買って 居る から 要 心 をす るが 宜しい、 當 方から も 保護して やる と 云 

ふので、 アンドラ f ドと云 ふ 若者 を 特に リサ f 〃保護者と して 附 けて くれた 此 アンドラ ドは文 

學 趣味の あった 男で、 頗る リサ f ダに 敬服し、 且 リサ f グ を 愛して 非常に 仲よ くな つた それて 此 

二人が 或 日 力 ランパの 近傍に ある マキ リン 山と 云 ふ 山に 遊び、 其 山頂に 登って 標 として 一 本の 旗 を 

第 七 章 比 律賓の 愛國者 リサ- ル ， 二 〇 九 
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；. H てた。 さう すると クサ I ダの敵 は、 彼 は 彼 山上に 上って 旗 を 立てた が 是は獨 逸の 爲に比 律 賓を占 

-顦 した 意味て あると 云 ふ 噂 を 立てた 何故 獨 逸と 言った かと 云 ふに 此 時分 は 力 5! リン 群島で 西班牙 

の 舊敎の 僧侶が. 獨 逸の 新敎の 布敎を 嫉んで 迫害して 居る 時であった からして、 獨逸 名.^ 借.^ て リサ 

, を 傷け やうと したので ある 或は 又 リサ f 〃が 謀叛 を 起して、 此比律 賓を収 る 積 6 である 所 か 

ち 旗 を 山上に 立てた のて あると 云 ふやうな 說を 流布した 者が あって、 リサ I ルの敵 は 段々 其 數を增 

して 来た。 

.此 時 比 尊 賓の狀 態 は 依然として 奮の 如く、 人民 は 僭 侶と 官吏の 壓 制の 下に 苦んで 居った が 大地， 主た 

る 寺院と 小 地主た る 人民の 間の 乾 櫟も亦 頗る 强 くな つて 居った それて 段々 不平 を 言 ふた， CS 或は 裁 

1: 所 を 煩 はしたり したが、 リサ r ルは此 等の 人々 に敎 へて、 只 漠然 苦痛 を訴 へても 役に立たぬ、 正 

. 確なる 事實に 依って 言 ふべき 乙と を 言 はなければ いかぬ と 云 ふので、 自ら 其 苦情の 調査 を 行った。 

さう して 自分の 村に 於て は 人民 は 勤勉に して 敎育を 受けん rj と を 望んで 居.^.、 政府に も 寺院に も忠 

,賓で ある 然るに 其 苦しむ る 所 は 新く くの 次第で あると 云 ふの て」 の 報告書お 作って 之 を 公に し. <^ 

此報吿 書 は 他の 文書と 異って 正確なる 事實の 上に 論據を 有する のて 大 なる 反響 を 生じた 



そ 乙て タサ f ルは餘 長く 比 律賓に 居る 乙との 危險を 思 ひ、 又 母親の 眼病 も憲 つたから 再び 歐羅巴 

に 行って 研究 を續 けようと 考へ、 其 年 內に比 律賓を 去って、 先づ 香； f に 行って 亡命の 西班牙 人 パサ. 

を賴 つて 暫く 滯 在した 香港で リサ，' ルは 支那の^ 居 を 見て 大に之 を 愛した、 支那の 芝居 は 比 律 

の 芝居に よく 似て 居る、 恐らく 比 雞賓の 芝居 は 支那の 芝居に 倣うて、 宗敎 的の 意味 を 之に 附加 へた 

ものて あらう。 

日本に 來 る 

香港 を.. 去つ. て 彼 は. 日本に 來て 暫時 滞在した が、.， 其 時 は 西班牙 領事の 懇望に よつ V- 西班牙. 領事館に. 泊， 

つて 居： つ. た さ5. して 不思議に， も 西： 班 牙 公使 も 頗る リサ 〃に 懇親 を 表して、. 公使館の 通譯官 にな 

ゥ て此. の 地に 留まりて は ど 5 かと 勸 めた、 リサ.' ルは 日本 滯 在中に 日本語 を 學び曰 本の 繪を 稽古し，. 

た 、彼の 記す 所に よ、 れ 1 ば 日本， の 事物 は大に 自分の 趣味に 適って 居る のて 長く 此國 に. 居り， たい t 思 ふ 

. V 第. セ. 章 比. 律 ま 愛國者 リサ ー ル，； ニニ 
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氣 がした と 書いて ある、 併し 目的 は 歐洲て あるから して 橫濱 から 船に 乘 ゥ で 先 づ米國 に 渡った.' 此 

船中 外 國語を 少しも 知らない 日本の 新 fflsi 者と 同船して 心 = ^くなら &敦 まで 一 所に 行った と 云 ふこ 

とで あるが、 或は 末 廣鐡觴 ではなから うかと 思 ふ , 

"サ. 'ル が 日本 繪に歉 ：づカ スケッチ は其ノ I ト ブックに 幾つ も殘っ て 居る が 其 中に 獨 逸人の 顔 を 日 

本の 武士に 作..^ 換 へお 繪が ある 是は 日本が 獨 逸を學 んで而 して 依然として 其 ^ 部に 元の 日本 を留 

めて 居る と 云 ふ 意味 を寓 した もので あら ラと思 はれる 

モルガの 古史 を 寫 す 

桑 港から は 市 俄 古 ナイ ャガラ を 通って 紐 育に 行き、 紐 育から 更に 英國に 渡った さ うして ドク ト 〃• 

レ ヒ ド ルと云 ふ 人に 世話になって、 儉 敦に滯 在す る と 、なった、 其& 敦に滯 在した 家はセ ントポ 

1〃 のォ〃 ガン 師 てべ ッケッ トと云 ふ 人であった が、 其 家に 殘 つて 居る 話に よれば、 リサ.'〃 は此 

時分 頻.^ に 手品 を 研究して なか.，^ 上手に なって 屢令其 業 を 家族 知友の 間に 試みた を NI で 其 年の 

クジヌ マスに、 べッケ ット はお 歲暮 として 腹 語 術 (ヴ H ント" キ .*) の 書物 を リサ！〃 に 送つ 力と 



云 ふ 乙と て あるが 復語 きまで はやらなかった で 有らう。 倫 敦に滯 在中 彼 は 又 レ.. ' \ V ド き ストと 

云 ふ 有名な 言語 學 者と 心 易くな つた ^ スト は 香港 太守 ボ I リング 以上の 大 言語 學 者で 其の 集めた 

七十 饍國. の 文典 は 今 も 新 嘉坡の S 誊 館に 殘 つて 居る &敦に は 『ト ダブ！ ナ I』 と 云 ふ 柬洋雜 誌が あ 

つて、 tl スト は 其 主筆であった から、 リサ.'〃 は 比 律 賓の諺 やな どな ど を飜譯 して 此 東洋 雜 誌に 投 

害した 0. さう して 傍ら 英國溥 物 館に 通って 比雞 賓に關 する 書物 を澤 山に 蟹んだ 其中に彼のモ 

の歷史がぁゥたのて.^サ.》 ダは0ら其全部を筆寫して後に之を出版する準備をした0 

. 雜誌 『同 權』 に 執筆 

倫敦滯 在中 彼 は 又 西班牙の 馬德 里て 發行 する 比律賓 人の 雑誌 ソ" ダリ ダットに も晨々 投書した。 ソ 

リダ タ ダット は 平等 又は 同權 とか 云 ふ 7- と を 意味し、 比 律 賓學生 中の 有力者が 之 を 創め 比島 人の 聲 

を 西班牙に 響かせる 機關 として 居った ので ある 其 頃 比島 官憲の リサ.' , 一 家 征伐が ます （-甚 し 

くな つて リナ， - 〃の 義兄弟が 病死した のに、 寺院で は 其 墓地に 之 を 葬る 乙と を 承知し ない 此男は 平 

生 頗る 信仰 家て、 寺院に 對 しても 善く 附け屆 をした にも拘らず、 斯樣 な不當 なる 取扱 をし さう 

0$ 比 ひ 愛國者 サ，^ ニー 三， 
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して 同時 ぼ 死ぶ だ 評判の 惡 ^男と 寺の 墓地へ 埋めた がサ f 〃ほ 彼の ソ リダ リダ ット 誌上 f 其 冤 を 

^ら： a\ 植民 大臣に 訴願 を呈 して、 此非法 を 正さう と 力めた けれども 何の 甲斐 もなかった 

モ. k ガ . 歷 史： 出. ■ 版 ■ 

タザ！ 牛1^千<:百九十年に偷敦を去った.- 理由 は 前に 言った P ストの 家に 三人の 娘が あ CV て ■、 其 1 

番 小い 娘が 頗る リサ 1 ルを 愛し、 日を經 るに 從 つて 翁々 其 愛 を 注ぐ 乙と が 厚くな つたの を" サ. • 〃 

は 感じ、 其 心根 を憐ん だが 大志 を 抱く 身で 有る から 結婚す るよう な考へ 無く、 遂に 紹介者の レ f ド 

-.. \ に 其 事 を 告げ 心 を 鬼に して 偸敦を 去った。 偷敦を 去って. 先づ巴 里に 行き、 暫く 滯 在中.' 倫敦で 

. 霧した モルガの 歷史を 出版した。 彼の 綿密なる 校正の ために 一 度 倫 敦に歸 つて 來 たが 恰度 其 時 原書 

が 外に^て 居って、 對 照す る？？ とが 出来ず、 若干の 誤脫 が出來 た、 彼れ は それ を 遺慽 とし 後日 細か 

，に 訂正して 卷 末に 附 したと 云 ふこと である。 巴 里に 於て は 彼の 畫家 フワ ン* A ナの 家に 屢々 出入し 

て舊 交を溫 めた 其 時, ナの 細君の 金 蘭 簿に比 律賓の 昔話 『猿と 龜』 の 話を畫 いた 彼ば 又 此の 猿と 

龜 就が 日本の 猿と 蟹の 話に よく 似て 居る と を奇な 6 とし、 兩 者を對 比して 前の ト A ブ f ナ.' と 



云ふ雜 誌に 投書した に 

リ ，，"， 猿 ■ と： 龜 の 話，. 

- 昔々. 猿と 龜 とが 有って、 或日パ ナナ の 樹が河 を 流て 來 るの を 一 所に 見 付出して 捨ひ 上げ、 暫く は 

互に 取合った が、 猿が 智慧 を 出して、 何處 からか 鋸 を 持って 來て 二人で 之 を 引 切つ.？ i、 さぅして 

猿は頭の方を取り龜は其根の方を取-^、 各々 之 を 地に 植ゑ たが、 猿の 方 は 間も無く 枯れて、 龜の 

方 は 着 S た、 暫くして 龜は猿 を 訪ねて 樹の事 を 尋ねる と 猿 は 其 枯れた 事 を 話して 悲ん だ、 龜は自 

分め 方で は 好く 着いて 澤 山の 實が なって 居る が 木登りが 出來ず 眺める ばかり だと 話した、 猿 は 腹 

の 中て 大 S に 喜び、 をれ では 一 ッ 自分が 行って 取って やらう と、 直ぐに 龜に 同行して 見る と、 黃 

金色の實が房々と成ゥて居る、 猿は素ょ，.^木登.^の銘人、 早速 木に 登って 實を ちぎ 6 獨 りて 甘 さ 

ラに 食べる、 龜は 下から 涎 を 流して、 見て 居る が 何程 賴 でも 猿 は 1 個 も 落して くれぬ 

龜は 大に憒 ほつ， が 仕方が無い、 不圔 1 計 を 案じ 木の 傍に 落ちて ある 椰子の 中に 隱れ て、. 猿の 降 

,9 來 るの を 待って 居た P 猿 は龜の 姿が 見えない のて、 立 去った ものと 思 ひ、 木から 降って 來 ると， 

第 七 章 比 律賓の 愛國者 リサ. 'ル 二】. 五 
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椰子が 有る ニ寸尻 毛て 其 中を搜 ると、 龜は 占めたと 其 尾に 喰 付き 其 先 を 喰 切った、 猿 は 驚て 飛 

上&、 椰子の 殼を引 くら 返して 見る と、 中に 龜が 居る、 捕まへ ようとす ると、 首 も 手足 も 甲の 中 

に 引 込めて 丸くなって 居る、 ゥッ カリ 觸 ると 又 喰 ひ 付かれる ので 猿は大 閉口、 さ 5 して 尻尾の 傷 

が 痛くて 堪ら ぬ、 藥を 掠へ て 着けようと 思 ひ、 藥研を 持って 來てゴ リゴリ やって 居ろ と、 龜は何 

の 音 だら うと、 そ. つと 甲羅から 頭 を 出して 見た、 猿 は 目敏く 見つけて 飛つ き 其 頭 を 捕まへ て 持 上 

. げ、 海岸へ 持て 行って 海の 中へ 拋 6 込ん た、 龜は 海が 家 だから 少も 驚かぬ、 猿さん 大きに 御苦勞 

と 云って、 笑 ひながら 海中に 影を隱 した 

再， 度 1^ を 訴 ふ 

リサ I 〃 は 巴 里から 再び、 馬德 里に 行った、 それ は 更に 一 ッ の 災難が 雨 親に 降， 9 掛 つて 來 たからで 

ある、 其 災難 は、 リサ f ル の 家が 力 ラ ン バ から 追 立てられた 乙 とで ある 元來 カラ ン \ の 家 は 父の 

所有で 無く 寺院の 所有地 を 借りて 居た のて あった 父 は 養鶏が 上手て あって、 澤 山の 鳥 を 飼うて 居 

つた 地主の 僭 は 鳥肉 入用の 度 每に使 を やって 我物顔に 其 鳥 を 取上げて 食 ふ 或 時 七面鳥，^ 貰 ひた 



いと 云 ふ 使が 來た、 所が 恰度 七面鳥が 皆 死んで 一 羽し かなかった ので、 是は種 鳥 だから 飽免を 蒙り 

たいと 言うて 使 返した 暫くす ると 再び 使で、 鳥 を 渡さなければ ひどい 目に 會は せる どと 威嚇 か 

した 老 リサ，. 〃はもんな 威嚇に 驚く やうな 人で はない から、 をれは御無现_^;1上る乙とはは出來ま 

せんと 斷然斷 つた、 さう すると 果して 報が 來て其 翌月 借地料 を 一 倍に 引上げられた、 それ を默 言つ 

て拂 ふと 其の. 翌月 は 又 倍になる と 云 ふやうな てと で 到頭 我慢に も拂ふ fj とが 出來 ないやう になつ， Pi 

そこで 地代の 支拂 を拒絕 しなければ ならぬ やうな 乙と になった が、 坊主 は大に 怒って 之 を 官憲に 訴 

へ. た。 其 頃 同樣の 無法が を こらに 澤山行 はれて 居った さう で、 多くの 農民 は クサ.' グ の 父の 强 硬な 

る 態度に 勢 づき 地代の 支拂 を拒絕 する ょラ になった 其 時 の 太守 は ヮ イラ I 將 軍と-云 ふて 、 後に 玖 

瑪に 行って 大虐殺 を 行 ひ 米 西 戰爭を 惹起した 亂 暴で マ 名 『肉 切り ヮ イラ I』 と 云 ふ 位な 男おから 

太い 百姓 めら だと、 忽ち 一 隊の兵 を カラン パに繰 込み、 地代 を拂 はぬ 奴等に 盡く立 返 を 命じた リ 

サ.' 产の父 其 他の 村人 は據 なく 之 を 高等 裁！： 所に 出訴した が、 官憲 は 總督の 命を强 制し、 約 十五 萬 

ぺソ化 當る財 產を破 壌した が 幸に して リサ 1, の 家 は 湖水の 附近なる P1 スパ 一一 ョ スと 云ふ溫 泉の 出 

る 所に 地面 を 持って 居った から、 其處 に移轉 して 行った が 多くの 者 は 家屋 を 奪 はれ 途方に 暮れた 

第 七 章 比 律 の 愛國者 リサ ー ル ニー 七 
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ぇサ I ^ は馬德 里に 行 つ て 植民 大臣に 此 事を訴 へ たが 遂に 何等の 効能 もなか つた。 

決 . 闘 の 申 込 み 

此時 TK リツ ドで レタ ナと云 ふ 男が 新聞に 投書して、 リサ，'〃 の 父 は 初から 家賃 を支拂 はな S の だ 

とま ふた、 リサ は大に 立腹して、 豫て 決鬪は 殺人 同檬 な，^ と 云 ふ 持論 を懷 いて 居った にも 拘は 

らず、 此レ タナに 向て 決鬪を 申込んだ 彼 は大に 恐れて 自分の 言 ふた 乙と を 取消して リサ ー 〃 の 怒 

を 宵め， fiio 屢言 ふが 如く リサ，' だは 學者 にして 鬪爭等 を 好まない 人て あるが、 正義 心の 强ぃ 人で あ 

るから して、 許すべからざる 場合に は 奮然と して 起つ 人て あった 恰度 此 時分に ァ ン トー！ ォ* 〃ナ 

と 云 ふ 後に 將官 にまで 陞 つた 軍人が あった が、 或 場所で 或 婦人に 對 して 犬なる 無禮を 働 いた、 リサ 

r , は 之 を 見て 打棄 置く 可らず とし 婦人に 代り 決鬪を 申込んだ 〇 前の レ タ ナは劍 術に 於ても 射撃に 

於ても、 到底 リサ I だの 敵で ない 弱い 男て あった が、 今度の ルナ は 軍人て あるから、， 劍術も 射擊も 

リサ..〃 より は 上手で ある、 それに も 恐れず リサ， '〃は 毅然として 決鬪を 申込んだ が ダナの 方て 其 

過ち を 悔いて 事な く 相 濟んだ S うて ある 



馬 德 里に 暫く 滯 在の 後、 リサ.'〃 は 千 八 百 九十 1 年 巴 里に 行き、 巴 里よ 6 白 耳義の ガン 市に 行って 

此 年の 大部分 を、 ガンに 費した、 ダ ン は 巴 里よ， 9 も 古い 大都會 で 日本の 京都の やうな と で 有る Q 

此頃塽 太 利の ブ氺 メン トリット 博士 は リサ f 〃に 書 を 送，^、 マ レ I 、ポリネシア 語 を 研究し 其 語の 入 

用 ある 和 蘭に 永住した 方が 身の 爲に 善く はない かと 忠告した 然るに リサ.； だは 其 父母 を 思 ふ 乙 と 

が 深かった ので、 此 忠告に 從ふ 乙と が出來 無かった 此滯 在中 リサ I 〃 は曩に 著した 小說 『ノリ *メ 

タン ゲレ 』. の續 編た る 『フ イリ V ス テリ ス # 』 と 云 ぷ小說 を 書 S た 是は四 年 前に 歸國 した 時 稿 を 起 

し 足褂五 年で 出 來上ゥ たもので ある 此の 小說は 前編に も增 して 上 出來て 有る 其 小 說を誊 上げた 

後に 同年 秋 香港に 歸 つて 來て、 眼科 _醫 を 開業して 暫く 香港に 住んだ 所が リサ I ダ 一 族の 迫害 尙罷 

まず 姝の 子供が 虎 列拉で 死んだ 時に 惡 病おから 急いで 埋葬した の を 種に して、 寺院から 訴 へられ 夫 

婦 とも 故 鄕を追 出され、 他の 地方に 流寓 して 居る と 云 ふると を 聞いた それから 又 兄の パ シァノ は 

如何なる 罪で あつ. か 前年 ミン、 K. はに 追放され 此年 やう/ \歸 つて 歸 たのに、 更に 又 他の 家族の 

紫セ章 比 律賓， の愛國 者" サ 1^ ニー 九 
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一 人が 追放の 刑に 處 せられん として 居る と 云 ふ とであった すべて 是 等の 迫害 は リサ.' ル の小說 

に 原因す る ものであって、 僧侶 及 官吏 は 何とかして リサ. * ルを 再び 比 律賓に 誘き 寄せて、 ひどい 目 

にきば せて やらう と 云 ふ考を 有って 居った から、 彼が 香港に 來^ との と を 聞いて 又 一 の惡計 を 

企み、 母が 十五 年 前まで 用ね て 居た 名前 を 勝手に 變 へたと 云 ふので 姓名 詐稱の 罪に 問 はんとして、 

妹まで も 併せて 裁 刺 所に 引 張ら 出した ◦ , 

"サ. >» 〃の 父母 は、 ミれが リサ f ,誘引の目的て.ぁる^.-とを知って、 密 にタサ f 〃に 警告した、 そ 

てで リサ f ルは此 報 を 聞いても 香港から マ 二 ラ へ 出掛け 無かった 香港で リサ I ルの 最も 心 易く し 

たの は 彼の パサ であった、 パサは 西班牙 人で あ 6 ながら 寺院の 跋扈に 憤慨して 居る 人で、 震々 一 枚 

刷 fev の 文書 を發 表して 僧侶の 横暴 を攻擊 した、 僧侶 は バ サ の 背後に リサ！ , が 居る と 思つ て蟊々 リ 

サ！〃 を 憎ん、 たが リサ r 〃は 毫も 之 を 意に 介し 無かった 然し 此有樣 では 到底 故 鄕に歸 る rJ ともむ 

ゥ かしく 一 家 一 門の 苦痛 も 見る に 忍びず と 考へ國 外に 永住の 地 を 求めようと 思 ひついた C 恰度 其 時 

英吉利 人の ダ〃 リン 。フルと 云 ふ 人と 心.；！ くな CV たが 是は 香港に 於て 有力なる 醫 者であって、 北ボ , 

ネオ 會胜 に關 係の ある 人で ある 北、 ポル ネオ 會社は 恰度 其 時分 亞米利 加 人の 會 ft を 買收 して、 今の 北 



ボル ネオ 政府 を 立てた 時であった から" リサ." ルに勸 めて 彼の地 方に 比 律賓村 を祷 へて は何樣 だと 

言った を 乙て リサ，. ダは 翌年の 春自 から 北ボダ ネオまで 出掛けて、 細かい 調査 をした、 其 時の 計 

畫， は サン ダガ. ン 附近 キ ナパ タン ガン 山 下に 廣ぃ 地面 を 借 受け 比律賓 名物の 麻尼拉 麻、 カカオ、 椰子 

廿蔗等 を 植ゑゃ 5 と 云 ふの て 有った。 

自ら 死地に 入る 

千八百九十ニ年には^^サ.' ルの家族の 一 部 は 香港に 來て 同居す るる.^ となった が、 父母 は 香港に 來 

る^iとが出來なぃ、 然るに 其 時分に 比 律 賓總督 が 代って、 デス ブ ホ.' だと 云 ふ 人が 新たに 總督 にな 

つて やって 來た 此人は 頗る 自由 寛大なる 人物との 評判て、 着任 後、 其 治績 大に 見るべき ものが あ 

つた リサ r だは 之 を 聞き 大に 喜び 漸く 比律賓 人が 助かる 時が 來 たと 思 ひ、 デス ブ ホ，. ルにー * を 

送って、 大に其 德を稱 し、 太守 若し、 比 律 賓の狀 態 を 改良 せんとの 慈悲心 を 有し、 島人の 進言 を容 

るるに 吝 なら ざれば、 自分 は 進ん て 相當の 御用 を 勤め やうと 申し出て た デス ブホ ルは惡 い 人で 

はなかった かも 知れぬ が、 其 左右に リサ.' グを穽 れんと する 僧侶 官吏 等が 充満して 居た から、 時 

第 七 章 比 律賓の 愛國者 リサ ー ル ニニ 一 
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も 來れ， と考 ベて、 デ ブ ホ I ^ に 勤め？ 欺いて リサ. * グを呼 寄せる 手紙 を 害せた 勿論 其 手紙に 

は 生命の 安全 を保證 すると 云 ふ 文句 を 書 入れた、 リサ.' ダの 賢明なる 之に 欺かれた ので はない が、 

愛， 観の 情 禁ずる 舞 はず 危險を 胃して 歸國 し、 同胞の 苦 を 助けん と 欲し 香港の 家.^ 閉し妹 を つれて マ 

Jj ラ^ 向った 其 時に 萬 I を 瀘，^ 、 父母に 寄す るの 書 を 准， 9 又 別に 比律賓 人に 與 ふるの 書 を.^ 作って 

香港の 友人の 手に 殘 して 置いた、 其 父母に 寄す る 書 は 左の 通 ftN で 言々 皆 金玉て 有る 

父母に 寄す るの 書 リサ f ダ 

御 11 親 檬に申 上 候、 此 度の 歸國 は、 御 二方 檨を御 慕 ひゆ 上 候 私の 衷情よ 6 起.^ 候 ものに て、 其 結 

果 如何 は 今後 發 生す る事實 によ. つての み： 1： 斷 せらるべき 次第に 御座 候、 然し 前途の 吉凶 孰れに 相 

い 成 候と も、，， 私 は 悔み 申さず、 唯斯 くす る 事が 私の 義務と 信じ 候 故、 斯く 致し 候ば かりに 御座 候、 

從來 私の 所. 爲が御 二方 檬に 如何ば か..^ 御難 儀 相 褂候ゃ は、 私 も 熟知 罷在 候、 然し 毫も 其 所 爲を後 

悔は不 ft 私の 爲 せし 所 は 比律賓 人と しての 義務 を 果し候 まて なれせ、 萬 I 再び 過去の 數 年間の 日 

月 を 繰り返し 候ても、 矢張り 同 一 の 行 道 を 取る まてに 御座 候、 此度私 は 一身の 危難 を 顧みず 歸簡 



致し 候が、 此事 たる、 罪障消滅の 爲には 無 之 (私 は 平生の 行 何人に 比する も 無 1 過なる を 信じ 申 

候) 唯年來斯くせざる可からずと人に說き來，.^候と乙^<:を自ら赏行し、 義称遂-：：-の手本を示すま 

でに 御座 候。 

凡て 人た る もの は 義務と 主義の 爲には 一 命 を 惜しむ 可らざる ものに 御座 候、 私 は從來 比雞賓 島の 

將來 にっき 發 表した 諸の 思想お 今 も 確と 保持 罷在 候、 而 して 此 事の 爲には 死 も 甘し とすると ころ 

に 御座 候 若し 私の 一 命が 正義と 平和と を此 島に 驚し 候 爲に相 成 候 得 者、 一 層 喜びて 死し 可 申 候 

右の 如く 御座 候 故、 私 は 多くの i 非 無き 人 や を 救 はんが 爲に、 此 度の 危險を 胃し 申 候、 我 一 族 中 多 

勢の 甥 姪、 朋友の 有する 多勢の 子女 達 及び 朋友 以外の 多數の 人々、 皆 罪 無くして 痛苦 を 受け 居る 

：:^ 現今.. の 有樣に 御座 候 吾 は 何者 ぞと 自問 致し 候 得 者、 妻子 無き 單獨 の， 壯夫、 世事の 表裏に 於て 略 

通曉 致し 房る 人間と 答ぶべく 候、 過去に 於て 私 は 幾多 失望 致し 候 事 有 之、 而 してお 來は甚 暗澹に 

相 見え 候、 若し 比律賓 の現狀 打破せられ 光明の 此 暗 を 照す Ni となく 候 はんに は、 將 來も絕 望に 終 

ら可申 候、 而 して 他の 一 方 を 眺め 候 得 者、 希望と 动名 心に 富める 人々 澤 山に 控へ 居候、 此人等 は 

私 死し 院得者 大滿足 大喜悅 にて 多分 唯今 苦しめつ、 ある 多数の 善人 を釋放 致し.^ 申 候、 此の 人々 
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の 惜惡は 大部分 私の 此 世に 在る が爲に 御座 候、 從 つて 御 兩親樣 及 私の 親族 等の 此 世に 在る AJ とが 

彼等に 取 6 厭 はしき 乙と に 御座 候 

されば 若し 此行 不運に 終ら 候 は i -、 私 は 潔よ く 此世を 去 ，0、 御 二方 檬の 御難 儀 を 除き 可 頃 候、 私 

無き 後 は 何卒 故 鄕に御 歸り被 遊、 安樂に 御 幕し 被 遊 候 やう 祈 望 仕 候 

返へ すく も 御 二方 様の 御 事 は 私 命 終の 其 瞬間まで 心に 掛け、 何卒 永く 御 好運に 幸 多き 日 を 御 送 

ら 遊ばされん と を 念じ 居り 可 申 候 C 

. -サ ー かの 投獄 

香港 駐在の 西班牙の 領事 は リサ f ル に 旅券 を 交付す ると 同時に r 宗敎及 官府に 對 する 罪人 は 首尾よ 

く陷穽 中に 落ちた」 との 電報 を 總督に 向けて 發 した リサ f ルはマ 一一 ラに 着す る や 直に 總督を 訪問 

し、 施政 上に 闘して 意見 を 開陳し、 冤枉に 泣く 一 族の 爲に辯 解し、 總督は 略 彼等 を釋 放す るの 約諾 

を與 へた、 ジサ. 'ル は尙. 逃んで 總督 との 間に 十分の 理解 を 得 やうと したが、 丁度 其 時 舊敎の 大祭が 

有って 籍督が 忙しい のて 暫く ffl 舍を 旅行して 其の 手隙になる の を 待つ 乙と に， 4 た 



時 マ 一一 ラに は舊敎 徒の 縑ふ メ， 'ソン 組合が、 段々 盛に なって 其 會堂も 建てられて 居た、 リサ. 《A( 

は 素よ. メ ソ ン 互助 組合の 會 員て あるから、 其會 堂の 集會 にも 出入し、 旅行の 道 伴と して メ r ソ 

ン會の 幹事 二人 を 同行した、 官憲 僧侶の 方て は是ど リサ！〃 を 捕縛の ロ實を 作る 好機 會と、 密かに 

傑 偵 を 一 行に 附 して 一 擧 一 勳を 偵察し、 其 交る 人々 の 家庭の 有樣を 調べ 、 秘密 文書の 有無 を 取調べ 

た。 

. ^サ. '〃が マ 一一 ラに歸 つて 總督 に面會 すると 彼 は 第 一 に ボル ネオ 移住の 計畫 を拋棄 する 考を 有せず 

やと 質問した、 リサ. '^は 地主と 借地 人の 間の 不和 を 指摘し 移住 策の 已む 可から ざる 言を說 いた、 

之. 聞いた 總督は 俄然 態度 を 一 變し 手文庫から 一 個の 紙片 を 取 出し、 是に覺 が 有らう と屹 となった 

リ サ f ルが 其の 紙片 を 取上げて 見る と 『憫然なる 和尙 連』 と 題す る チ ラ シ て 有る 、 是はパ サ の 家に 居 

た 妹が 荷 造らの 際何氣 なく 其處に 在った 紙片 を 手荷物の 中に 押 込んだ ものに 相違 無い、 總督は リサ 

1〃 に 向； 3 是 は稅關 吏が 汝の 妹の 手荷物 中から 發 見し^も ので 有る、 此の 如き、 誊類を 密かに 輸送 

する からに は汝等 は今猶 不達の 心を藏 して 居る に 相違ない 此不屆 者と 云 ふの て、 リサ.' ルの辯 解 も 

聽 かば そ 副官に 命じ サン チヤ ゴ 城の 政治 牢獄；^" サ f グを 投じた 

0$. 比. 律 賓の愛 1# リサ！^ ニニ 五 



第セ聿 比 i: 賓の 愛國者 リサ ー, 鲈 ： ニー 1 六 

••. ダ ゼタ ン ： の 配 - 梳.、 ， ， 

リサに K を 獄に投 ずる や 否や 総督 は 其 官報 全面お 費して ジサ f ダ 投獄の 已む を椁 さる こと を 述べ、 一 

之 を 格 律 賓^ 島に 配布し、 一同 時に 香港 市中に 散布せ しめた、 香港の 寫, 新聞 は大に 總督の 卑劣 手段 

ビ 攻撃し、 > ,1! ラ駐在の英國領事は..^サI vの如き學者.^.英國&權の，及ぶと^Jろから翁びきmだ•レ 

-故無く之を投獄するは西班牙のニ 大 不名譽 なる を 指摘し、 總督に 反省 を 求めた が 彼ば 空嘯いて 蒙み 

なかった、 而 して 暫の後 リサ r ルはミ ン ダ ナオ、 島の 北海 岸に 在る ダ ピ タン の 僻村に 配 .i<i せらる、 事 

とな づ たる リザに， ルの 流された 、ダビ タンと 云ふ處 は、 今日で も 平常 は 沿岸 航路の 船が 寄港せ ぬ 位の 

小 港で、 其 近傍に 村落 は 有る が 住民 は 程度の 極 低い 土人で ある 但し 此處 にも ゼ スュ イツ ト敎會 の 

寺院がぁって當時は若干の西班牙人が居..^尙又近傍を支配する郡長が居^o リサ I ぺがダ ピ タンに 

*«ぃ た 時.、 郡長の 世話にな さか 寺院の 世話にな るか 二者 1 , ^擇 ベとの とでお つたが、 寺院は^^-サ 

ト〃 を 紐 ふる rJ と を拒絕 したので、 郡長 力〃 一 一 セ t-の世話にな，《^、 1, 先づ ダビ タンに 落 付ぎ， 暫ぐ 

して、 其 所持金 を 以て 近傍の タ" セ f 村に 小さき 地面 を 買 ひ 萱葺の 家 を 建て 眼科. t, を 開業して 永住 



： へ， の 計 をな し. 所が 彼が 眼科の 名人た る こと は 比律賓 以外に 4® えて &た爲 k 鑒々 富有なる 病人 は 

遠方から 尋ねて 來て治 を 乞ひ澤 山の 謝 禮を置 S て 行く、 中に 二人の 英人 は. 五 首 ぺ， ソの犬 金 を リサ ：1 

；ん. に 贈った" リ サ は 其以： 前 かち 近傍の 兒童 二十 人ば か 6 を 集めて 學校を 創め、 英語 西班牙 語 及 

び數 學を敎 える てと を 曰. 課と して 居た、 但し 據 るべき 書物が 無い のて 敎科誊 もす ベ て 自作 ぞ あつた 

, 彼 は 又 其 傍、 に兒 童と 共に M 蟲を驚 集し、 兒童 等に 敎 えて 標本 を 作らせ、.. それ を. 獨 逸の 博物館に 送. - 

其の 逮禮 として 誊 物と 科 學敎授 の 材料と を 貰った、 此時 リサ r V が 集め^ 爬蟲の 中には 新種が あつ 

て、 リサ の 名 を 付けられて S る、 ドレス ダンの 博物館 長 ドク ト〃、 へ ラ r; と 云 ふ 人 は 大にリ サ 

r 〃を 敬愛 1 る 人であって、 遠方から 此. ダビ： タンの 流人の 篇め 種々 の 便利 を與： へた？) 

し. 配- 流 ■ 中い . の - 仕 、 事 

； すべ.： て 偉人 傑 ±« 如 被なる 處 に 居っても 必ず 其 知 德を發 揮し" 同胞を利益す：^0仕事そなす7^,めてぁ 

へる、 近く は 我 杏田 松 蔭 西 鄕南洲 が 幽懷流 醜の 中に 爲し， た 仕業 を 見ても 分る、 . ^、サ 1〃 も 亦 其の 通お 

, で 第 I に 右の 學校， を 建 て 第二に ジ， ダ , ュ イット 寺院の 坊さんが 竹の 梯子段 から 落ちて 怪我 を の を 

. 第 七 章 . 比 律. 賓の 愛國者 リサ！^ ニニ. 七 



笫七章 比 律賓の 愛國者 リサ！ か ニニ 八 

見て" 直ちに 學 校の 兒童を 率 ひ 貝穀を 集め、 之を燒 S てモ V タル を 作..^ 竹 階 を 石 階に 改造し だ 

第三に は 同じく 兒 童と 共に 小川に 石堰を 築き 其 水 を 引いて 家內の 使用に 供し 其餘. = 'て 游泳 稽古の 溜 

池 を 作った 海に は 鰺が 居る から 幼時の 師 サン チ H ス 法師 之 を 聞き、 マ テラから 來訪の 時 あ 土産，^, 

して. - 鳳 量 機械 を 持 CV て來 た" リサ，' ルは 直に サン チ M ス其 他の 僧侶と 共に 近傍 土地 を 測量して 一 

層大 なる 水道 を 造った 第 四に は 彼の 英 人の 患者が 贈った 謝禮 五百ぺ ソを 村に 寄附して 街燈 を點じ 

文明 都市の 雛 形 を 港へ た、 水道 は、 後日 来國の 比雜賓 政府の 手に 收め 地下水 を 掘って， 水量 を增 し、 

完全なる ものにして リサ. 'ル Si 念の 一 事業と した 第五に は 又 山間 や 林 中 を 俳徊す る 序でに 古跡 を 

探 6 此 地方の 先住民 ま 族が 甚督敎 に 化せられた こと を證 する 遺物 を も m 集した、 第 六に は學 校の 

生徒に 地理 を敎 えんが 爲に、 サン チ H ス と共に 比 律 賓全體 の 凸面 圖を 平地 上に 作り 創めた、 其 ミン. 

ダ ナオ の 部 は 出來上 つて、 今 も 其 處に殘 つて る 第 七 はジシ ュ イット 寺の 尼僧 禮拜 所の 祭壇 改 

作で、 リサ，', は自 から 祭壇の 廻り を 飾る 所の 力 I テンの 畫を 書き、 其 序でに マ 一二 フ から 油 繪の繪 

の 具 を 取 寄せて 尼さん 達に 繪畫 を敎 えた、 それから 本尊の マリヤの 像は罄 女が 蛇の 上に 立ち 蛇 は 林 

擒を厢 へ て 居る 形で ある、 其 首 は 新しく マ 一一 ラ から 輸入し、 其 他の 部分 を リサ f だ， が 尼さん 達と 共に 



> リサ.！ グ 自ら 立像の 足と 林擒と 蛇の 頭と を 彫刻した、 第 八に 此 地方の 幼稚な 漁 魚 法 を 改良す 

る 爲に、 故鄕 カラム X から 網 を 取 寄せて 漁具の 改良 を 行つ， 第 九に 又 マ 一 1 ラ 麻の 輸出 を獎勵 して 

麻 引 機械 を 亜米利加から 輸入して、 自ら ュゼン ト となって 之を擴 めた 

リサ I ルは斯 くの 如くして、 地方 を 改良す る 間に も 其 平生の 嗜みを 忘れず して r 予の 隱粞』 と 云 ふ 長 

篇 の 名 詩 を 作って 近傍の 風 i を 賞した、 其 詩の 題目と なった 處は、 後に 米 政府から 買 上げて 公園と 

なって 居る 菅 公の 都 府樓 にも 比すべき 美談で 有る 

. 流人の 結 婚 

流人で は あるが" サ！ だは 眼科 醫で相 應の收 入が 有る から 金に は 困らぬ、 其 所へ 父 不思議に も マ 

"フの 富籤が 當 つて 中々 金 持に なった、 或 時 マ 二 ラ から 來た 船が 檣 頭に 何 か 旗 を 立て.^ 入港した、 郡 

長 は大肅 め 御 出 だら 5 と 思って 迎に 出る I、 何 計らん 富籤が 自分と リサ i 〃と 今 一 人の 西班牙 人 

とに 當 つて 居る と 云 ふ 乙と で、 大喜び 大笑と なった 

. 其， よ.. 6. も 不思議なる は此 ダビ タ ン の 片田舍 で リサ は 闥らず 終生 を 契る 婦人に 出會 ふた、 始め リ 

-■0$ 比 律賓の 愛圃者 リサ！^ 二， 二 九 



第 七 章： 比律濱 の 愛國者 リサ- ル 二三 

き.. 1 ル， 香港で 開業 中 患者の」 >< に 米國人 トウ ？ァ I と 云 ふ-^ が あ：. CV た、： 此人は 香港の 消防隊に 屬 し.、 

ギ X. ブ 師， 翁め，.？ 優し S. 勇敢 a 人で 曾. H 溺死せ 一ん. とする 西班牙 人 を 救って 義勇 賞牌 を 贈られた 

.fi^^f i 君 も 亦 同情 の 深 い： 女で、 或 愛蘭 婦人が 失に. 死別れ" ：， 大勢 子供 を 抱え セ： 困 つ： て 居る： の： 

を 鬼 V 其. r 入 ざス ヌ： ケシ： を 養女に した リザ：，... ut 國 後此， 米 まめ 眼病が 翁 や It くな & 香港の 醫師で ： 

は 治. も あるで 其 娘が 比 律賓の 名醫に 今一 1 §て貰った^»が^^ぅと勸めたので、 トウ rv ァ.' 

も其氣 になら 妻と 養女と を 伴れ て ダビ タンに 來た、 暫く 滯 在して 居る 內 に.' 此 ブラッケンと 云 ふ 娘 

が リサ.. -ダ 愛し,^ サ f グも 遂に 其 心に ほおされ、 且 最早 自己の 鄕 國に對 する 務を 終った と 云ふ考 

か 結婚す、 る氣： にな CV たが、 正式に 結婚す るに は 寺の 許可が 入る、 ゼシュ イット 寺の ォ f パク 和尙 

タサ >.:v は 動めて 懺悔 文 を 書かせ、 本. 3 に. 送らう とレて 居る と NTH: に 急に 變 事が. 持 上， CVV- 中止に な、 

っ，カ0； 何故 中せ した かと. 云 ふに 彼の 盲目の トク フ ァ f 氏 はダ。 ヒ タン： に來る 途中 マ n ラで其 生みの 娘： 

を 西班牙 人に 嫁 t 養女の 方 を 杖柱と 賴んで 居. {ii のに 此處 で、： 又 娘が： リ サ f ル に 嫁す ると 聞 % て 浮世 

を ぼが 一な み： 剃刀 を以ズ 自殺 を 企てた、 幸に リサ に發 見せられ V. 抱 止められた 爲 生命ば 無事. であ 

おが、" 41 婚は 見合せ ね 拭 *5 ら^ - ブー フッケ シは 養母 i 共に 急に， 盲目め 父 を 香港に # れ歸 つお 



ヌナ I 〃 は實 id 其 以前 眞實の 愛人 を 持て 居た、 レオ ナラ • リベラと 云って、 彼の 從 妹て 有る、 其 時 

年 僅に 十五で 娘 もタサ f だが 大好きで 有った 〇 リサ ，だ は 歐洲遊 學前此 女と 結婚す る考で 有った が 

顿人共 餘.^ - 年少な ので 父母 之 を 許さず、 リサ. f \ は 心 を 後に 西班牙に 出掛けた ので あ CV た 所が 其 

娘の 1 親. 達 はリ. サ V が甚 おく 僧侶から 縑 はれ H^: 居る でと そ 知つ 七、 リサ.， > に； 嫁す るの は危險 だと 

思 0, セ.， 娘の 心 を 他に 轉 ずる ェ風 をした。 リサ f A は 西班牙から 度々 娘に 書 を 送った が 父母 は それ を 

隱 て. 娘に 與 へず、 娘が 手紙 を 出さう とすると 之を發 送せ ずに 藏 して 置く、 其 所で 二人の 交通が 

縫え- \ ^互 疑って 居る と M ろへ 或. 英人 技師から 此娘を 懇望して 來た、 兩親 は是. れ 幸と 百方 娘.. を. 說き. 

勸. め si* 人の， 妻. にした 娘 は リサ t A が 他に 心 を 移した ものと 思 ふて 父母の 命に 從っ， f^o リサ， 'ダ. 

は. 西班牙. から 歸. CV て來： た 後 娘 は 此顚， 末 を 知.^ 大に 泣き 悲み、 せめて は リサ f A の 手紙 だけで も 貰 ひ 

た.. やと 父 たが、 人の 妻^る ものが 然樣な もの を 持つ は 宜しくない と牝 られ、 それなら 手. 紙 を 

禁 灰： 收 して： 渡して 下されと 職んで、 やう やう 其 灰 を 貰 ひ、： 之 を 小さな 蔡の 箱に 入れて 傍 を 離さ 

第セ津 比 律 愛國者 リサ.. -ル 二 HI 



第セ章 比 律 貧の 愛铜者 リサ. 'ル 二三 二 

ず 持て 居た と 云 ふ 事て あつたが 落 膽の餘 らか此 女 は 間も無く 病死して し， 《 つた 

"サ I 〃の 第一 小說ノ リメ • タン ゲレ の 中に 出る マ リア クララと 云 ふ 薄命の 佳人 は 材を此 娘に 取つ 

て 書いた ものて あって、 v-^r ク， は 自分の 事 を 自分の 小說に 書いた のて 有る 

斯く 結婚に 不運なる リサ.'^ は 今復た 僅に 愛情の 端緖を 解かん とした. ケラッ ケ ンを 失って、 再び ダ 

ピ タンに 淋しき 月日 を 送る とに なった が、 幸に して ト f ファ の. 心が 香港に 歸っ， て 後に 案ら. いて 

養女の リサ. 《 \ に 嫁す る 乙と を 許した ので、 彼女 は 再び 比 律 賓に來 り先づ リサ！ , の 父母 を訪 ひ、 

然る 後に ダビ. タンに 來た そこで 又 再び 結婚の 手續 をす る rJ とに なった が、： #時§ 法律が 發布さ 

れ 僧侶の 立會を 要せず L て 結婚が 出來る やうに なって 居た のて、 父母の許 諾を經 て、， 二人 は 嫁に 夫 

婦 になった、 間 7^ 無く ブラ ッ ケ ンは懷 孕した が 月足らずの 出 產で其 子 はとう/ \ 育 .5^ 無かった 

.9 サ I ^ 妻 を 疑 ふ 

此 ブラッケン はな か/ {\ 信心家て、 魔々 寺院に 參詣 する、 其參詣 が餘り 頻繁な ので リサ I ゲ は不圖 

心に 疑 を 生じた、 考 へて 見れば 自分に 對 する 警戒が 極めて 厳重なる にも拘らず、 此女 だけ は 何時も 

容易に ダビ タンに 來る とが 出來 る、 是れ 或は 坊主 等の 廻し 者に は 非る か、 油斷 はならぬ と 思った 



， 



とこ 1^ から 暫く は 夫婦の 中が 甚だ 冷やかであった、 所が 或 時 リサ，' k は戯に 背後から ブラ グケン を 

嚇 かした、 ブラッケン は キヤ ッと 叫ん て 逃る はづ み、 うつ 伏しに 倒れ 頭に 大 怪我 をした、 早速 手當 

して 治した が、 リサ f 〃は 之を氣 の 毒に 思 ひ 其 後 は 妻に 對 して 元の 如く 愛情 を 注ぐ ミと になった。 

ブラッケン の外此 配所 を 尋ねた 女 は 母と 姉妹 だけて 官憲の 許し を 得 時々 ダ ピ タン に來て 逗留した 此 

時分 * の 眼病が 複た 重くな つたので リサ I 疋 は 一 生 懸命に 治療した が、 母 は リサ！^ の 言 を 守らず 

養生 を 怠る と ろから 其 眼病 は 遂に 全治に 至らなかった リサ f ルは此 時 初めて 醫者は 自己の 骨肉 

を. 治療す 可らず と 云 ふ 格言に 深意 ある と を. 悟った と 言って 居る 

カチ プ ナ ンに 賛成せ ず 

-斯 くして 足掛四 年の 歲月を 送って 居る 內に、 リ -サル の 友人 は 二度まで も彼ケ 救； 333 さん Ni と を 計 

畫 した 彼に 向って そっと 船 を 海岸に 近け， るから、 小舟で 漕ぎ出して 海中に 飛込め、 さう すると 溺 

れる. 人 を 助る やうに 見せて、 香港まで 連れ 返 かう と 云 ふ とであった が、 彼 は 左樣な 策略で 脫 出す 

る と を 好 ない、 二度と も 之 を謝絕 t た ところが 此處に カチブ ナンと 云 ふ 秘密 結 ft が 有る マ 

笫セ章 比 律賓の 愛阈者 リサ，' か 二三 三 



第 七 章. 比 律賓の 愛國者 リサ！ ル ニミ 四： 

或 船會敏 の 書 ii ポ ュ フアシ ォと云 い ふ 少年 リサ， -A 入獄の 前から 佛國 革命 史を 讃んて 大に感 

蜜し、 箪政は 血 を 流さねば 成就せ ずと 信じ、 リサ I ルの 入獄 を 機と してよ，^. f\ 不平 家 を 語ら ひ叛 

怖お 起す 企. を. した >.. 此カ チブ ナンが 四 年間に 頗る 發 達して 其黨員 全島に 獮漫 し、 何時 にても 事 を 起 

得る やき m お, つたが i 首領た るべき 人が 無い、. ボ 二 フ ァ シォは リサ， I だ の 人望の 盛な の を 見て 何 

とかして 彼 を 首領に 戴かん といろ （- 手段 を 廻らした が、 リサ、 -ルは 之に 應 じない、 遂に 一人の 仲 

間に 眼の 患者 を 連れさせて ダビ タンに 遣り、 密に リサ. -〃 を說 かせた と 乙ろ、 リサ I ダは 平和 手段 

お 「改革 を爲し 遂げん とする 考て 有る から 斷然之 を 拒絶した、 使が 失望して 歸みボ 一一 ファ シォに 

i お 報 t した.^ ボ. 一 r ファシ ォは眞 赤に なって、 腐れ 學 者の 臆病者 何の 役に も 立たぬ 好し 最早 彼 を 

引當ゅ はせ^と 怒 0. たさう であるが、 官憲の 方で は 矢 張 ，0, リサ f だ を 疑って 居た。 

. 配處 より 從 軍の 願 

斯ぐ. する 內に 彼の 填 太 利. のブ \ メ ント リ ッ ト 博士から 手紙が 來. 其 中に 昨今 西班牙 は 孰瑪の 叛徒， 

を 征服 中で あるが、 其 兵士 中に 多数の 病 者 を 出して、 軍 醫が缺 乏して 大に a つて 居る と 云 ふるとが 



書い.. あ ©; たや リサ.， ふ. は 之 を 見て 大に心 を 痛め、 出來 るなら 從 軍して 一人で も 其 病人 を 助け 力 

ま 参べ： 總督： お. 询. ゥ V- 其. 旨お： 願； 3. 出で た 時の 總督ブ ラン コは リサ. -氷 の 本心 を 疑 ひ、， 容.^ に 之 を 許さ 

無. かつ： おが、 西班牙 7^ 好く， -\ 困つ て 居た と 見えて 遂に 其 願が 聞 屈 けられた G リ サ f ル は大に 喜ん 

V. 大急ぎで 其： «事 を取ケ 片付け、 妻と 幼い 姪と それから ダビ タ ン の 若者 一 兩人を 連れて 久し振りて 

マ， ララべ 鰭って 求た。 

此時 彼の カチブ ナン は 島中 諸 所で 騷動を 起した ので、 マ ラの 政府 は 斷然之 を鎭壓 する 乙と 化 決し 

先つ 其の 會 中の 重なる 人間 を捕縳 中であった、. 坊主 達 は リサ！〃 を も 其 仲間に 羅 織し やうと 力めた 

が 素よ.^ 潔. 0© タサ I , であるから、 之： を 罪する ロ實が 無い、 彼の 乗船 は 西班牙に 向って マ， 一一 ラを 

出發 した， 然し さう 云 ふ 不穏な 際で あるから 歐洲に 到着す るまで 船中に 如何 やうな 事が 起る か 分ら 

ぬ、 同船した マ 一一 ラの 富豪 fl ズ ス は新嘉 坡で脫 船して 行方 を晦 ました、 さう して リサ！〃 に傳 言し 

* く 船 を 去れ. と勸 めた 是れと 同時に 偷敦に 在る リサ！ , の 友人 は、 リサ.' V が 御用 船て 西班牙に 

來る -9 云： ふ M と を 聞. いて、 時で そ 來れ， 9. 彼 を 救 ふべ しと、 數人打 寄らて 相談し、 船が 英領の 港に 碇 

泊. a 居る M は英國 の； 法律の 下に 在る から 人身保護 令 狀のカ を 以て リサ ー 产を 船から 取 出さう と計畫 

華4^¥. 此律賓 の. 愛 観 者 リサ：！^ 二 M 五 
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し. f-c そして 其の 計畫 は新嘉 坡て實 行され る 手箬て 有った と 乙ろ、 不幸に して リサ I ルの乘 船が 西 

班 牙の 兵士 を 虞せ 御用 船の 旗印 を 立て V 居った 爲に、 英國法 を 適用す る 乙と が出來 ず、 船 は リサ.' 

-〃 を载せ 力，^、 西に 向り て 出帆した 

9 サ ー ル又辅 へらる 

一方 マ 产ラ では クサ I ルを逃 したの を殘 念に 思 ふ 官吏 僧侶 は、 ブラン コに 代って 新たに 總督 となれ 

る ボラ ビュ ハ に 向って 運動し、 カチブ ナンとの 關係を 捏造して リチ I 〃 の 捕縳を 迫って 已ま 無い 。而 

して 其 運動 は 段々 猛烈に なって、 之お 許さなければ 總督 自身の 地位に も關 する やうな 有樣 になった 

ので、 ボラ ビ H パ は 心 弱く も リサ f 〃捕縛の 命令 を 下し、 其 命令 は 彼の 船が ス H ス の 港に 居に 時に 到 

達した 然！ 途中で 上陸させる 譯には 行かぬ から、 船 は尙西 行し 西班牙の パ I セ ロナに 着いた 西 

班 牙 政府 は總督 から の 電請が ある のて、 直ちに リサ I だ を 捕へ て モント フィ 城と 云 ふ 政治犯 人 を 入 

れる 牢獄 化 投じた 所が 奇なる かな 其 牢獄の 長官が 四 年 前に リサ I ルを 欺いて 捕へ た 前總督 デス プ 

ホ f ル であった 斯 くして リサ t 〃は 折角 人の 爲め 世の 爲 めに 盡さ うとの 願 ひも 水の 泡と な，^、 再 



び マ 一！ ラに送 i 返されて、 千 八 百 九十 六 年 (明治 二十 九 年) の 十一月 三日に 再び. 比 律 賓の土 を 踏む る 

とに な つた、 さう して 相 も 變らず 元 の サン チヤ ゴ の 牢內に 打 込まれた 

. 死 刑 の 宣 吿 

斯う なれば 彼の 蓮 命 は旣に 定まった ので あるが、 惡人等 は 更に 證據を 得 やうと して、 .^サ. ..'ルの兄 

を 捕へ て 拷問に かけ、 カチ ブナ ンに關 係 ある 事ヒ言 はせ やうと した と M ろが 兄 は 如何に 拷問して 

も 無 實の證 言を與 へない、 三日の 間 責められて 遂に 氣絕 する に 至った が 矢 張 6 注文 通.^ 種を與 へぬ 

そ Ni で 仕方がな い から 總督は 軍法 會議に 下して" ^ を 審問す る. てと にな つた、 リサ r ルは其 間 

にも 自己の 不名譽 を 救 はん 爲め、 十二月 十五 日に 『比 律賓の 同胞に 對 する 宣言』 と 云 ふ もの を 書いて 

之を鄕 人の 間に 送った、 其 書中に 自身 は 決して 何處 まても 暴力 を 以て 事，^ 爲 すと 云 ふ考を 有たぬ、 

比 律 賓人を 救 ふの は、 只 文明の 敎 育を廣 め、 其の 精祌を 改造す るに あるとの 事 を 言 ふた、 然るに 裁 

判 は 進行して 十二月 二十 九日に 至って 遂に 死刑 宣告 を 受けた 其 罪の 第 一は リガ フ イジ ビ ナと云 ふ 結 

職 を 捲 へて 謀叛 を圖る 事、 第二 は カチブ ナン 煽動 者と な つ て叛亂を起したと云ふ^JとでぁC^ た0 其 

第セ章 比 律賓の 愛國者 リサ ー か 二三 七 



第 七 章 比 律 貧の 愛國 者ず サ しか ニー 1| 八 

一 裁判 は辯讒 士を附 する t と を 許さず、 只靑年 士官の 內 から 一 人の 辯 護人 を 選べと 云 ふ とであった 

，そ, J て リサ ー だが 選び出し たのが 偶然に も 曾て リサ I 〃 の 保護者と して 又 朋友と して 忠誠 を盡 した 

ァ シ ド ラ r K の 弟て 有 つ .pr 此靑 年將校 のァシ ドラ I F は 兄 の關 係から 出來る だけ リ サ \ を辯讒 

しなが、 罪 は 初めから 定めて あるから 其の 辯 護 は 何等の 効力 も 無かった 9 , 

此 審問の 間 リサ は 常に 後ろ手に 縛られて 地上に 引 据えられ、 彼 を 憎む 西班牙 人 は 群を爲 して卖 

周 圍に立 廻，^、 罵詈 嘲弄の 語 を 溶せ 掛け 力が、 リサ.'〃 は 平然として 少しも 惡 びれ たる 樣を 見せ， な 

かつ- pio 

骨 肉 の 別- れ 

宣告が 終る と 彼 は 又 直ちに 獄屋の 中に 入れられ、 死刑執行 て 二十 四時 間の 猶 豫を與 へられた 其 

間に 彼の 家族 は 總督の 屋敷に 行って、 頻に 赦免 を 嘆願した けれども、 嚴 しく 拒絶され て 受付 けられ 

ず や 只 母と 姉妹と 妻の みが 面會 する N> と を 許された o 彼等 は 泣く/ \ 獄屋の 中に 行って 最後の 別れ 

をした 1 說に此 時 彼の アテネ ォで リサ.'〃 を敎 へた 和尙が リサ f .V の 彫. 刻聖 心 の 像を携 ベ . て 彼 を 



訪ひ、 熱 厶に說 きめて 懺悔の 文 を 書かせ > ゼシュ イツ 卜宗. ゆ 破門 を マ t しか ブラ ヅケン とみ 間に 正式 

，の 婚姻 式 をな さしめ， と 云 ふ 乙と て ある 此 事の 實 否よ く 分らぬ が、 ブラ ッ ケ ン，^ 神前で 誓を爲 した 

は 事實で 有る、 されば 恐らく リサ.'〃 は爲 すべき こと を爲し 果てた と 云ふ考 から、 あとに 殘 つた 父 

母 兄弟 等の 難儀 を 幾分 か輕 める 爲 めに 懺悔の 文 を * いたで あらう との 事で ある 兎に角 彼は是 等の 

人々 に面會 して 長き 別れの 言葉 を 交した 其 時 彼 は 獄中で 食物 を溫 める 爲に 使用した 石^ ラ ンブを 

筐 として 妻に 與へ、 英語 を 以て 極く 小 聲に其 中に 何 か 這 入って 居. ると 知らせた 

リ サ ー ル. 殺 さる： 

程無く 其 夜が 明けて 月 三十日の 朝になる と • 一 隊の 兵が 來て リサ ダ を パダン パ ャ ン の 刑場に 連れ 

出した 此日 リサ.'〃 が處刑 せらる、 と 云 ふ と を 聞いて、 西班牙 人 は 僧俗 共に 大に 喜び 多 數の人 

が 其 刑場の 周圍に 群集して、 情い 土人が いよ/ \ 殺される と 言 ふて 笑 ひさぐ めいて 居った ひどい 

奴 は 辨當を 持って 鍵の 上に 登り、 酒を飮みながらリサ..'ゲの處刑を見物したと云ふ^Jとてぁるo 

此時， 不思議に も 或 一 人の 寫異師 が 竊に處 刑 前の 光景 を寫し 撮って 保存され て 居る から 彼が 如何な， る 

笫. 七 車 比律资 の愛國 者リ. サ，' ル 二三 九 



第 七 章 比 律 喪の 愛國者 リサ 1^ 二 四 〇 

姿勢で 擊 たれた かと 云 ふ 乙と も 能く 分る 記錄 によれば 射撃の 兵士 は 態と 皆 比 律 賓人を 用； S 其 後ろ 

に大 部隊の 西班牙の 兵が 配列され、 若し 土 兵が リサ t だを擊 つまい としたら、 土 兵 諳共擊 殺さう と 

云 ふ 結構て ある リサ f ルは 歐羅巴 旅行 中に 買 求めた モ- 'ユング コ トを 着、 山 高帽を 冠って 後ろ 

手に 縛られて、 現に 彼の ii 念 碑の 在る 處 から 少し 右手に 在って 街燈の 傍らに 立った、 さう して 最後 

の 希望と して、 謀叛 人と せず 正面よ， 擊 たれ， f:! いと 云 ふ 乙と を 願 ふたが、 處 刑の 士官 之 を 許さず、 

何處 まで も 謀叛 人极； 3 にして 背後から 射擊 せしめた、 彼 は 後ろ手に 縳 された 手 を 擧げ、 指 を 以て 心 

臟の 位置 を 指示し つ、、 ドンと 放 たれた 了 齊射擊 の 銃丸 を 受けて パッ た，^ 倒れた が、 前に 倒れず し 

て 後に 倒れ、 西班牙 人の 方に 顔 を 向けた の は、 恐らく 何處 まても 諜叛 人たら ざる 事 を 示す 最後の 一 

心て あったら ラと云 ふ 乙 とて ある 

死 後 の光榮 

斯の 如くに して 比 律賓に 生れた 稀 有の 天才、 多藝 多能の 學者 にして 而 かも 愛 國の 志士た る リサ. 》 一 

植亭年 僅に 三十 六 歲て憐 むべき 最後 を 遂げた ので あるが、 何ぞ圖 らん 其 時 を 去る M と 未：^ 一 年 半ぶ 



ら ざる 千 八 百 九十 八 年 五月に は 彼 を 虐殺した 西班牙 人 は、 米國 人の 爲に此 島から 追拂 はれる 運命に 

なって、 カビテ の砲臺 を攻擊 する 米國 軍艦の 砲 擊は此 X グ ンパ ヤン の 刑場に 祝砲の 如く 轟いた のて 

ある。 リサ I ルの 刑戮 は 比律賓 人の 心に 甚大の 刺激 を與 へ、 ァギナ ルド 以下 多 數の靑 年が 干戈，^ 執 

つて 西班牙 人に 抵抗して、 世界に 比律賓 人の 寬 枉を訴 ふると 共に、 又 比律賓 人の 精神 氣魄 を發 揮し 

た、 其顚. は 人の 好く 知る 所て 有る 彼 死す るの 翌々 年から 其 刑死の 日 は 比 律 賓§§ ズ國 祭日 

として 記 念 せらる V ると になった の は 決して 偶然に 非ず 正に 然るべき 原因が 有る のて 有る C 實に欽 

慕すべき 俊傑の 生涯で 有る 

リサ ー ル. の 父母 . 

比 律賓の 愛國者 ホセ.'、 リサ. の 生涯 は、 初號以來六囘に涉，9略ぼ之を說き了った、 讀者若し^- 

れにょ-^て南隣の島國にも非凡の天才誠實なる改造家の有c^た^Jとを知.^、 斯る英 物 を 有する 比 律 

賓 人の 侮る 可らざる ものなる を 覺られ たなら ば、 記者の 目的 は旣に 達した と 云 へ る。 

然し 大凡 英物は 突然と して は 生れず、 其 血緣者 中^、 必ず 多少 類形の 人物 ある を 常と する リサ！ 

第 七 章 比律賓 の 愛國者 リサ a ^ 二, 一 



第セ章 比 律賓の 愛國者 リサ， ル 二 四 二 

ルに 於ても 其 父フラ ン シ スも 羅甸語 及び 哲學の 敎育を 受け (日本に て 言へば 舊幕 時代の 漢學の 如し) 

其 性質 は 剛直で 僧侶 及 官憲に 抵抗す るの 勇氣を 有って 居た 母 は 父に も 優る 學問 才藝を 有し、 家事 

の 外に 商事 を も經營 し、 其の氣象は男まさ-^で屢々官憲の毒手に苦められしも好く乙れに堪ぇた、 

米 國が比 律賓を 領有せ し 後 二 萬 五 千べ ソを 以て 其小說 ノリ *メきタ ンゲレ の 原稿 を 買 取らう と 申出て 

た 時、 其 金 を謝絕 し、 其 後 又 議會で 恩給 を與 へようと し. fii 時も嚴 然として 之を斷 はら、 我家の 法 は 

報酬の 爲 めに 愛 國を爲 す を 許さず と 云 ふたと 云 ふ。 古來の 史上 を 飾る 烈女の 風釆が 有る では 無い か 

此母は 信心家で あるから リサ I ルの 言動 を 喜ばす、 其 前途 を 心配し、 時々 あ 前の や 5 な 剛情 者 は 終 

^1 善くし ないどと 戒めた さう で 有る 

兄パ. 卞 ャ ノ " 

リサ f ダ の兄パ シ ヤノ は 大正 七 年 記者が 比 律賓に 行った 時猶 健全て 農業と 鑛 業に 從 事して 居た、 ク 

レ I グ 博士の 說 には此 人は才 rJ を 無 けれ 人物 は リサ I 〃よ トソも 大 なるとて ろ が 有る との 事て 有る 

n 十く m 野に 隱れ し爲め 人に 知られな いが、 リサ I 〃 の 最後に 捕 へ られ し時嚴 しき 拷問に 遭って 屈せ ( 



ず 遂に 其 弟 を 階る \ の 言質 を 官憲に 與 へず、 放されて 歸 つた 後 同 鄕の靑 年 等 リサ. -ル の爲 めに 憤激 

し、 城 中に 打ち 入- > 兵士 を 殺し リサ 1 ^ を 奪取らん とした 時、 靜 かに 其 銃器 を點撿 し、 不完全なる 

點を 指摘して、 事の 成るべからざる てと を 說き其 暴擧を 制止し， Pi と 云 ふ 事て 有る 其 後 米軍が マ 一一 

ラに丄 陸した 時 土民 等 所々 に 蜂起す る や、 彼 は 衆に 推されて 一 揆の 長と な，^、 直に ラグ チ全州 を 占 

領 して 自治 政 を 布き 其 執政の 間大に 農業 を獎勵 した、 比 律賓全 洲米國 人に 平定 せられた 時、 米 人 政 

府は各地方の自治體に其事業報吿を提出せしめ，J^と^J^C、 パ， シ ャ ノーの 報告が 群を抽 いて 條理 整然た ^ 

る もので 有。 たと 云 ふ 話で ある。 、 

リサ ー ル 夫人 の 其 後 

ジサ ル の妻ジ ヨゼフ イナ • ブラ ッケ ン， は サン チヤ ゴ 牢獄で 夫に 別る.^ 時、 リサ f ^から 所持金 は 

皆官に 取られる が f 後. 何樣 して 生活す る考 であるかと 問 はれ、 英語 を敎 へ て 其 報酬て 生活す るつ も 

らと 答へ た 夫の 死後 彼 は 香港の 養父の 許に 歸 つたが 間も無く 父 はも 死別れ.、 寄る 邊 無き 身と なり 

た. 時-、 比拿賓 セブ. '島人 ゲイ セン ト， • ァ V ドに思 はれ、 其 男に 再嫁し > セブ f に 歸っセ 英語， を敎 へ， 

^七 章 ■ 比 律. 賓 ひ 愛國者..=^ サ I ^ 1 一 四ヨ 一 



第 七 章 ぷ律廣 の.， 愛國者 リサ I ル 二 四 四 

米國 1 時代に なク てから 官立 學 校の 英語 敎師 となった 其セ. ブ .-V 英語. を 習 CV た 少年の 一 人が， リサ 1 

A の 遺志 を繼 承し 米 人 を 助けて 比 律賓の 改造 を 成しつ \ ある 現 下院議長 ォネメ 一 r ャ氏 ある は 奇なる 

蓮 命の 出會 ひと 云 ふべき で 有る 

傑 士 の 墓 V 

リサ. -ル 刑死の 後 其 遺骸 は 直に 市内の パ fi 墓地に 埋められ、 數 日間 は 兵士 立番 して 土人の 近付く を 

許さず、 其 埋めた ると 乙. C も 人に 分らぬ やうに して 有った が、 リサ I ル崇拜 者の 一人が 埋葬の 際竊 

に リサ I 〃 の 名 を 逆 まに 彫った 小石 版 を 投入れ て 置いた ため、 後年 探.^ 當て 、掘 出し、 遺骨 を ii に 

入れて 保存して 有る、 改葬 後の 墓 も 故意に 姓名の 頭文字 を 逆にして 有る 

リサ ー ル祭 

リサ の處 刑の 日 十二月 三十日 は 比律賓 全島の 祭日て、 各地と もに 每年 美麗なる 出し、 屋臺を 引 

^ しゃ々 の娠； 3 で 有る り 千 九 百 五 年の 祭日に は米國 有名の 政治家 ブライ ヤン 氏が 來 合せて 一 場の 浪 



ii を爲し 1 大に 故人 を稱讃 した 其 一 節に r リサ 博士の 生涯よ 6 吾人の. 學 ぶべき と M みは、 まが 

好く 學 者の 本務 を盡 し. る點に 在る、 世に は 幸福に も 多大の 學識を 修得しながら、 同胞の 爲 めに 一 

事 を も爲さ る 人が 有る、 氏の 示し {^ 手本 は 比島 國の 人民 幼と 無く 老と 無く 苟も 氏の 傳を讀 む 者に 

向. つて 絕大 の敎 訓を與 へ る」 と 云 ふ 言葉が 有った 

： バ クンバ ヤン. 虐殺 ， ： 

リサ r V 刑死の 後 二週間 リガス イソ ピナ 協會 の畲貞 十， 二人 も. 同じ 場所， にて 死刑に 處 せられた が、 富 

豪フ ラン シスコ？ ハ スは 刑場に 引出され ると 失神し、 衣 囊.， から クン カチ f フそ取 出し、： 寺院に 參. CV: 

たつ も". 9 で、 之 を 地上に 布き、 其 上に 膝 を 突 S て祈禱 しながら 搫 たれ、 力、. サ , X ド V と 云. 人 は 

拷問の 爲 めに 身體の 自由 を 失 ひ、 脆 まづく M とが 出； 求ず、： 草の 上お 臥し. る ま... 射殺 せられた ； 

； 力 チ ブ ナ ン の 難 亂 

カナ プ ナンの 叛亂は 千 八 百 丸十 六 年八遷 一十； 一 ハ日 力ず. -カシ と 云べ. る 術で 先づ 火蓋 を 切 6 其の- K 日 

笫セ章 比 #賓 の愛臧 者" サ.' ル 二 四. 五 . 



m^,$ 比 律 食の 愛讕者 リサ ー ル 二 四 i ハ 

後 穴： サシ ファ ンデ 严 モンテと 云 ふとで ろで 激戰が あやたが 一揆 方 破れ、 隊長 ァレ シ ズ 于ラは 捕 へ 

られ リサ. -〃 よ-^ 先き に バグ ンパ ヤン の 露と 消えた、 然るに 一 揆は 却って 諳 洲に廣 が.^ 就中 マ 一 一 ラ 

に 接近す る カザ イク 服が 最も 盛 んにカ ヴィクの 少壯 村長 t ミリ ォ • ァギナ グド氏 推されて 叛徒の 司 

令官と 環 勢猎. 擎を 極めた o 然じ： 兵器 少く 彈藥 は續， a ずして 戰ぶ： N?l が 出来ず 政府 方 も 兵 數少く 

して 之 を鎭. 壓， する 雄 はず" 遂に 叛徒に 和議 を 申込み ビ アク： ナパ ト： と， い.：， ろて 條約を 結び、. ァギ 

ナ. V ドは 現金 四十 萬 ぺソを 受取って 重立ち， $^ る 部下と 共に 香港に 立 返いた 其後キ ：ュ、 パ の 事て 米 

西の 間に 兵端が 開け、 . 米軍が マ 一一 ラ を攻擊 する や 香港の 米 領事が 周旋して デク H の 艦隊 化屬 する 

御用 船て ァギ ナ^ドの 一類 を マ 一一 ラに歸 還 させ、 土人 軍 を 募って 內 外面から 西班牙 軍 を 攻め 3 せ， 

此時米 人が ァギナ ルドに 比島 獨立を 約束し 乍ら 實行 しないと 云 ふので、 久しい 間此 島人と 米 人との 

間に： 爭論 となって 居た 

： リサ ー ル 最後 の 詩 

リサ. 刑死の 後、 淋しき 骨肉の 人々 は 密に打 寄って 彼の 石油 焜爐. を 取 出し 油 を 覆して 中 を. 改める 



と、 小き さ 紙片 を 細かく 疊ん だのが 油壷の 一隅に ひつ 付いて 居る、 N> れを剝 がして 展げて 見る と 我 

が 最後の 暇 乞と 題す る ー鴛の 詩が、 美しい 細字で 紙の 表裏に 認めて 有つ.？： r 此 自筆の 詩 は 今一 ッ有 

つて 如何なる 手段 を 用 ひた か 友人の 手に 渡って 居つ， K、 其 詩 は リサ.'〃 の 天才 を 傾けた ものて、 非 

常に 立派な もので 有る さう だが、 西班牙 語て 有る から 我々 には讀 めぬ、 左に 揭 ぐる は チヤ f レス ダ 

■1 ビシ ャァ 氏の 英譯 から 意 おけ 譯 して 見た ので 有る、 球玉變 じて }^ 礫と はなった が、 美しい 心 持 

だけ は、 之に よ，^ て も猶窺 はれよう か。 

我が 最後の 暇 乞 ひ リサ！ レノ 

然 らばよ 御 i の國、 天つ 日の 燕む 國、 潮 凝る 東の 海の 眞珠、 此 世なら デンの 園" 汝が爲 めに 我 

は 今、 疲れ^る 身 を棄て V、 永な へに 別れ 行かん、 否否 君よ 我 命、 假令 盛りに 耀 きて、 神の 御惠み 

i ならん も、 我は棄 てなん 汝が爲 めに、 價は問 はず 我 命、 與 へんと 思 ふ 汝が爲 めに 

我國 人の 誰々 は、 & なる 心 竹の よの 唯一 筋に 國を思 ひ、 雄， 5^ けび して ど 矢玉 散る 戰の 場に 身 を棄て 

つ、 我 も 問 はじな 身を棄 つる 處 はよ しゃいと 杉の、 綠の 木末 姬 百合の、 花 さく 谷間 傻は又 首 斬る 

第 七窣、 比 律賓の 愛國者 リサ- ル ニ四セ 



第 七 章 比律賓 の愛圃 者す サ ー ル 二 四 八 

うてな 

斧の 降下る、 臺の 上に 在り とても、 何 か 厭 は 我ん は 唯、 國に報 ゆる 死 を 取らん 

淋しく 暗き 夜の 闇、 白々 明くる 曉に、 魁け して ぞ我 死なん、 東の 空に さし 昇る、 朝日の 色. の 薄から， 

ば、 汝が爲 流す 我 血潮、 乙ちたく纖，.^て其色を、 眞 にして ょ來 ぬべき 日 

あ ぐ さ， f のぞみ おもて 

東の 海の 眞珠閬 け、 昔 我 世に 生れし 時 年若く して 種々 の 希望 持た， -し其 頃 は、 汝が 面より 悲しみ や. 

苦しみの 雲 消え失せて、 眉根顰 まず 眼に は、 淚の痕 の 無き を，. >を、 何時しか 見ん と 思 ひし を 0. 死 化 

行く 我れ は 今 も猶、 昔の 夢 を 夢み つ. -、 天翔るべき 魂 は、 汝 が爲棄 つる 命 をば、 塵よ，^ 輕く 見やら 

つ. -、 常世の 眠 安らかに、 汝が懷 に睡ら なん 

草む す 土の 一塊 は、 我 奥 津城ど 其の上に、 何時か 小さき 花 かば、 取-' て 汝の唇 を、 觸れょ 御國ょ 

8 は、 冷たき 墓の 中に 居て、 汝が 吐く 息の 溫 かき、 露に 霑ふ 心地 せん ： 、 .. ...J , に 

夕」 月の 靜 けき 影 や 朝つ く 日の、 するどき 光奧 つきの、 上， に 照&っ \ 吹く 風 は 木々 に 悲し 立て ふ 

我 を lip ふこと あらん、 淋しく 立てる 墓標、 十字の 上に 止ま 6 て、 暫し 休ら ふ 鳥 あらば 土中に 特. つる； 

我がから に、 平和の 歌 を 聞かせて よ 大空に 水の 騰るは 天 照らす 日 乙 そ 引く なれ 其 水に、. 垢 を 洗 は 

れ 我が，^ ごと 天津 御签に 昇らなん、 昇- て 後 は 情け ある、 人 fj を 我を憫 まめ、 我が 愛づ る國は 教が、 



爲 めに、 我 魂の 大 神の、 御 傍に 在りて 安 かれと、 祈.^ て 在らん 靜 けき 夜 

悲 命に 死せ し 同胞 や、 言 ひも 盡 せぬ 苦しみ を、 受けて 此 世に 住む 人の、 救 ひ を 神に 祈れ かし、 血に 

泣く 母 も 世に 多し、 つま 無き 女親 無き 子、 牢獄の 中に 苦み の、 月日 を 送る 人の 爲め、 祈.^ て 後は汝 

御 國、、 汝 にも 救の 來 らん を、 天津 御阈に 祈れ 唯 

實に 烏羽玉の 暗の 夜に、 墳の邊 行かば 幻に、 世に 無き 人の 見え やせん、 此 世なら ざ る人聲 の、 かす 

かに 遠く 聞え なば、 それ ぞ失 にし 我 魂の、 御 祖の國 に 鄙歌 を、 捧 ぐる ものと 思へ かし、 思へば 通 ふ 

我が 魂の/ 夢な 覺しぞ 苔の 下 星霜 ふらて 後の世に、 我奧津 城の 上に 立つ、 標も 失せて 所在 さへ、 

分らず ならば 其 所 等 をば、 田畑に なして 摩 鍬に、 土 ほ， 9 返しす き 返し、 いさごに 交る 我から を、 モ 

薪 共に 掬； 3 取- 敷き V よ 君が 土の 床 ,■ ,1. ■ ゾ 

我な きがら は 新く して ぞ、 拷 ちて 痕 なくならぬべし、 世に 忘られし 我 魂 は、 愁を 知らず ほおし 無く 

我が 美 はしき 山水 を、 見つ K 眺めつ 天翔り、 風に は 歌 ひ 雨に 泣き、 在りし 眞心其 儘に、 草木の 色に 

現 はれん . 

嗚呼 我が 國ょ、 幾度 か、 我 は 心を碎 きぬる、 鳴 呼 己が trcv る 比 律賓、 聞け や 別れの 我 歌 を、 別る.^ 

第 七 章 比律齊 の. 愛阈者 リサ ー ル 二 四 九 



第 七 章 比 律 蜜の 愛國者 リサ 1> 二 五 〇 

我 は 汝が爲 めに 數の寶 を棄て k けら、 我 垂乳根 も 兄弟 も 我 を 助く る 友人 も、 我 は 遺れ て 今 ど. 行く、 

我 行く 國 はまが 人の、 民 を 虐げ 其 前に、 額づく 奴婢の あらぬ 國、 我 行く 國は眞 心の、 人 を 殺さぬ う 

まし 國、 我 行く 國は 天津神の 厳かに 世 を 知ろ しめす 國 

さらばよ 諸人 其 昔、 追 はれぬ さきに 我家に、 集 ひ 遊びし 友ら さへ 皆 交 を 裂かれたら、 あな うれし や 

な 我 は 今、 愁 ひの 多き うつし 世 を、 去-^ て 憩 はん 永へ に、 さらばよ 友よ 汝 はむかし 我 を 慰め 我 世 を 

ば、 樂 しき 世と はなしけ るよ、 今 は 別れ ど 諸人よ、 祌の 御手に 成. H 乂 てる、 萬の 物よ いざさら ば、 

我 は 行くな 6 唯 休み ある 國 へ。 



第 A 章 比律賓 人種 及び 其 文明 

. 比 律賓に 旅行した 人々 の 中で 多少と も 其 趣味 を 有った 人々 が 目に 着く とる ろ は、 词 じく 比 律賓人 

て も 骨格 容貌が 甚 しく 異 つて 居って 一 定 して 居らぬ 事で ある 是は言 ふ 迄 もな く數 多の 人種が 相 結 

んだ 結果 混血 兒が 多い からで ある 先 づ歐羅 人 殊に. 西班牙 人との 混血、 支那 人 日本人との 混血が 最 

も 多い 又 少しく 其方の 研究 を 進めて、 呂宋 島の 北部 中央の 山中に 行って 見る と、 ィゴ" ット、 ィ 

フガホ 等の 蕃人が 居る 又 サン パレ スの 山中 ミ ン F «M の內地 等に 行く と ネグリ I トと稱 する 他と 全 

く異 つたる 蕃族が 在る 又 南方 ミ ンヽタ ナオに は モロ， 族 は 勿論 V ゴポ、 マ ノポ、 マン サカ、 ビ ランの 

如き 通俗に 總稱 して パ ゴ ボ 族と 稱 する ものが 居る そ で 斯く數 多の 人種が 如何にして 同 1 地方に 

存在す るか、 今日 比律賓 人と 稱 する もの は 何て あるかと 云 ふ 問題が 起る 先づ第 一 に ネグリ I トの 

事から 述べる と、 此種孩 は元來 ユタ、 ァタ、 ァ イタ 等の 名稱が あるが、. 色が 黑く 體軀が 小さく 四 尺 

-五寸 位よ，^ ない 所から 西班牙 人 は 小さい 黑 人と 云 ふ 意味て ネグリ. -トと 呼ぶ に 至つ ので ある 0, ネ 

グタ. 'ト の 特色 は 小さくて 色の 黑 いのみ ならず、 頭髮が 非常に 縮れて 居る 知識の： 程度 は 他の 如何 

. 第八窣 比律賓 人種 及び 其 文明 二 五 一 



なる 人種よりも 遙に 劣， CN、 住む に 家な く果實 草根 鳥 獸等を 食と し.、 他 種族との 交通 を 嫌 ひ、 殆ど 猿 

に 近き 人間と 言 ふ も 差 支な く、 馬來 語て は此 種の 人類 を稱 して オラン ゥ.' タンと 云 ひ、 オランダ 1 

タ ン 猿と 同じ 名稱を 付けて 居る o( ォ ラング f タン は オラン ゥ I タ ン 卽ち 森の 人と 云 ふ義の 誤らた る 

ものな らん) 1 

. 惟 ふに 此 ネグリ f トは此 地方 並に^ 來 半島 等の 原始 種族であって、 今日の所謂比律賓人は他ょft^ 

移住して 來 たもので、 ィ ン ドネ シ ァ ン 又は ブね トマ レ と 云 ふ もので は あるまい かと 思 ふ C. 今日の 

所謂 揭. 來人 は旣に 種々 の 種族 か 混じて 居って、 其昔比律賓に移住して來た^^^とは異って居るが、 兩 

者の. 間 共通の 祖先 を 持って 居る こと は 疑ない Q 比 律賓に 移住して 來， 種族と 同 一 又は 最も 近 いもの 

て 現存して 居る 者 は、 ポ〃 ネオの 山中に る 力 ヤン、 ケ ニヤ、 クレマ ン タン 等の 種族、 呂宋の 北部 山 

中に. 居る ィゴ & ット、 イマ ガオ 、又は 臺灣の 生蕃 等で あらう と 思 ふ 今 B の 比雜賓 人が 他よ 6 移住 

して 來. たもので あると 云 ふ 證據は 導 門 家の 言 ふ 所に 侬 ると 色々 あるが、 著者が 氣が 着いた 事で 一 り 

ある それ は 西班牙 時代の 末まで あった 地方 最小 行政 區 劃の 名 稱をパ ラン ガイと 云 ふが、 此 パラン 

ガィと云ふ意味は船と云ふ^^..と，て、 卽ち. 小さ S 船で 一 家族が 移住して 來て 一 箇所に 居住し 土着し 漸 



次. 其 人口が 增殖し VM 部落 をな すに 至った こと を 想像す る とが 出來る o 別 章 猿 蟹 合戰の 如き も 】 

の證據 であると 思 ふ 又此 移住に 付ても 勿論 幾囘 にも 行 はれた ものて あって、 ィゴ "ッ ト、 ィフガ 

ォ など は 其 中て 比較的 早く 來た 者て 其 後 住して 來た 者の 爲 めに 漸次 內 地に 追 込まれ、 遂に 今 H に 

於て は 中央の 山嶽 內 まて 追 込 れ たもので あって 例へば ボ〃 ネオの カャ ン、 ケ >1 ャ 等の 種族が ダイ 

ャ、 又は シィ ダイヤ 等の 比较的 馬來に 近き 種族から 山中に 追 込まれ，？ -の や、 臺灣の 生蕃が 平地に 居 

住して 居る 者の 殆ど 行く でとの 出來 ない 山中に 立籠った のと 同じ 理由て あると 思 ふ 

スチュ ァ， 'ト 博士の 研究の 結果に 依る と西曆 紀元前 四百 七十 年 乃至 四百 五十 三年、 印度の シ スナ 

ダ 王の 時に 印度人が プ -ー ムボ 〃ネオ) の 北 マイヤに 行って 支那 人 及ァ イタ (ネグリ. 'ト) に會 つた 

と 云 ふ 記 錄が ある 又 支那 商人 は 紀元前 五 百 七十 年に マ ヒに行c^たと云ふ^Jとがぁるo而して此 マ ヒ 

と は サンスクリットの マイヤ に對 する 支那 音で ある 印度 王ァソ 力 (西暦 紀元前 一 一 百 六十 年 乃至 二 

百 十九 年) は佛 敎に歸 依し 特に 婆羅門 敎徒を 虐待した と 云ふ譯 ではない が、 不满を 懐いて 居った 印 

度 人 は 其 故鄕を 拾て ス マトラ、 爪哇及 マイヤに 移住し、 ス マトラ 爪哇 にて は 各地に 印度の 侯國を 

建設し、 隨時 北方の ボ ホ.. -^、 セブ 1、 レ i プ、 rrf.< マイヤ (例れ も 比律賓 群島) に 行き 到る 

第 八 章 比， 律賓 人種 及び 其 文明 二 五一 一 1 



處黑 色の アイ タ及 前の 居住者 を內地 又は 山地に 追 込め 4^0 紀元前 一 一 百 九十 五 年 乃至 二百 六十 五 年頃 

に 居った ァ レキ サンド リャの 天文 學者 クラウ デ ヤス、 ボ トレ マイ ォス はボ だ-ネオの 北方の 群島 を稱 

して インス ラエ、 マ 一一 オラ H と 言った Q プ トレ マイ ォスは 恐らく 亞刺比 亜人から 此邊の 地理に 對す 

る 知識 を 得た ものて あらう 而 して 亞剌比 亞人は 更に 印度人から 此 事を聽 いた ものて あらう" - 現今 

のネ グ,^ , 'トは ァ イタ 族に 多少 他の 血が 混った もので、 ィゴ "ッ トは最 籾の 印度 移民に ス マトラ 土 

族の 血が 混った もので、 今日 ゆ 所謂 基督 敎比律 賓人は 其 後の 印度 移住 民と 支那 人との 混血て あらう a 

又 比 律 賓大學 人類 學敎授 X ィ ャ . '氏の 研究し. Pi 所に 依る と、 西曆七 世紀 乃至 十 m 世紀 頃に 最も 

勢力の あった ス マトラの 王國ス リビシ ャャは 各方 面に 向って 大 なる 發展 をな し、 其 一 部はボ 〃ネオ 

にも 勢力 を 占む るに 至った、 殊に パン ジャ〃 マヅ シン、 スカ ダノ、 ズダチ 等に は 有力なる 植民 を 

した 比律賓 へはパ ゾ ジャ ダマ ッシ ン及ブ グー！ r から 更に 植民 をした もので、 其 勢力 は 主として 比 

律賓 群島の 中央部に 及ぼした のて ある 今日に 於ても 比 律賓の 中央部の 群島に 居住して 居る 人々 を 

總稱 して ビ， サ ャ 人と 云 ふ は スリビ シャャ の 移住 民た る 乙と を 現して 居る o( 德 川の 初期に 海外 渡航 船 

に與 へ， $ ^御朱印 狀に 依って 見る も、 密 西耶國 渡航の 印 證を與 へ V 居る 所から 見て， も、 密西耶 と 云ぶ 



名稱は 以前から ぁゥ たもので ある M とが 分る) 其 後 爪 眭にマ ジャパ ヒ ッ ト王國 が 十三 世紀の 終-^ に 

^來 て、 遂に ス マトラの ビ シャャ 王國の 勢力 を 奪 ふに 至った ので 比 律賓. の 一 部の 如き 此爪娃 の 新 

王國の 勢力 範圍 に歸 する に 至っ^の である 其 後 爪哇が 回敎の 勢力に 歸 した 爲 めに 比 律 賓も其 影響 

を 被ら、 西班牙 人 渡 來の頃 は 南部 ミ ン ダナ ォ及ス ル I. 群島 は 勿論 マ 一一 ラの 如き も囘敎 徒の 支配す る 

所て ありた。 

支那と 比律賓 との 交通 は 何時頃 初 まった かと 云 ふ と は 確かに は 分らぬ が、 大分 古い ^^とて，ぁ.^ 

ふと 思 ふ 前述の スチュ ァ f ト溥士 の說に 依る と 紀元前 四 五 百年 前の， 頃旣に 支那 人が 比 律 賓に來 て 

居った と 云 ふ とて あるが、 支那の- 錄に 依る も 紀元前 三 世紀 頃に は， 今の 臺灣 と共に 比 律 賓に關 す 

る 記事が ある ◦ 唐の 時代 卽ち七 世紀より 十 世紀 頃に 於て 支那 商人が 比 律 賓に行 ク^ 模様 を 記した 記 

錄が ある 又 其後チ ャ ォジュ I 力の 歷史に は 支那 人が 比 律 賓に行 CV て商賣 をした 模様が 詳しく 載せ 

て ある 今日の 佛領 印度支那 力 ンボ チア 及 チャンパ と 比 律賓の 南部 群島との 間に 古くよ.^ 通商が 行 

はれて 居って、 ス〃 T- 群， に は チャンパの 植民地が ぁゥ たかの 形跡が ある 厦門、 汕 頭及廣 東方 面 

の 支那 人が 遠き 昔から 比 律賓の 北部 地方と 交通が あった 事 は 想像す るに 難く はな い 

_ - 第 八 章 比 律 喪 人 稀 及、 ぴ其 文明 二 五 五 



第八窣 比律賓 人種 及び 其 文明 二 五六 

日本人が 比 律賓と 交通す る やうに なった の も 恐らく は 最初 支那 人から 比 律 賓の事 を 知った のて あ 

らうと 思 ふ 日本人 も 果して 何年 頃に 比 律賓と 交通 を 初め たかは 正確の 事 を 知る rJ とが 出來 ない が 

例の 呂宋 助左衞 門と か 原 田 孫七郞 とか 云 ふ 人達の 遺跡 は 明かで ある。 西 曆千六 百 九 年に 出版され た 

モ^ガの 比 律 賓史に 依る も、 今日の 馬尼剌 市の 殆ど 中央部て 今はュ ,ミ タと稱 する 區劃內 に 日本人 

の 一 廓が あって 五 百 人位 常に 居住して 居った とが 書いて ある ： 

西班牙 人 は 千 五 百 二十 一年に 初めて 比律賓 に渡來 し、 馬 尼剌を a 服し，？ -のは 千 五 百 七十 年て あつ 

て、 其以來 三百 三十 年間 之 を 額 有して 居った。 此間役人軍人僧侶商人の多數が比律賓に住ん，^^居っ 

たのて 多數の 混血 兒が 生れた の は當然 である 卽ち 今日の 比 律 賓人は 數囘に 移住して 來たィ ン ドネ 

シァ ン 種族、 ネグリ t ト、 印度、 ァラ ビヤ、 マ レ f, 支那、 日本、 西班牙 人の 血が 集って 出 來て居 

る ものて ある 其 中 西班牙との 混血 は 比較的 新しい のと 兩 者の 間が 著しく 異 つて 居る 爲め 一 目して 

之 を 知る M とが 出來 るが.、 馬來 人、 支那 人、 日本人との 混血 兒は 南方の 間餘 6 著しき 相異 がない 爲 

め 見分けの 付かぬ ものが 多い ◦ 比 律賓人 は 身長 不 揃で、 或 者 は 非常に 高く 或 者 は 非常に 低い と 云 ふ 

Z と 51、 恐らく は 邦 度人亞 剌比亞 人の 血の 混って 居る めと、 又 一方お は ネグリ r ト. の 血が 混って 居 



るのとに依.=^て說明し得ると思ふo 卽ち比 律 賓人は ネグリ. -ト 以外に H リャ ン 族と ドラ ビデ アン 族 

との 混血 兒 たる 印度人に 依って 印度の 文明 を傳 へられ、 文字 及 言語 は サンスクリット を 用； 3 (記錄 

は 西班牙 宣敎師 渡 來後總 て異敎 徒の 用 ひたる ものなる を 理由と して、 出來る だけ 之 を燒棄 したる 爲 

め， 今日に 於て は 文字 は 傅らず、 唯 言語の み傳 へらる) 宗敎並に法律は囘敎徒にょ<^亞刺.比亞文明 

の 感化 を 受け、 家族制度 並に 社會の 種々 の 制度 は 支那の 影響 を 被った 而 して 最後に 西班牙 人 及 米 

國 人に 依- 9 て 甚督敎 並に 西洋文明 を吸收 する に 至った ので ある 0, 因に 西班牙 渡 來の頃 卽ち千 五 百.. 六 

十五年頃に於ける比律賓の人ロは略々左の通.^でぁC^たとの^Jとてぁ^9◦ . 

ネグリ？ ト 五 萬 人 

ィゴ アット 其 他 最初の インドネシア ン移 住民 十 萬 人 • 

其 後の 同 移住 民 四十 萬 人 

支那 人 二 萬 人 

合 計 五十 七 萬 人 

第 八 章 比律賓 人種 及び 其 文明 . ^ 二 五 七 



第 九 章 南洋の 御 « 噺 と，. 日本の 御伽 新 二 五， ハ 

第 丸 章 南洋の 御伽 噺 マ』 日本の 御伽 噺 

著者 は巖 谷さん ゃ來 島さん の樣な 御伽 噺 研究家で もな く 又 鳥居 博士の やうな 人類 學者 でもない が 

南洋の 書物 を 讀んで 居る 內に 一 寸 面白 S ものが 見當 つたので 其 內の猿 蟹 合戰の 一節 を 御 紹介す る 

日本の 猿 蟹合戰 物語 は 小 供の 時分 誰でも 聽 かされた もので、 殆んど 知らない 者 はな. いが、 之， を 簡略 

に 述べる と、 

昔、 或處に 猿と 蟹と があって 猿 は 柿の 核 を 持ち、 蟹 は 握飯 を 持って ぬた、 猿 は 蟹に 之 を 交換 仕檬ぢ 

： やない かと 云 つて 承知 させて 摄飯を 食って 仕舞った、 蟹 は 柿の 核 を 蒔 い たから 柿の 木" 生えて 柿め 

實が 成った、. 然るに 蟹 は 木 は 登る 乙と が m 來な いので、 筌 しく 木の下に 立って 上 を 眺めて ねる と、. 

以前の 猿が 出て 來て、 俺が 柿の 實を 採って 遣らう と 云 ひ、. 直ちに 木に 登 6 熟して- je る 柿 を 散 々喰つ 

て 肝心の 蟹に は 一 ッも 採って やらな S ので 蟹が 下から 催促す ると、 猿 はま だ 熟さない 堅い 柿の 實を 

, 蟹 目 鬼け て 投げ付けた、 蟹 は 之に 打，？ i れて 遂に 死んだ， ので ある、 所が をの 死んだ 蟹の 腹から 兒が ss 

そして その 兒が蜂 だの 石臼 だの 玉子 だの 針 だの.^ 援兵 を 得 V 猿の 住家に 押 寄せて 遂に 仇き を 討 



cv たとい ふので ある。 

比， 律賓の 御伽 噺 にも 日本のと 酷く 似た のが ある 

昔、. 猿と 龜 とが 湖水の 畔らで 遊んで & たら： バナナの 木が 流れて 來 たので、 南 者が 相談の 末 れを分 

け取る^;とにな，，^、 眞ン 中から 二. ッに 切つ. 猿 は 葉の 付い てぬる 方が 見掛け. が 好 S ので それ を 取 

つた、. そして 兩者 とも NJ れを 植えた 所が 猿の 方の は 根がない から 二三 日の 中に 枯れ， が、 龜の方 は 

根が あるから 段々 と 葉が 出て 遂に バナナが 成 CV た 

或時猿が龜の所に來て1ると立派なバナナが成ってぬるので、 早ii木に登.？^Jを喰っv龜には 1 .ッ 

も 投げて 遣らない のて、 龜は腹 を 立て V 近所に あった 多くの 木の 刺 を 持 0V 來てパ ナナの 木の 幹に 

揷 して 置いた、 • すると 猿が 木から 降らる 時に るの 刺に 手 や 腹 を 刺されて 痛かった のて 大いに 立腹し 

附近 を 採し 廻って 隱れて ゐる龜 を 捕へ るれ を 殺さん としたが、 同じ 殺すなら 龜の 好まない 方法て 殺 

,4. て 遣らう と. いふので、 龜に 向って > ふに. は、： i 前 は 誠に 不都合の 奴おから 今 殺さう と 思 ふ^ r 臼： 

に 入れて 杵で搗 き 殺. すがよ いか、 又は 水に 入れ セ 溺れ 死す るの がよ S か 返事 をし ろと 云った . ... 

^が龜も考へた、 猿©;«^^も俺の.ゃふ通りにレて吳れる氣遣ぃ S い？ 必ず 條の 厭^と ャふ 方法 を.； 

. S* ： 南 洋 の 御伽 瞒と ョ# め 御伽 嚇 ^ 二 五 九 



.第.！=^章 南洋の 御 ft 銜と a 本の 御伽 嚇 二 六 〇 

取る に 相違ない と 思 たので、 どうせ 殺され. るなら Q に 入れて 只の. 一 搗で 殺して 貰 ふ 方が よい、 氷 

に 入れられて アツ ブ くして 死ぬ の は 誠に 苦しい からと 云った、 猿 は 所謂 猿智惠 て、 馬鹿 を 云へ 誰 

が 貴様の 好きな 方法で 殺して やる もの かと 云 ひながら 龜を 湖水の 中に 投げ込んだ、 龜は 早速 水面に 

浮み 出 て 猿の 馬鹿 や S と磡 つた？. . 、 力. ： .: に パ ： - 

i- 〃ネオの 中部に 棲んで ゐるケ 一一 ャと稱 する 種族に も 乙れ と 嫌 似の 御伽 噺： が ある、. 卽も ^ ^ ：; 

昔、 或 時 プラン ドク (小さな 磨 香 鹿の 頻) と龜 があって 共に 果物 を搜 しに 行った、 所が 或 家の 側 J!i 果 

• 物が 澤山 成って ぬる 木 を 見付けた のて、 プラン ドク は 龜に向 ひ、 私 は 木に 登れない が、 お前が 私の 

清に 乘れば 枝に 摑 まれる からと 云って 龜を 肩に 乘 せて 押し上げた、 龜は 上に 登って 行って 果物 を ど 

つ さ 6 落して やった が、 借 降. る 乙と が出來 ぬのて 援けを 求めた、 ブラ ンドクは勝手に降，.^て來ぃ 

若し 降らら れな S のなら 落ちたら よいで はな S かと 云つ.？ i、 龜は已 むな く 上から 落ちた、 をの 物音 

に 家の 内に 住んで ゐる 人が ソラ 「ドリアン」 の實が 落ちた と 云って 家から 出て 來て 見る と、 誰かが 果 

物 を 分け合 ゥて 居る のて 早速 その 方に 遣って 來た、 プ ラ ン ドク は その 間に 自分の分 前 を 持って 逸 早 

く 逃げ.？ -が、 龜は 走れない ので、 木の 蔭に 隱れ てゐ たが 見 付：^ られて 仕舞った、 人々 は 乙の 盜贼を 



き 化に 處 分す るかと いふの て" 先づ 第一 に 火に 投じようと 云 ひたら" 龜の いふに はソ レは 誠に 結構 

です 乙の 前 も 火に 入れられた 時に 片側ば か 6 燒 けて 腹の 方 は 少しも 燒け なかつ と ぶふので、 をれ 

では. S けない から s に 入れて 挽いて やらう とい ふと、 又も 龜の いふに は、 乙れ も 結構です 此前 挽か 

れた.時には腹の.方だけは卒ったくなったが脊の方はどぅもなかっ，？^と云ふので^-れでも駄目だソ レ 

なら 水に 入れて やらう と い ふと 龜は 忽ち 泣き出し、 何卒 それだけ は赦 して 吳れと 云 つた。 

ィ. ャ/. \ 赦.. さない と 云って 到頭 水の 中に 投げ込んだ、 所が 龜は 河の 中流に 泳ぎ 出て、 れは 誠に 難，. 

有い 私. の 家 は此處 です と 云った のて 人々 一 杯 食 はされ て 大いに 立腹し それで は 河に 毒 を 流して やら 

うと" ふので、 ツバの 根 を 採って， 來て 河の 中の 石の 上て 叩き その 毒 汁 を 流し 始め^、 所が その 間に 

龜は淺 い. 處に 泳ぎ 付いて 石の 間に 脊を 出して 凝つ としてぬ ろと、 一 人の 者が 之 を龜の «^ と 知らず、 

を， の 上で， ツバ を 叩いて ぬた、 すると 龜は少 しづ、 脊を 水中 JJ^ 沈め 始めた のて、 乙れ は 水が 段々 增し 

て來 ると 思； 3 斯 樣に增 水して 來ては 毒 を 流しても 効が 無い と 云って 一 同 引 揚げて 仕 まつ.？ r とい ふ 

ので ある - 

今 r.- の 三者お 列べ て 見. ると、 その 共通 11 は 左の 如くで ある <- 、 

第 九 南洋の 御伽 噺と ほ 本の， 1 恤噺 • 二 六 一. 



.- 第 九 章 ： 南洋の 御伽 職と H 本の 御加襯 . 二 11 ハニ 

. 一 ， . 話り ま 人 公ば 少. さ い 獸と而 じ て 甲羅. W 有して 匍 り て. 歩ぐ ものである 

但し ギル ネオの 分 は 人間 も 這 入って ゐ るが 

.1 一、 果物の 分配と いぶ 事が 問題と なりてぬ るて と. 

1 二 、 木 化 登る ると 

. 四、 21が，^^るでと ■ 

，五、 弱者の 方が 結局 勝利 を 得る てと 

等で あるが、 又 乙 の 三者 を 比較して 見る と 地理 氣候 及び 文明 程度の 異 CN てゐる 事が 分る、 先づ第 1 

に 話の 內に. 現 はれて ぬる 果物が ボ〃 ネオ は ドリアン、 比 律 賓はパ ナナ、 日本 は 柿て ある、 是は 一面 

： は 於て 氣候 を. 現 はして ぬるのと 同時に 又 その 土地々々 の 代表的 果物 を 現 はして ぬる 

第二に、 ギル ネオの 話に 依る と、 龜に 一 杯 喰 はされ たの は 人間で あるが、 比 律 賓のは N- の 話の 中に 

人間 は 這 入って 居らず して、 計略に 罹る もの は 猿て ある、 卽ちボ ル ネオに 於け る 土人の 智識が 龜に 

さへ も 欺かれる 位 低級の ものであった こと を 現 はして ぬると も解釋 する M とが 出來る 

第三に， ボ〃 ネオ も 比 律賓も 共に 話の に 現 はれて ぬる 食物 は 天然 その 儘て 食用に 供し 得る 果物で 



あるが 日本の は 握飯と いふ 食用に 供す る 迄に 種々 手 數の掛 つた 食物て あるの みならず、 米 を 作る と 

5, ふ M と卽ち 農業が 相當 に進步 して &た M と を 示す ものて ある 

第 四に、 日本の は 臼 だの 蜂 だの 針 だの 玉子 だのと いふ 種々 の もの を 以て 一 の 軍勢 を 作， 9、 猿の 住家 

に 押 寄せる と S ふ 事で、 社會の組織が餘程復雜となってゐる^,-とを現はすと同時に、 共同と か 協力 

とかい ふ 所謂 社 會進步 の 原則 を 示して ぬるのに 反し ボだ ネオ や 比 律 賓の噺 には是 等の 點 がない 

第五に、 ボ ル ネオ や 比 律賓の もの は復警 とい ふよ. は 只 頓智 を 用 ひて 自己の 危害 を 免 かれた にす ぎ 

ない ので あるが、 日本の は 親 蟹が 殺される と 其 兒が警 を 討り とい ふ とて 報 仇 心の 强 いこと を 示し 

てぬる、 是れ 日本人の 性情 を 現 はして ぬると も 見られる のて ある 

最後に、 ，クネオと 日本との 噺を 列べ て 見て は 乙の 二者に 深い 關 係が あると は 思 はれな いが、 その 

中間に 比 律 賓の噺 を 入れて 見る と、 比 律賓と ボル ネオのと は 似寄った 點が 多く その 間に 密接なる 關 

係の. ある N> と は 疑； 3 がない、 乂 るれ と 同じく 比 律 賓の噺 と 日本の 噺とを 較べて 見る と、 その 間 亦 似 

寄つ， K 點が 多く、 必ず 兩 者の 間に 深き 關 係が あると いふ 乙と を 知る に 足る のて ある 

之；^: 依って 考 ふるに、 t の噺は その 源 を ボ严 ネオに 棲める 土人に 發し 

第 九 章 南洋の 御伽 * と m 本の 御細敏 二 六 三 



第 九 章 南洋の 御伽 猜と rn 本の 御伽 嚇 二 六 四 

r 尙 他に をの 本源が あるので はない かと 思 ひ 少し は 調べて 見た が、 著者の 寡聞なる 未だ 之 を 知らず 

アレ ィ 半島に 住する サ カイ 族に 磨 香 鹿と 龜 との 噺は あるが その 筋が 全然 異つセ ぬて、 Ni の 噺とは 

關 係がない らしい」 

比 律 賓を經 て 日本に 來 たものと 解す るが 至 當と考 へる のて ある、 我輩 は 決して 乙の 一 事 を 以て 日本 

人 はもの 源 を 南洋に 發 すと いふ 譯て はない が、 少なくとも 南洋の 住民と 曰 本人との 間に は、 昔時 何 

等 かの 關係 があった こと は爭 はれぬ M と k 考 へる のて ある 



第 十 章 比 律賓 の 婦人 

： 旅行者が 馬 尼剌に 上陸して 最初に 目に 着く もの は 比律賓 婦人の 服装で ある 昔の 我 國の栲 の やう 

お 角張った 薄い 上衣 を 着けて 裕々 として 歩行す るの を 見る と、 天人が 羽衣 を 着けて 居る かの 如く 見 

える も M で 我 國の謠 曲に 現れ， 5^ る 三 保の 松原に 下向した 天人 は 或は 比 律賓の 漂流者て はない かと 

思 ふ 人が ある 著者の 知って 居る 人々. の 中で 大學の 敎授で 二人まで 此疑を 持って 居る 人が ある 其 

中の 一 人 は 今 H も尙 保存して ある 天人の 羽衣と 稱 する もの を實 見に 行った とのこと であるが、 それ 

は 若し それが マ 二 ラ麻を 原料と して 造って ある 布で あれば 正に 疑 もな く 三 保の 松原の 天人 は 漂着 比 

律賓人でぁると云ふ^-とがi^るからでぁるo 併ながら 今日 保存して ある 羽衣 は 其布片 僅に ニ錢 銅貨 

大の ものであって 色 も 頗るく すんで 居って、 何だか 判らぬ との 乙と である。 惟 ふに 比律賓 婦人の 服 

裝は 西班牙 人 渡來當 時卽ち 十六 世紀. の 歐羅巴 婦人の 服装であって、 上衣の 原料 は 今日に 於て は 比 律 

賓麻 又は フ.. シィ 或は 鳳 梨の 繊維て あるが、 大體の 形 は 古い 歐羅 巴の 婦人の 服装と 同じで ある 殊 

にス 力！ ト の 後方に 裾 を 引いて、 恰度 歐羅巴 婦人の 結婚の 時の スカ f ト 又は 皇室 逢り の 儀式の 時に 

第 十 章 比 律， お、 の 婦人 二 六 五 



高貴 婦，^ が 着す る： もめと 同樣て ある o 即ち 羽衣 的 服装 は 決して 比律賓 固有の ものて なく 西洋から 

輸入せ もれた ものて ある 西班牙 渡來 以前の 比律賓 婦人の 服装 は 今日 比律賓 ボ., ネオ 等に 住んで 居 

る蠻 人の 恨 装と 同じく、 恐らく 腰 卷か何 かに 過なかった であらう と 思 ふ 其 證據に は 今日 スカ 1 

を 着 妙た t に 腰の 周 圍に黑 S 幅の 廣 S 布を卷 いて 居る 尤も 上等の 服装に なると 此黑ぃ 布は黑 S レ 

メ 代ラて 居る が.、： 是は 別に 不思議で はない 。斯 くの 如く 詮 じて 見れば 例の 羽衣 說の 起り、 羽衣 

話 は 何年 頃から 籾 まつ 力 ものて あるかと 云 ふ 乙と を 調べたならば 直に 分る 即ち 若し 羽衣の 話が 

f 六 世紀 前の.. もの. f あったならば 漂流 比律賓 人で ない 乙と が 確かで ある 

.... 比律賓 婦人の 社會上 並に 家庭 內に 於け る 位地 は、. 他の 東洋 諸國の 婦人に 比して 高い 是は比 律賓 

人種 面 有の 戕 態て はなく、 全く 西洋文明 輸入の 結果て ある 殊に 基督 敎の 感化に 依る ものが 多 S と考 

ゆ あ？ * 律賓は 勿論 j 夫 ゃ婦の 制度であって、 今日に. 於て は 比 律賓の 憲法と も 云 ふべき 根本 法律に 

も多妻を禁じてぁ*^>0 斯く 言べば とて 決して 例外がない と 云ふ譯 ではなく、 例へば 南方 ス A 群島 又 

はミ ンダ ナオ 島に 住んで 居る モ "族の 如き は囘敎 徒であって 多妻 主義 を實 行して 居る 者 も ある 又 

馬 尼 剌邊ら でも 妻の 外に 女を蓄 へて 居る 者 も あるが、 要するに 是は 原則と 見るべき に 非ず して 例外 



"は 適ぎ ぬ？…：：., ：ビ ： に： 

り 家庭に 於け る婦は 却々 の權 力が あつて、 金錄の 出納 を 始め 家庭 一 切の 事 を 擧げて 主婦の 司る 事に 

なつて 居る 或 時 著者が パ ギオと 云 ふ 呂宋の 中央 a; 中の 避暑地に 行って 上院 議長 ケ ソ ン氏及 學務局 

： 次 蕞， ォ シァ： ス 氏と 三人で 散歩 をし なが Ni:^ 四方八方の 話の 末、 恰度 吾々 の 前方 を 盛装した 比 律賓の 一 

「婦人. が 通 CV たので 著者 は 試に、 比律賓 婦人の 權 力の 根源て 又表徵 である もの は 何 か、 との 質 間 をし 

が、 1 寸答. へに 苦んだ から 自分 は、 彼の 婦人 を 見よ 腰の 所に ブラ 下って 居る 多数の 鍵 (比 律賓 

ま 人 は <5 ^くの 場合 自分の 家め 簞笥其 他の 鍵 を 腰の 所に 下げて 居って 此 鍵の 多き を 誇る と 云 ふ 風が あ 

ぺ噃 1. おそれ. y ある、： と 言 つ たら 手； を拍 つて 首肯した 勿論 婦人が 鍵を搔 るに 至 つ たの はもれ-^ 原 

ず あるが、 今日に 於て. は 此鍵を 握って 居る と 云 ふ 事が 婦人の 最， も强 味と する 所で あ CV て、 財布の 

口.., る. 者が. 勢力 を 占む る は： 不思議 はない 著者が 雇って 居った 自動車の 蓮轉 手の 如き 月給 を賓 へ 

ば 1^ 部 之. を 妻女に #1 出し、. 每日 二三 十 錢づ. -の小 遣 を 妻女から 責ゥて 居った 乙と を實 見して、 ^れ 

で. は 成程 妻 勝と なる は & 由が あると 思 はしめ た C 

や 一 結婚 は 今日に 於て は 所謂 自由結婚て あって、 兩親ゃ 又は 媒介 者が 配偶者 を定 むる 乙と はない が、 

笫十窣 北 律 凛の 婦人 二 六 七 



第 十 章 比 律 K の綠人 二 六 八 

是は 西洋の 文明が 輸入され て よらの 制度て あって、 其 以前 は 結婚 は 總て兩 親の 間に 相談が 行 はれて 

甚 しきに 至って は 未だ 出生せ ざる 以前に 婚約が 兩 親の 間に 行 はれた 乙と が あるとの ことで ある 今 

日に 於て は 比律賓 婦人 は 東洋に 於け る 最も 解放され たる 婦人であって、 男子との 交際の 如き、 西洋 

諸國と 殆ど 變 りが なく、 若き 男女が 各種の 集 會宴會 舞踏 會 等で 相 知り 相 富の 間 所謂 コ I ト シップお 

續 けて、 兩 者の 意思 合致す るに 至って 初めて 結婚す るので あって、 是が必 しも 上流 中流 社會 のみに 

限らず、 勞 働に 從 事して 居る 者の 中に も ある 例へば 馬尼剌 市に は 多数の 煙草 工場が あるが、 ■ 葉卷 

煙草 は總て 手で 造る、 機械 を 用； S る. M とがない ので 手先 仕事の 器用て ある 比律賓 婦人 は葉卷 煙草の 

ェ女 として 何れの 工場に も澤山 居る 午後 五 時 乃至 六 時 頃 仕事が 終る 時分に ェ， 場の 門の 附近に 行つ 

て見ると多數の男子が人待顏に^^んで居る、 是は 意中の 婦人が 工場から 出て 來 るの を 待って 彼女の 

家まで 送 屈け て やる とか、 又は 附近の 飲食店に 行き 晚食を 共に する 爲め とか 云 ふので あって、 斯の 

如き 深切 を數 箇月の 間盡 して 始めて 結婚す るので ある 

比律賓 婦人 は 多 逢て あって、 數 人の子 女 を 擧げる は 普通で、 少しく 多 いのは 十數 人の子 女 を 産す 

る Nf とが 珍しくな so 比 律 賓の或 有名なる 人の 如き は 四十 歳の 時に 十三 人の子 女の 父であった 夫 



人 は 三年 程 前に 三十 幾 歲て此 多数の 子女 を殘 して 他界せられ、 同氏 は 昨年 年若き 後妻 を迎 へ たが 本 

年 は 後妻に 旣に 一 人の子が 出來た 新く の 如く 多產 であれば 人口の 增加は 非常に 速 かで あるべき て 

あるが、 小兒 死亡率が 非常に 多い のて それ 程に 增加 しない、 出生 兒の四 分の 一 乃至 半分 は 生後 一箇 

年間に 死亡す る 是は 所謂 粗製濫造と 云ふ譯 ではない が、 育兒の 方法が 惡ぃ爲 めて あって、 其證據 

に は 日本人 又は 西洋人の 子女の 死亡率 は 別に 多く はない C 婦人 會 又は 赤十字な どて 是が 改善 並に 救 

濟を圆 つて 居る ひ 

婦人の 負 操 問題 は 却々 六ケ しい 問題て あって、 ー國の 婦人 を 他國の 婦人と 較べて、 全體ょ 6 論じ 

て 孰れが 負 操 堅固で あるかと 云 ふ N/ と は、 殆ど 斷案を 下し 兼ねる 例へば B 本に は 公娼と か 藝妓と 

か 云 ふ 制度が あるから、 日本 婦人 は 貞操の 観念が 慕い かと 云へば 決して さう ではない 近來 所謂 新 

しき 婦人な どの 例 は あるが、 是は 除外例であって、 原則で はなく、 十字軍に 從 軍し^ 者が 留守中 

に 妻の 貞操 を 氣遣ひ 遂に 負 操 帶を發 明し. pi と 云 ふやうな こと は 我阈に はな so 西洋に 於て は 娘の 中 

は 却 々堅い が、 嫁して から 却て 不品行の 例が 比較的 多い と 云 ふが、 是は 或は 事實 らしく 考 へる 比 

律賓に 於て は靑 年男 女 間の 交際 は 所謂 西洋 流て あつで 頗る 自由で あるが、 問題 を 起す M とが 少 いや 

第 十 寧 比 律賓の 婦人 二 六 九 



• 第 十 章， "比 律 直の. 録人 二 七 

うに 見受けられる 併ながら 結婚 後の 不品行 は必 しも 絕無 ではな S. と 思 ふ 是は マつ に は 宗敎 上の 

理由で、 一旦 結婚した 者が 假令雙 方 承諾しても 離婚す る 乙と が 殆ど 不可能で ある 爲め、 愛の 冷めた 

夫婦、 又は 一 時の 情の 爲 めに 夫婦に なった 者が 他に 愛人 を 作る やうな 理由 も あ-^ はしない かと 思 ふ 

ので ある 殊に 婦人の 地位が 他の 東洋 諸國 人よ， H 咼く、 且 財布 を 握って 居る と 云 ふやうな 事. の爲 め， 

に、 婦人が 自主的 若く は 自動的て ある 事 は、 日本な どの 婦人より 遙に. 超越して 居る と 云 ふ 事 も 間接 

に は 新 かる 結果 を 誘致す るので は あるまい かと 思 ふ 

尤も 之れ は 勿論 例外で. あ つて I. 般に 云へば 比律賓 婦人 は 自主的て 勤勉で 家庭 を 背負って 立って 居る 

と 云 ふ も 過言て はない ウッド 將 軍總督 就任 演舌 中に も 「比 律賓に 於て 見た る ものの 內 品性 忠實 勤勉 

其他總 ての 點に 於て 社會に 好感 化 を 及ぼす 事 比律賓 婦人の 如き もの ある を 見ず」 と 云って 居る 著者 

も 同感 である。 



第 十 一章 比 律賓カ ー n バ ル 

^ I 一一 X 〃 と 云 ふ詞は 日本の 新聞な どに よく 謝肉祭な ど.^ 譯 されて ゐ るが、 さう 云 ふ 意味 もない 

ので はない が、 馬 尼拉の 力. - 一 一 \ 〃と 云 ふの はさう 云 ふ 意味で はなく、 別に 宗敎 上の 關係 はなく、 

1 . 口に 言へば 一年 一 度の 放 生 畲と云 ふやうな もので、 先づ 十一 月頃から ルネタ 公園の 傍の 空地に 圍 

ひ をして、 \ ネタに 面した 中央に 宏大なる 入口 を 設け、 其 園の 中には 運動場 も あれば ベ スポ f ^ 

の グラウン、 ドも あ， cs、 又 昔の 淺 草の 奥山の やうな 各種の 見世物 小屋 等 も 建てられ、 舞踏 場 も 設けら 

れ、 一月の 末から 二月に 掛けて 九日 間 開場す るので ある 此九 日間 は M の 圜內は 勿論 其 附近 一 般に 

一" 大歡樂 地と な，^、 男女 共に 各異檨 なる 服装 をして、 殊に 晩方から は コ ク フ H ッ ティ I と稱 する 紙.^ 

細かに 切った もの を 袋に 入れて 腰に 下け 又は 手に 提げて、 會ふ 人每に 知って 居る と識ら ない とに 拘 

らず之 を 顔と 云 はず 頭と 云 はず 互に 打 突け 公 ふと 云 ふやうな 他愛 もな き 戯れ をして 喜んで 居る 是 

は 唯 子供 やなに かに 限らず 堂々 たる 大人 も甚 しきに 至って は 老人 まても 同樣 若返って 無 邪氣な 遊び 

をす る. ので ある 大抵 每年此 時に 日本の 學 校から 野球選手 を 招待して 野球 技 を 演ずる 又 と關聯 
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して 色々 敎育 上の 展覽 會樣の もの も 其 構内に 開設 せらる > ので ある 

NJ の 力 一一 I バ ，は 比 律 蜜に 前から あった のて はなく、 fSj 米 利 加 占領 後 確か 一 千 九 百 六 七 年頃に 馬 

尼拉 市外の パサイと 云 ふ處で 小規模の 力 1 1ー バ ルを 初めた のが 元で、 年々 大きくな つて 遂に 今日の 

盛大に 至った ので ある 力 f 一 I バ ルの 事務 總長 とも 云 ふべき 者 は 政府の 局長 位の 人が 選ばれて 之に 

當る ？^とに慣習上な つ て 居る 是は 政府の 役人 を當 らしめ て 置く と 何 かに 就て 便宜が 多 い からで あ 

る 而 して 力.' 一一 パ ルと云 ふ もの は 1 つの 會社 組織て あって、 株主 は 初め 二十 圓 出して 一 株 を 持ち 

每年十 圓づ. -拂込 をして 行く のであって、 別に 何等 配當は 受けない が、 株主の 權利 として 力 ニパ 

〃開 會中は 場內に 無料で 入る rJ とが 出來 る、 其 他 各種の 利益が あるので、 之 を 金に 積って 見る と 約 

十 画 位の ものが ある 本年 ( 一 千 九 百 二十 二 年) の 力 f II パ ルには ウッド 總督の 招待で 我國 から 田 中 

義 一 大將が 出掛けら る \ 事に なって 居る が、 力 ュ f パ ル當局 者 も 非常に 喜ぶ 事であろう 



THE UFW OF SADAKAZE SUGANUSA 

r さ ilipphie Reeieu/W /画 I S7) 

During more than three centuries of with the Deople of these Islands, only two 

Japanese seriously tliouglit of carrying out a certain definite policy toward the pwlipDines, First of 

thtese was JViagoshicMro Harada, commonly k:nown as ^P3«-^P in tlie Spanisli DOOKS and wirtmgs. 

It: was Karada who suggested that Taiko ioLldgyoshi take these Islands from tlie ^pp^^ of Spain, in the 

y ひ ar 1593. After several years of negotiation Hideyoslii gave up tiie icka on pnnod»^ of tlie unsuccessful 

campaign against Ctnna. Th-e intercourse be サ ween Japanese and Filioinos continued for some time after 

t:liis Incident, IDUt tie exclusive policy of tlie rokugawa ^ho^un practicaiiy sliut the 00§^^^ from tne 

rest: of tlie world until <:lie r ひ opening oi t:lie country to foreigners by tne gdns and dlDlomacy of the 

American commodore. 

Tls suDj ひ ct of thds w^^3.a<0^ ひ adakaze suganllma, who was Isrn Uvelv ひ y ひ ars after ttie arrival of 

rommodore Perry in Japan, and would iiav ひ t} ひ en 51 years of age liad lie lived け o tins dav. The place 

where lie was born is significant. Mlrato, of the ； province of Kizen, in the Island of w^tf^^c^ is con- 

sidered as the cradle of foreign trade in Japan, As early as 1549 Portuguese ^^P^Q^W were seen coming s 

flirato, and the famous Catholic priest ； Francis Xavier arrived there m tlie same vear. 

^C^^§3P ^sa^^^ in a provincial school for a few years, t>ut owin^ to tlie ゆ nanci 一 al circumstances 

of liis familv lie liad to work for liimself. wllile tie was employed as a clerk in tlie Drovmclal gov 2.11- 

第 十二 章 管 沼 良風の 傳 ： 二 七三 



第 十二 章 管沼貞 風の 傳 二 七 四 

ment he was appointed to orepare a liistorv of the foreign relations of Mirato, which tie accomplislle^ 

in a creditable manner, and on that account his former 3P^^^^ and lord. Count IVEatsuura" furnislied 

him with the fund with ^^^n^ he could get higher ^^COM^^^Oy in Tokio. Me spent four years in 

IniDerial Universitv of Tokyo, SDedalizln^ in the study of ancient history and of Japan. It: 

is ^p^^ tliat while lie ン vas in th-e university lie で aid very little attention to Ms regular class work げ ut spent 

most of ids time in ttie library. Besides, he tool〖 ^^^o^p^ work in economics in anotlier school. SIS 

classmates liad very little idea as to what lie was doing, び ut when the time for graduation came 

the students as well as orofessors .were ws^^^^^^ to see a voluminous, liand-copied manuscript 00? 

more tlian thre ひ million and five isndred thousand words, giving a most complete lustory of 

the foreign commerce and relations of Japan. Upon work: he spent four years and consulted on ひ 

^cp^s^ and elghtylfour works, some of whicJi comprise more tlian one Isndred ^p^pp^w^ volumes. 

He was then only twenty.tllree years of a^e. 

Tlie serit of liis soon placed liim m tJie chair oi Commercial tustoty in the Higher OOBI 

mercial ScJhooL JBut he was not a man oi 3ere theory. He wanted to cany ins ideas Into pra? 

tical operation. So lie resigned Ms position ii -tile following year and came to ； Manila in March, 1889, 

where lie applied his in tensive method in studying the history and actual conditions existing in 1:1! ひ Islands. 

During tJiree months" stav lier ひ lie acq^ulred a working knowledge of th ひ W^^PM-P^ alK! in tlie beginning 

July iie to return to Japan to enlist -the hel で of Ms countrymen in carrying out Ms plan. w£ 

uniortunately, on the 5th of July he was suddenly taken ill and died on the following morning. His 

remains were ^0^^^ in tlie cemeterv at San Pedro Maca-tiJ where liis afterward SS^Q^ a tomlj 



to nis memory, 

ISioWj let us see what was Ms f>lan conrermn^ the H^r^ao^a^^ Islands. Th】s, howeve ク can Isst 

t>e exDlained as a p-art of his general idea of ； Par Eastern Poikics. wrieliy stated, JapanJ in order to 

place On ひ ni:a.l nations on an equd footing witii i:hose of die Occident, must: 1:ake the following 

steps, nalneiy: first, lielpj ttt ひ .bvorean jpeople to strengthen ^^a^^ country; seconds tiel で tlie .t-ihplnos to 

establish an independent government; hese tvs countries should be allied with Japan; fou ま h, 

China should be forcea to recognize and resp, 一 ct the rights of other Oriental sp^ss-^ and work 

witli tliem tlie salvation of countries. H ひ QQO^PW.^ Jap>an l:>e ready to ゆ ght》 if necessary, 

first, against SPJamJ and second, against R.ussla. 

Tlie course of events during the twenty seven years follovdng his ^s^^^ not exactly coincided 

with what lie -anticipated. But we must the conditions tlien existing in tJie i-ar East in order 1:o 

understand and appreciate liis ideas. Cluna was th ひ n considered as the strongest; country in tlie 

Orient. Her internal weakness ttad not "been exposed. Her navy tiaa newly added two larg ひ ibat-tl€slllps 

of more than 7；000 tons eacli, t>eside many smaller but pswerful sliips, wMle Ja で an^ largest men-of-war 

were not larger than チ 5 00 tons dls で kcemst. The discipline and training of the otfkers ana crews of 

け he Chinese navy were said to be of high order ttie able command of Admiral Ting, ^^w^^^^^ 

Ijy tiis foreign adviser. Admira 卜 Tm^ took: Qp で ortlsky to impress upon ttie lormidable power or 

has navy bv cruising around diffeernt ^s^^ of Japan" calling at several im;portan:t oo^^^^ ^ert^ as Yoko- 

liama, ； Kobe and :Nagasaki. In lier dealings witli wo^^p she acted as though ICorea was hier pro- 

tectorate and would not li^en to any p>rop5sition put forth by Jap>an lor 5^§w_. reforms 5 i^orea m 
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order to develop her people and country. 

To give an idea as to tlie relations between o^^sp and Japan as regards tlie attairs of 5&rea i 

will cite from "A history of the Japanese People," by Captain BrinEey: 

"To exercise indeoemience in j>ractice however, was not ； permitted to worea. A L^mnese resi- 

dent was stationed in Seoul, the Korean capital, and lie cstlicldy became an imperium m imperio. 

Tiienceforth Japan, in all hier dealings with the Peninsular Kingdorpi, found the latter ^0^p<^»^ as a 

Chinese dependency, olDevm^ the Chinese res dent in everytlnn. Again and again, Japanese patience 

was trid by these anomalous conditionsj and although northing occurred of SUBCient magnitude to war- 

ranit OBCial p>rotestj tJie Tokyo Government became sensible of ^^^QEP.^ rebutrs ana Ismiilating Inter- 

ferences at ChinaZs liands. ； Korea lierself suffered seriously from tins ^^p^^ of national irresponsioility. 

There was no of life and property, or any effective desire to develoo the countryMS resources. If 

ittie <^0aB^ of oppression appealed to force, Qlina readily lent military W^^^^W^S^Q to suppress them, 

and thus the royal family of Korea learned to regard its tenure of power as dependent on ability ^0 

conciiiate LilmaJW 

The Ikst step to be taken, according to liis idea, .was to bring Ohma to reasonable terms. This 

could only be done, in his opdnion, by strengtiiening Korea and creating tlie ^saQ^^O^QS nation of t:lie 

Philipjpine spp^w^ and t>y allying Japan with two countries, fhis being accomplished, if Qtlma should 

tJireaten Japan, the Philippines would ^^^^^Q Southern China and Korea the north. Or if the phiilf}- 

p>mes sliouid Is invaded by CMna" tjoth -^w^^pa and Korea would attack lier irom tti ひ § ^&. Tnus circum- 

scribed, China would come to lier senses and then tlie o«.^§^^^ Dsple would able to unite for 1:tie 



； pgtecuon of their « -^^ and territories against Europ^ean encroachment. In short, liis central idea was 

Ipanlorlentailsm. After these Oriental »pao»^ tiad themselves for the purpose of estabHshing and 

"eepmg ttte peace oi the if should still attempt to acquire an opening in tlie soutllj 

tlien would be the time to deliver a blow to the TVTOrthem wear enough to make him abandon the 

project 3r years to come. 

As to the w.^^^^pp amDitlon due to lier p^eculiar geographical position, Caotain says: 

"Vladivostok- the principal port in p Far East, lay at the southern extremity of the Maritime 

Province. Freedom of passage by the Tsush ma ^^^p^^ was therefore a matter of vital importance, ^nd 

to secure it one of two things was essential: ^^p^ she iierself sksld possess a fortified port on the 

^0^^§ side, or that japan should (be restrained from 一 aocluirlng sucli a port. Here, then, was a strong in- 

aucement for Russian aggression in Korea. Wiien th ゆ eastward movement of the great northern Dower 

げ rougnt it to the 30c- & of the Amur, the acquisition of Nikolaievsk: for a naval basis was the im- 

mediate rewam. But Mikoialevsk" lying in an inhosokable region, far away from ian the main routes of 

the worldws commerce, offered itself only as (a ^^^^^^^^ stone to further acquisitions. To pmsii 

southward irom this new port became an immediate object.: 

(へ Tliere lay an obstacle in tlie way. The long w^^^^ of seacoast from the moutli of the Amur 

to 一 tlie Korean frontier I -an area then called tlie usuri region 一 because that river forms part of its western 

boundary — Delonged to China" and she, haviig conceciecl much to in the way of tlie AmurJ 

sliowedl no inolination to make concessions in die 3^^^0^ of -tne XJstiri. She was ^^^^a to 

agreed howeve ク tliat the region slsuld be regarded as common prop-erty, pending a convenient 0PP07 
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tunity for clear delinitation. That opportunity soon came. Seizing the moment (1860) when Ghina 

llad 一 been beaten to her knees by England and France, Russia secured the final cession of the Usuri 

region" whidi then became tlie Maritime ； Province of Then w-c^^^^^ shifted lier naval basis 

in the l)adik to a P5int ten degrees ^oc^^ from Nlkolaievsk" namely" Vladivostok. Immediately after 

this transfer an attempt was made to obtain ^ow^^o» of H^C^^^BP. A EAlssian man-of-war proceeded 

thither, and cpietly began to establish a settlement whicli would soon bave constituted a. title of owner- 

ship had not Grealt Britain infterfered. The ^w^^^^po^ led w^cw^^p from ttie moutih of tlie Amur to 

Vlaaivostok prom で ted ttie po^d^w^^^os. of Saghalie 口 also, whicli, as already ^^^^^^^^ was accomplisiied in 

1875." 

に But all this e&,ort did not ； procure for Russia an unobstructed avenue from Vladivostok to 1:Jie 

port of tlie Far East. In ICorea seemed to lie a facile liope of saving ttlie maritime results of Russia 、ビ 

great trans-Asian marcli from lake Baikal to the Maritime Province and to Saghalien. ICorea seemed 

t:o oner every facility for such an s^^^^^^^.^^ 

Just how he was going to establisht an indelDendent government in the Philip で ine Islands is 1st 

fully known to us on account of Jiis plrema.ture deathu But if we look t>ac± into tlie con&tions of the 

Islands in those days we cannot fail to see 一 tlie grave dlssa:tlsfa;。tion of the people. The ravlte In- 

surrection and suDsequent execution of native jpnests occurred in 1872; many PJromlnent: Filipinos .were 

depoi1;ed; political agitation by youn^ tibpinos abroad, especially in Spam, was active; (〈N01i m ひ 

rangere》" was publisliedi m In fact" tne p§tures drawn in book- seem to htave actually ex- 

isted in those days. We mav sav, without exageration /ttiat most oi the conditions necessary to start 



Imve won the day for Philippine independence I さき &gked, at leas- for 

In It It f I R I 11 I tL;p Icted del 

the ti ョ I Lin お II i - I J .0 .HH^^^ p ま I 

the United SI of la. Korea II ^ g "t"f Co Jl the war with Japan, 

entitle him to the gratitude of all Filipinos. 



11 七 九 
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WCONOMic ALXIANCm 

Iphiiippine z^eses" November, 1916) 

Tlie necessity of promoting- die economic ^0^^<^^^0^, esjpecially in develofHng tiie resources 

of the Philippine Islands, cannot be 0<0^^p^^^. Upon this, more thian Up5n anything else, defends 

tjs ^tf?^^ of the country, p-or ^^^^^oc^ economic independence, political Independence is merely an 

empty name. 

The importance of <^uestion is wdl ^.^p^^s^ by the leaders of the p>eople. A was 

recently introduced in the Senate to approjpriate ¥1,000"000 for the develcpment of the coal and 

mineral oil industries, .Legislation of ttKS kind- win ubdoubtedlv stimulate, Dut tlie governmental assist- 

ance of the new industry in the form of direct financial aid is, from tlie nature of the case necessarily 

K3^s. rhe government cannot p^<p»OQ monev to cievelo で all Idnds of inaustries, nor even a majority 

of tnem. It must depend on private initiative for tlie most part, the JKOPer otgect of ^0<^33^o^p^ 

activities in tms field bem^ to create those conaitions whicii are favorable for the investment ci capitaL 

While capital is timid and conservative, yet it is cosmopolitan and will not iDe limited tsiitical 

t>oundanes. Therefore, those lavorabje conditions one ひ estaWishefi, and ； proper assurance お ven. tiiere 

IS no reason whv capital should not go into those industries where there is a ^^ow^s^ oi fair retuss 

on tlie investments. Let us se ひ some of these conditions whidi encourage the 5<Q^^3S^ of caputs. 

1. Stability of political conditions. 



T.he necessity of this condition for the investment of n^^^B needs no argument* l^lexlco is a 

good illustratsn. 

2. Least possible change of legislation affecting ^^^s^^^p^ activities. 

Corporation laws, mining laws, land laws, .^p^^^^o^ and any other laws affecting 1:he 

industrial activities should not be changed except in case of absolute necessity. To alter the conditions 

under which an investment was made is, to say the least, unfair to the investors. 

^. Security of investments. 

The law must give every assurance that property rights are absolutely secure before anybody 

can be expected to invest his capital. The Torrens title law may be cited as a good example. 

^. tlemoval of obstacles. 

There mav be many kinds of obstacles but here I refer chiefly to such obstacles as 一， vharfage 

upon all products exported from the Islands. (At ^ss^^ lumber and a few other articles only are 

exempted.) Some of the raw products or raw ores have very stnali value in proportion to ^^a^ bulk- and 

domestic development of these industries is impossible, as there is no i^^^^ at home for the pro- 

ducts. This probablv accounts for the present almost undeveloped condition of the Philippine mining 

industrv except as to gold mines* Wharfa お should ぎ abolished, at least for raw p§ducts of smalJ. 

vuils an<i most: of -tile mineral p>roducts. 

5, As light a ^0^0 on investment as possible. 

Mere I refer chiefly to the taxation directly affecting the earnings of the investment. rjs 

direct tax on the earnings 么 the industries should t>e as light as possi 一 ble. 
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ひ. Facilities for getung a suBScient number of such laborers as are ^^^^^^^^ for the different 

and capital being nesssary s^c^^^^^^ of production, capital, unless combined with a 

proper quantity and quality of labor, can not yield a large return. The govefnment should provide 

means" where it is n8essary, to introduce loreign laborers, to a certain extenf. 

Having seen the general conditions which favor the investment of op^^^^p^. iet us now turn our 

attention more particularly to the investment of Japanese rtp^^^w.^ in the WW^_^^^^^^3Q Islands. 

Th ひ relations between Japan and the PhiHpDine are verv close in many .wavs. Georl 

graphically speaking, these two countries are almost contiguous. From the nortliermost island of the 

watanes ^roup one may Ibeholdi the mountains of Formosa, when the <lay is clear. The trip between 

Manila and Takao, the southern port of Formosa, will t>e a 3P^^^ of two days, if a direct line of 

steamers "be estB}biished. the ^^^^p»OQ t>em^ not more than 550 miles" which is less the distance 

between Manila and zamDoanga. Mere contiguity or even nearness itself tends to IDrin^ two people 

in1:o closer relations than is the case with peoples of more distant sacesj even at tlie asw§^ time when 

st:eam ana electricitv have reomved, to a great extenlt" the element of distance. 

In former days, when nevigation was slow and precarious, the cjuestion of distance was a I& 

more important factor in the ^»^0§§0 Detween different peoples. Yet it is not strange to that 

the Japanese ^^^^^ with the Philippine people at an early day and some 0^ them htad permanent 

residence in the City of Manila as early as 1593. Had it not been for tlie exclusive policy of the 

TTokugawa shogon" the intercourse between these two countries would liave been most extensive. 



Racial resemblance oi two f>eople is another psmt to be into consideration. Some one 

humorously remarked at a banquet where there was a large number of Filioinos and some foreigners 

that 《ド Fdipino is a Jap>anese who talk Spanish, while a Japanese is a Filipino who does not."" When 

H first came to IVIaniia" a little more four years ago, I was very much ^^^s^ by -the ^po^p^ resemb- 

lance of the two peoples; so much so ^^p^ I had great difacultv in distinguishinging the two on manv 

occasions. It was just after the aopff of the late Emperor and everv Japanese hiad a IDlack- l>and on 

his left arm and I took this as a sign of the wearerys being a Japanese. But I found the custom 

of mourning for the death of relatives and friends by tying a black: Band around the left army is 

extensively followed in ^^^^ country andj ttierefore, to my great disappointment, mv schemes to diT 

tln^ulsll ttiem ！ Droved Ispractlcable. 

Tlie Japanese is wltllou-t &0&^ a mixed race and so is the Filipino, the onlv difference seeml 

3g to t>e that the lormer tiave t>een more thioroughlv mixed, tlirough ttie long lapse of time" while <:lie 

^^^^^^ are still in process of mixing; ttms we can tell, in most cases, s^anisht or Chinese mestizos among 

t:}ie Filipino j>eople. As to just what are th" many stock:s tliat make ud tjs people there is 

some difference of opinion among scientific men, tmt -they all seem to agree ffp^ at least a certain por- 

tion of it is composed of Malay stocks- the same as tlie Filipinos, wr. Nitobe" at ,a ^ss^^o^ lies at 

the Manila Hotel last April, E^,. れ Tilipinos are Idth and Idn of the Japanese Deopie、" 

Under such circumstances it is rather 、 strange ^^p^ Japanese Imve nQt gone rdore fully into 

economic enterprises in tuese .Islands long before tliis. The explanaiion seems to Ibe the comparative 

scarcity and urgent need of op^^^p^ at htome, wut conditions are fast changing in this regard. Since 
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th ひ beginnine- of the w^^o^^wy w-a ク Japan, next to the United States, has been increasing her share 

of ^^P^Q and ptroduction. Foreign ^^.^^^ lias increased enormously; the balance of become fav- 

orable; ^M^^c^^^^s as .well as new ^^^^-^^^^^^ which liave spring up s consequence of the 

war are playing large dividends. A steamship comlwany recently declared dividends of 360 !>er cent:; 

a metal refining comDany lias jiist ^S^PHQ^ 200 per cent, besides writing off for the largest part 01 

the o^ppr TTlie rate of ^^^0^^^^ lias become so low the w^s^^py and Frendi goverpK ト ents tlioughl: 

it advantageous to raise a Dart of their \vaT loan in Tapan. In short, Japan is changing lier status 

from that of a borrowing nation to of a lending one. This toeing tlie case, the investment m 

Japanese capital in foreign oos^a^^ will naturally increase in a short time and the Philippine islands 

will be on ひ of the fields of investment. Now the cjiiestion is. What should 一 be th ひ p^^^? of 1:lie FlHl 

pmo people toward this foreign ns,^^B That ttie leaders of the PJeopl ひ are not antagonistic to the 

introduction of foreign capital is evident from the speeclies on the floor of ttie Assembly by tlie ^^^p_^^ 

and other prominent members" at the time of the debate regarding the establishment of the ptlillp- 

pines National Bank. And there can be no valid argument against it. Every indusMally and com- 

mercially younger nation has liad to borrow money from older and richer nations m ^evelopnng the 

s^c^^w.^^^ of its country. The united ひ tattes of America was, untu I-ccentlyJ a heaw borrower of Eng- 

lish and French caDital. Japan was also borrowing nation and even stul Jias quite large obligations 

abroad. But these countries liave been ^^^^^5^ by borrowing, or rather they could not liave achieved 

«^sws^ industrial and commercial status without it. The only condition is important in his 

connection is to se ひ ttiat tne money thus Iborrowed is productively. Just as an individual 



who borrows money and buys an automobne simply for u^is^ or spends what tie borrows for the 

personal pleasure will finally get into trouble, so it is very dangerous for a nation to borrow money 

and spend it unproductively* 

Conceding the investment of foreign caDitai in the Philippine Islands will be bendkial ^0 

th ひ development of the industries in the Islands and ultimately to the economic independence of the 

country, there vet seems to the ^W^^^QW.^ to Iwe a certain antipahy or even fear existing amon^ some 

^Filipinos p^^^s^ Japanese op^^^^p^. The central idea of these people seems to be ii Japanese 

op^^^^-p^ is allowed -to come in it will lead to a political complication which might result m the Good. 

fstion of the Islands when the Philiooine Islands are declared ^»^^^so^§r The fallacy of this ar^u- 

m ひ tit is ラ vofold: 1st. Capitalists or investors are the very ones most opposed to お ny political ^^w^s^^. 

ance or change. So long as they enjoy tlie fruits of their op^^^p^ they are contented. J-lley liave 

too much interest at stake to cause any disturbance. Tttey are, more tlian any otner 0^1^ tlie 

にで eace at any price" jpeople. 2nd. Japan does not need any political control over §0-^^Q^ people 

so long as the country does not become a menace -to Japan. The Sino-Japanese vsr was ^^p^^o^ 

because of the denial on the ； part of China of JaDan》s ror ecjual nghts to t-e enjoyed Iby 1:5 th 

governments in die affairs of Korea and the ^d^w^^^s^ <^&p,^ declaration of the suzerainty of Cmna 

over w^oi. The K-nsso-Japanese war was caused t>y tlie ^§^p^ of Japarfs O^QB„§^ for a paramount 

^^^-^^i^ in R.orea, and tlie &sss^^ extension of the w^c^^^^p sslere of influence over ； Korea. Stat 

Jaf>an neeas for lier capital and tier growing Jspulation is an economic field. So lon^ as the PMlip- 

pines remain a neutral naition and treat the Jajpa.nese fairly and SCJUarely" giving enough freedom and 
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facilities for OGOnomic aotivifties" there is no ^»^C0^3S^ for the JaDanese people to spend t>oth 

Mood and money to get political control over the Filipinos, who would Is much more to gov- 

ern than ^^-.rtppw or ヒビ rmosans. 

Our next c^uesti on is. What would び e the best form in which ^p^ppow^ capital should be Intro- 

duced? This can び est t>e done t-y a combination of ^0? ^p^pps^ and F-ilipino np^^^p^ to undertake 

industrial enterprises. ； Prom the Filipino jpoint of view, if an undertaking be begun by Japanese 

0€^^_p^ alone, they may feel that the ^w.^pps^ concern abstracts all p>rollt and the Islands will (be 

^3^0<^^_^^^Q^ so much. Suspidon might also arise with respect to the doings of a purely Japanese 

enterprise, wut these objections will disappear if tjotll Filipino and Jaj:>anese ^w^<s^ jointly ana share 

til ひ control of the concern. ^^^^.a^30 caDita.Iists will get the benefit as mucli as Japanese capitalists. 

Besides, Filipino capitalists will u for nothing the full benefit of the knowledge of technical experts 

and the experience t^y conducting similar in JTaean. I htave known two enterprises 

organized cMdly by Filipinos liere, one of which has failed completely and 一 the other is in a ^P^P^H 

emfharrassed financial condition, simply for tiie lack: of sufScient capital and experience. I can se ひ 

no reason why these above-mentioned ^p&w^^^^^ should not have succeeded, if they xiad t>een under- 

taken with the co-operation cf Japanese capital and experience. Most of the induBitrros now in a 

highly prosperous condition in JaDan- liave had づ ery serious times in their his 一 totles* To receive the 

t>ea:dk of all 一 this experience witli which to safeguard the sound development of the new industries 

in these islands would be a great bendk to Filipino capitalists as well as the country. 

F-rom tlie point of view of Jaoanese capitalists, it mav be said that any iadustrial undertaking 



in foreign countries is p^^^s^^^ with a considerable amount of unknown nsjk, due to tlie local conditions 

botn physical and political. They may also f ひ ar that tliey might l}e tlie victims of discrimination. Thes^ 

disadvantages さ ill l>e dbvlated and fears dispelled if they Jiave nati\、e caDit-al and men associated with 

them. Thus this scheme is aavantageous for both isdes. 

The world is ^^<§0^»^ and a nation starts later than others has to make long 1:0 

caitcli and Isep up- with the rest. The jpatnotic ； Filipino who cherishes the tloDe of 3 independence 

cannot "lie back placidlv murmuring *manana/ ゴ wMle all tlie rest of tlie world is striving for the higher 

and oetter development of its territory. 

And nnally, this scheme of economic alliance Detwe ひ n Fllijplnos and Japanese will not: only 

promote the industries of tlie Islands tmt will cement the good relations now existing between the two 

JDesies. 
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RIZAL DAY ADDRESS 

De£fs;ereif in Tokio, December mhw 1921 

Mr. Toastmaster, Guests, and members of Fihpino Commimity of TTOkio. 

we are gathered togettier Itere in commemoration of the anniversary of the ^^^^^ 

of tlie greatest Filipino Patriot and IVIartyr Dr. Jose Rizal V, Mercadoy and you liave done me a great 

lionor in asking me to s で eak: at tliis memorable occasion. I am goin お to SDeak: on tlie topic whidi lias 

t-een discussed by many people for many years- and will oosa§^ to be discussed until the long O^Q«.^^^Q& 

Ispe of the Filipino people shall tiave been realized, Hie subject of my p^^^s^ is the Question of 

Indeepndence. Yoc mav think: tliat I am assuming too mucli in s で eakln^ on tliis subject to thte aua-lence 

comDosed mostly oi !*iiif>inos who jprot>ably know more _a:bout it than I do. But it is sometimes In- 

teresting to liear tjs O^Q^aoM^ ^^^^§^2^ by a foreigner, and that is my only excuse. Time, liowever, 

does not p>ermit to go into tJie details. All I am going to say is simply to で oint out a few impoxltant: 

events leasng ud to tlie present status of the Question. , 

As all of you k:now tlie independence movement did not originate in ttie American occxloatlon. 

It is much older, flie 19th 0^»?^^. esDeclany since tlie second ^0^^^^ was marlced by the spread oi 

liberal and liumanitanan ^^^p^. It llelped toward the enlargement: of ttie suffrage, and tlie grawlng 

appreciation of man^ right to self-governmenl. neform will of IBngland in the year 1832, Chartist move- 

ment "and tlie various movements for a freer ana better colonial are all ^pn^^ of tli ひ develoDlng 



recognition of llusan rights. 

This of tJie ideas did not Have a direct Ibearing up*on tlie Piiiiipp>me affairs. The com- 

munications Istween Europe and tli ひ Orient were still slow and uncertain, wilt, witli the opening of 

sus Canal in tlie year 1869, ^0^^?s 一 vitht ttie improved means of commlsicationsj tiie PliiHppine Islands 

メ vere brought nearer to the mother country and to Europe- and these liberal and democratic ideas 

IDe.gun to mid its ways into ttie Philippines. Apdinario Mabini in Ms essay on the Philippine Re- 

voluTion says that tiie opening of tlie Suez p lal ^^3C^^^ a tremendous change ujpon ttie SQ^^ of 

Next event IDearmw on this question is tlie Cavite Insurrection and the subsequent execution of 

three native namely 、， ^^p&s Burgos, Zamora and Gomez. Insurrection at tJie cavite Arsenal 

Tss nothing tst a local disturbance ops^^ by minor grievances. But ttie & authorities, ^^^otf^^w 

die pressure from Friars, made it Dretext to execute three innocent native priests who liad been jpro— 

agamst the iinlawiui encroachment of he Friars upon the proper s で liere of the ^oo£w.w. clergy, and 

0^3_^0& their -argument to the highest cannori リ al nos^ in Rome. The execution of three 一 priests, one 0£ 

whom over eighty years of a-gej ^^.^^&od^ even a show of p>3per 一 trial on tli ひ charge w け ich they aid not: 

liave any ； proved connection, could not help but ^31 the popular indignations the Spanish au- 

thorities. The ； people begun to realize something got to び e done since the fDnest-ndden govern- 

ment IS liable to do anvths^ that the ^^^p^.^ demand. 

Dr. Rizal was Iborn in 1861 and he was not more than 10 or 11 years oid when this liad happened, 

Ibut being a remarkable man from Ms boyhood lie must Iia.ve received a deep impressions by this event* 
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Thirteen vears later he frnbllshed Ms novel m isrope sued ("Noli me Tan^ere" in ^^_^^0^ lie faithmUy 

で ortravecl oic1:ure of social conditions ir tn^ Pnilippine Islands. In tiie p>refa;ce of tlie book lie says. 

に. To sy Fatherland: 

Recorded in the Mstory of liuman sufferings is a cancer of so malignant a o^p^.po^^^ that the least 

touch ^^d?.^^^ it and p^^p^^^»^ in it the sharp ;ist jpain. .Tlius, liow many times, when in ttie midst of 

modern civilizations I tiave ^^^^Q^ to call tliee before me, now to accompany me in memories, now t:o 

compare thee with other countries, hath thy dear image presented itself showing a social cancer like 

to that other! ご 

へれ Desiring thy welfare" wMcli is our ow.l, and seeking the best treatment, I will do witli thee what 

the ancients did with sick, exposing them on the steps of the temple so ^^p^ every one whLO 

came to invoke the o^<^3^^^^ might offer tliem a remedy.w》 

And to this end/ 1 will strive to repsiuce thv condition faithfuily, ^^^^^oc^ discriminations: I 

will raise a ^PH^ of tlie veil tJiat covers the evil, sacrilking to everything even itself, since, as 

diy son, I am conscious ttiat I also suffer from thy defects and weaknesses. 》》 

The second book: of Ms called へれ wl Fili"bastilismo" appeared a few years later" whidi was dedicated 

to ； Fathers JBurgos, Zamora and Gomez witli tlie folk>wing words. 

《へ To the memory of the priests, j3on Mariano Gomez (85 years old), E>on Jose Burgos (30 

years bid) and Don Jacinto Npi^p (35 years old)， Executed in Bagumt>ayan Fies on the 28th 

February, 1872、 

にれ The Churcli, refusing to cie お ade you, lias placed in doulDt tlie crime thiat lias t>e ゆ n imtsted 



to you; the Government, t>y surrounding your ^^^p^^ with mystery and shadowsj causes the belief tliat 

there was some error, committed in fatal moments; and all the Philippines, by worshipping your 

3emory and calling you martyrSj in no sense recognizes your culf>abiiity. In so far, therefore, as your 

complicity in the op<^^^ mutiny is not clearly -proved, as you may or may not Imve t>een patriots, and 

as you may or may not liave cherished ws^^3^»^^ for justice and for liberty, I have the ^^^^^ to 

dedicate my worlc to you as victims of the evil whicli I undertake to comDat. And whue we s<p^^ ex- 

jjectantly upsn Spain some day to restore your name and cease to t>e answeraoie for your let these 

fsges serve as a tardy wreatii of dried leaves over your unlknown tslbs; and let it be understood tliat: 

every one who without clear で roofs ^.^^po^^ your memory stains his hands in your blood 二" 

Rizai did not advocate the overthrow oi the ひ IsmshL IJOVernmenty but to reform social and 

governmental defects ！ by tjs peaceful means, especially Iby means of eduoadon. wut the ^0^^^?.p^ of 

the l>iaclc crimes of w-^-pw.^ in liis boolis and the dedication of the t50k to three native ipriests made 

the ； Priars tlie sworn enemy determinedi to do anything to see Ms downfall. 

「 There liad t>een many mistakes made Iby the Spanish Government in the Philippines but the 

shooting of Dr. Rizal 26 years ago today was the greatest folly committeed by the government* The 

local insurrection led t}y Increased its strength through the fspular indignation caused l^y 

tliis wanton execution of the beloved o^. I cannot refrain myself from reciting tiere に！ Mi Ultimo 

Pensamiento ジ so ^p^^^ao yet so with noble &od^.^^ and lofty Patriotism, 
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"T〇 MY COUNTRY." 

--^H^PS^PE from tlie original 

Farewe ョ beloved c§nry, longed-for region ot the sun. 

Pearl of tlie JEastern ひ eas, our lost Eaen. 

To give thee this sad life of minej joyfully I ^o; 

l^vnd \v.ere it more brilliant- mor ひ で leasant, more Dreclous, 

Yet for thee I would give it" I would give it for thee. 

On ゆ eld of battle, wrestling with delirium. 

Others are gw5^ their lives to thee witliout liesitation, without regret" 

The place does not matter: Cypress, Laurel or box-thorn, 

scaffold or open field, ngnt or cruel martvrdom. 

Iris all the same" if they demana it, the country and the liearth. 

I shall die, when I see the sky coloring (getting light) 

If great necessity to redden the (aurora) morning sky 

Pours out my soodj shed in good time 

-And guilds tli ひ fullness of tJie new び orn light. 

s< When scarcelv an adolscent youthj 



mv dreams when already a youn^ man, full of vigour. 

Were to see thtee some day, ； Pearl of the wastern seas" 

With thy iblack eyes serene, liigh thy smooth forehead. 

Without a frown, .evddlout a wrinkle, without a Diush. 

In tlie dreams of my life, in my ardent life- ビ 

:My soul soon to depart, is calling to thiee greeting 

Greeting, 〇 what a ^sda^ & ^^w,- & it is (to give tnee! 

Dying to give thee life, to die beneath thy skies, 

Anci in thy enchanted soil ff^o^^_^ eternity to sleep. 

If over (on) my grave thou wiit see some day SPJrm^ l^} 

Between the ^cs^^oc^ grass a simple liumble flowe ク 

；? ress it to thy lif>s、 idss my soul. 

And down in the cool tomb I ^^p^^ feel on my forehead 

Of tlw tenderness the breath, of thy ^^^p? the warmi:!!. 

Let me see the moon with her calm and mild light, 

Jfet my soul send forth the Heetmg brightness, 

.Let tlie wind moan with its loud murmur; 

And if there descends and H^^^^ upon my cross an "Av ひ"" 

ILev the に Ave"" sound forth its sweet song of oeace. 
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Let the SIS s ゆ rains 

And ^0?3 them pure to heaven wit}! my &oc^ for peace. 

Let a friendly bein^ weep over my earlv dleatli. 

And in the clear evenings when someone is p>raying for me 

Pray then also, mv country, for me resting witJi UTOP 

IRray for all who liave died without a diance. 

For tliose who have s^^s^ ^0^3^p^^ witliout a さ ail 

l?or our poor mothers they may endure their sorrow. 

For orphans and widows; for such as suffer torture. 

And pray for thyself that thou may est see thy Snai redemption. 

And when 5 obscure nl^llt tlie dlurchyard is wrapt. 

And lonelv the dead Ikeep their Wats, 

do not ^^w?^^ repose, do not the mystery. 

Perhaps &OU mayest liear the harmony of liarp or p^saltery, 

TTis I, 一 beloved countrv, I who sing to thee. 

And when my grave forgotten at last t>y all 

ffias po^^^^^ cross nor tombstone that designate the spot: 

Until some one plow it up and moisten it witli water. 

And mv ashes, before they to nothing. 



Sliall enricli tlie ^c^^ of thy ゆ eld which a scaibbard stirs u で； 

Then I mind not vour leaving me to oblivion. 

Thy atmospherej thv plains, thy valleys I ^^p^^ cross. 

The qfulverln^ and dear not:e \vul b ひ lor thy ear 

Aroma, light" colors, rumor, song, moan. 

Constantly ^^^^p^-^,^ thte essence of my faith 

My country, my idol, psin of my p>ams. 

Beloved Filipinos, liear mv last farewell" 

Here I leave thee all: my fathers, my loved ones; 

I go where there is no slaves, no liang man, no oppressors. 

Where (faith) confidence does not Mil, where God is he who reigns. 

Goodly, ^p&^^ and ^«.o&i^ parts of my soul, 

J?lends of my childlsod in the last home; 

Give &P3^^ that I rest from tlie trials of the day. 

； Farewell, sweet lady-love, mv friend, my joy; 

Farewell, beloved IDeings, ？ ciie is s ^80s_ 

died in order to live. Who among the Filipinos today is not inspired l^y the noWe 
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e:smDle of Rixali 

Tile insurrection of Agumaldo though quite successful at one time liad to lay down arms 

Iby the f>act of wiac-na-wato and Agumaldo and his Associates liad to leave the country about a year 

after tlie execution of Dr. SNP^. 

Hie oc^^^^p^ of hostitlities between the U.S. and in April 1898 gave tspes to t:lie 

Filipino people that they have at last achieved saw. goal oc^^ the benevolent hands of the U.S. 

They were disappointed in this, nowever. Pres. MclQnley and majority of American con^ross <le- 

cided to ^.0^P5 tlie Accorsng to »^c^-^^00 Malcolm of tlie supreme Court of the phillpsne 

Island there were four reasons for this decision. 

Namely: 

""In the first で lace, »p?^.p__ Jiuman exultation over a great victorv was inevitable. Ardent 

belief in tlie fulfilment of Americans manifest destiny and disinclination to liaul down the Flag wnere 

it: had once Isen planted became tJie Patrtotism! An altrustic and sine ひ re desire to Improve 

the condition of the ； Filipinos and to tliem for self-government was apparent. A course wnich 

would Ibest , subserve the interests oi the Filijpino people, wllldi would guard their f elf are, and which 

would lead to their jpolitlcal emancipation, again became tlie result. Hmnamtanamsm ! A belief 

tliat Providence liad opened a wav for the ^^^sa of civilization and for rhnstlan conversion In- 

fluenced many. A vision of missionary concju est again became the result. Reltgt 。さ！ A cjuick 0031 

prellensipn of tlie で ossioilities of trade expansion and a desire for now markets, all for the profit o け 

th ひ United States affected tlie interests* The retension of the Pliilippines in order to US ひ 



them as a l^ase for the wastem trade, especially of slina" again became the result, commeyctalismr 

Not ^^a^^Q.^ with this decision the .Filipino people established a Revolutionary Rjepuslc 

under the leadership cf General Aguinaldo at :M:aiolos. 

Philippine Republic was, however, Sllort-Hved. revolutionary forces without pl.0J>er training, 

without sufficient arms and ammunitions were no 3&0^ p^p^a^^^ American troops and the nghtmg came 

1:0 an end bv the op^ff^Q of General Agumaido in March 1901. 

From t:liis tim ひ on the IndeDendence movement ffo^ more peaceiui nsans, and esjpecially smcc- 

Tuly 1902. with the grcinting of the freedom of speedi and other political and constitutional rights 

and privileges, tJie p^^^p^^o^ was. carriea on chiefly by speeches and writings. 

Under ttte law of July 1902 civil government was establisiied witli ex-President Taft as governor. 

In ttie year 1907 Legislative Assembly comoo3ea of tiie elected members was opened, giving a share m 

tlie legislation to die Filipino peoole. commissioners were also sent to 一 Washington as tllelr 

sjpokes—men. This was the first step toward self-government and cMeSy through the persistent enort oi 

:Mr. Oiiezon, one of ttie later R^esident commissioners" so-called Jones law whicti gave a ^^^p^s measure 

of self-government to tlie Filipino people, was enacted under the Democratic President. The importance 

of Jones law to tlie cause of Pihlippine Independence can not be overestimated. In tlie first place it 

declares 5 the preamble tne denmte p>romise of granting Independence* In the second place it ^^poo^ 

in the liands of the JpiiiDino people tjtie legislative power. In the tMrd place it gives to the 

Philippine Senate the control over the executive Department tliroiigh tlie apfsintment of the OIBCials* 

In sliortj Jones I^aw made ttie Pliilippines almost autonomous so far as its internal affairs are con- 
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cerned. together .with ttie promise for independence. 

One of -the results of the great European War is ttie estabiisliment of the f>nnciple of the sell-deter- 

mination of the Deople; czecho—slovakia" poiand and etc. were made independent nations. Filipino 

で oopk were not slow in seizing op-lportunitv ard a large body of tlie delegates were sent to the United 

States in 1918 to ask the United Government to grant the immediate independence, wy this 

time- Isweve ク the op» oarty liad the majority in the Congress and president Wilson oould not: 

do anvthing more timn to recommend it in the following words: 

"Allow me to call your attention to the fact that the people of the Philippine Islands have 

succeeded in maintaininra- a ^^^^^^ government since the last aotion of the Congress in their oeJialf, and 

iiave thus fusiled the condition sd: by the congress as ^^S^Q^^ to the consideration of granting 

independence to the Islands. I respoctfuliy submit ^^p^ tMs condition precedent havm^ been fulfilled, it 

is now our liberty and our duty to keep our p-romise to the people of those Islands by granting them 

the incieoencJence whicli they so honoraDiiy covet." 

Upon tlie assumpstion of the of&c， President: Harding appoirUed cenerBl Wood and ex-covernor- 

Gslera 一 1 Forbes to investigate the general conditions in the PhiKpoines and make rooommendations. 

This colBmission, after four sotf&^^ careful and thorough investigation" through almost all 

parts or tiie Islanas and getting Srst liand informations, mack their report whicii was made ^cs^o 5 

IVIanila just a moath ago. The most important point in the rcoommendations, is, of course, on the ques- 

tion whether or not there exi お s a staDle govurnmentj or to put it m a different terms, or not 

til ひ Filipino people are readv to become an independent nation. On ^^^^ point reoort says: 



"れ We recommend tliat tlie present general status of the philipDine Islands continue until t ぽ 

Deople have Iiad time to absorb and thoroughly master the powers already in their hands." 

Thus the question of the immediate granting of indepedence is laid on tlie table. This is a 

great disappointment to the Hlipmo _p8ple. But, if we stop to & of the progress of ^^^^ ^ia03^ 

we cannot lieli> of a ^reat ^^^srt tliat has already been made toward tlie final goal for whicli 

tliey have b ひ en so consistently striving. jOhe DnnclDle of ^3«^^^p^ the independence is and in- 

ternal autonomy is secured. It only remains to Jperfst the governmental organizations and their work- 

ings, witli marsllansg tlie economic resources so as to mals tlie country economically inde- 

Dendent, in order to nnaily attain their object and Iwecome a member of tlie family of nations. I sincerely 

congratulate the Filipino people for the capaJty they have shown and the progress they have made in 

the self-government, and liope in the future, not far from now, we may be working together not only 

for the salvaition of the o^^^sp^ countries and peoples but for the peace and progress of the mankind* 

I thank づ OF 、 



第 十 n 草 リサ ー か 記念日 演舌 二 九九 



複 不 



大正 拾壹年 四月 一 日印 刷 

大正 拾壹年 四月 七 0： 發行 



比律賓 事情 



定價 金四圆 



許 




發 行 



著者 兼發 行者 



is: 所 



I 三 神 敬 長 

神 奈川縣 鎌 倉 町 小 町 百 拾 七 番地 

大 國 印刷 株式 會社 

東京 市 芝 區南佐 久間町 一 丁目 三番 地 

右 代表者 

士 II 武 源 五 郞 



株式 會社 拓殖 新報 社 

東京 市 芝 區南佐 久閬町 一 丁目 三费地 

電話 芝 1 八 九 〇、 八 〇 三 五 



き ％^ 



2 お 



；! 譬' A 672110', 




